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「
原
状
」
を
回
復
す
る
た
め
に
も
、
現
に
手
許
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る
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す
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価
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還
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あ
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得
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よ
っ
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価
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不
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避
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合
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利
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と
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価
償
還
の
双
方
を
さ
せ
る
な
ら
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負

担
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し
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る
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よ
り
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る
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に
よ
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調
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〇
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イ
ツ
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よ
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買
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用
行
為
に
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る
滅
失
・
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
を
検
討
し
た
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に
確
認
し
た
点
で
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る
（
２
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。
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よ
う
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は
既
に
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法
（
債
権
関
係
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の
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に
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る
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の
補
足
説
明
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者
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す
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五
一
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一
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日
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巻
一
号
一
頁
等
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返
還
義
務
に
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い
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も
明
文
化
す
る

と
い
う
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が
あ
る
。
も
っ
と
も
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に
つ
い
て
は
そ
の
外
延
が
必
ず
し
も
明
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で
な
い
と
い
う
問
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が
あ
る
ほ
か
、
給
付
の
目
的

物
が
あ
る
種
の
動
産
の
よ
う
に
時
間
の
経
過
に
よ
る
価
値
の
減
耗
が
著
し
い
も
の
の
場
合
に
は
、
使
用
利
益
は
価
値
の
減
耗
分
に
等
し
い
と
い

う
考
え
方
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
給
付
目
的
物
の
価
値
の
減
耗
と
使
用
利
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と
の
関
係
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う
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す
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か
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と
い
う
困
難
な
問
題
が

あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
使
用
利
益
の
返
還
に
つ
い
て
の
一
律
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
使
用
利
益
の

返
還
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
規
律
を
手
掛
か
り
と
し
た
解
釈
論
に
委
ね
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

よ
り
率
直
に
は
、
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
七
〇
回
会
議
で
内
田
貴
委
員
よ
り
、「
使
用
に
よ
り
減
価
し
て
い
く
物
に
つ
い
て
、
そ
の

）
九
七
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五

物
の
評
価
時
点
を
い
つ
に
と
る
か
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
使
用
利
益
を
返
還
さ
せ
る
と
そ
の
分
が
重
複
し
て
し
ま
う
場
面
も
出
て
く
る
」

と
指
摘
さ
れ
る
（
４
）

。
ま
た
、
磯
村
保
は
、
近
時
改
訂
さ
れ
た
教
科
書
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
説
く
（
５
）

。

目
的
物
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
使
用
・
利
用
に
よ
っ
て
価
値
が
下
落
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
減
価
し
た
原
物
を
返

還
す
る
だ
け
で
は
原
状
に
回
復
す
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
場
合
に
、
減
価
分
の
価
額
償
還
義
務
を
負
う
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
う
る
が
、

十
分
に
議
論
が
固
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
一
見
す
る
と
、
減
価
分
の
価
額
償
還
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
原
物
返
還
義
務
を
負
う
者
が
果
実
な
い
し
使
用
利
益
に
つ
い
て
も
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
、
相
手
方
は
当
初
の
原

物
の
価
額
を
超
え
る
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
減
価
分
の
価
額
償
還
義
務
と
果
実
な
い
し
使
用
利
益
の
返
還
義
務
の
関
係
を
ど
う
考
え
る

か
が
問
題
と
な
る
。
通
常
の
使
用
・
利
用
に
よ
る
果
実
な
い
し
使
用
利
益
が
減
価
分
を
下
回
る
場
合
、
減
価
分
の
価
額
償
還
義
務
を
履
行
す
れ

ば
足
り
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
が
、
今
後
の
議
論
の
進
展
が
必
要
で
あ
る
。

原
状
回
復
に
お
け
る
使
用
利
益
返
還
と
減
価
償
還
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
近
年
、
荻
野
奈
緒
と
油
納
健
一
に
よ
り
、
そ
の
問
題
の

核
心
が
意
識
さ
れ
、
議
論
が
深
化
し
て
い
る
。
荻
野
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
議
論
を
参
考
に
、
使
用
利
益
返
還
義
務
の
有
無
が
、
原
状

回
復
の
目
的
、
す
な
わ
ち
契
約
締
結
前
の
財
産
状
態
の
回
復
を
図
る
か
、
あ
る
い
は
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
財
産
状

態
の
回
復
を
図
る
か
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
と
の
視
角
、
お
よ
び
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
使
用
利
益
返
還
義
務
を
導
く
こ
と
の

是
非
を
再
検
討
す
べ
き
と
の
課
題
を
提
示
し
た
（
６
）

。
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
二
重
補
償
問
題
は
こ
の
荻
野
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
７
）

。
我
が

国
で
は
、
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
諸
問
題

─
使
用
利
益
返
還
に
と
ど
ま
ら
ず
、
原
物
返
還
不
能
リ
ス
ク
の
配
分
や
買
主
が
価
額
償
還
義
務

）
九
七
一
（
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六

を
負
う
場
合
に
お
け
る
償
還
価
額
算
定
な
ど

─
に
お
い
て
、
右
の
意
味
で
の
原
状
回
復
の
目
的
が
十
分
に
意
識
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
原
状
回
復
の
目
的
と
い
う
抽
象
論
か
ら
の
演
繹
的
議
論
が
回
避
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
賢
明
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
、
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
が
誰
の
ど
の
よ
う
な
財
産
状
態
の
回
復
を
図
る
制
度
と
見
る
か
を
意
識
し
、
こ
れ
と
の
関
連

を
論
ず
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
と
い
う
各
論
と
原
状
回
復
の
目
的
と
の
繋

が
り
を
示
す
荻
野
の
右
指
摘
は
、
我
が
国
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
（
８
）

。
フ
ラ
ン
ス
で
の
判
例
・
学
説
・
改
正
を
め
ぐ
る
議

論
は
、
荻
野
論
文
の
後
、
齋
藤
哲
志
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
お
り
（
９
）

、
本
稿
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
に
富
む
。
Ⅱ
章
以
下
で

適
宜
と
り
あ
げ
る
。

他
方
で
油
納
は
、
使
用
利
益
と
は
何
か
、
買
主
の
使
用
に
よ
る
価
値
損
耗
分
が
使
用
利
益
と
な
る
か
を
考
察
の
対
象
と
す
る
（
10
）

（
本
稿
冒
頭
で
引
用
し
た
中
間
試
案
の
補
足
説
明
に
あ
る
問
題
意
識
を
参
照
）。
ド
イ
ツ
で
は
、
一
方
で
「
使
用
利
益
に
は
消
費
利
益
を

含
ま
な
い
」
と
解
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
方
で
解
除
や
無
効
・
取
消
し
の
効
果
と
し
て
返
還
す
べ
き
使
用
利
益
の

算
定
局
面
で
は
、
使
用
に
よ
り
減
価
が
生
じ
る
対
象
物
の
場
合
に
（
市
場
に
お
け
る
賃
料
相
当
額
を
も
っ
て
使
用
利
益
と
す
る
考
え

方
を
明
確
に
否
定
し
）
直
線
的
減
価
分
で
も
っ
て
使
用
価
値
と
擬
制
す
る
判
例
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
（
11
）

。
た
と
え
ば

自
動
車
売
買
に
お
け
る
買
主
の
使
用
利
益
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
上
掲
の
計
算
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
（
自
動
車
で
な

い
場
合
に
は
、「
走
行
距
離
」
の
代
わ
り
に
「
使
用
期
間
」
が
用
い
ら
れ
る
）。

も
っ
と
も
、
我
が
国
で
最
判
昭
和
五
一
年
二
月
一
三
日
民
集
三
〇
巻
一
号
一
頁
（
以
下
で
「
昭
和
五
一
年
判
決
」
と
呼
ぶ
）
を

め
ぐ
っ
て
北
村
実
が
述
べ
た
よ
う
に
（
12
）

、
買
主
の
使
用
に
よ
り
生
じ
た
減
価
は
、
使
用
利
益
と
し
て
で
は
な
く
、
目
的
物
の
本
体

的
価
値
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
減
価
し
た
現
物
の
返
還
に
加
え
て
償
還
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
油
納
は
、
引

自動車の使用利益＝ 買主による実際の走行距離
売買時に見込まれた全走行距離×全部込みの売買代金

）
九
七
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七

渡
し
後
の
滅
失
・
損
傷
リ
ス
ク
が
買
主
負
担
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
比
較
で
、
こ
の
損
耗
減
価
も
ま
た
買
主
の
負
担
で
あ
る
べ
き
こ
と

を
論
じ
、
北
村
の
理
解
を
支
持
し
、
使
用
利
益
に
は
価
値
損
耗
分
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
論
じ
た
（
13
）

。
ま
た
、
減
価
す
る
物
の
場

合
、
そ
の
賃
料
相
当
額
に
も
減
価
償
却
分
が
含
ま
れ
て
い
る
以
上
、
賃
料
相
当
額
を
も
っ
て
使
用
利
益
と
見
る
こ
と
に
も
反
対
す
る
（
14
）

。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
優
れ
た
先
行
業
績
を
前
提
と
し
、
議
論
を
い
ま
一
歩
進
め
る
。

２
　
本
稿
の
検
討
手
法
と
構
成

こ
こ
で
本
稿
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
構
成
を
示
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
こ
こ
で
減
価
償
還
を
さ
せ
る
か
使
用
利
益
返
還
を
義
務
づ
け
る
か
は
、
荻
野
が
指
摘
す
る
と
お
り
、〈
回
復
す
べ
き
原
状
は
返

還
債
権
者
（
売
主
）
の
い
つ
の
時
点
で
の
財
産
状
態
か
〉
と
い
う
問
題
に
繋
が
る
（
15
）

。
も
っ
と
も
、
昭
和
五
一
年
判
決
を
（
そ
の
原
審
と
の
比

較
で
）
意
識
し
た
と
き
、
荻
野
が
挙
げ
る
二
つ
の
原
状
理
解
と
は
別
に
、
返
還
債
務0

者
（
買
主
）
の
原
状
回
復
を
志
向
す
る
可
能
性
も
浮

き
彫
り
と
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
う
し
た
原
状
回
復
の
目
的
理
解
と
使
用
利
益
返
還
・
減
価
償
還
と
の
関
係
を
整
理
し
よ
う
。
減
価
償

還
義
務
の
有
無
お
よ
び
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
関
係
如
何
に
つ
い
て
我
が
国
で
は
十
分
な
先
行
研
究
が
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
各
原
状

理
解
か
ら
ど
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
の
か
、
議
論
整
理
を
目
的
と
し
て
四
つ
の
モ
デ
ル
を
比
較
す
る
（
Ⅱ
章
１
節
）。
そ
の
う
え
で
、

使
用
利
益
返
還
と
減
価
償
還
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
両
者
を
認
め
る
こ
と
が
二
重
補
償
と
な
り
許
さ
れ
な
い
と
の
理
解
を
前
提
に
そ

の
い
ず
れ
か
を
課
す
る
見
解
と
、
二
重
補
償
の
可
能
性
に
意
識
的
か
は
と
も
か
く
双
方
を
課
す
る
見
解
と
が
あ
る
。
Ⅱ
章
２
節
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
拠
っ
て
立
つ
根
拠
を
整
理
す
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
整
理
を
前
提
に
、
減
価
の
リ
ス
ク
配
分
を
正
面
か
ら
取
り
扱
い
、
こ
れ
を
起
点
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
関

）
九
七
一
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損
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が
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を
も
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使
用
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と
見
る
こ
と
に
も
反
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す
る
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本
稿
は
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こ
う
し
た
優
れ
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先
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業
績
を
前
提
と
し
、
議
論
を
い
ま
一
歩
進
め
る
。

２
　
本
稿
の
検
討
手
法
と
構
成

こ
こ
で
本
稿
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
構
成
を
示
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
こ
こ
で
減
価
償
還
を
さ
せ
る
か
使
用
利
益
返
還
を
義
務
づ
け
る
か
は
、
荻
野
が
指
摘
す
る
と
お
り
、〈
回
復
す
べ
き
原
状
は
返

還
債
権
者
（
売
主
）
の
い
つ
の
時
点
で
の
財
産
状
態
か
〉
と
い
う
問
題
に
繋
が
る
（
15
）

。
も
っ
と
も
、
昭
和
五
一
年
判
決
を
（
そ
の
原
審
と
の
比

較
で
）
意
識
し
た
と
き
、
荻
野
が
挙
げ
る
二
つ
の
原
状
理
解
と
は
別
に
、
返
還
債
務0

者
（
買
主
）
の
原
状
回
復
を
志
向
す
る
可
能
性
も
浮

き
彫
り
と
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
う
し
た
原
状
回
復
の
目
的
理
解
と
使
用
利
益
返
還
・
減
価
償
還
と
の
関
係
を
整
理
し
よ
う
。
減
価
償

還
義
務
の
有
無
お
よ
び
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
関
係
如
何
に
つ
い
て
我
が
国
で
は
十
分
な
先
行
研
究
が
な
い
こ
と
か
ら
、
右
の
各
原
状

理
解
か
ら
ど
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
る
の
か
、
議
論
整
理
を
目
的
と
し
て
四
つ
の
モ
デ
ル
を
比
較
す
る
（
Ⅱ
章
１
節
）。
そ
の
う
え
で
、

使
用
利
益
返
還
と
減
価
償
還
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
両
者
を
認
め
る
こ
と
が
二
重
補
償
と
な
り
許
さ
れ
な
い
と
の
理
解
を
前
提
に
そ

の
い
ず
れ
か
を
課
す
る
見
解
と
、
二
重
補
償
の
可
能
性
に
意
識
的
か
は
と
も
か
く
双
方
を
課
す
る
見
解
と
が
あ
る
。
Ⅱ
章
２
節
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
拠
っ
て
立
つ
根
拠
を
整
理
す
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
整
理
を
前
提
に
、
減
価
の
リ
ス
ク
配
分
を
正
面
か
ら
取
り
扱
い
、
こ
れ
を
起
点
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
関

）
九
七
一
（
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係
に
迫
る
。
ま
ず
Ⅲ
章
で
は
、「
減
価
分
の
償
還
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
原
状
回
復
と
は
い
え
な
い
」
と
い
う
形
で
、
原
状
理
解
か
ら
減
価

0

0

0

0

0

0

0

0

償
還
義
務
を
演
繹
で
き
る
の
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
考
え
る
。
解
除
の
効
果
は
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
16
）

が
、
消
極
的
契

約
利
益
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
状
態
回
復
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
（
以
下
で
こ
れ

を
「
狭
義
の
原
状
回
復
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
）
は
、
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
賠
償
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
（
17
）

。
近
年
、
債

務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
」
の
賠
償
が
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
は
消
極
的
契
約
利
益
の
積
極
的
損
害
の
賠

償
と
も
と
れ
る
。
で
は
、
損
害
賠
償
に
は
、
消
極
的
契
約
利
益
の
消
極
的
損
害
が
含
ま
れ
得
な
い
の
か
。
含
ま
れ
う
る
と
す
る
と
、
狭
義

の
原
状
回
復
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
立
つ
の
か
。
本
稿
の
各
論
的
課
題
は
「
減
価
償
還
義
務
の
有
無
と
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
関
係
」

に
あ
る
が
、
こ
れ
を
考
え
る
う
え
で
は
、〈
原
状
回
復
の
目
的
〉
や
〈
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
の
内
容
と
狭
義
の
原
状
回
復
と
の
関

係
〉
と
い
っ
た
総
論
的
課
題
を
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
考
え
た
。
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
関
係
理
解
は
、
解
除
に
よ
る
原
状
回

復
と
は
い
か
な
る
状
態
の
回
復
か
を
窺
う
一
つ
の
試
金
石
で
あ
ろ
う
。

続
く
Ⅳ
章
で
は
、
返
還
対
象
物
が
買
主
に
引
き
渡
さ
れ
て
以
降
に
生
じ
た
減
価
の
う
ち
、
い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
を
買
主
が
負
担
す
べ
き

か
、
と
い
う
減
価
償
還
義
務
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
の
関
係
に
迫
る
。
両
者
の
関
係

を
整
理
す
る
視
点
は
複
数
あ
り
得
る
が
、
筆
者
は
ま
ず
は
減
価
償
還
義
務
の
有
無
と
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
有
益
だ
と
考
え
る
か

ら
で
あ
る
（
こ
の
点
で
油
納
論
文
と
の
問
題
意
識
の
違
い
に
一
言
す
れ
ば
、
油
納
は
、
使
用
利
益
と
損
耗
減
価
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
使
用
利
益
に
損
耗

減
価
が
含
ま
れ
る
か
を
考
察
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
稿
で
は
、
減
価
分
の
償
還
義
務
の
範
囲
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
使
用
利
益
の
役

割
・
機
能
を
炙
り
出
す
こ
と
を
狙
う
）。
前
述
の
と
お
り
、
筆
者
は
以
前
、
買
主
の
使
用
行
為
に
よ
り
生
じ
た
減
価
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
法
の
議

論
を
参
照
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
本
稿
は
そ
の
続
編
で
あ
り
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
議
論
も
踏
ま
え
て
論
じ
る
こ
と
に
な
る
。

）
九
七
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九

買
主
に
引
き
渡
さ
れ
て
以
降
に
生
じ
う
る
「
減
価
」
の
原
因
・
種
類
に
も
着
目
し
て
み
た
い
。

以
上
を
通
し
て
本
稿
は
、
上
記
各
論
的
課
題
へ
の
解
決
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
民
法
0

0

五
四
五

0

0

0

条
の
各
項
が
原
状
回
復
に
お
い
て
果
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
役
割

0

0

0

を
明
ら
か
に
す
る
（
Ⅴ
章
３
節
）。
五
四
五
条
各
項
は
そ
れ
ぞ
れ
の
原
状
回
復

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
規
定
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
矛
盾
の
な
い
形
で
ど
う

調
整
し
あ
い
、
す
べ
て
が
合
わ
さ
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
状
態
が
回
復
さ
れ
る
の
か
を
示
し
た
い
。

ま
ず
は
次
章
に
て
、
原
状
回
復
の
目
的
を
め
ぐ
る
モ
デ
ル
と
、
使
用
利
益
返
還
・
減
価
償
還
と
の
関
係
を
見
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

Ⅱ
　
モ
デ
ル
整
理
：
原
状
回
復
の
目
的
と
減
価
償
還
・
使
用
利
益
返
還
の
関
係

１
　
原
状
回
復
の
目
的

一
般
に
我
が
国
で
は
、
解
除
に
よ
る
契
約
の
原
状
回
復
と
は
、「
契
約
締
結
前0

の
財
産
状
態
の
回
復
」
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多

い
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
い
う
「
前
」
は
、
時
系
列
的
な
意
味
と
は
限
ら
ず
、「
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
の
回
復
」
と
い
っ
た
程
度
の
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
解
除
は
契
約
を
初
め
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
と
同
様
の
状
態
を
回
復
す

る
も
の
」
と
説
く
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
く
ち
に
「
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
」
と
言
え
ど
、
こ
こ
で
は
、
契
約
締
結
前
の

か
つ
て
の
財
産
状
態
と
す
る
理
解
と
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
財
産
状
態
と
す
る
理
解
が
あ
り
得
る
。

我
が
国
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
が
深
化
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
理
解
の
差
が
各
論
的
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
意

識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
原
状
回
復
と
は
ど
の
よ
う
な
財
産
状
態
の
回
復
を
目
指
す
も
の
な
の
か
、
と
い
う
抽
象
的
問
題
に

つ
い
て
、
あ
り
得
る
（
単
純
な
）
モ
デ
ル
を
示
し
、
そ
の
各
モ
デ
ル
か
ら
し
た
と
き
に
減
価
償
還
や
使
用
利
益
返
還
が
ど
う
扱
わ
れ
る
か

）
九
七
七
（
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が
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の
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で
ど
う

調
整
し
あ
い
、
す
べ
て
が
合
わ
さ
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
状
態
が
回
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さ
れ
る
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を
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い
。
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ず
は
次
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て
、
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状
回
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の
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モ
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と
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利
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・
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償
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と
の
関
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を
見
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と
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・
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用
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の
関
係

１
　
原
状
回
復
の
目
的

一
般
に
我
が
国
で
は
、
解
除
に
よ
る
契
約
の
原
状
回
復
と
は
、「
契
約
締
結
前0

の
財
産
状
態
の
回
復
」
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多

い
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
い
う
「
前
」
は
、
時
系
列
的
な
意
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と
は
限
ら
ず
、「
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約
が
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っ
た
状
態
の
回
復
」
と
い
っ
た
程
度
の
意

味
で
用
い
ら
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て
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る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
解
除
は
契
約
を
初
め
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
と
同
様
の
状
態
を
回
復
す

る
も
の
」
と
説
く
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ひ
と
く
ち
に
「
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約
が
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か
っ
た
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」
と
言
え
ど
、
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こ
で
は
、
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締
結
前
の
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の
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と
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解
と
、
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が
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た
な
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ば
現
在
あ
っ
た
で
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う
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状
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と
す
る
理
解
が
あ
り
得
る
。

我
が
国
で
は
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
が
深
化
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
理
解
の
差
が
各
論
的
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
意

識
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
原
状
回
復
と
は
ど
の
よ
う
な
財
産
状
態
の
回
復
を
目
指
す
も
の
な
の
か
、
と
い
う
抽
象
的
問
題
に

つ
い
て
、
あ
り
得
る
（
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純
な
）
モ
デ
ル
を
示
し
、
そ
の
各
モ
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ル
か
ら
し
た
と
き
に
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や
使
用
利
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還
が
ど
う
扱
わ
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る
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）
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一
〇

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
「
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
解
除
の
効
果
と
し
て
直
接
効
果
説

を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
解
除
に
よ
っ
て
契
約
は
消
滅
せ
ず
、
そ
の
内
容
が
清
算
の
方
向
に
変
わ
っ
て
存
続
す
る
と
解
し
よ

う
と
も
、
最
終
的
に
目
指
さ
れ
る
状
態
を
「
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
」
と
解
す
る
こ
と
は
決
し
て
矛
盾
で
は
な
い
。
法
律
構
成
レ
ベ
ル
で

の
契
約
の
否
定
と
、
回
復
が
目
指
さ
れ
る
状
態
と
は
区
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
（
18
）

。

ま
た
、
予
め
問
題
を
整
理
し
て
お
く
と
、
五
四
五
条
一
項
本
文
と
は
別
に
二
項
・
三
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
ま
で
視
野
に
入
れ
る

な
ら
ば
、
減
価
し
な
い

0

0

0

物
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
つ
い
て
は
、
次
の
い
ず
れ
と
解
し
よ
う
と
も
、
解
除
の
効
果
と
し
て
買
主
が
返
還
義

務
を
負
う
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
問
題
は
や
は
り
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
0

0

物
の
場
合
で
あ
る
。

⑴
　
契
約
締
結
前
・
給
付
交
換
前
の
債
権
者
（
売
主
）
の
状
態
回
復
（
α
）

当
然
、
契
約
の
原
状
回
復
と
は
、（
時
系
列
的
な
意
味
で
）
契
約
締
結
前
あ
る
い
は
給
付
交
換
前
に
お
け
る
、
債
権
者
の
か
つ
て
の
状
態

を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
理
解
が
あ
る
。
解
除
に
よ
り
契
約
が
遡
及
的
に
消
滅
す
る
と
考
え
る
我
が
国
の
伝
統
的
通
説
か
ら
す
れ
ば
、

原
状
を
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
あ
る
意
味
自
然
で
あ
る
（
19
）

。

た
と
え
ば
、
北
村
実
は
、「
価
値
の
減
損
分
は
、
本
来
、
給
付
物
の
返
還
を
契
約
締
結
前
の
原
状
で
い
か
に
実
現
す
る
か
と
い
う
問

題
（
20
）

」
と
捉
え
る
。
時
系
列
的
な
意
味
で
契
約
締
結
以
前
の
状
態
を
回
復
す
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
谷
口
知
平
も
、

北
村
の
右
理
解
を
支
持
す
る
ほ
か
、
目
的
物
滅
失
の
場
合
に
買
主
が
返
還
す
べ
き
価
額
を
「
売
買
に
よ
る
引
渡
し
を
受
け
る
以
前
の
客
観

的
価
格
」
と
し
て
お
り
、
α
の
原
状
回
復
観
に
親
和
的
で
あ
る
（
21
）

。

）
九
七
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
一

目
的
物
が
減
価
し
た
場
合
、
こ
う
し
た
原
状
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
契
約
締
結
前
の
状
態
を
回
復
す
べ
く
、
買
主
は
減
価
を
償
還
す
べ
き

こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
買
主
の
使
用
利
益
に
つ
い
て
は
、
契
約
締
結
前
の
債
権
者
た
る
売
主
の
状
態
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
こ

れ
を
売
主
に
帰
属
さ
せ
る
の
は
不
自
然
に
映
る
。

五
四
五
条
二
項
の
利
息
返
還
義
務
は
、
こ
う
し
た
原
状
理
解
に
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
同
条
一
項
本
文
の
（
狭
義
の
）
原
状
回
復
の
問
題

で
は
な
く
、
ま
さ
に
同
条
二
項
に
よ
っ
て
初
め
て
返
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
敷
衍
す
れ
ば
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
肯
定
し
よ
う
と
す

れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
、
一
項
本
文
の
原
状
回
復
の
問
題
で
は
な
く
、
三
項
の
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
原
状
理
解
は
、
五
四
五
条
が
一
項
本
文
で
原
状
回
復
義
務
を
規
定
し
つ
つ
、
別
途
0

0

、
二
項
で
利
息
返
還
義
務
を
、
三
項
で
果

実
返
還
義
務
を
そ
れ
ぞ
れ
課
し
て
い
る
こ
と
と
整
合
的
で
は
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
述
の
β
や
γ
δ
の
よ
う
に
解
す
る
な
ら
ば
、
利
息

返
還
義
務
や
果
実
返
還
義
務
は
一
項
本
文
の
原
状
回
復
義
務
に
吸
収
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
個
別
に
別
途
設
け
る
必
要
が
な
い
と
言
い

う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
五
四
五
条
の
二
項
と
三
項
が
契
約
締
結
後
の
時
間
経
過
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
α
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
五
四
五
条
は
一
項
で
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
を
志
向
し
つ
つ
、
二
項
三
項
で
そ
の
後
の
時
間
経
過
を
考
慮

し
た
清
算
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
べ
き
か
が
別
途
問
題
に
な
ろ
う
。
本
稿
が
問
題
と
す
る
減

価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
調
整
に
関
し
て
、
ま
さ
に
問
題
と
な
る
。

⑵
　
契
約
が
な
か
っ
た
現
在
の
債
権
者
（
売
主
）
の
状
態
回
復
（
β
）

そ
こ
で
、
五
四
五
条
は
一
項
か
ら
三
項
ま
で
で
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
の
現
在
の
状
態
回
復
を
目
指
し
て
い
る
と

解
す
る
こ
と
も
説
得
力
を
持
つ
。
仮
に
解
除
に
よ
り
契
約
が
遡
及
的
に
消
滅
す
る
と
考
え
よ
う
と
も
、
そ
れ
と
原
状
理
解
と
を
区
別
す
る

）
九
七
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
一

目
的
物
が
減
価
し
た
場
合
、
こ
う
し
た
原
状
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
契
約
締
結
前
の
状
態
を
回
復
す
べ
く
、
買
主
は
減
価
を
償
還
す
べ
き

こ
と
に
な
る
。
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本
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の
（
狭
義
の
）
原
状
回
復
の
問
題

で
は
な
く
、
ま
さ
に
同
条
二
項
に
よ
っ
て
初
め
て
返
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
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衍
す
れ
ば
、
使
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利
益
返
還
義
務
を
肯
定
し
よ
う
と
す
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、
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れ
も
ま
た
、
一
項
本
文
の
原
状
回
復
の
問
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で
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な
く
、
三
項
の
問
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と
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原
状
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は
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一
項
本
文
で
原
状
回
復
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を
規
定
し
つ
つ
、
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、
二
項
で
利
息
返
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を
、
三
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で
果

実
返
還
義
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を
そ
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ぞ
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課
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て
い
る
こ
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と
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的
で
は
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る
。
な
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ば
、
後
述
の
β
や
γ
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の
よ
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に
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な
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ば
、
利
息

返
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義
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や
果
実
返
還
義
務
は
一
項
本
文
の
原
状
回
復
義
務
に
吸
収
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
個
別
に
別
途
設
け
る
必
要
が
な
い
と
言
い

う
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
五
四
五
条
の
二
項
と
三
項
が
契
約
締
結
後
の
時
間
経
過
を
考
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し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
α
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
五
四
五
条
は
一
項
で
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
を
志
向
し
つ
つ
、
二
項
三
項
で
そ
の
後
の
時
間
経
過
を
考
慮

し
た
清
算
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
べ
き
か
が
別
途
問
題
に
な
ろ
う
。
本
稿
が
問
題
と
す
る
減

価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
調
整
に
関
し
て
、
ま
さ
に
問
題
と
な
る
。

⑵
　
契
約
が
な
か
っ
た
現
在
の
債
権
者
（
売
主
）
の
状
態
回
復
（
β
）

そ
こ
で
、
五
四
五
条
は
一
項
か
ら
三
項
ま
で
で
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
の
現
在
の
状
態
回
復
を
目
指
し
て
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る
と

解
す
る
こ
と
も
説
得
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を
持
つ
。
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に
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に
よ
り
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が
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に
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滅
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る
と
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よ
う
と
も
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れ
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す
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一
二

こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
（
22
）

。
こ
の
β
の
原
状
回
復
観
か
ら
す
れ
ば
、
二
項
・
三
項
の
返
還
義
務
は
、
一
項
本
文
の
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
の

一
環
で
あ
り
、
一
項
の
確
認
規
定
と
な
る
（
23
）

。

北
川
善
太
郎
に
よ
れ
ば
、「
解
除
訴
権
の
効
果
は
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
ら
存
す
る

0

0

0

状
態
へ
の
原
状
回
復
（in integrum

 

restitutio

）
に
も
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
十
九
世
紀
の
中
頃
、
モ
ム
ゼ
ン
を
へ
て
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
、
契
約
の
無
効
を

前
提
に
し
た
消
極
的
契
約
利
益
（negatives V

ertragsinteresse

）
論
と
結
合
し
、
の
ち
に
こ
れ
が
通
説
と
な
る
（
24
）

。」（
傍
点
は
引
用
者
）。
北

川
は
こ
れ
を
、「
解
除
訴
権
の
損
害
賠
償
請
求
権
的
性
格
」
と
し
、「
パ
ン
デ
ク
テ
ン
法
学
で
重
要
な
展
開
の
一
」
と
す
る
（
25
）

。
今
日
我
が
国

で
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）
賠
償
と
い
え
ば
、
契
約
締
結
以
前
（
あ
る
い
は
契
約
交
渉
前
）
の
状
態
を
回
復
す
べ
く
、
無
駄
に
な
っ
た

費
用
の
賠
償
（E

rsatz vergeblicher A
ufw

endungen

）
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
（
26
）

、
契
約
締
結
上
の
過
失
に
お
い

て
消
極
的
契
約
利
益
賠
償
の
可
能
性
を
説
い
た
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
は
、
右
の
よ
う
な
積
極
的
損
害
だ
け
で
な
く
、
消
極
的
損
害
（
有
効
な
契

約
の
成
立
を
信
じ
た
こ
と
に
よ
り
失
っ
た
取
引
機
会
＝
他
の
契
約
か
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
）
ま
で
含
め
て
い
た
（
27
）

。
こ
う
し
た
消
極
的
契
約
利

益
の
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
右
の
学
説
展
開
は
自
然
と
も
い
え
る
。
事
実
、
た
と
え
ば
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
は
、
売
買
契
約
が
締
結
さ

れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
両
当
事
者
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
が
回
復
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
説
い
て
い
た
し
（
28
）

、
ド
イ
ツ
民
法
の
第
一

草
案
や
第
二
草
案
に
お
け
る
解
除
効
果
規
定
で
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
回
復
す
べ
く
権
利
や
義
務
を
負

う
も
の
と
立
法
提
案
さ
れ
て
い
た
（
29
）

。

そ
の
後
、
日
独
の
立
法
は
対
照
的
と
な
る
。
一
方
で
ド
イ
ツ
で
は
、
修
正
第
二
草
案
＝
連
邦
参
議
院
提
出
草
案
以
降
、
回
復
す
べ
き
状

態
の
明
言
を
避
け
、
受
領
物
や
果
実
の
返
還
に
着
目
し
た
旧
三
四
六
条
に
結
実
し
た
（
30
）

。
ど
の
よ
う
な
状
態
を
回
復
す
る
か
に
触
れ
ず
、
返

還
債
務
者
の
具
体
的
義
務
を
規
定
す
る
方
向
性
を
採
る
。
こ
の
方
向
性
は
、
二
〇
〇
一
年
の
債
務
法
改
正
後
の
三
四
六
条
に
お
い
て
も
維

）
九
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
三

持
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
の
民
法
典
起
草
者
は
、
先
の
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
お
よ
び
第
二
草
案
を
参
照
し
、
五
四
五
条
一
項

本
文
を
起
草
し
た
。

そ
の
う
え
で
我
が
国
で
は
、
右
で
見
た
ド
イ
ツ
の
学
説
お
よ
び
立
法
提
案
の
よ
う
に
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
現
在
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
状
態
の
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
が
主
張
さ
れ
て
き
た
（
31
）

。
た
と
え
ば
、
山
下
末
人
は
、「
原
状
回
復
の
た
め
に

は
、
…
…
契
約
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
る
べ
き
状
態

0

0

0

0

0

0

へ
向
か
っ
て
ま
き
も
ど
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
説
き
（
32
）

、『
新

版
注
釈
民
法
⒀
』
で
も
、「
契
約
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
即
ち
原
状
」
と
の
記
述
を
残
し
て
い
る
（
33
）

。
ま
た
、
好
美
清

光
は
、
金
銭
受
領
者
が
元
金
だ
け
で
な
く
受
領
時
か
ら
の
法
定
利
息
を
付
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
関
し
、
原
状
回
復
は

「
た
ん
に
過
去
の
一
時
点
の
状
態
を
再
現
す
る
も
の
で
な
」
い
た
め
に
、
こ
の
義
務
は
「
原
状
回
復
の
内
容
を
な
す
」
と
理
解
す
る
（
34
）

。
河

上
正
二
も
、「『
原
状
を
回
復
す
る
』
と
は
言
っ
て
も
、
実
際
に
『
時
』
は
経
過
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
取
消
し
得
べ
き
行
為
の
為

さ
れ
た
時
点
や
、
契
約
締
結
時
点
と
い
う
『
過
去
』
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
現
在
に
引
き
直
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
推
測
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、『
原
状
を
回
復
す
る
』
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
な
か
っ
た
ら
、
現
時
点
で
ど
の

よ
う
な
財
産
帰
属
状
態
が
あ
っ
た
か
を
考
え
て
、
そ
こ
に
可
能
な
限
り
近
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。」
と
説
く
（
35
）

。
そ
し

て
現
在
、
こ
う
し
た
原
状
理
解
を
も
っ
と
も
明
確
に
主
張
し
、
こ
の
観
点
か
ら
各
論
へ
の
一
貫
し
た
理
解
を
示
す
の
が
平
野
裕
之
で
あ

る
（
36
）

。こ
の
モ
デ
ル
か
ら
す
れ
ば
、
買
主
が
得
た
使
用
利
益
自
体
は
重
要
で
な
い
。
買
主
が

0

0

0

得
た
利
益
の
償
還
で
は
な
く
、
よ
り
率
直
に
、
契

約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が

0

0

0

得
て
い
た
で
あ
ろ
う
使
用
利
益
が
回
復
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
平
野
は
、「
金
銭
の
場
合
に

は
実
際
に
利
益
を
運
用
に
よ
り
得
た
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
こ
こ
で
は
得
た
利
益
を
吐
き
出
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
原
状

）
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持
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
の
民
法
典
起
草
者
は
、
先
の
ド
イ
ツ
民
法
第
一
草
案
お
よ
び
第
二
草
案
を
参
照
し
、
五
四
五
条
一
項

本
文
を
起
草
し
た
。

そ
の
う
え
で
我
が
国
で
は
、
右
で
見
た
ド
イ
ツ
の
学
説
お
よ
び
立
法
提
案
の
よ
う
に
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
現
在
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
状
態
の
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
が
主
張
さ
れ
て
き
た
（
31
）

。
た
と
え
ば
、
山
下
末
人
は
、「
原
状
回
復
の
た
め
に

は
、
…
…
契
約
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
る
べ
き
状
態

0

0

0

0

0

0

へ
向
か
っ
て
ま
き
も
ど
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
説
き
（
32
）

、『
新

版
注
釈
民
法
⒀
』
で
も
、「
契
約
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
即
ち
原
状
」
と
の
記
述
を
残
し
て
い
る
（
33
）

。
ま
た
、
好
美
清

光
は
、
金
銭
受
領
者
が
元
金
だ
け
で
な
く
受
領
時
か
ら
の
法
定
利
息
を
付
し
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
関
し
、
原
状
回
復
は

「
た
ん
に
過
去
の
一
時
点
の
状
態
を
再
現
す
る
も
の
で
な
」
い
た
め
に
、
こ
の
義
務
は
「
原
状
回
復
の
内
容
を
な
す
」
と
理
解
す
る
（
34
）

。
河

上
正
二
も
、「『
原
状
を
回
復
す
る
』
と
は
言
っ
て
も
、
実
際
に
『
時
』
は
経
過
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
取
消
し
得
べ
き
行
為
の
為

さ
れ
た
時
点
や
、
契
約
締
結
時
点
と
い
う
『
過
去
』
の
世
界
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
現
在
に
引
き
直
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
推
測
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、『
原
状
を
回
復
す
る
』
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
な
か
っ
た
ら
、
現
時
点
で
ど
の

よ
う
な
財
産
帰
属
状
態
が
あ
っ
た
か
を
考
え
て
、
そ
こ
に
可
能
な
限
り
近
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
に
ほ
か
な
ら
な
い
。」
と
説
く
（
35
）

。
そ
し

て
現
在
、
こ
う
し
た
原
状
理
解
を
も
っ
と
も
明
確
に
主
張
し
、
こ
の
観
点
か
ら
各
論
へ
の
一
貫
し
た
理
解
を
示
す
の
が
平
野
裕
之
で
あ

る
（
36
）

。こ
の
モ
デ
ル
か
ら
す
れ
ば
、
買
主
が
得
た
使
用
利
益
自
体
は
重
要
で
な
い
。
買
主
が

0

0

0

得
た
利
益
の
償
還
で
は
な
く
、
よ
り
率
直
に
、
契

約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が

0

0

0

得
て
い
た
で
あ
ろ
う
使
用
利
益
が
回
復
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
平
野
は
、「
金
銭
の
場
合
に

は
実
際
に
利
益
を
運
用
に
よ
り
得
た
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
こ
こ
で
は
得
た
利
益
を
吐
き
出
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
原
状

）
九
一
九
（
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回
復
義
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｂ
（
引
用
者
注
：
買
主
）
が
実
際
に
使
用
し
た
り
果
実
を
得
た
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
」
と
し
、「
五
四
五

条
一
項
の
原
状
回
復
義
務
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
Ａ
（
引
用
者
注
：
売
主
）
は
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
使
用
利
益
や
果
実
を
得
て

い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
得
て
い
た
な
ら
ば
現
在
あ
る
状
態
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
く
（
37
）

。
売
主
の
仮
定
的
な
状
態

を
実
現
す
べ
く
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
を
し
て
い
た
な
ら
ば
買
主
が
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
償
還
を
さ
せ
る
こ
と
に
親
和
的
で
あ
る
。

事
実
、
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
一
項
は
、
返
還
債
務
者
（
買
主
）
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
使
用
利
益
の
償
還
を
義
務
づ
け
る
と
こ
ろ
（
38
）

、
こ
の

規
定
目
的
も
、
返
還
債
権
者
（
売
主
）
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
（
39
）

。

ま
た
、
こ
う
し
た
原
状
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
買
主
の
手
許
に
あ
る
現
物
を
返
還
し
て
も
原
状
回
復
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
点
で

も
平
野
は
、「
使
用
に
よ
り
消
耗
す
る
物
に
つ
い
て
は
、
返
還
ま
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
減
価
し
て
お
り
、
目
的
物
が
戻
っ
て
き
て

も
元
の
財
産
状
態
に
は
戻
ら
な
い
」
こ
と
か
ら
、「
価
値
減
価
分
を
価
格
賠
償
す
る
こ
と
が
、
原
状
回
復
義
務
と
し
て
は
求
め
ら
れ
る
」

と
説
く
（
40
）

。
よ
り
徹
底
す
れ
ば
、
自
然
損
耗
に
よ
る
経
年
減
価
に
つ
い
て
は
買
主
の
減
価
償
還
義
務
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
契
約
が
な

か
っ
た
な
ら
ば
売
主
が
当
該
目
的
物
を
使
用
し
た
で
あ
ろ
う
と
き
は
、
こ
の
売
主
が
逸
失
し
た
使
用
利
益
を
買
主
に
負
担
さ
せ
る
一
方
で
、

買
主
が
使
用
に
置
い
た
こ
と
で
の
減
価
や
使
用
に
よ
る
損
耗
減
価
に
つ
い
て
は
償
還
の
対
象
外
に
な
り
得
る
（
41
）

。

こ
う
し
た
原
状
理
解
（
42
）

に
向
け
ら
れ
る
べ
き
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
は
債
務
不
履
行
責
任
と
切
り
離
さ
れ
た
、
当
事
者
が
等
し
く
負

う
義
務
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
こ
こ
ま
で
の
義
務
を
負
う
べ
き
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
相
手
方
の
仮
定
的
状
態
の
実
現
を
、
損
害

賠
償
で
は
な
く
、（
帰
責
性
を
問
わ
ず
に
生
じ
る
）
原
状
回
復
義
務
に
お
い
て
果
た
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
、
再
度
正
面
か
ら
問
わ
れ
る

必
要
が
あ
る
（
43
）

。

）
九
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
五

⑶
　
契
約
締
結
前
・
給
付
交
換
前
の
債
務
者
（
買
主
）
の
状
態
回
復
（
γ
）

そ
う
し
た
中
で
α
β
と
は
異
な
る
視
覚
か
ら
の
理
解
が
、
債
務0

者
の
財
産
状
態
の
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
契
約
締
結
前
の
債
務
者
の
状
態
（
γ
）、
あ
る
い
は
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
債
務
者
が
現

在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
（
δ
）
を
回
復
す
る
た
め
に
、
債
務
者
は
受
領
物
を
返
還
し
、
使
用
利
益
を
返
還
す
る
義
務

を
負
う
と
す
る
理
解
で
あ
る
。

実
は
、
こ
う
し
た
見
方
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
の
が
、
昭
和
五
一
年
判
決
の
結
論
（
44
）

で
あ
っ
た
。
昭
和
五
一
年
判
決
の

事
案
で
は
、
売
主
が
所
有
権
を
有
し
な
い
こ
と
か
ら
、
解
除
の
遡
及
効
に
よ
り
売
主
に
所
有
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

根
拠
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
（
45
）

。
同
原
審
（
46
）

の
よ
う
に
、
買
主
の
利
得
に
対
応
す
る
売
主
の

損
失
が
な
い
こ
と
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
使
用
利
益
返
還
義
務
は
否
定
さ
れ
得
る
。
そ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
判
決
の
理

由
付
け
、
す
な
わ
ち
、「
契
約
当
事
者
に
該
契
約
に
基
づ
く
給
付
が
な
か
っ
た
と
同
一
の
財
産
状
態
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
は
、
買
主
が
引
渡
を
受
け
た
目
的
物
を
解
除
す
る
ま
で
の
間
に
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
利
益
を
も
返
還
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
判
旨
理
由
付
け
か
ら
は
、〈
契
約
に
基
づ
く
給
付
が
な
か
っ
た
と
同
一
の
財
産
状
態
を
回
復
さ
せ
る

た
め
に
は
、
債
権
者
だ
け
で
な
く
債
務
者
の
財
産
状
態
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
り
、
債
権
者
の
状
態
は
と
も
か
く

も
、
債
務
者
が
契
約
か
ら
生
じ
た
利
益
を
享
受
し
て
い
る
以
上
こ
れ
を
返
還
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
〉
と
の
理
解
が
窺
え

る
（
47
）

。
既
に
正
当
に
も
渡
辺
達
徳
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（
48
）

。

こ
う
し
た
原
状
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
買
主
が
返
還
・
償
還
す
べ
き
は
、
買
主
の
使
用
に
よ
る
減
価
分
で
は
な
く
、
買

主
が
現
実
に
得
た
利
益
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、（
昭
和
五
一
年
判
決
の
調
査
官
解
説
の
よ
う
に
（
49
）

）
買
主
は
収
益
可
能
性
を
得

回復を目指す時点

状態回復される

当事者

契約締結前の売主（α） 契約がなかった現在の売主（β）

契約締結前の買主（γ） 契約がなかった現在の買主（δ）

）
九
一
一
（
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で
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昭
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一
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の
結
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一
年
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の

事
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で
は
、
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が
所
有
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を
有
し
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か
ら
、
解
除
の
遡
及
効
に
よ
り
売
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に
所
有
権
が
認
め
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れ
る
こ
と
を

根
拠
と
し
て
使
用
利
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返
還
義
務
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
（
45
）

。
同
原
審
（
46
）

の
よ
う
に
、
買
主
の
利
得
に
対
応
す
る
売
主
の

損
失
が
な
い
こ
と
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
使
用
利
益
返
還
義
務
は
否
定
さ
れ
得
る
。
そ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
判
決
の
理

由
付
け
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す
な
わ
ち
、「
契
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当
事
者
に
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契
約
に
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づ
く
給
付
が
な
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っ
た
と
同
一
の
財
産
状
態
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
は
、
買
主
が
引
渡
を
受
け
た
目
的
物
を
解
除
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ま
で
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間
に
使
用
し
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に
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る
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を
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返
還
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が
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と
の
判
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由
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け
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ら
は
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に
基
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く
給
付
が
な
か
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と
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の
財
産
状
態
を
回
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さ
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る

た
め
に
は
、
債
権
者
だ
け
で
な
く
債
務
者
の
財
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状
態
に
も
目
を
向
け
る
必
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が
あ
り
、
債
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者
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状
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く

も
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債
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者
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じ
た
利
益
を
享
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い
る
以
上
こ
れ
を
返
還
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必
要
が
あ
る
〉
と
の
理
解
が
窺
え

る
（
47
）

。
既
に
正
当
に
も
渡
辺
達
徳
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（
48
）

。

こ
う
し
た
原
状
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
買
主
が
返
還
・
償
還
す
べ
き
は
、
買
主
の
使
用
に
よ
る
減
価
分
で
は
な
く
、
買

主
が
現
実
に
得
た
利
益
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、（
昭
和
五
一
年
判
決
の
調
査
官
解
説
の
よ
う
に
（
49
）

）
買
主
は
収
益
可
能
性
を
得

回復を目指す時点

状態回復される

当事者

契約締結前の売主（α） 契約がなかった現在の売主（β）

契約締結前の買主（γ） 契約がなかった現在の買主（δ）

）
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た
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
買
主
が
用
法
に
従
っ
て
使
用
し
て
い
れ
ば
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
償
還
義
務
を
課
す
こ
と
も
、
こ
の
モ
デ

ル
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⑷
　
契
約
が
な
か
っ
た
現
在
の
債
務
者
（
買
主
）
の
状
態
回
復
（
δ
）

こ
の
他
、
債
権
者
の
状
態
回
復
の
中
で
も
α
β
を
区
別
し
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
債
務
者
の
状
態
回
復
も
ま
た
、
契
約
が
な
か
っ
た
場

合
に
お
け
る
現
在
の
債
務
者
の
状
態
の
回
復
（
δ
）
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仮
に
こ
の
モ
デ
ル
を
貫
く
な
ら
ば
、
当
該
契
約
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
債
務
者
（
買
主
）
が
他
の
第
三
者
と
代
替
取
引
を
し
て
目
的

物
を
入
手
・
使
用
し
、
利
益
を
享
受
し
て
い
た
場
合
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
実
際
に
は
存
在
し
な
い
第
三
者
と
の
取
引
を
想
定
し
、
か
つ
対
価
負
担
も
し
て
い
な
い
買
主
の
仮
定
的
利
益
を
、
売
主
と

買
主
と
の
間
に
お
い
て
保
護
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
β
へ
の
疑
問
と
同
様
で
あ
る
。

２
　
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
関
係

次
に
、
両
者
の
関
係
理
解
を
め
ぐ
る
、
あ
り
得
る
モ
デ
ル
を
整
理
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
（
50
）

、
ウ
ィ
ー
ン

売
買
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）、
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）、
我
が
国
の
裁
判
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

⑴
　
使
用
利
益
返
還
優
先
構
成

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
民
法
は
、
以
前
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
よ
う
に
（
51
）

、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
優
先
す
る
形
で
の
調
整
を
図
る
。

）
九
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
七

す
な
わ
ち
、
買
主
は
、
使
用
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
一
方
で
（
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
二
項
一
文
一
号
）、
目
的
物
を

使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減
価
（
た
と
え
ば
新
車
が
中
古
車
に
な
る
こ
と
で
の
減
価
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
り

生
じ
た
損
耗
減
価
に
つ
い
て
も
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
（
同
文
三
号
）。
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
る
損
耗
分
は
、
当
該
使
用
に
よ
る
利
益

の
返
還
に
よ
り
補
わ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
多
数
説
は
、（
利
益
と
リ
ス
ク
の
同
一
帰
属
と
い
う
観
点
か
ら
で
な
く
）
売
主
が
二
重
に

補
償
を
受
け
る
こ
と
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
両
者
の
調
整
を
試
み
る
の
で
あ
る
（
52
）

。
そ
し
て
、
こ
の
調
整
に
あ
た
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法

三
四
六
条
が
、
滅
失
・
損
傷
に
つ
い
て
の
価
額
償
還
を
規
定
す
る
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号
よ
り
も
前
に
位
置
す
る
、
三
四
六
条
一
項
あ

る
い
は
二
項
一
文
一
号
に
お
い
て
収
益
返
還
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
（
両
規
定
の
構
造
上
の
位
置
づ
け
）
を
根
拠
に
、
利
益
返
還
義
務
を

優
先
さ
せ
、
逆
に
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
か
ら
生
じ
る
損
耗
に
つ
い
て
は
価
額
償
還
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
解
釈
を
展
開
す
る
。
た
だ
し
、

ド
イ
ツ
で
は
、（
前
述
の
よ
う
に
）
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
だ
け
で
な
く
、
用
法
に
従
っ
て
使
用
し
て
い
れ
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益

の
償
還
を
も
義
務
づ
け
る
場
合
が
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
一
項
）
こ
と
は
、
こ
こ
で
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

使
用
利
益
返
還
を
優
先
す
る
構
成
は
、
他
に
も
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
条
約
で
は
、
返
還
不

能
リ
ス
ク
の
配
分
に
あ
た
り
、（
価
額
償
還
義
務
の
有
無
と
範
囲
に
よ
る
リ
ス
ク
配
分
で
は
な
く
）
解
除
の
可
否
に
よ
る
リ
ス
ク
配
分
が
採
用
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
目
的
物
が
減
価
し
て
い
て
も
な
お
解
除
が
許
容
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
減
価
償
還
義
務
で
は
な
く
、
使
用
利
益
の
返

還
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
同
八
四
条
二
項
（
53
）

）。

こ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
使
用
利
益
返
還
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
、
債
務0

者
の
財
産
状
態
の
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
（
γ

δ
）
に
親
和
的
で
あ
る
（
54
）

。
使
用
利
益
が
債
務
者
の
許
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
契
約
解
消
に
も
か
か
わ
ら
ず

返
還
債
務
者
（
買
主
）
の
許
に
利
益
が
残
る
事
態
が
回
避
さ
れ
る
。

）
九
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
七

す
な
わ
ち
、
買
主
は
、
使
用
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
一
方
で
（
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
二
項
一
文
一
号
）、
目
的
物
を

使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減
価
（
た
と
え
ば
新
車
が
中
古
車
に
な
る
こ
と
で
の
減
価
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
り

生
じ
た
損
耗
減
価
に
つ
い
て
も
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
（
同
文
三
号
）。
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
る
損
耗
分
は
、
当
該
使
用
に
よ
る
利
益

の
返
還
に
よ
り
補
わ
れ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
多
数
説
は
、（
利
益
と
リ
ス
ク
の
同
一
帰
属
と
い
う
観
点
か
ら
で
な
く
）
売
主
が
二
重
に

補
償
を
受
け
る
こ
と
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
、
両
者
の
調
整
を
試
み
る
の
で
あ
る
（
52
）

。
そ
し
て
、
こ
の
調
整
に
あ
た
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法

三
四
六
条
が
、
滅
失
・
損
傷
に
つ
い
て
の
価
額
償
還
を
規
定
す
る
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号
よ
り
も
前
に
位
置
す
る
、
三
四
六
条
一
項
あ

る
い
は
二
項
一
文
一
号
に
お
い
て
収
益
返
還
を
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
（
両
規
定
の
構
造
上
の
位
置
づ
け
）
を
根
拠
に
、
利
益
返
還
義
務
を

優
先
さ
せ
、
逆
に
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
か
ら
生
じ
る
損
耗
に
つ
い
て
は
価
額
償
還
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
解
釈
を
展
開
す
る
。
た
だ
し
、

ド
イ
ツ
で
は
、（
前
述
の
よ
う
に
）
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
だ
け
で
な
く
、
用
法
に
従
っ
て
使
用
し
て
い
れ
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益

の
償
還
を
も
義
務
づ
け
る
場
合
が
あ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
一
項
）
こ
と
は
、
こ
こ
で
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

使
用
利
益
返
還
を
優
先
す
る
構
成
は
、
他
に
も
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
条
約
で
は
、
返
還
不

能
リ
ス
ク
の
配
分
に
あ
た
り
、（
価
額
償
還
義
務
の
有
無
と
範
囲
に
よ
る
リ
ス
ク
配
分
で
は
な
く
）
解
除
の
可
否
に
よ
る
リ
ス
ク
配
分
が
採
用
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
目
的
物
が
減
価
し
て
い
て
も
な
お
解
除
が
許
容
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
減
価
償
還
義
務
で
は
な
く
、
使
用
利
益
の
返

還
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
同
八
四
条
二
項
（
53
）

）。

こ
の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
使
用
利
益
返
還
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
、
債
務0

者
の
財
産
状
態
の
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
（
γ

δ
）
に
親
和
的
で
あ
る
（
54
）

。
使
用
利
益
が
債
務
者
の
許
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
契
約
解
消
に
も
か
か
わ
ら
ず

返
還
債
務
者
（
買
主
）
の
許
に
利
益
が
残
る
事
態
が
回
避
さ
れ
る
。

）
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
八

も
っ
と
も
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
滅
失
・
損
傷
に
つ
い
て
買
主
負
担
が
原
則
で
あ
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
民
法
（
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号

に
よ
り
買
主
は
価
額
償
還
義
務
を
負
担
）
に
お
い
て
も
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
（
八
二
条
一
項
で
買
主
は
解
除
権
を
喪
失
）
に
お
い
て
も
前
提
と
さ

れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
な
ぜ
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
の
か
。
使
用
利
益
の
返
還
で
は
減
価
を
補
い
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
両
者
の
不
均
衡
が
気
に
か
か
る
。

⑵
　
減
価
償
還
優
先
構
成

こ
れ
に
対
し
、〈
使
用
に
よ
る
減
価
分
が
償
還
さ
れ
な
け
れ
ば
原
状
回
復
と
は
な
ら
な
い
〉
と
し
て
、
減
価
償
還
を
当
然
視
す
る
見
解

が
我
が
国
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
（
55
）

。
五
四
五
条
一
項
本
文
は
、
返
還
債
務
者
か
ら
見
て
、
そ
の
相
手
方
の
状
態
を
回
復
す
る
義
務
を
規
定

す
る
以
上
、
こ
う
し
た
見
解
は
条
文
の
文
言
に
忠
実
で
あ
り
う
る
。

こ
う
し
た
理
解
は
、
二
〇
一
六
年
債
務
法
改
正
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
一
定
の
支
持
を
集
め
た
こ
と
が
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
破
棄
院
で
は
、
か
つ
て
第
一
民
事
部
と
第
三
民
事
部
と
で
使
用
利
益
返
還
（
用
益
の
補
償
）
を
め
ぐ
っ
て
判
断
が
分

か
れ
て
い
た
（
第
一
民
事
部
は
、
過
去
の
状
態
を
回
復
す
る
た
め
に
減
価
償
還
義
務
を
認
め
る
一
方
で
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
し
た
の
に
対
し
て
、

第
三
民
事
部
は
使
用
利
益
返
還
義
務
を
肯
定
し
た
）
と
こ
ろ
、
そ
の
後
二
〇
〇
四
年
七
月
九
日
の
合
同
部
判
決
に
お
い
て
、
遡
及
効
を
根
拠
と

し
て
使
用
利
益
返
還
を
否
定
す
る
形
で
判
断
が
統
一
さ
れ
た
（
56
）（

な
お
、
同
判
決
は
、
使
用
利
益
に
つ
き
損
害
賠
償
の
問
題
と
な
る
こ
と
を
示
唆
す

る
（
57
）

）。
齋
藤
哲
志
は
、「
給
付
さ
れ
た
物
の
使
用
利
益
の
処
遇
は
、
遡
及
効
に
よ
っ
て
は
基
礎
づ
け
ら
れ
得
な
く
な
り
、『
原
状
回
復
の
外

側
』
に
放
逐
さ
れ
た
。」
こ
と
を
強
調
す
る
（
58
）

。
こ
の
二
〇
〇
四
年
判
決
を
め
ぐ
っ
て
学
説
は
、
契
約
解
消
の
遡
及
効
と
は
当
事
者
を
契
約

締
結
以
前
の
状
態
に
戻
す
た
め
の
も
の
と
捉
え
る
こ
と
で
、
使
用
利
益
返
還
を
否
定
す
る
一
方
で
、
使
用
に
よ
る
損
耗
補
償
を
肯
定
す
る

）
九
一
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
九

も
の
、
と
分
析
し
た
。
事
実
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
売
買
契
約
の
対
象
と
な
っ
た
中
古
自
動
車
が
予
定
さ
れ
た
品
質
を
満
た
さ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
解
除
事
案
に
お
い
て
、
遡
及
効
に
つ
い
て
右
二
〇
〇
四
年
判
決
と
同
一
の
理
解
に
立
ち
つ
つ
、
使
用
に
よ
る
減
価
の
補
償
を

認
め
る
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
（
59
）

。

ま
た
、
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
で
は
、
そ
の
規
定
上
で
明
確
に
、
減
価
分
の
償
還
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
草

案
の
Ⅲ
─
３
：
五
一
三
条
⑴
⒝
で
は
、
使
用
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
価
値
減
少
分
に
つ
い
て
受
益
者
に
償
金
義
務
を
負
わ
せ
、
次
の

五
一
四
条
で
は
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
規
定
す
る
も
の
の
、
売
主
の
二
重
補
償
の
回
避
が
意
識
さ
れ
（
60
）

、
買
主
が
五
一
三
条
で
価
値

償
還
義
務
を
負
う
限
り
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
上
明
記
さ
れ
て
い
る
（
61
）

。

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ⅲ
─
３
：
五
一
三
条
（
利
益
の
価
値
の
支
払
）

⑴
　
受
益
者
は
、
次
に
掲
げ
る
義
務
を
負
う
。

⒝
　
受
領
の
時
か
ら
返
還
す
る
べ
き
時
ま
で
の
間
に
利
益
の
状
態
が
変
化
し
た
結
果
、
返
還
す
る
こ
と
の
で
き
る
利
益
の
価
値
が
減
少
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
償
金
を
支
払
う
義
務

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ⅲ
─
３
：
五
一
四
条
（
使
用
お
よ
び
改
良
）

⑴
　
受
益
者
は
、
使
用
に
関
し
て
Ⅲ
─
３
：
五
一
三
条
（
利
益
の
価
値
の
支
払
）
⑴
の
定
め
に
よ
る
責
任
を
負
う
場
合
を
除
き

0

0

、
利
益
の
使

用
に
対
し
て
、
合
理
的
な
金
額
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

）
九
一
七
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
九

も
の
、
と
分
析
し
た
。
事
実
、
二
〇
〇
六
年
に
は
、
売
買
契
約
の
対
象
と
な
っ
た
中
古
自
動
車
が
予
定
さ
れ
た
品
質
を
満
た
さ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
解
除
事
案
に
お
い
て
、
遡
及
効
に
つ
い
て
右
二
〇
〇
四
年
判
決
と
同
一
の
理
解
に
立
ち
つ
つ
、
使
用
に
よ
る
減
価
の
補
償
を

認
め
る
判
決
が
出
さ
れ
て
い
る
（
59
）

。

ま
た
、
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
で
は
、
そ
の
規
定
上
で
明
確
に
、
減
価
分
の
償
還
が
優
先
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
草

案
の
Ⅲ
─
３
：
五
一
三
条
⑴
⒝
で
は
、
使
用
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
価
値
減
少
分
に
つ
い
て
受
益
者
に
償
金
義
務
を
負
わ
せ
、
次
の

五
一
四
条
で
は
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
規
定
す
る
も
の
の
、
売
主
の
二
重
補
償
の
回
避
が
意
識
さ
れ
（
60
）

、
買
主
が
五
一
三
条
で
価
値

償
還
義
務
を
負
う
限
り
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
上
明
記
さ
れ
て
い
る
（
61
）

。

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ⅲ
─
３
：
五
一
三
条
（
利
益
の
価
値
の
支
払
）

⑴
　
受
益
者
は
、
次
に
掲
げ
る
義
務
を
負
う
。

⒝
　
受
領
の
時
か
ら
返
還
す
る
べ
き
時
ま
で
の
間
に
利
益
の
状
態
が
変
化
し
た
結
果
、
返
還
す
る
こ
と
の
で
き
る
利
益
の
価
値
が
減
少
し

た
こ
と
に
対
し
て
、
償
金
を
支
払
う
義
務

Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ⅲ
─
３
：
五
一
四
条
（
使
用
お
よ
び
改
良
）

⑴
　
受
益
者
は
、
使
用
に
関
し
て
Ⅲ
─
３
：
五
一
三
条
（
利
益
の
価
値
の
支
払
）
⑴
の
定
め
に
よ
る
責
任
を
負
う
場
合
を
除
き
0

0

、
利
益
の
使

用
に
対
し
て
、
合
理
的
な
金
額
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。

）
九
一
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

二
〇

こ
の
よ
う
に
減
価
償
還
義
務
を
優
先
す
る
構
成
は
、
債
権0

者
の
財
産
状
態
の
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
（
α
か
β
）
に

立
っ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
経
年
減
価
も
買
主
負
担
と
解
す
る
な
ら
ば
、
α
の
「
契
約
締
結
前
に
お
け
る
売
主
の
財
産
状
態
の
回
復
」

が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
（
右
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
遡
及
効
を
め
ぐ
る
議
論
を
参
照
）。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
原
状
理
解
か
ら
減
価
償
還
を
演
繹
的
に
導
く
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

に
は
疑
問
が
あ
る
。
五
四
五
条
一
項
本
文
に
い
う
〈
相
手
方

の
状
態
回
復
〉
は
、
絶
対
視
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
相
手
方
（
売
主
）
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
原
物
返
還
不
能

と
な
っ
た
場
合
、
買
主
が
原
物
返
還
に
代
わ
る
価
額
償
還
の
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
争
い
は
な
い
。
昭
和
五
一
年
判
決
も
述
べ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
市
場
価
格
の
変
動
に
よ
る
価
値
の
下
落
が
、
一
般
に
原
状
回
復
の
対
象
と
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
62
）

こ
と
か
ら
す
れ

ば
、〈
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
〉
も
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
評
価
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
（
63
）

。
そ
の
他
、
契
約
が
実
現
さ
れ
な
い
こ
と

で
「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
」
が
基
本
的
に
は
原
状
回
復
の
対
象
と
は
さ
れ
な
い
こ
と
も
、
債
権
者
の
状
態
回
復
が
徹
底
さ
れ
な
い
こ
と
の

証
左
で
あ
る
（
詳
し
く
は
Ⅲ
章
に
て
触
れ
る
）。

⑶
　
両
義
務
併
存
構
成

以
上
に
対
し
、
使
用
に
よ
る
減
価
の
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
双
方
を
買
主
に
義
務
づ
け
る
見
解
も
な
い
で
は
な
い
（
64
）

。
た
と
え
ば
、
東

京
地
判
昭
和
三
三
年
八
月
一
四
日
下
民
集
九
巻
八
号
九
四
頁
は
、
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
の
売
買
契
約
が
買
主
の
支
払
遅
滞
に
よ
り
解
除
さ
れ

た
事
案
に
お
い
て
、
一
方
で
、
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
の
減
損
価
額
の
「
賠
償
」
を
（
そ
の
価
額
減
少
に
つ
い
て
の
買
主
の
帰
責
性
を
問
う
こ
と
な

く
）
原
状
回
復
義
務
と
し
て
認
め
つ
つ
、
他
方
で
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
の
使
用
利
益
（
賃
料
相
当
額
を
基
準
と
し
て
算
定
）
を
返
還
す
べ
き
も

の
と
判
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
原
状
回
復
の
目
的
（
回
復
さ
れ
る
べ
き
財
産
状
態
）
か
ら
す
れ
ば
、
両
義
務
は
両
立
し
な
い
方
向
性
を
志
向

）
九
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

二
一

す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
原
状
回
復
と
し
て
両
義
務
を
認
め
る
こ
と
は
矛
盾
に
映
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
を
な
お
正
当
化
す
る
方
途
の
一
つ
が
、
使
用
利
益
の
返
還
を
（
狭
義
の
）
原
状
回
復
の
履
行
と
し
て
で
は
な
く

利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
義
務
づ
け
る
論
理
で
あ
る
。
我
が
国
の
条
文
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
五
四
五
条
一
項
本
文
の
原
状
回

復
義
務
と
し
て
買
主
に
減
価
償
還
義
務
を
課
し
つ
つ
、
二
項
の
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
三
項
で
使
用
利
益
返
還
義
務
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
。
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
目
的
物
の
返
還
（
使
用
に
よ
る
損
耗
の
補
償
）
に
加
え
て
用
益
の
補
償
を
肯
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

荻
野
は
、
後
者
の
理
由
を
利
息
と
の
バ
ラ
ン
ス
論
に
あ
る
と
分
析
し
つ
つ
、
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
論
が
こ
う
し
た
〈
売
主
の
二

重
補
償
〉
を
正
当
化
で
き
る
の
か
を
問
題
視
し
た
（
65
）

。

両
義
務
を
認
め
る
構
成
と
し
て
は
、
解
除
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
を
位
置
づ
け
つ
つ
、
減
価
分
を
損
害
賠
償

0

0

0

0

で

も
っ
て
捉
え
る
構
成
も
あ
り
得
な
い
で
は
な
い
。
先
に
見
た
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
を
め
ぐ
っ
て
、
注
釈
書
の
中
に
は
、
買
主
の
使
用
利
益

返
還
義
務
を
規
定
す
る
八
四
条
の
注
釈
に
お
い
て
、
買
主
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
解
除
に
至
っ
た
場
合
に
、
買
主
に
は
減
価
分

の
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
と
説
く
も
の
が
あ
る
（
66
）

。
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
る
こ
と
で
、
売
主
が
二
重
に
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
正
当
化
で

き
る
の
か
が
焦
点
と
な
る
。

本
稿
は
以
上
で
、
本
問
題
に
関
す
る
議
論
状
況
の
整
理
を
終
え
る
。
次
章
で
は
ま
ず
、
原
状
理
解
か
ら
減
価
償
還
義
務
を
演
繹

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
こ

と
の
是
非
を
考
え
た
い
。
狭
義
の
原
状
回
復
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
と
は
何
か
。
同
利
益
回
復
を
め

ぐ
る
損
害
賠
償
と
狭
義
の
原
状
回
復
と
の
関
係
を
考
え
る
。

）
九
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

二
一

す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
原
状
回
復
と
し
て
両
義
務
を
認
め
る
こ
と
は
矛
盾
に
映
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
こ
れ
を
な
お
正
当
化
す
る
方
途
の
一
つ
が
、
使
用
利
益
の
返
還
を
（
狭
義
の
）
原
状
回
復
の
履
行
と
し
て
で
は
な
く

利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
義
務
づ
け
る
論
理
で
あ
る
。
我
が
国
の
条
文
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
五
四
五
条
一
項
本
文
の
原
状
回

復
義
務
と
し
て
買
主
に
減
価
償
還
義
務
を
課
し
つ
つ
、
二
項
の
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
三
項
で
使
用
利
益
返
還
義
務
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
。
カ
タ
ラ
準
備
草
案
は
、
目
的
物
の
返
還
（
使
用
に
よ
る
損
耗
の
補
償
）
に
加
え
て
用
益
の
補
償
を
肯
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、

荻
野
は
、
後
者
の
理
由
を
利
息
と
の
バ
ラ
ン
ス
論
に
あ
る
と
分
析
し
つ
つ
、
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
論
が
こ
う
し
た
〈
売
主
の
二

重
補
償
〉
を
正
当
化
で
き
る
の
か
を
問
題
視
し
た
（
65
）

。

両
義
務
を
認
め
る
構
成
と
し
て
は
、
解
除
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
使
用
利
益
返
還
義
務
を
位
置
づ
け
つ
つ
、
減
価
分
を
損
害
賠
償

0

0

0

0

で

も
っ
て
捉
え
る
構
成
も
あ
り
得
な
い
で
は
な
い
。
先
に
見
た
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
を
め
ぐ
っ
て
、
注
釈
書
の
中
に
は
、
買
主
の
使
用
利
益

返
還
義
務
を
規
定
す
る
八
四
条
の
注
釈
に
お
い
て
、
買
主
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
解
除
に
至
っ
た
場
合
に
、
買
主
に
は
減
価
分

の
損
害
賠
償
義
務
が
あ
る
と
説
く
も
の
が
あ
る
（
66
）

。
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
る
こ
と
で
、
売
主
が
二
重
に
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
正
当
化
で

き
る
の
か
が
焦
点
と
な
る
。

本
稿
は
以
上
で
、
本
問
題
に
関
す
る
議
論
状
況
の
整
理
を
終
え
る
。
次
章
で
は
ま
ず
、
原
状
理
解
か
ら
減
価
償
還
義
務
を
演
繹

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
こ

と
の
是
非
を
考
え
た
い
。
狭
義
の
原
状
回
復
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
と
は
何
か
。
同
利
益
回
復
を
め

ぐ
る
損
害
賠
償
と
狭
義
の
原
状
回
復
と
の
関
係
を
考
え
る
。

）
九
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

二
二

Ⅲ
　
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
と
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
の
関
係

前
述
の
と
お
り
、
解
除
の
効
果
は
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
概
念
お
よ
び
そ
れ
と

同
一
の
信
頼
利
益
概
念
は
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
（
現
行
四
項
）
の
損
害
賠
償
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
過
去
も
あ
る
。
果
た
し
て
、

消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
の
回
復
を
意
味
し
、
解
除
の
効
果
と
損
害
賠
償
の
ど
ち
ら
の
領
分
な
の
か
。
目
的
物
の

減
価
分
の
処
遇
を
扱
う
本
稿
で
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

１
　
消
極
的
契
約
利
益
の
意
義

周
知
の
と
お
り
五
四
五
条
四
項
の
損
害
賠
償
を
め
ぐ
っ
て
は
、
解
除
の
法
的
性
質
と
関
連
し
て
、
こ
れ
が
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠

償
を
意
味
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
賠
償
内
容
如
何
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
仮
に
直
接
効
果
説
を
採
ろ
う
と
も
、

同
項
の
損
害
賠
償
は
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
で
あ
り
、
そ
の
賠
償
対
象
と
し
て
履
行
利
益
（
積
極
的
契
約
利
益
）
が
含
ま
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
見
解
の
一
致
が
あ
る
と
い
え
る
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
で
「
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
」
一
般
の
効
果
論
に
つ
い
て
目
を
転
じ
る
と
、
近
年
我
が
国
で
も
、
無
駄
に

な
っ
た
費
用
の
賠
償
（
＝
費
用
賠
償
・
支
出
賠
償
・
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
）
を
認
め
よ
う
と
す
る
議
論
が
有
力
で
あ
る
。
か
つ
て
、
履
行
利

益
賠
償
・
信
頼
利
益
賠
償
は
、
契
約
の
有
効
・
無
効
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
た
が
（
67
）

、
我
が
国
で
は
髙
橋
眞
の
研
究
に
よ
り
裁
判
例
で
も

必
ず
し
も
こ
う
し
た
図
式
が
成
り
立
っ
て
お
ら
ず
（
68
）

、
両
者
は
賠
償
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
る
べ
き
状
態
の
方
向
（
因
果
関
係
の
終
点
）
を
決
定

す
る
た
め
の
技
術
概
念
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
69
）

。
こ
れ
は
我
が
国
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
海
外
に
お
い
て
は
よ
り
積
極
的
に
、
債
務
不

）
九
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

二
三

履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
履
行
利
益
賠
償
以
外
の
も
の
を
認
め
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
期
待

利
益
（
履
行
利
益
）
の
う
ち
逸
失
利
益
の
証
明
が
困
難
な
場
合
や
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
に
異
論
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
、
支
出
し
た
費
用

の
賠
償
と
い
う
意
味
で
の
信
頼
利
益
賠
償
だ
け
で
も
債
権
者
に
認
め
ん
と
す
る
議
論
が
盛
ん
に
説
か
れ
（
70
）

、
ド
イ
ツ
で
は
、
契
約
が
実
現
さ

れ
な
い
こ
と
で
支
出
目
的
が
挫
折
し
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
を
認
め
る
判
例
法
理
（
収
益
性
（
採
算
性
）
の
推
定
法
理
）
が
出
来
上

が
り
、
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
債
務
法
改
正
の
際
に
、
ド
イ
ツ
民
法
二
八
四
条
の
「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
」
制
度
が
成
立
し
た
（
71
）（

こ

の
費
用
賠
償
制
度
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
が
信
頼
利
益
賠
償
の
一
種
な
の
か
を
め
ぐ
っ
て
も
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
立

ち
入
ら
な
い
（
72
）

）。
そ
こ
で
我
が
国
で
も
、
こ
れ
を
認
め
よ
う
と
す
る
議
論
が
活
発
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
は
、
契
約
の
清
算
と
投
下
資
本
の
回
収
を
志
向
す
る
も
の
と
い
え
（
73
）

、〈
契
約
締
結
前
な
い
し

契
約
交
渉
前
の
状
態
を
回
復
〉
す
る
こ
と
に
奉
仕
す
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
（
74
）

。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）

の
回
復
も
ま
た
、
時
系
列
的
な
意
味
で
の
同
状
態
の
回
復
を
図
る
も
の
と
解
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
（
75
）

。
こ
れ
は
、
契
約
の
有
効
性
お
よ
び

履
行
を
信
じ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
の
う
ち
、
積
極
的
損
害
の
み
に
着
目
し
た
帰
結
で
あ
ろ
う
。
履
行
利
益
・
信
頼
利
益
と
消
極
的
損
害
・

積
極
的
損
害
と
は
必
然
的
な
結
び
つ
き
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）
に
関
す
る
最
初
の
本

格
的
論
文
（
76
）

を
著
し
た
石
田
文
次
郎
の
説
く
と
こ
ろ
を
見
て
み
よ
う
（
77
）

。

信
頼
利
益
の
賠
償
は
積
極
的
損
害dam

num
 em

ergens

の
み
の
賠
償
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
大
な
る
誤
で
あ
る
。
履

行
利
益
の
賠
償
又
は
積
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
と
、
信
頼
利
益
の
賠
償
又
は
消
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
と
の
区
別
は
責
任
原
因
の
区
別
で
あ
り
、

従
つ
て
又
回
復
さ
れ
る
利
益
の
区
別
で
あ
っ
て
、
賠
償
の
範
囲
の
区
別
で
は
な
い
。
履
行
利
益
の
賠
償
に
、
被
つ
た
積
極
的
の
損
害
と
、
失
つ

）
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一
九
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行
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よ
る
損
害
賠
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と
し
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履
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利
益
賠
償
以
外
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の
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認
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で
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待
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駄
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で
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と
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が
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収
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仕
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図
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損
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損
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が
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は
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。
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利
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（
消
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的
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）
に
関
す
る
最
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の
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（
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を
著
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た
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次
郎
の
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く
と
こ
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を
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み
よ
う
（
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又
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又
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）

二
四

た
利
益
の
消
極
的
損
害
と
を
含
む
と
同
様
に
、
信
頼
利
益
の
賠
償
に
も
両
者
を
含
む
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
…
中
略
…
又
信
頼
利
益
の
賠
償
は

特
に
損
害
の
計
算
が
困
難
で
あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
損
害
計
算
の
困
難
さ
に
つ
い
て
も
、
履
行
利
益
の
賠
償
の
場
合
と
何
等
の
差

異
が
な
い
。
積
極
的
に
被
つ
た
損
害dam

num
 em

ergens

の
計
算
は
、
何
れ
の
賠
償
に
於
て
も
容
易
で
あ
る
が
、
得
べ
か
り
し
利
益
の
喪

失
即
ち
失
つ
た
利
益
の
消
極
的
損
害Iucrum

 cessans

の
計
算
は
、
何
れ
の
賠
償
に
於
い
て
も
困
難
で
あ
る
。
損
害
計
算
の
困
難
は
特
に

信
頼
利
益
の
賠
償
に
在
る
の
で
は
な
く
、
実
は
失
つ
た
利
益
の
消
極
的
損
害
の
計
算
に
在
る
の
で
あ
る
。

信
頼
利
益
に
お
い
て
も
消
極
的
損
害
が
賠
償
対
象
に
な
り
得
る
こ
と
は
、
既
に
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
契
約
締
結
上
の
過
失
論
に
お
い
て
も

見
る
こ
と
が
で
き
た
が
（
78
）

、
我
が
国
で
は
石
田
に
よ
っ
て
明
確
に
、
履
行
利
益
と
信
頼
利
益
と
は
、
回
復
さ
れ
る
利
益
の
区
別
で
あ
っ
て
賠

償
範
囲
の
区
別
で
は
な
い
こ
と
、
逸
失
利
益
と
い
う
消
極
的
損
害
も
信
頼
利
益
賠
償
に
含
ま
れ
う
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
末

弘
厳
太
郎
も
、
消
極
的
契
約
利
益
と
積
極
的
契
約
利
益
の
区
別
と
、
積
極
損
害
と
得
べ
か
り
し
利
益
の
喪
失
も
し
く
は
消
極
損
害
と
の
区

別
を
混
同
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
消
極
的
契
約
利
益
の
う
ち
に
も
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
ご
と
く
『
積
極
損
害
』
と
考
え

ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
し
、
あ
る
い
は
ま
た
、
例
え
ば
契
約
『
有
効
な
る
べ
し
と
誤
信
し
た
る
が
た
め
他
よ
り
購
買
す
』
る
機
会
を

失
っ
た
結
果
こ
う
む
っ
た
損
害
の
ご
と
き
性
質
上
『
消
極
損
害
』
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
う
る
」
と
説
く
（
79
）

。
こ
う
し
た
理
解
は
、

我
妻
や
奥
田
の
体
系
書
に
も
引
き
継
が
れ
（
80
）

、
現
在
の
教
科
書
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
（
81
）

、
下
級
審
判
例
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
82
）

。
森
田
宏
樹
は
、
消
費
者
契
約
法
に
お
け
る
解
釈
を
舞
台
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
「
他
と
契
約
を
す
る

『
機
会
の
喪
失
』
に
よ
る
損
害
の
賠
償
」
が
認
め
ら
れ
る
要
件
に
言
及
す
る
（
83
）

。
信
頼
利
益
に
も
消
極
的
損
害
が
含
ま
れ
る
こ
と
自
体
は
、

認
め
ら
れ
て
良
い
（
84
）

。

）
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原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

二
五

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
契
約
の
履
行
を
信
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
に
お
い
て
も
、
積
極
的
損

害
だ
け
で
な
く
、
消
極
的
損
害
（
逸
失
利
益
）
を
も
併
せ
考
え
る
と
き
、
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）
の

回
復
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
は
、
決
し
て
〈
契
約
締
結
前
な
い
し
契
約
交
渉
前
の
状
態
〉
で
は
な
く
、

〈
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
〉
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
（
85
）

。
事
実
、
ド

イ
ツ
で
は
、
信
頼
利
益
の
賠
償
と
は
こ
の
よ
う
な
状
態
回
復
を
図
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
し
（
86
）

、
我
が
国

で
も
、
髙
橋
眞
は
、
消
極
的
契
約
利
益
に
つ
い
て
、「
契
約
の
交
渉
や
締
結
を
し
な
け
れ
ば
現
在
あ
る
べ
か

し
状
態
の
回
復
（
87
）

」
で
あ
る
と
説
く
（
88
）

。「
積
極
的
契
約
利
益
・
消
極
的
契
約
利
益
は
、
同
一
の
事
実
を
因
果
関

係
の
起
点
と
し
つ
つ
、
そ
の
回
復
に
つ
い
て
反
対
の
方
向
を
と
る
も
の
」
と
理
解
さ
れ
、
後
者
に
つ
き
、

「
契
約
を
解
除
し
て
、
契
約
交
渉
以
前
の
状
態
の
回
復
を
目
指
す
方
向
」「
後
ろ
向
き
の
原
状
回
復
」
と
の
表

現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
89
）

。
も
っ
と
も
、
髙
橋
自
身
、
消
極
的
契
約
利
益
を
右
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
た
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
反
対
の
方
向
」「
契
約
交
渉
以
前
」「
後
ろ
向
き
」
と
は
、
過
去
の
状
態
へ
の

復
帰
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
90
）

。

先
述
の
よ
う
に
、
近
年
、
我
が
国
に
限
ら
ず
、
履
行
利
益
の
逸
失
利
益
損
害
の
証
明
が
困
難
な
場
合
等
の

救
済
策
と
し
て
、
信
頼
利
益
賠
償
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
売
買
契
約
で
い
え
ば
、
買
主
が
損
害
賠
償
請
求
権

者
で
あ
り
、
買
主
の
履
行
利
益
の
消
極
的
損
害
（
逸
失
利
益
）
の
証
明
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。

確
か
に
、
こ
う
し
た
局
面
で
は
、
一
般
的
に
は
、
信
頼
利
益
の
う
ち
消
極
的
損
害
の
証
明
は
同
様
に
難
し
い

こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
我
が
国
で
も
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
領
域
で
、
買
主
が
「
他
の
土
地
を
有
利
に
買
う
機

）
九
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

二
五

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
契
約
の
履
行
を
信
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
に
お
い
て
も
、
積
極
的
損

害
だ
け
で
な
く
、
消
極
的
損
害
（
逸
失
利
益
）
を
も
併
せ
考
え
る
と
き
、
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）
の

回
復
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
の
は
、
決
し
て
〈
契
約
締
結
前
な
い
し
契
約
交
渉
前
の
状
態
〉
で
は
な
く
、

〈
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
〉
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
（
85
）

。
事
実
、
ド

イ
ツ
で
は
、
信
頼
利
益
の
賠
償
と
は
こ
の
よ
う
な
状
態
回
復
を
図
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
し
（
86
）

、
我
が
国

で
も
、
髙
橋
眞
は
、
消
極
的
契
約
利
益
に
つ
い
て
、「
契
約
の
交
渉
や
締
結
を
し
な
け
れ
ば
現
在
あ
る
べ
か

し
状
態
の
回
復
（
87
）

」
で
あ
る
と
説
く
（
88
）

。「
積
極
的
契
約
利
益
・
消
極
的
契
約
利
益
は
、
同
一
の
事
実
を
因
果
関

係
の
起
点
と
し
つ
つ
、
そ
の
回
復
に
つ
い
て
反
対
の
方
向
を
と
る
も
の
」
と
理
解
さ
れ
、
後
者
に
つ
き
、

「
契
約
を
解
除
し
て
、
契
約
交
渉
以
前
の
状
態
の
回
復
を
目
指
す
方
向
」「
後
ろ
向
き
の
原
状
回
復
」
と
の
表

現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
89
）

。
も
っ
と
も
、
髙
橋
自
身
、
消
極
的
契
約
利
益
を
右
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
た
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
反
対
の
方
向
」「
契
約
交
渉
以
前
」「
後
ろ
向
き
」
と
は
、
過
去
の
状
態
へ
の

復
帰
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
90
）

。

先
述
の
よ
う
に
、
近
年
、
我
が
国
に
限
ら
ず
、
履
行
利
益
の
逸
失
利
益
損
害
の
証
明
が
困
難
な
場
合
等
の

救
済
策
と
し
て
、
信
頼
利
益
賠
償
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
売
買
契
約
で
い
え
ば
、
買
主
が
損
害
賠
償
請
求
権

者
で
あ
り
、
買
主
の
履
行
利
益
の
消
極
的
損
害
（
逸
失
利
益
）
の
証
明
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。

確
か
に
、
こ
う
し
た
局
面
で
は
、
一
般
的
に
は
、
信
頼
利
益
の
う
ち
消
極
的
損
害
の
証
明
は
同
様
に
難
し
い

こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
我
が
国
で
も
、
瑕
疵
担
保
責
任
の
領
域
で
、
買
主
が
「
他
の
土
地
を
有
利
に
買
う
機

）
九
一
一
（
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会
を
失
っ
た
」
と
い
う
信
頼
利
益
の
消
極
的
損
害
は
、
実
質
的
に
は
、
履
行
利
益
と
重
な
る
場
合
が
多
く
な
る
と
し
て
、
無
用
な
混
乱
を

招
く
概
念
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
（
91
）

。
こ
こ
で
、
近
年
の
池
田
清
治
に
よ
る
分
析
を
見
て
み
よ
う
。
池
田
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
履
行
利

益
の
算
定
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
背
景
に
信
頼
利
益
賠
償
を
認
め
る
裁
判
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
説
く
（
傍

点
は
原
文
（
92
）

）。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
研
究
（
フ
ラ
ー
＝
パ
ー
デ
ュ
論
文
：
引
用
者
注
）
で
い
う
「
信
頼
利
益
」
の
内
容
は
、
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
「
信

頼
利
益
」
概
念
と
同
様
、（
α
）
投
下
さ
れ
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
ほ
か
、（
β
）
他
の
取
引
機
会
の
喪
失
も
、
一
般
論
と
し
て
は
含
ま
れ
て

は
い
る
が
、
実
際
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
裁
判
例
で
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、（
α
）
投
下
費
用
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
論
理
的

0

0

0

連
関
関
係
が
あ
る
。

あ
る
契
約
が
履
行
さ
れ
る
と
信
じ
た
か
ら
、
別
の
契
約
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
場
合
、
通
常
、
そ
の
「
別
の
契
約
」
と
は
、
履
行
さ
れ
る
と

信
じ
た
契
約
と
同
種
同
等
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
す
る
と
、
履
行
さ
れ
る
と
信
じ
た
契
約
の
履
行
利
益
の
算
定
が
困
難
で
あ
る
場

合
、
そ
の
「
別
の
契
約
」
か
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
（
＝
β
）
も
算
定
困
難
な
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
賠
償
の
対
象
と
し
て
は
、

結
局
、（
α
）
投
下
費
用
だ
け
が
残
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ド
イ
ツ
で
も
、
信
頼
利
益
の
う
ち
積
極
的
損
害
に
限
っ
た
賠
償
が
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ

と
は
、
ご
く
自
然
な
流
れ
と
し
て
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
売
主
0

0

の
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
消
極
的
損
害
は
、
他
の
取
引
機
会
（
第
三
者
へ
の
売
却
機
会
）

）
九
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

二
七

の
喪
失
（
93
）

に
限
ら
れ
ず
、
目
的
物
を
自
身
で
使
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
り
得
る
。
そ
し
て
後
者
は
、
履
行
利
益
の
証
明
局
面
と

は
明
ら
か
に
異
な
る
（
94
）

。
こ
の
意
味
で
、
信
頼
利
益
の
消
極
的
損
害
（
逸
失
利
益
）
は
、
必
ず
し
も
履
行
利
益
と
同
一
に
帰
す
る
わ
け
で
は

な
い
（
95
）

。
近
年
、
信
頼
利
益
の
う
ち
積
極
的
損
害
の
賠
償
に
注
目
が
集
ま
り
、
消
極
的
損
害
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
背
景
が
右
事

情
に
あ
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
よ
う
な
消
極
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
売
主
が
証
明
で
き
る
限
り
、
売
主
の
請
求
を
認

め
る
余
地
が
あ
り
、
信
頼
利
益
に
つ
い
て
も
消
極
的
損
害
を
論
じ
る
実
益
が
あ
る
。

２
　
消
極
的
契
約
利
益
賠
償
の
根
拠
づ
け

か
つ
て
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
「
損
害
賠
償
」
の
内
容
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
時
代
、
直
接
効
果
説
の
影
響
に
よ
り
こ
れ
を
債
務

不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
、
ひ
い
て
は
履
行
利
益
賠
償
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、「
信
頼
利
益
の
賠
償
」
で
あ
る
と
か
、「
原

状
回
復
の
た
め
の
損
害
賠
償
」
で
あ
る
と
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
（
96
）

。
た
と
え
ば
石
田
文
次
郎
、
谷
口
知
平
、
松
坂
佐
一
ら
は
、
前
者
の

信
頼
利
益
賠
償
と
解
し
つ
つ
、
こ
こ
で
消
極
的
損
害
も
含
ま
れ
る
旨
明
示
し
て
い
た
（
97
）

。
松
坂
は
、「
債
権
者
を
し
て
契
約
締
結
な
か
り
せ

ば
あ
る
べ
き
財
産
状
態
を
回
復
せ
し
む
れ
ば
解
除
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
債
務
不
履

行
の
事
実
に
よ
っ
て
発
生
し
た
損
害
の
賠
償
で
あ
っ
て
、
信
頼
利
益
の
賠
償
で
あ
る
（
98
）

」
と
し
て
お
り
、
解
除
の
目
的
が
β
の
状
態
回
復
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
状
態
回
復
は
信
頼
利
益
賠
償
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
後
者
の
「
原
状
回
復
の

た
め
の
損
害
賠
償
」
を
説
い
た
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は
西
村
信
雄
と
川
添
清
吉
の
議
論
を
取
り
上
げ
る
（
99
）

。
原
状
回
復
の
た
め
の
損
害
賠

償
と
見
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
原
状
」
と
は
ど
う
い
う
状
態
か
が
賠
償
内
容
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
西
村
信
雄
は
、
原
状
回
復
と

は
、「
契
約
が
当
初
か
ら
締
結
さ
れ
な
か
つ
た
と
し
た
ら
現
在
0

0

こ
う
な
つ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
状
態
」（
傍
点
は
原
文
）
を
つ

）
九
一
一
（
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そ
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こ
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、
後
者
の
「
原
状
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賠
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」
を
説
い
た
も
の
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て
、
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こ
で
は
西
村
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雄
と
川
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清
吉
の
議
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を
取
り
上
げ
る
（
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。
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状
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の
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め
の
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と
見
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ば
、
こ
こ
で
い
う
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原
状
」
と
は
ど
う
い
う
状
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か
が
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内
容
を
左
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る
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と
に
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る
が
、
西
村
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は
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と

は
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が
当
初
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締
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さ
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な
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と
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ら
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な
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く
り
出
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
原
状
回
復
の
義
務
が
発
生
す
る
の
は
解
除
の
時
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
こ
で
い
う
「
現
在
」
と
は
、

解
除
時
と
解
す
べ
き
と
説
く
。
こ
う
し
た
「
原
状
」
理
解
の
も
と
で
、
債
権
者
が
現
在
置
か
れ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
る
た
め
に
、

改
正
前
三
項
の
損
害
賠
償
が
存
す
る
と
考
え
た
（
100
）

。
ま
た
、
川
添
清
吉
は
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
と
は
原
状
回
復
の
た
め
の

損
害
賠
償
で
あ
り
、
一
項
の
原
状
回
復
義
務
や
二
項
の
利
息
支
払
義
務
に
よ
っ
て
は
原
状
回
復
を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
れ
ら
と
相

ま
っ
て
原
状
回
復
を
達
成
す
る
も
の
と
理
解
す
る
（
101
）

。
こ
こ
で
川
添
は
、
契
約
成
立
前
の
状
態
の
回
復
と
表
現
す
る
も
の
の
、
売
買
目
的
物

の
市
場
価
格
の
下
落
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
際
に
売
主
が
こ
れ
を
下
落
前
に
他
に
転
売
し
て
い
た
と
き
に
は
こ
の

転
売
価
格
と
下
落
し
た
後
の
価
額
と
の
差
額
の
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
（
102
）

こ
と
か
ら
し
て
、「
成
立
前
の
状

態
」
と
は
時
系
列
的
な
意
味
で
の
そ
れ
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
で
は
、
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
（
五
四
五
条
四
項
）
も
ま
た
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
（
四
一
五
条
）
に
他
な
ら
な
い

と
理
解
さ
れ
る
現
在
に
お
い
て
、
そ
の
賠
償
内
容
と
し
て
、
履
行
利
益
賠
償
だ
け
で
な
く
、（
択
一
的
に
）
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）

賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
（
103
）

。
債
務
者
の
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
言
い
得
る
構
成
如
何
が
近
年
議
論
さ
れ
て

い
る
（
104
）

。
債
権
者
の
契
約
対
価
や
履
行
準
備
の
た
め
の
費
用
、
履
行
を
前
提
と
し
た
費
用
支
出
な
ど
は
、
あ
く
ま
で
債
権
者
自
ら
の
意

思
・
決
定
に
よ
り
支
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
損
失
は
、
債
務
者
の
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
映

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
（
お
よ
び
ド
イ
ツ
で
は
債
務
法
改
正
前
に
お
い
て
履
行
利
益
賠
償
と
し
て
契
約
対
価
や
費
用
の
賠
償
請
求
を
認
め
て
き

た
経
緯
）
か
ら
し
て
、
費
用
賠
償
を
履
行
利
益
賠
償
に
位
置
づ
け
る
見
解
も
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
105
）

。

こ
こ
で
例
え
ば
、
契
約
に
際
し
て
相
手
方
の
詐
欺
が
あ
っ
た
よ
う
な
「
望
ま
れ
な
い
契
約
」
の
場
合
や
、
相
手
方
の
情
報
提
供
義
務
違

反
が
あ
っ
た
場
合
、
契
約
を
締
結
す
る
か
否
か
の
自
己
決
定
過
程
に
瑕
疵
が
あ
る
。
こ
う
し
て
正
常
な
自
己
決
定
（
意
思
決
定
の
自
由
）
が

）
九
一
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

二
九

侵
害
さ
れ
た
と
い
え
る
ケ
ー
ス
で
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
利
益
を
損
害
賠
償
と
し
て
認
め
や
す
い
（
106
）

。
こ
れ
に
対
し
、
情
報

提
供
義
務
違
反
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
、
給
付
義
務
違
反
を
理
由
と
し
た
解
除
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
場
合
、
契
約
そ
れ
自
体
に
瑕

疵
は
な
く
、
契
約
締
結
自
体
（
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
費
用
支
出
）
は
あ
く
ま
で
債
権
者
自
ら
の
任
意
の
意
思
・
決
定
に
基
づ
く
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
の
回
復
を
請
求
で
き
る
の
か
が
焦
点
と
な
ろ
う
（
107
）

。

し
か
し
、
契
約
の
締
結
に
よ
り
、
当
事
者
に
は
（
契
約
の
有
効
性
へ
の
信
頼
に
と
ど
ま
ら
ず
）
履
行
へ
の
信
頼

0

0

0

0

0

0

が
（
108
）

生
ま
れ
る
。
こ
の
信
頼
は

合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
信
頼
は
（
意
思
理
論
と
相
ま
っ
て
）
契
約
へ
の
拘
束
を
生
む
（
109
）

。
当
事

者
は
、
当
該
契
約
と
択
一
関
係
に
あ
る
契
約
を
締
結
す
る
選
択
肢
を
基
本
的
に
失
う
こ
と
に
な
る
。
契
約
の
締
結
は
、
相
手
方
を
拘
束
し
、

相
手
方
の
取
引
機
会
や
対
象
物
の
利
用
機
会
を
奪
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
契
約
当
事
者
は
互
い
に
、
自

ら
の
債
務
不
履
行
（
給
付
義
務
違
反
）
に
よ
り
当
該
契
約
を
挫
折
さ
せ
る
こ
と
で
相
手
方
の
し
た
費
用
支
出
（
積
極
的
損
害
）
や
第
三
者
と

の
取
引
断
念
（
消
極
的
損
害
）
と
い
っ
た
損
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
保
護
義
務
が
あ
る
。
当
事
者
に
は
、
こ
の
よ
う
な
義
務
が

あ
る
と
解
す
る
こ
と
で
、
そ
の
債
務
不
履
行
と
生
じ
た
信
頼
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
110
）

。
こ
の
点
で
、

解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
を
信
頼
利
益
賠
償
と
理
解
し
た
松
坂
が
、
こ
の
損
害
賠
償
を
給
付
義
務
違
反
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
保
護

義
務
の
違
反
に
よ
る
も
の
と
し
て
理
解
し
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
（
111
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
で
は
、
履
行
利
益
賠
償
だ
け
で
な
く
、
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
の
賠
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
消
極
的
契
約
利
益
賠
償
で
は
、「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
」
の
よ
う
な
積
極
的
損
害
だ
け
で
な
く
消
極
的
損

害
を
含
み
う
る
。
当
該
事
案
に
お
い
て
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
で
の
逸
失
利
益
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
最
終
的
に
は
四
一
六
条

の
判
断
（
112
）

に
よ
る
。
こ
う
し
た
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
（
β
）
が
回
復
さ

）
九
一
七
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
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（
野
中
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二
九
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は
、
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約
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利
益
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損
害
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と
し
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認
め
や
す
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（
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こ
れ
に
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し
、
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報

提
供
義
務
違
反
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
、
給
付
義
務
違
反
を
理
由
と
し
た
解
除
の
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
場
合
、
契
約
そ
れ
自
体
に
瑕

疵
は
な
く
、
契
約
締
結
自
体
（
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
費
用
支
出
）
は
あ
く
ま
で
債
権
者
自
ら
の
任
意
の
意
思
・
決
定
に
基
づ
く
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
の
回
復
を
請
求
で
き
る
の
か
が
焦
点
と
な
ろ
う
（
107
）

。

し
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し
、
契
約
の
締
結
に
よ
り
、
当
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契
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の
有
効
性
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の
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頼
に
と
ど
ま
ら
ず
）
履
行
へ
の
信
頼
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が
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れ
る
。
こ
の
信
頼
は

合
理
的
な
も
の
で
あ
り
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
右
信
頼
は
（
意
思
理
論
と
相
ま
っ
て
）
契
約
へ
の
拘
束
を
生
む
（
109
）

。
当
事

者
は
、
当
該
契
約
と
択
一
関
係
に
あ
る
契
約
を
締
結
す
る
選
択
肢
を
基
本
的
に
失
う
こ
と
に
な
る
。
契
約
の
締
結
は
、
相
手
方
を
拘
束
し
、

相
手
方
の
取
引
機
会
や
対
象
物
の
利
用
機
会
を
奪
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
契
約
当
事
者
は
互
い
に
、
自

ら
の
債
務
不
履
行
（
給
付
義
務
違
反
）
に
よ
り
当
該
契
約
を
挫
折
さ
せ
る
こ
と
で
相
手
方
の
し
た
費
用
支
出
（
積
極
的
損
害
）
や
第
三
者
と

の
取
引
断
念
（
消
極
的
損
害
）
と
い
っ
た
損
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
保
護
義
務
が
あ
る
。
当
事
者
に
は
、
こ
の
よ
う
な
義
務
が

あ
る
と
解
す
る
こ
と
で
、
そ
の
債
務
不
履
行
と
生
じ
た
信
頼
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
（
110
）

。
こ
の
点
で
、

解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
を
信
頼
利
益
賠
償
と
理
解
し
た
松
坂
が
、
こ
の
損
害
賠
償
を
給
付
義
務
違
反
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
保
護

義
務
の
違
反
に
よ
る
も
の
と
し
て
理
解
し
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
（
111
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
で
は
、
履
行
利
益
賠
償
だ
け
で
な
く
、
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
の
賠
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
消
極
的
契
約
利
益
賠
償
で
は
、「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
」
の
よ
う
な
積
極
的
損
害
だ
け
で
な
く
消
極
的
損

害
を
含
み
う
る
。
当
該
事
案
に
お
い
て
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
で
の
逸
失
利
益
ま
で
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
最
終
的
に
は
四
一
六
条

の
判
断
（
112
）

に
よ
る
。
こ
う
し
た
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
（
β
）
が
回
復
さ

）
九
一
七
（
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れ
う
る
。
右
に
引
用
し
た
末
弘
が
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
に
お
い
て
も
消
極
的
損
害
を
含
め
た
消
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
を
認

め
、
債
権
者
は
こ
れ
と
積
極
的
契
約
利
益
賠
償
と
を
選
択
で
き
る
と
解
し
て
い
た
こ
と
が
思
い
起
さ
れ
る
（
113
）

。

３
　
β
の
状
態
回
復
は
解
除
に
よ
る
狭
義
の
原
状
回
復
の
領
分
か

以
上
の
よ
う
に
解
し
た
と
き
に
次
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現

す
る
損
害
賠
償
（
五
四
五
条
四
項
）
と
、
解
除
に
よ
る
狭
義
の
原
状
回
復
と
の
関
係
で
あ
る
。
消
極
的
損
害
も
含
め
た
消
極
的
契
約
利
益

の
回
復
は
、
損
害
賠
償
の
領
分
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
見
た
よ
う
に
ド
イ
ツ
普
通
法
学
で
は
、
解
除
訴
権
で
も
っ
て
消
極
的
契
約
利
益
を
要
求
し
う
る
と
す
る
理
解
が
通
説
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
後
制
定
さ
れ
た
債
務
法
改
正
前
の
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
解
除
と
損
害
賠
償
は
択
一
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
た
が
（
改
正
前

三
二
五
条
・
三
二
六
条
）、
そ
の
立
法
過
程
で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
損
害
賠
償
」
と
は
履
行
利
益
賠
償
を
意
味
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
映
る
（
114
）

。
こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
民
法
の
立
法
過
程
（
第
一
草
案
・
第
二
草
案
）
で
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

状
態
の
回
復
（
β
）
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
捉
え
て
い
る
か
に
思
え
る
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
消
極
的
契
約
利

益
は
解
除
の
原
状
回
復
に
包
含
さ
れ
、
別
途
信
頼
利
益
賠
償
を
観
念
す
る
必
要
が
な
い
が
ゆ
え
に
、
信
頼
利
益
賠
償
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
と
の
推
測
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
他
方
で
、
議
事
録
を
見
る
と
、
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
消
極
的
契

約
利
益
の
賠
償
請
求
権
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
お
り
（
115
）

、
こ
の
点
か
ら
は
第
一
草
案
・
第
二
草
案
の
段
階
で
の
右
位
置
づ
け

は
明
確
で
な
い
。

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
返
還
債
務
者
（
買
主
）
は
自
身
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
も
償
還
す
る
義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
（
第
一

）
九
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

三
一

草
案
四
二
七
条
二
項
、
第
二
草
案
二
九
八
条
二
項
、
改
正
前
三
四
七
条
、
現
行
三
四
七
条
一
項
）。
こ
れ
は
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
返
還
債
権
者

（
売
主
）
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
（
消
極
的
損
害
）
を
回
復
さ
せ
る
に
等
し
い
。
損
害
賠
償
を
待
た
ず
し
て
返
還
債
権
者
の
消
極
的
損
害
が

回
復
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
返
還
債
権
者
が
得
て
い
た
か
ど
う
か
を
要
件
と
せ
ず
に
、
返
還
債
務
者
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
の
償
還

義
務
を
課
す
形
を
採
る
。

し
か
し
、（
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
法
定
解
除
権
者
た
る
返
還
債
務
者
に
免
責
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
と
し
て

も
）
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
返
還
債
権
者
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
目
的
物
を
使
用
し
、
利
益
を
得
て
い
た
か
ど

う
か
の
証
明
な
し
に
こ
の
利
益
を
帰
属
さ
せ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
返
還
債
務
者
に
収
益
可
能
性
と
い
う
利
益
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し

て
こ
れ
を
吐
き
出
す
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
別
と
し
て
、
そ
う
で
は
な
く
、
返
還
債
権
者
の
状
態
回
復
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
右
証
明
な
し
に
こ
れ
を
帰
属
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ
し
て
何
よ
り
、
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
義
務
は
、
債
務
不
履
行
の
有
無
、
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
の
有
無
を
問
わ
ず
に
契
約
当
事
者

の
双
方
が
等
し
く
負
う
と
こ
ろ
、
な
ぜ
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
相
手
方
が
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
利
益
ま
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
決
定
的
で
あ
る
（
116
）

。
解
除
の
原
状
回
復
義
務
の
こ
う
し
た
性
格
に
鑑
み
れ
ば
、
β
の
状
態
回
復
は
、
狭
義
の
原
状
回
復

の
目
的
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
義
務
を
も
っ
て
し
て
は
不
完
全
な
形
で
し
か
実
現
さ
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
原
状
回
復
義
務
と
し
て
買
主
が
実
際
に
得
た
利
益
を
売
主
に
返
還
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
か
に
契
約
が
な
か
っ
た

場
合
に
売
主
が
目
的
物
を
使
用
し
た
財
産
状
態
が
一0

部0

実
現
さ
れ
る
。
し
か
し
、
買
主
が
返
還
義
務
を
負
う
の
は
あ
く
ま
で
実
際
に
得
た

利
益
に
他
な
ら
な
い
た
め
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
の
売
主
の
現
在
の
状
態
は
完
全
に
は
実
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
当
該
契
約
が
な

か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
の
現
在
の
状
態
の
回
復
を
実
現
す
る
よ
う
な
損
害
賠
償
が
、
い
か
な
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
範
囲
で
認
め

）
九
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

三
一

草
案
四
二
七
条
二
項
、
第
二
草
案
二
九
八
条
二
項
、
改
正
前
三
四
七
条
、
現
行
三
四
七
条
一
項
）。
こ
れ
は
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
返
還
債
権
者

（
売
主
）
が
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
（
消
極
的
損
害
）
を
回
復
さ
せ
る
に
等
し
い
。
損
害
賠
償
を
待
た
ず
し
て
返
還
債
権
者
の
消
極
的
損
害
が

回
復
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
返
還
債
権
者
が
得
て
い
た
か
ど
う
か
を
要
件
と
せ
ず
に
、
返
還
債
務
者
に
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
の
償
還

義
務
を
課
す
形
を
採
る
。

し
か
し
、（
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
法
定
解
除
権
者
た
る
返
還
債
務
者
に
免
責
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
と
し
て

も
）
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
返
還
債
権
者
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
目
的
物
を
使
用
し
、
利
益
を
得
て
い
た
か
ど

う
か
の
証
明
な
し
に
こ
の
利
益
を
帰
属
さ
せ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
返
還
債
務
者
に
収
益
可
能
性
と
い
う
利
益
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し

て
こ
れ
を
吐
き
出
す
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
別
と
し
て
、
そ
う
で
は
な
く
、
返
還
債
権
者
の
状
態
回
復
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
右
証
明
な
し
に
こ
れ
を
帰
属
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

そ
し
て
何
よ
り
、
解
除
に
よ
る
原
状
回
復
義
務
は
、
債
務
不
履
行
の
有
無
、
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
の
有
無
を
問
わ
ず
に
契
約
当
事
者

の
双
方
が
等
し
く
負
う
と
こ
ろ
、
な
ぜ
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
相
手
方
が
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
利
益
ま
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
と
い
う
疑
問
が
決
定
的
で
あ
る
（
116
）

。
解
除
の
原
状
回
復
義
務
の
こ
う
し
た
性
格
に
鑑
み
れ
ば
、
β
の
状
態
回
復
は
、
狭
義
の
原
状
回
復

の
目
的
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
義
務
を
も
っ
て
し
て
は
不
完
全
な
形
で
し
か
実
現
さ
れ
な
い
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0

0

0

0

0
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0

0

0

0
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れ
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三
二

ら
れ
得
る
か
は
、
我
が
国
で
は
情
報
提
供
義
務
違
反
の
効
果
を
め
ぐ
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
（
117
）

、
給
付
義
務
の
不
履
行
事
案

で
も
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
状
態
の
回
復
を
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
で
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0
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0

0

0

0
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0

も
っ
て
実
現
す
る
こ
と
が
相
応
し
く
な
い
こ
と
は
確
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
民
法
の
第
一
草
案
や
第
二
草
案
で
は
、
解
除
の
原
状
回
復
と
し
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を

実
現
す
る
た
め
の
権
利
お
よ
び
義
務
を
負
う
旨
の
規
律
が
提
案
さ
れ
た
（
Ⅱ
章
１
節
⑵
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
約
定
解
除
の
効
果
規
定
で
あ

り
、
こ
れ
を
法
定
解
除
や
瑕
疵
担
保
解
除
に
準
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
修
正
を
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ

る
（
旧
三
二
七
条
・
旧
四
六
七
条
）。
ま
た
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
で
は
、
約
定
解
除
の
場
合
に
両
当
事
者
に
は
潜
在
的
な
返
還
義
務
の
認
識

が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
議
論
す
る
こ
と
が
あ
り
、
少
々
特
殊
で
あ
っ
た
こ
と
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
118
）

。
ド
イ
ツ
は
、
債
務
法
改
正
後
の

現
在
、
三
四
七
条
一
項
で
買
主
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
利
益
の
償
還
を
義
務
づ
け
つ
つ
、
法
定
解
除
権
者
に
つ
い
て
は
一
定
の
場
合
に
免
責

を
す
る
構
図
を
採
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
解
除
効
果
法
で
は
、（
法
定
解
除
と
約
定
解
除
と
で
当
事
者
の
置
か
れ
た
状
況
が
異
な
る
と

の
認
識
を
前
提
に
）
い
っ
た
ん
広
範
な
義
務
を
課
し
て
お
き
、
法
定
解
除
の
場
合
に
修
正
を
加
え
る
、
と
い
っ
た
規
律
構
造
を
好
ん
で
い

る
と
い
え
よ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
民
法
五
四
五
条
の
解
除
の
効
果
と
し
て
、
β
の
原
状
回
復
を
義
務
づ
け
る
こ
と
は
正
当
化

で
き
な
い
と
考
え
る
。
右
に
見
た
川
添
清
吉
が
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
を
「
原
状
回
復
の
た
め
の
損
害
賠
償
」
と
し
つ
つ
、
債
務
不
履

行
責
任
で
は
な
い
も
の
の
債
務
不
履
行
者
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ
る
と
し
て
、
両
当
事
者
が
等
し
く
負
う
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
区

別
し
て
い
た
点
が
興
味
深
い
（
119
）

。

な
お
、
狭
義
の
原
状
回
復
が
不
完
全
な
の
は
、
β
の
状
態
回
復
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
い
。
無
駄
に
な
っ
た
費
用
賠
償
を
α
の
状
態
回

復
の
た
め
の
も
の
と
仮
に
見
た
と
し
て
も
（
120
）

、
こ
の
費
用
も
ま
た
、
両
当
事
者
が
等
し
く
負
う
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
に
お
い
て
償
還
義
務

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

三
三

を
負
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ド
イ
ツ
で
も
、
解
除
の
場
合
、
三
四
七
条
二
項
が
目
的
物
に
関
す
る
費
用
の
償
還
請
求
を
認
め
る
も
の

の
、
こ
れ
の
み
で
は
二
八
四
条
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
費
用
を
把
捉
で
き
な
い
こ
と
に
着
目
し
、
解
除
さ
れ
た
場
合
に
も
二
八
四
条
の
賠
償
請

求
を
別
途
認
め
る
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
（
121
）

。
狭
義
の
原
状
回
復
と
は
、
契
約
締
結
前
の
債
権
者
の
状
態
の
回
復
で
あ
る
と
解
そ
う
と

も
、
契
約
の
準
備
費
用
な
ど
を
原
状
回
復
義
務
と
し
て
相
手
方
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
該
支
出
が
無
駄
に
な
っ
た
原
因
に
立
ち

入
っ
て
リ
ス
ク
配
分
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
理
解
の
一
致
が
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
狭
義
の
原
状
回
復
は
、
α0

の
状
態
回
復
に
と
っ
て
も
不
完
全
な
も
の

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

４
　
狭
義
の
原
状
回
復
と
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
得
て
い
た
利
益
賠
償
の
両
立

そ
こ
で
、
当
事
者
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
と
は
別
に
、
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ

と
も
、
狭
義
の
原
状
回
復
と
は
契
約
締
結
前
の
債
権
者
の
状
態
回
復
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
解
除
の
原
状
回
復
と
し
て
契
約
締
結
前

の
状
態
回
復
の
た
め
の
諸
請
求
を
し
つ
つ
、
別
途
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
べ
く
信

頼
利
益
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
復
す
る
方
向
性
の
違
い
か
ら
問
題
と
な
ろ
う
（
122
）

。

契
約
が
解
消
さ
れ
た
場
合
、
両
当
事
者
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
を
負
う
（
五
四
五
条
二
項
三
項
の
義
務
が
こ
の
狭
義
の
原
状
回
復
義
務

の
一
内
容
と
い
い
う
る
か
は
後
述
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
で
は
補
え
な
い
損
害
は
、
前
述
の
と
お
り
当
然
に
存
在
し
、
こ
れ
は
相
手
方
の
責
め

に
帰
す
べ
き
債
務
不
履
行
が
あ
る
限
り
で
、
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
こ
れ
を
相
手
方
に
転
嫁
で
き
る
（
123
）

。
前
稿
で
見
た
よ
う
に
（
124
）

、
狭
義
の
原
状

回
復
と
履
行
利
益
賠
償
と
は
、
明
ら
か
に
回
復
の
方
向
を
異
に
す
る
が
、
帰
責
性
を
要
件
と
し
な
い
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
は
、
両
当
事

者
に
生
じ
た
リ
ス
ク
の
配
分
に
お
け
る
完
結
し
た
制
度
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
別
途
帰
責
性
を
加
味
し
た
損
害
賠
償
制
度
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
う
る

）
一
一
九
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124
）

、
狭
義
の
原
状

回
復
と
履
行
利
益
賠
償
と
は
、
明
ら
か
に
回
復
の
方
向
を
異
に
す
る
が
、
帰
責
性
を
要
件
と
し
な
い
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
は
、
両
当
事

者
に
生
じ
た
リ
ス
ク
の
配
分
に
お
け
る
完
結
し
た
制
度
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
別
途
帰
責
性
を
加
味
し
た
損
害
賠
償
制
度
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
う
る

）
一
一
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

三
四

性
質
を
有
す
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
解
除
し
つ
つ
も
履
行
利
益
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
（
五
四
五
条
四
項
、
四
一
五
条
二

項
三
号
）。
そ
し
て
こ
れ
は
、
履
行
利
益
賠
償
に
限
ら
ず
、
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
賠
償
に
も
同
様
に
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
完

全
な
形
で
の
β
の
状
態
回
復
は
、
そ
も
そ
も
買
主
の
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
契
約
の
解
除
が
さ
れ
、
か
つ
買
主
に
免
責
事
由
が
な
い
場
合

に
お
い
て
、
な
お
か
つ
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
で
（
四
一
六
条
で
賠
償
範
囲
と
し
て

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
）、
消
極
的
契
約
利
益
の
損
害
賠
償
で
も
っ
て
実
現
さ
れ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
契
約
の
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
（
五
四
五
条
四
項
）
は
、
あ
く
ま
で
債
務
不
履
行
を
理
由
と
し
た
損
害
賠
償
で

あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
損
害
賠
償
は
、
履
行
利
益
賠
償
だ
け
で
な
く
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
賠
償
も
含
ま
れ
、
な
お
か
つ
後
者

で
も
積
極
的
損
害
だ
け
で
な
く
消
極
的
損
害
も
含
ま
れ
う
る
。
そ
し
て
、
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
、
契
約
が

な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
と
矛
盾
し
な
い
。

Ⅳ
　
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
関
係

前
章
で
見
た
狭
義
の
原
状
回
復
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
を
前
提
と
し
た
と
き
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
減
価
と
買
主
が
得
た
使
用
利
益
は
、

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。〈
狭
義
の
原
状
回
復
は
、
α
の
状
態
回
復
に
と
っ
て
も
β
の
状
態
回
復
に
と
っ
て
も
不
完
全
な
も
の

で
し
か
な
い
〉
と
解
す
る
本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
減
価
償
還
義
務
を
あ
る
べ
き
原
状
回
復
像
か
ら
演
繹
し
て
肯
定
0

0

す
る

こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
う
範
囲
を
画
定
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
使
用
利
益
返
還
義
務

の
範
囲
・
意
義
を
炙
り
出
す
こ
と
を
試
み
る
。

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

三
五

１
　
減
価
償
還
の
原
則
と
例
外

⑴
　
減
価
償
還
の
原
則

ア
　
減
価
分
＝
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
る
理
解
の
不
採
用

買
主
が
自
己
の
物
と
信
じ
て
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
減
価
は
、
解
除
後
の
買
主
が
負
う
べ
き
リ
ス
ク
な
の
か
。
使
用
利
益
返
還
は
返
還

債
務0

者
の
原
状
回
復
に
直
結
す
る
の
に
対
し
、
使
用
に
よ
る
減
価
分
の
償
還
は
、
返
還
債
権0

者
た
る
売
主
の
状
態
回
復
と
も
言
え
る
。
こ

の
点
か
ら
、
減
価
償
還
は
、
原
状
回
復
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
の
問
題
で
あ
る
と
の
理
解
が
あ
り
得
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ウ
ィ
ー
ン

売
買
条
約
を
め
ぐ
っ
て
こ
う
し
た
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
減
価
償
還
義
務
は
、
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
に
限
っ
て
生
じ
る
も
の

と
捉
え
る
。

買
主
の
支
払
遅
滞
に
よ
り
売
主
が
契
約
解
除
を
し
た
場
合
、
買
主
の
賠
償
義
務
は
ど
う
把
握
さ
れ
る
か
。
金
銭
債
務
の
不
履
行
に
よ
る

損
害
賠
償
は
、
民
法
四
一
九
条
に
よ
り
遅
延
利
息
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
見
す
る
と
、
右
場
合
の
買
主
の
賠
償
義
務

も
遅
延
利
息
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
大
判
大
正
五
年
一
〇
月
二
七
日
民
録
二
二
輯
一
九
九
一
頁
は
、
牛
皮
の
売
買
契

約
が
買
主
の
支
払
遅
滞
の
た
め
解
除
さ
れ
、
そ
の
一
か
月
後
に
売
主
が
下
落
し
た
相
場
で
目
的
物
を
第
三
者
に
売
却
し
た
事
案
に
お
い
て
、

民
法
四
一
九
条
の
適
用
を
否
定
し
（
125
）

、
当
初
の
売
買
代
金
と
第
三
者
へ
の
売
却
価
額
と
の
差
額
を
損
害
額
と
す
る
賠
償
請
求
を
認
め
た
。
契

約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
損
害
賠
償
請
求
に
は
四
一
九
条
の
適
用
が
な
い
と
理
解
で
き
る
（
126
）

。

買
主
か
ら
取
り
戻
し
た
物
に
減
価
が
あ
る
場
合
、
第
三
者
に
売
却
し
よ
う
に
も
、
下
落
し
た
価
値
を
前
提
と
し
て
し
か
売
却
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
売
主
は
、（
買
主
に
免
責
事
由
が
な
い
限
り
）
当
初
の
売
却
価
額
と
の
差
額
分
を
損
害
と
し
て
買
主
に
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
127
）

。
こ
れ
は
、
履
行
利
益
賠
償
と
し
て
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
当
該
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
の
売
主
が
第
三
者
と
の
間
で
同
様
の

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

三
五

１
　
減
価
償
還
の
原
則
と
例
外

⑴
　
減
価
償
還
の
原
則

ア
　
減
価
分
＝
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
る
理
解
の
不
採
用

買
主
が
自
己
の
物
と
信
じ
て
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
減
価
は
、
解
除
後
の
買
主
が
負
う
べ
き
リ
ス
ク
な
の
か
。
使
用
利
益
返
還
は
返
還

債
務0

者
の
原
状
回
復
に
直
結
す
る
の
に
対
し
、
使
用
に
よ
る
減
価
分
の
償
還
は
、
返
還
債
権0

者
た
る
売
主
の
状
態
回
復
と
も
言
え
る
。
こ

の
点
か
ら
、
減
価
償
還
は
、
原
状
回
復
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
の
問
題
で
あ
る
と
の
理
解
が
あ
り
得
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ウ
ィ
ー
ン

売
買
条
約
を
め
ぐ
っ
て
こ
う
し
た
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
減
価
償
還
義
務
は
、
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
に
限
っ
て
生
じ
る
も
の

と
捉
え
る
。

買
主
の
支
払
遅
滞
に
よ
り
売
主
が
契
約
解
除
を
し
た
場
合
、
買
主
の
賠
償
義
務
は
ど
う
把
握
さ
れ
る
か
。
金
銭
債
務
の
不
履
行
に
よ
る

損
害
賠
償
は
、
民
法
四
一
九
条
に
よ
り
遅
延
利
息
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
見
す
る
と
、
右
場
合
の
買
主
の
賠
償
義
務

も
遅
延
利
息
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
大
判
大
正
五
年
一
〇
月
二
七
日
民
録
二
二
輯
一
九
九
一
頁
は
、
牛
皮
の
売
買
契

約
が
買
主
の
支
払
遅
滞
の
た
め
解
除
さ
れ
、
そ
の
一
か
月
後
に
売
主
が
下
落
し
た
相
場
で
目
的
物
を
第
三
者
に
売
却
し
た
事
案
に
お
い
て
、

民
法
四
一
九
条
の
適
用
を
否
定
し
（
125
）

、
当
初
の
売
買
代
金
と
第
三
者
へ
の
売
却
価
額
と
の
差
額
を
損
害
額
と
す
る
賠
償
請
求
を
認
め
た
。
契

約
が
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
損
害
賠
償
請
求
に
は
四
一
九
条
の
適
用
が
な
い
と
理
解
で
き
る
（
126
）

。

買
主
か
ら
取
り
戻
し
た
物
に
減
価
が
あ
る
場
合
、
第
三
者
に
売
却
し
よ
う
に
も
、
下
落
し
た
価
値
を
前
提
と
し
て
し
か
売
却
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
売
主
は
、（
買
主
に
免
責
事
由
が
な
い
限
り
）
当
初
の
売
却
価
額
と
の
差
額
分
を
損
害
と
し
て
買
主
に
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
127
）

。
こ
れ
は
、
履
行
利
益
賠
償
と
し
て
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
当
該
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
の
売
主
が
第
三
者
と
の
間
で
同
様
の

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

三
六

条
件
で
売
買
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
な
ら
ば
、
信
頼
利
益
の
消
極
的
損
害
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
買
主
は
、
原
状
回
復
と
し
て
は
減
価
の
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
も
の
の
、
買
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
免
責
事
由
も
な
い
ケ
ー
ス
で

は
損
害
賠
償
と
し
て
右
減
価
分
の
賠
償
義
務
を
負
う
、
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
日
本
民
法
五
四
五
条
一
項
本
文
は
、
原
状
回
復
と
し
て
「
相
手
方
」
た
る
返
還
債
権
者
の
状
態
回
復
を
明
記
し

て
い
る
。
減
価
償
還
を
一
律
に
狭
義
の
原
状
回
復
の
枠
外
に
出
す
こ
と
は
、
同
規
定
と
整
合
し
な
い
。
よ
り
実
質
的
に
考
察
し
て
も
、
買

主
の
許
で
生
じ
た
滅
失
・
損
傷
に
つ
い
て
買
主
が
負
担
す
べ
き
場
面
は
当
然
あ
る
以
上
、
買
主
が
自
ら
使
用
し
た
こ
と
で
の
目
的
物
の
減

価
に
つ
い
て
、
買
主
が
一
律
に
原
状
回
復
義
務
を
免
れ
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
ま
で
、
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
、
債

務
不
履
行
と
免
責
事
由
の
有
無
と
に
着
目
す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
減
価
分
を
一
律
に
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
る
理
解
は
採
用
で
き
な

い
。イ

　
滅
失
・
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
と
の
均
衡

こ
こ
で
は
、
既
に
北
村
実
や
油
納
に
よ
っ
て
適
切
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
滅
失
・
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
と
の
均
衡
が
意
識
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
滅
失
・
損
傷
は
、
減
価
を
生
じ
さ
せ
る
一
つ
の
原
因
だ
か
ら
で
あ
る
。
買
主
は
、
引
き
渡
さ
れ
た
目
的
物
が
自
身
の
支
配

下
で
滅
失
・
損
傷
し
た
場
合
、
そ
の
リ
ス
ク
を
自
身
で
負
担
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
れ
と
の
均
衡
か
ら
す
れ
ば
、
減
価
も
ま
た
買
主

の
負
担
で
あ
り
、
買
主
に
は
価
額
償
還
義
務
が
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
理
解
し
た
と
き
、
ド
イ
ツ
法
の
立
場
、
す
な
わ
ち
、
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減
価
の
ほ
か
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
に

よ
る
損
耗
減
価
に
つ
い
て
も
買
主
を
免
責
し
、
使
用
利
益
返
還
を
優
先
さ
せ
る
構
成
は
拒
否
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
使
用
利
益
償
還
で

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

三
七

も
っ
て
目
的
物
の
減
価
分
を
補
い
、
売
主
の
状
態
回
復
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
使
用
利
益
の
償
還
を
義
務
づ

け
る
な
ど
、
自
縄
自
縛
に
陥
っ
て
い
る
よ
う
に
映
る
。

た
だ
し
、
減
価
償
還
義
務
の
「
範
囲
」
に
つ
い
て
は
、
よ
り
緻
密
な
議
論
が
必
要
に
映
る
。
考
察
対
象
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
買

主
は
す
べ
て
の
減
価
の
償
還
義
務
を
負
う
の
か
と
い
う
、
減
価
の
原
因
・
性
質
に
着
目
し
た
議
論
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
買
主
は
ど

の
よ
う
な
場
合
に
も
減
価
償
還
義
務
を
負
う
の
か
と
い
う
、
減
価
償
還
原
則
の
例
外
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
⑵
と
⑶
で
区
別
し

て
検
討
し
よ
う
。

⑵
　
償
還
対
象
と
な
る
減
価
の
範
囲

─
経
年
減
価
お
よ
び
価
格
変
動
の
下
落
減
価
の
処
遇

一
般
に
使
用
に
よ
る
減
価
と
言
え
ば
、
❶
使
用
に
よ
る
損
耗
減
価
が
想
定
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
既
に
ド
イ
ツ
の
議
論
が
前
提
と
す
る

よ
う
に
、
こ
の
中
に
は
、
❷
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

減
価
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
応
、
損
耗
減
価
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自

動
車
で
い
え
ば
、
公
道
を
走
っ
た
こ
と
で
新
車
が
中
古
車
に
な
る
こ
と
に
よ
る
減
価
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
買
主
の
も
と
で
生
じ

う
る
減
価
と
し
て
、
❸
使
用
の
際
に
生
じ
た
損
傷
減
価
の
ほ
か
、
❹
使
用
せ
ず
と
も
生
じ
た
経
年
劣
化
に
よ
る
減
価
、
❺
価
格
変
動
の
下

落
に
よ
る
減
価
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
滅
失
・
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
に
お
け
る
近
時
支
配
的
な
理
解
と
の
均
衡
を
考
え
れ
ば
、
買
主
の
故
意
行
為
で
あ
る
使
用
に
伴

う
減
価
（
❶
❷
❸
）
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
買
主
が
負
担
す
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
❹
も
ま
た
、
契
約
時
の
給
付
交
換
の
決
定
に
基

づ
い
て
目
的
物
を
受
け
取
り
、
買
主
の
支
配
領
域
内
で
生
じ
た
減
価
で
あ
る
以
上
は
、
買
主
が
当
該
減
価
を
負
担
す
る
。
こ
の
償
還
に
よ

）
一
一
一
（
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も
っ
て
目
的
物
の
減
価
分
を
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売
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状
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ら
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縄
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縛
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範
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議
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。
考
察
対
象
は
二
つ
あ
る
。
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て
の
減
価
の
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務
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負
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の
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と
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、
減
価
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原
因
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性
質
に
着
目
し
た
議
論
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り
、
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買
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う
な
場
合
に
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減
価
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還
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務
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⑶
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落
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❶
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損
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減
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れ
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、
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に
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イ
ツ
の
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提
と
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る

よ
う
に
、
こ
の
中
に
は
、
❷
使
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な
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で
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の
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、
❺
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落
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故
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用
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❷
❸
）
に
つ
い
て
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則
と
し
て
買
主
が
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担
す
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
❹
も
ま
た
、
契
約
時
の
給
付
交
換
の
決
定
に
基

づ
い
て
目
的
物
を
受
け
取
り
、
買
主
の
支
配
領
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内
で
生
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た
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で
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は
、
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が
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一
一
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三
八

り
、
時
系
列
的
な
意
味
で
の
契
約
締
結
前
の
債
権
者
の
状
態
が
回
復
さ
れ
る
。
事
実
、
川
角
は
、「
中
古
自
動
車
市
場
の
一0

般
的
傾
向

0

0

0

0

と

し
て
当
然
の
如
く
に
目
的
物
の
評
価
額
が
下
落
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
評
価
下
落
分
は
あ
く
ま
で
『
原
状
回
復
義
務
』
の
客
体
と
し

て
、
買
主
Ｘ
の
財
産
上
の
自
己
決
定
に
も
と
づ
く
リ
ス
ク

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
み
な
さ
れ
る
べ
き
（
128
）

」（
傍
点
は
原
文
）
と
論
じ
る
。

も
っ
と
も
、
減
価
の
う
ち
❹
と
❺
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
売
主
が
負
担
し
た
減
価

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
原
状
回
復
で
は
、
こ
う
し
て
、

契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
負
担
し
た
減
価
に
つ
い
て
も
返
還
債
務
者
が
負
担
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
滅
失
・
損
傷
の
リ
ス

ク
配
分
と
比
較
す
る
見
地
か
ら
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
滅
失
・
損
傷
し
て
い
た
ケ
ー
ス
、
具
体
的
に
は
、

目
的
物
が
買
主
の
許
で
台
風
に
よ
り
滅
失
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
台
風
が
売
主
宅
も
襲
い
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
の
許
で

も
ま
た
滅
失
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
ケ
ー
ス
の
リ
ス
ク
配
分
が
問
わ
れ
る
。

我
が
国
の
民
法
起
草
者
の
一
人
で
あ
る
梅
謙
次
郎
は
、『
民
法
要
義
』
に
お
い
て
改
正
前
五
四
八
条
二
項
（
契
約
目
的
物
が
解
除
権
者
の

行
為
や
過
失
に
よ
ら
ず
に
滅
失
等
し
た
場
合
に
解
除
を
認
め
る
規
定
）
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
物
の
滅
失
が
解
除
権
者
の
行
為

に
よ
ら
な
い
場
合
、
売
買
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
滅
失
は
な
お
生
じ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

こ
こ
で
は
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
物
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
こ
そ
が
「
原
状
」
で
あ
り
、
改
正
前
五
四
八
条
二
項
は
こ
の
原

則
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
（
129
）

。

契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
滅
失
・
損
傷
し
た
こ
と
を
加
味
し
た
リ
ス
ク
配
分
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
そ
の
民

法
草
案
を
め
ぐ
っ
て
の
審
議
中
に
も
議
論
さ
れ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
で
は
、
解
除
の
場
合
に
偶
然
滅
失
を
売
主
負
担
と
す
る
規
定
（
第
一

草
案
四
二
九
条
、
第
二
草
案
三
〇
一
条
、
二
〇
〇
一
年
債
務
法
改
正
前
三
五
〇
条
）
が
成
立
し
た
。
偶
然
滅
失
の
場
合
に
広
く
買
主
の
解
除
を
許

容
す
る
（
＝
売
主
負
担
と
す
る
）
規
定
を
有
す
る
以
上
、
右
の
理
解
は
こ
の
規
定
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
（
130
）（

た
だ
し
、
真
に
内
包
関

）
一
一
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

三
九

係
に
あ
る
の
か
疑
義
が
あ
る
こ
と
は
注（
132
））。

し
か
し
、
そ
の
後
、
旧
三
五
〇
条
の
結
論
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
議
論
対
立
が
生
じ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た

議
論
対
立
を
背
景
に
し
て
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
同
様
に
滅
失
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
旧
三
五
〇
条
の
売
主

負
担
が
妥
当
で
あ
る
と
論
じ
た
（
131
）

。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
の
債
務
法
現
代
化
で
旧
三
五
〇
条
の
よ
う
な
偶
然
の
事
情
の
み
に
着
目
し
た
売

主
負
担
規
定
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
理
解
が
再
度
前
面
に
出
る
。
改
正
後
の
三
四
六
条
二
項
は
、
返
還
債
務
者
た
る
買
主
の

許
で
受
領
物
が
滅
失
・
損
傷
し
て
い
た
場
合
に
買
主
が
価
額
償
還
義
務
を
負
う
の
を
原
則
と
し
つ
つ
、
同
条
三
項
一
文
二
号
は
そ
の
例
外

と
し
て
、「
債
権
者
が
損
傷
ま
た
は
滅
失
に
つ
い
て
有
責
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は
そ
の
損
害
が
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
生
じ
た
で
あ
ろ

う
と
き
」
に
価
額
償
還
義
務
が
消
滅
す
る
と
規
定
す
る
。

こ
の
三
四
六
条
三
項
一
文
二
号
後
段
の
価
値
判
断
は
、
本
稿
が
問
題
と
す
る
目
的
物
の
減
価
の
リ
ス
ク
配
分
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で

あ
る
。
確
か
に
、
同
規
定
自
体
は
滅
失
・
損
傷
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
、
想
定
事
例
は
先
に
見
た
よ
う
に
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
も

売
主
の
許
で
台
風
に
よ
り
滅
失
し
て
い
た
、
と
い
っ
た
稀
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
適
用
対
象
場
面
が
相
当
に
狭
い
が
ゆ
え

に
、
同
規
定
へ
の
注
目
度
は
低
い
（
132
）

。
し
か
し
、
減
価
リ
ス
ク
の
配
分
を
滅
失
・
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
と
比
較
し
て
検
討
す
る
本
稿
の
興
味

関
心
か
ら
す
れ
ば
、
右
規
定
の
価
値
判
断
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
規
律
に
与
す
れ
ば
、
買
主
に
引
渡
し
後
の
経
年
減
価
も
、
原
則
と
し
て

売
主
負
担
と
な
る
。

も
っ
と
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
の
許
で
滅
失
・
損
傷
し
た
で
あ
ろ
う
と
き
に
買
主
を
免
責
す
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、

価
値
判
断
に
対
立
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
六
年
に
採
択
さ
れ
た
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
二
〇
一
六
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ（133
）

）
の
公

式
注
釈
は
、
売
主
と
買
主
が
住
む
地
域
一
帯
を
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
襲
っ
た
事
例
を
挙
げ
て
、
受
領
し
た
給
付
の
価
値
を
支
払
う
と
い
う
受
領

）
一
一
七
（
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に
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の
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し
か
し
、
そ
の
後
、
旧
三
五
〇
条
の
結
論
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
議
論
対
立
が
生
じ
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
う
し
た

議
論
対
立
を
背
景
に
し
て
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ン
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
同
様
に
滅
失
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
旧
三
五
〇
条
の
売
主

負
担
が
妥
当
で
あ
る
と
論
じ
た
（
131
）

。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
の
債
務
法
現
代
化
で
旧
三
五
〇
条
の
よ
う
な
偶
然
の
事
情
の
み
に
着
目
し
た
売

主
負
担
規
定
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
う
し
た
理
解
が
再
度
前
面
に
出
る
。
改
正
後
の
三
四
六
条
二
項
は
、
返
還
債
務
者
た
る
買
主
の

許
で
受
領
物
が
滅
失
・
損
傷
し
て
い
た
場
合
に
買
主
が
価
額
償
還
義
務
を
負
う
の
を
原
則
と
し
つ
つ
、
同
条
三
項
一
文
二
号
は
そ
の
例
外

と
し
て
、「
債
権
者
が
損
傷
ま
た
は
滅
失
に
つ
い
て
有
責
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は
そ
の
損
害
が
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
生
じ
た
で
あ
ろ

う
と
き
」
に
価
額
償
還
義
務
が
消
滅
す
る
と
規
定
す
る
。

こ
の
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号
後
段
の
価
値
判
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は
、
本
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が
問
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と
す
る
目
的
物
の
減
価
の
リ
ス
ク
配
分
を
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え
る
う
え
で
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要
で

あ
る
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確
か
に
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同
規
定
自
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は
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の
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で
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、
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事
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に
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台
風
に
よ
り
滅
失
し
て
い
た
、
と
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の
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が
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狭
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が
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、
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の
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配
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と
比
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す
る
本
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の
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関
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ら
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ば
、
右
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定
の
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要
で
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こ
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与
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ば
、
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渡
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後
の
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も
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担
と
な
る
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も
っ
と
も
、
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が
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っ
た
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に
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者
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で
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損
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し
た
で
あ
ろ
う
と
き
に
買
主
を
免
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す
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き
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を
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ぐ
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て
は
、

価
値
判
断
に
対
立
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
六
年
に
採
択
さ
れ
た
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
二
〇
一
六
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ（133
）

）
の
公

式
注
釈
は
、
売
主
と
買
主
が
住
む
地
域
一
帯
を
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
襲
っ
た
事
例
を
挙
げ
て
、
受
領
し
た
給
付
の
価
値
を
支
払
う
と
い
う
受
領

）
一
一
七
（
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四
〇

者
の
責
任
は
、
給
付
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
劣
化
又
は
滅
失
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
場
合
で
も
、
免
除
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と

論
じ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
先
述
の
と
お
り
、
旧
三
五
〇
条
の
基
と
な
る
第
一
草
案
四
二
九
条
を
め
ぐ
っ
て
の
第
二
委
員
会
審
議
に
お
い
て
、

債
権
者
の
許
で
は
滅
失
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
解
除
権
が
排
除
さ
れ
る
旨
の
提
案
（
134
）

が
な
さ
れ
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
理
由
は
、
仮
定
的
因
果
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
が
リ
ス
ク
配
分
と
し
て
不
公
平
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
証
明
の
困
難
性
へ
の
危
惧

に
あ
っ
た
（
135
）

。
し
か
し
、
証
明
の
困
難
性
は
、
同
リ
ス
ク
配
分
基
準
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
仮
に
証
明
で
き
な
い
場
合
に

は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
側
の
当
事
者
が
そ
の
不
利
益
を
負
う
だ
け
で
あ
り
、
こ
こ
だ
け
に
特
殊
な
問
題
で
は
な
い
（
136
）

。

そ
も
そ
も
仮
定
的
因
果
関
係
は
、
民
法
の
各
所
に
お
い
て
最
終
的
な
基
準
と
し
て
支
持
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
遅
滞
中

の
不
能
論
に
お
け
る
そ
れ
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
履
行
遅
滞
中
の
不
能
論
に
よ
れ
ば
、
履
行
遅
滞
中
に
生
じ
た
目
的
物
の
偶
然
滅
失
は
遅
滞

者
が
負
う
の
が
原
則
で
あ
る
も
の
の
、
遅
滞
が
な
く
適
時
に
履
行
さ
れ
て
い
て
も
買
主
の
許
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
損
害
に
つ
い
て
は
例
外

と
さ
れ
る
（
137
）

。
遅
滞
者
が
責
任
を
負
う
の
は
遅
滞
と
因
果
関
係
の
あ
る
損
害
に
限
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
重
要
な
の
は
こ
こ
で
の
因
果
関
係

が
仮
定
的
因
果
関
係
を
意
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
仮
定
的
因
果
関
係
を
加
味
し
た
リ
ス
ク
配
分
は
決
し
て
稀
有
か
つ
不
合
理
な
も
の
で
な

く
、
こ
う
し
て
我
が
国
の
判
例
・
学
説
で
も
正
面
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
。

仮
定
的
因
果
関
係
は
、
解
除
の
原
状
回
復
に
お
け
る
リ
ス
ク
配
分
に
お
い
て
も
決
し
て
特
殊
で
は
な
い
。
こ
こ
で
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六

条
が
、
買
主
の
原
物
返
還
不
能
に
も
か
か
わ
ら
ず
買
主
の
価
額
償
還
義
務
を
免
責
し
て
い
る
ケ
ー
ス
を
一
瞥
し
よ
う
。

ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
三
項
一
文
　
価
額
償
還
義
務
は
、
次
の
各
号
の
場
合
に
消
滅
す
る
。

⑴
　
解
除
を
基
礎
づ
け
る
瑕
疵
が
、
対
象
の
加
工
ま
た
は
改
造
の
際
に
初
め
て
現
れ
た
と
き

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

四
一

⑵
　
債
権
者
が
損
傷
ま
た
は
滅
失
に
つ
い
て
有
責
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は
そ
の
損
害
が
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
と
き

⑶
　
法
定
解
除
権
の
場
合
に
お
い
て
、
解
除
権
者
が
自
己
の
事
務
に
つ
い
て
通
常
用
い
る
べ
き
注
意
を
尽
く
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

損
傷
ま
た
は
滅
失
が
解
除
権
者
の
許
で
生
じ
た
と
き

二
号
前
段
は
、
債
権
者
（
売
主
）
の
有
責
行
為
と
滅
失
・
損
傷
と
の
間
に
直
接
的
な
因
果
関
係
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

一
号
や
三
号
は
二
号
後
段
と
同
様
、
私
見
に
よ
れ
ば
仮
定
的
因
果
関
係
を
踏
ま
え
た
免
責
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
瑕
疵
を
知
ら
ず
に
し
た

加
工
・
改
造
に
よ
る
原
物
返
還
不
能
を
対
象
と
す
る
一
号
も
、
瑕
疵
を
知
っ
て
い
れ
ば
加
工
・
改
造
な
ど
し
な
か
っ
た
と
い
う
形
で
、
買

主
の
契
約
適
合
性
へ
の
信
頼
を
前
提
に
、
売
主
の
瑕
疵
物
の
引
渡
し
と
加
工
・
改
造
に
よ
る
返
還
不
能
と
を
結
び
つ
け
る
（
138
）

。
三
号
も
同
様

に
、
買
主
は
契
約
不
適
合
物
の
給
付
で
あ
る
こ
と
（
売
主
の
義
務
違
反
）
を
知
っ
て
い
れ
ば
そ
の
物
を
受
け
取
ら
ず
、
結
果
と
し
て
買
主
の

許
で
の
滅
失
・
損
傷
も
な
か
っ
た
と
い
う
形
で
、
買
主
の
契
約
適
合
性
へ
の
信
頼
を
前
提
に
、
売
主
の
義
務
違
反
と
買
主
の
許
で
の
滅

失
・
損
傷
と
を
結
び
つ
け
る
。
こ
う
し
て
、
形
式
的
に
は
買
主
の
支
配
領
域
内
か
ら
生
じ
た
リ
ス
ク
も
、
右
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
で

売
主
負
担
が
正
当
化
さ
れ
る
。
原
状
回
復
障
害
の
リ
ス
ク
配
分
に
お
い
て
、
仮
定
的
因
果
関
係
を
加
味
す
る
こ
と
は
決
し
て
稀
で
な
い
。

❹
経
年
減
価
や
❺
価
格
変
動
の
下
落
減
価
は
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
と
は
い
え
、
買
主
に
は
避
け
よ
う
が
な
い
リ
ス
ク
で
あ
る
。
当
事

者
双
方
が
自
ら
の
意
思
で
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
、
そ
し
て
解
除
の
原
状
回
復
義
務
が
債
務
不
履
行
責
任
と
は
切
り
離
さ
れ
た
義
務
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
減
価
を
一
律
に
買
主
の
負
担
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
売
主
（
返
還
債
権

者
）
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
不
利
益
で
あ
る
以
上
、
売
主
は
こ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
買
主
は
、
❹
経
年
減

価
お
よ
び
❺
価
格
変
動
の
下
落
減
価
（
139
）

に
つ
い
て
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
は
（
140
）

価
額
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
と
考
え
る
。

）
一
一
一
（
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一

⑵
　
債
権
者
が
損
傷
ま
た
は
滅
失
に
つ
い
て
有
責
で
あ
る
と
き
、
ま
た
は
そ
の
損
害
が
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
と
き

⑶
　
法
定
解
除
権
の
場
合
に
お
い
て
、
解
除
権
者
が
自
己
の
事
務
に
つ
い
て
通
常
用
い
る
べ
き
注
意
を
尽
く
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

損
傷
ま
た
は
滅
失
が
解
除
権
者
の
許
で
生
じ
た
と
き

二
号
前
段
は
、
債
権
者
（
売
主
）
の
有
責
行
為
と
滅
失
・
損
傷
と
の
間
に
直
接
的
な
因
果
関
係
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

一
号
や
三
号
は
二
号
後
段
と
同
様
、
私
見
に
よ
れ
ば
仮
定
的
因
果
関
係
を
踏
ま
え
た
免
責
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
瑕
疵
を
知
ら
ず
に
し
た

加
工
・
改
造
に
よ
る
原
物
返
還
不
能
を
対
象
と
す
る
一
号
も
、
瑕
疵
を
知
っ
て
い
れ
ば
加
工
・
改
造
な
ど
し
な
か
っ
た
と
い
う
形
で
、
買

主
の
契
約
適
合
性
へ
の
信
頼
を
前
提
に
、
売
主
の
瑕
疵
物
の
引
渡
し
と
加
工
・
改
造
に
よ
る
返
還
不
能
と
を
結
び
つ
け
る
（
138
）

。
三
号
も
同
様

に
、
買
主
は
契
約
不
適
合
物
の
給
付
で
あ
る
こ
と
（
売
主
の
義
務
違
反
）
を
知
っ
て
い
れ
ば
そ
の
物
を
受
け
取
ら
ず
、
結
果
と
し
て
買
主
の

許
で
の
滅
失
・
損
傷
も
な
か
っ
た
と
い
う
形
で
、
買
主
の
契
約
適
合
性
へ
の
信
頼
を
前
提
に
、
売
主
の
義
務
違
反
と
買
主
の
許
で
の
滅

失
・
損
傷
と
を
結
び
つ
け
る
。
こ
う
し
て
、
形
式
的
に
は
買
主
の
支
配
領
域
内
か
ら
生
じ
た
リ
ス
ク
も
、
右
事
情
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
で

売
主
負
担
が
正
当
化
さ
れ
る
。
原
状
回
復
障
害
の
リ
ス
ク
配
分
に
お
い
て
、
仮
定
的
因
果
関
係
を
加
味
す
る
こ
と
は
決
し
て
稀
で
な
い
。

❹
経
年
減
価
や
❺
価
格
変
動
の
下
落
減
価
は
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
と
は
い
え
、
買
主
に
は
避
け
よ
う
が
な
い
リ
ス
ク
で
あ
る
。
当
事

者
双
方
が
自
ら
の
意
思
で
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
、
そ
し
て
解
除
の
原
状
回
復
義
務
が
債
務
不
履
行
責
任
と
は
切
り
離
さ
れ
た
義
務
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
減
価
を
一
律
に
買
主
の
負
担
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
売
主
（
返
還
債
権

者
）
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
不
利
益
で
あ
る
以
上
、
売
主
は
こ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
買
主
は
、
❹
経
年
減

価
お
よ
び
❺
価
格
変
動
の
下
落
減
価
（
139
）

に
つ
い
て
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
は
（
140
）

価
額
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
と
考
え
る
。

）
一
一
一
（
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以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
買
主
は
、
❹
経
年
減
価
と
❺
価
格
変
動
に
よ
る
下
落
減
価
を
除
き
、
減
価
を
負
担
し
、
現
物
返
還
に
加
え
て
差

額
分
の
価
額
償
還
義
務
を
負
う
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
買
主
は
原
則
と
し
て
減
価
償
還
義
務
を
負
う
と
は
い
え
、
経
年
減
価
と
価
格
変

動
の
下
落
減
価
が
償
還
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
減
価
償
還
が
β
の
状
態
回
復
に
親
和
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
減
価
償
還
の
原
則
に
は
、
事
例
に
よ
っ
て
例
外
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
を
次
の
⑶
で
検
討
す
る
。

⑶
　
減
価
償
還
原
則
の
例
外

滅
失
・
損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
を
考
え
た
と
き
、
引
渡
し
後
の
同
リ
ス
ク
全
て
を
買
主
の
負
担
と
す
る
理
解
は
説
得
力
を
持
た
な
い
。
滅

失
・
損
傷
に
つ
き
売
主
側
に
原
因
が
あ
る
場
合
に
売
主
負
担
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
判
例
・
学
説
に
お
い
て
も
理
解
の
一
致
が
あ
り
、
争

点
は
、
右
の
場
合
を
超
え
て
ど
う
い
っ
た
場
合
に
買
主
が
免
責
さ
れ
る
の
か
に
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
使
用
に
よ
る
減
価
に
つ
い
て
も
、

売
主
の
説
明
不
足
を
端
緒
と
し
た
買
主
の
使
用
に
よ
る
減
価
は
当
然
と
し
て
、
そ
の
他
の
場
合
に
も
買
主
が
免
責
さ
れ
る
余
地
が
検
討
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
141
）

。
問
題
は
、
買
主
の
支
払
遅
滞
に
よ
り
解
除
に
至
っ
た
場
合
で
は
な
く
、
売
主
の
引
き
渡
し
た
物
に
契
約
不
適
合
が

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
解
除
に
至
っ
た
場
合
で
あ
る
（
142
）

。

た
と
え
ば
、
新
車
を
購
入
し
た
買
主
が
契
約
に
適
合
し
な
い
新
車
の
引
渡
し
を
受
け
、
一
定
期
間
乗
車
後
に
契
約
不
適
合
に
気
づ
い
て

解
除
し
た
場
合
を
想
定
す
る
。
こ
の
場
合
、
受
領
物
は
買
主
の
使
用
に
よ
り
中
古
車
と
評
価
さ
れ
、
価
値
低
下
が
生
じ
る
（
❷
）。
し
か

し
、
契
約
の
解
除
が
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
契
約
不
適
合
（
債
務
不
履
行
）
が
あ
り
、
買
主
は
い
わ
ば
望
ま
な
い
物
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い

た
と
も
い
え
る
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
場
合
の
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
う
と
す
る
価
値
判
断
は
合
理
的
と
は
い
い
が

た
い
。
こ
の
価
値
判
断
は
、
以
前
紹
介
し
た
よ
う
に
（
143
）

、
二
〇
〇
一
年
の
債
務
法
改
正
後
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
明
文
に
よ
り
定
め
ら
れ
（
ド

）
一
九
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

四
三

イ
ツ
民
法
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号
た
だ
し
書
）、
支
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
価
値
低
下
（
❷
）
に
限
ら
れ
な
い
。
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
る
損
耗
分
（
❶
）
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
（
ド
イ
ツ
の
多
数
説
は
売
主
の
二
重
補
償
回
避
の
見
地
か
ら
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号
本
文
の
「
損
傷
」
に
当
た
ら
な
い
と
す
る
）、
使
用
利
益

の
返
還
で
は
補
え
な
い
範
囲
の
損
傷
や
滅
失
で
あ
ろ
う
と
も
、
買
主
が
法
定
解
除
し
た
事
案
（
売
主
に
義
務
違
反
が
あ
る
事
案
）
で
は
、

三
四
六
条
三
項
一
文
三
号
に
よ
り
買
主
が
免
責
さ
れ
う
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
買
主
が
価
値
低
下
に
つ
き
リ
ス
ク
負
担
す
る
場
合
と
い
う

の
は
、
履
行
認
容
が
見
い
だ
せ
る
ケ
ー
ス
、
そ
の
後
リ
ス
ク
転
嫁
を
主
張
す
る
こ
と
が
矛
盾
と
言
い
う
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
限
ら
れ
る
。

故
意
に
よ
り
返
還
不
能
原
因
を
作
り
出
し
た
と
す
ら
言
え
る
加
工
・
改
造
の
場
合
で
す
ら
免
責
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
（
三
四
六
条
三
項
一
文

一
号
）
こ
と
に
も
照
ら
せ
ば
、
こ
れ
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
使
用
に
よ
る
減
価
は
、
単
に
買
主
の
許
で
生
じ
た
偶
然
に
よ
る
滅
失
・
損
傷
と
異
な
り
、
買
主
が
自
ら
の
意
思
で
使
用
行

為
に
及
ん
だ
こ
と
で
生
じ
て
い
る
以
上
、
偶
然
に
よ
る
滅
失
・
損
傷
と
は
別
の
リ
ス
ク
配
分
と
な
る
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
（
二
〇
一
八
年

の
前
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
買
主
に
よ
る
解
除
前
の
使
用
行
為
」
で
の
考
察
対
象
で
あ
っ
た
）。
も
っ
と
も
、
既
に
前
稿
に
て
見
た
よ
う
に
、
買

主
が
自
ら
使
用
し
た
と
は
い
え
、
契
約
不
適
合
の
認
識
の
有
無
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
使
用
の
目
的
や
方
法
が
重
要
で
あ
る
。
契
約
不
適

合
認
識
前0

の
使
用
行
為
に
つ
い
て
は
、
故
意
的
破
壊
行
為
で
も
な
い
限
り
、
広
く
、
こ
れ
に
よ
る
損
耗
の
リ
ス
ク
を
免
責
す
べ
き
で
あ
る
。

買
主
が
当
該
使
用
で
得
た
利
益
の
返
還
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
買
主
が
契
約
不
適
合
を
知
っ
た
後
も
、
当
該
不
適
合
が
解
除
や
代
物
請
求

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
の
も
の
か
検
討
し
、
あ
る
い
は
使
用
し
て
み
て
判
断
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
契
約
不
適
合
認
識
後
は
一
切
使
用

で
き
ず
、
使
用
に
よ
る
損
傷
等
が
常
に
解
除
権
を
喪
失
さ
せ
、
あ
る
い
は
常
に
減
価
分
の
償
還
義
務
を
導
く
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
。

用
法
に
従
っ
た
使
用
が
通
常
そ
の
目
的
物
の
著
し
い
価
値
低
下
を
招
く
も
の
で
な
い
限
り
、
減
価
は
使
用
利
益
返
還
に
よ
り
（
全
部
と
ま

）
一
九
九
（
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本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

四
四

で
は
い
か
ず
と
も
）
補
完
さ
れ
う
る
う
え
、
買
主
が
解
除
後
の
売
主
か
ら
代
金
相
当
額
の
返
還
を
受
け
ず
し
て
代
替
物
を
調
達
で
き
な
い

場
合
に
は
、
そ
の
限
度
で
買
主
の
使
用
が
許
容
さ
れ
、
使
用
に
よ
る
減
価
を
免
責
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
買
主
が
免
責
さ
れ
る
か

否
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
契
約
不
適
合
の
認
識
の
有
無
、
そ
の
使
用
の
目
的
や
方
法
、
結
果
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
当

然
、
五
四
八
条
本
文
の
「
過
失
」
お
よ
び
同
た
だ
し
書
は
、
こ
う
し
た
最
終
的
な
リ
ス
ク
配
分
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
（
144
）

。

以
上
ま
と
め
る
と
、
契
約
不
適
合
解
除
の
局
面
で
は
、
契
約
で
予
定
さ
れ
た
使
用
が
（
と
り
わ
け
契
約
不
適
合
認
識
前
に
）
な
さ
れ
た
と

き
、
そ
こ
で
生
じ
た
減
価
を
当
然
に
買
主
の
負
担
と
す
る
解
釈
は
、
説
得
的
で
な
い
（
145
）

。
減
価
償
還
は
、
こ
と
契
約
不
適
合
解
除
の
局
面
で

い
え
ば
、
む
し
ろ
例
外
的
と
い
え
る
。
減
価
償
還
義
務
は
、
買
主
の
利
得
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
減
価
に
つ
き
免
責
さ
れ
た
買
主
は
、
実
際
に
得
た
利
益
の
み
を
返
還
す
れ
ば
足
り
る
（
146
）

。

⑷
　
小
　
括

買
主
の
許
で
生
じ
た
減
価
の
リ
ス
ク
配
分
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
受
領
物
が
買
主
の
許
で
滅
失
・
損
傷
し
た
場
合
、
当
該
リ
ス

ク
は
原
則
と
し
て
買
主
が
負
う
こ
と
に
照
ら
し
、（
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
負
担
し
た
と
こ
ろ
の
❹
経
年
減
価
と
❺
価
格
変
動
の
下
落

減
価
を
除
き
）
買
主
の
許
で
生
じ
た
減
価
も
買
主
負
担
と
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

た
だ
し
、
売
主
が
契
約
不
適
合
物
を
引
き
渡
し
、
買
主
が
こ
れ
を
理
由
と
し
て
解
除
し
た
場
合
に
は
、
買
主
の
契
約
不
適
合
の
認
識
の

有
無
、
そ
の
使
用
の
目
的
や
方
法
、
結
果
に
着
目
し
、
当
該
不
適
合
物
の
減
価
に
つ
き
買
主
を
免
責
す
べ
き
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
契
約
の
解

除
が
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
債
務
不
履
行
で
あ
り
、
買
主
は
望
ま
な
い
物
を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
契
約
不
適
合
を

）
一
九
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

四
五

知
る
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
知
っ
た
後
も
、
契
約
不
適
合
の
程
度
を
確
か
め
る
目
的
で
使
用
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
支
払
済
み
の
代
金

相
当
額
の
返
還
を
受
け
な
く
て
は
代
替
物
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
❹
❺
に
限
ら
ず
、
❷
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
価
値
低

下
の
他
、
❶
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
る
損
耗
減
価
、
❸
使
用
の
際
の
損
傷
減
価
の
免
責
も
あ
り
得
よ
う
。
二
〇
〇
八
年
の
前
稿
で
ド
イ

ツ
の
裁
判
例
や
学
説
上
の
議
論
を
分
析
す
る
中
で
見
え
て
き
た
視
点
で
あ
る
。

２
　
使
用
利
益
返
還
の
根
拠
と
範
囲

次
に
、
今
度
は
買
主
が
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
う
根
拠
と
範
囲
に
つ
い
て
考
え
る
。
根
拠
論
で
は
、
一
般
に
、
五
四
五
条
二
項
が
代

金
に
利
息
を
付
し
て
返
還
す
る
こ
と
を
売
主
に
義
務
づ
け
て
い
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
あ
る
い
は
売
主
や
買
主
の
原
状
の
回
復
と
い
う

観
点
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ
う
し
て
一
般
に
並
列
さ
れ
る
理
由
づ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
是
非
を
検
討
す
る
。

⑴
　
根
　
拠

ア
　
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
論
の
是
非

Ⅱ
章
２
節
で
見
た
よ
う
に
、
減
価
償
還
義
務
と
使
用
利
益
返
還
義
務
の
双
方
を
認
め
る
見
解
は
、
前
者
を
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
の
一

環
と
し
て
課
し
つ
つ
、
後
者
を
金
銭
受
領
者
の
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
正
当
化
す
る
。
売
主
は
、
代
金
相
当
額
と
い
う
受
領

物
本
体
の
返
還
に
加
え
て
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
受
領
物
か
ら
生
じ
る
利
益
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
れ
に
鑑
み
れ
ば
、
確
か

に
買
主
も
、
受
領
物
本
体
の
返
還
に
加
え
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
受
領
物
を
利
用
し
た
こ
と
で
得
た
利
益
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
、

と
解
す
の
も
合
理
的
で
あ
る
。
買
主
の
使
用
に
よ
る
減
価
分
の
償
還
は
、
受
領
物
本
体
の
価
値
を
返
還
す
る
一
環
で
あ
る
か
ら
、
買
主
が

）
一
九
一
（
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る
見
解
は
、
前
者
を
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
の
一

環
と
し
て
課
し
つ
つ
、
後
者
を
金
銭
受
領
者
の
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
正
当
化
す
る
。
売
主
は
、
代
金
相
当
額
と
い
う
受
領

物
本
体
の
返
還
に
加
え
て
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
受
領
物
か
ら
生
じ
る
利
益
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
れ
に
鑑
み
れ
ば
、
確
か

に
買
主
も
、
受
領
物
本
体
の
返
還
に
加
え
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
受
領
物
を
利
用
し
た
こ
と
で
得
た
利
益
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
、

と
解
す
の
も
合
理
的
で
あ
る
。
買
主
の
使
用
に
よ
る
減
価
分
の
償
還
は
、
受
領
物
本
体
の
価
値
を
返
還
す
る
一
環
で
あ
る
か
ら
、
買
主
が

）
一
九
一
（
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四
六

減
価
償
還
義
務
を
負
う
こ
と
は
、
こ
の
理
解
を
妨
げ
な
い
。

二
〇
一
七
年
の
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
前
の
我
が
国
で
は
、
使
用
利
益
返
還
義
務
の
根
拠
と
し
て
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
改
正
法
に
敷
衍
す
れ
ば
、
改
正
後
は
、
二
項
と
三
項
と
で
当
事
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
て
い
る
と
説
明
す

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
と
説
明
で
は
、
少
な
く
と
も
二
項
の
利
息
返
還
義
務
が
所
与
の
前
提
と
さ
れ
、
な
ぜ
こ
の
義

務
が
あ
る
か
が
語
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
利
息
返
還
義
務
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権0

者
の
現
在
の

0

0

0

状
態

の
回
復
の
た
め
、
な
い
し
は
（
債
務
者
の
利
得
に
着
目
し
た
）
債
務0

者
の
状
態
回
復
の
た
め
、
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二

項
を
こ
の
よ
う
な
形
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、
三
項
も
ま
た
同
様
に
説
明
す
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
当
事
者
の
義
務
の
バ
ラ

ン
ス
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
へ
の
着
目
は
、
買
主
が
果
実
・
使
用
利
益
を
得
て
い
な
か
っ
た
場
合
や
一
定
時
点
以

降
の
利
息
の
み
が
請
求
さ
れ
た
場
合
に
、
本
来
不
必
要
な
論
点
を
生
み
出
す
。
昭
和
五
一
年
判
決
の
事
案
を
め
ぐ
っ
て
も
同
様
の
論
争
が

生
じ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
（
147
）

。

利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
使
用
利
益
返
還
義
務
を
導
く
論
理
は
、
表
面
的
な
根
拠
づ
け
に
と
ど
ま
り
、
な
お
か
つ
、
本
来
不

要
な
議
論
を
生
み
出
す
も
の
と
い
え
る
。

イ
　
債
務
者
の
原
状
回
復
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還

以
上
の
と
お
り
、
使
用
利
益
返
還
義
務
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権0

者
の
現
在
の
状
態
の
回
復
（
β
）
の
た
め
、
な
い

し
は
（
債
務
者
の
利
得
に
着
目
し
た
）
債
務0

者
の
状
態
回
復
（
γ
δ
）
の
た
め
に
課
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
の
根
拠
づ
け
が
よ
り
妥
当
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
、
債
権0

者
の
現
在
の
状
態
の
回
復
の
た
め
に
課
さ
れ
る
義
務
と
解
す
る
な
ら
ば
、
三
項
に
は
明
記
さ

）
一
九
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

四
七

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
（
売
主
）
が
果
実
や
使
用
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
を
要
件
と
す
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
買
主
の
支
払
遅
滞
ゆ
え
の
売
主
解
除
の
事
案
す
ら
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が
使

用
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
ケ
ー
ス
で
は
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
の
場

合
は
、
使
用
利
益
で
は
な
く
減
価
分
の
償
還
を
求
め
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
見
解
も
あ
ろ
う
が
、
使
用
利
益
の
方
が
大
き
い
場
合
に
、
差

額
分
を
債
務
不
履
行
を
し
た
買
主
の
許
に
残
す
こ
と
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
使
用
に
よ
り
減
価
し
な
い
物
の
場
合
、
契
約
が
な
か
っ
た

場
合
に
売
主
が
使
用
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
債
務
不
履
行
を
し
た
買
主
の
許
に
使
用
利
益
が
そ
の
ま
ま
帰
属
す
る
こ
と
を
許
し
て
し
ま

う
。
こ
の
結
論
は
一
見
し
て
不
合
理
に
映
る
。

こ
れ
に
対
し
、
使
用
利
益
返
還
義
務
は
債
務0

者
の
状
態
回
復
の
た
め
の
義
務
と
解
す
る
な
ら
ば
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が
そ

れ
だ
け
の
使
用
利
益
を
享
受
し
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
債
務
者
（
買
主
）
の
許
に
契
約
に
基
づ
く
給
付
か
ら
生
じ
た
利
益
が
残
る
こ
と

に
消
極
的
評
価
が
下
さ
れ
、
買
主
が
実
際
に
得
た
果
実
と
使
用
利
益
（
の
み
）
を
吐
き
出
す
義
務
を
負
う
。
売
主
側
に
債
務
不
履
行
が

あ
っ
た
場
合

─
こ
こ
で
は
買
主
が
使
用
し
た
場
面
を
前
提
と
す
る
の
で
、
た
と
え
ば
契
約
不
適
合
物
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
場
合

─
を

想
定
す
る
と
、
時
と
し
て
、
買
主
が
得
た
利
益
す
べ
て
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
酷
に
思
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

点
は
、
既
に
二
〇
二
三
年
の
前
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
（
148
）

、
買
主
の
「
利
益
」
取
得
を
否
定
す
る
構
成
（
最
判
平
成
二
二
年
六
月
一
七
日
民
集

六
四
巻
四
号
一
一
九
七
頁
参
照
）、
あ
る
い
は
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
認
め
つ
つ
、
別
途
買
主
か
ら
売
主
に
対
す
る
填
補
賠
償
請

求
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
）
を
認
め
る
こ
と
で
（
損
益
）
相
殺
に
よ
っ
て
買
主
の
返
還
義
務
を
実
質
的
に
否
定
す
る
構
成
で
十
分

に
対
応
可
能
で
あ
る
。

民
法
五
四
五
条
三
項
は
、
物
の
受
領
者
の
許
で
「
生
じ
た
果
実
」
の
返
還
を
問
題
と
し
て
い
る
と
い
う
文
言
（
149
）

だ
け
で
な
く
、
契
約
が
な

）
一
九
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

四
七

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
（
売
主
）
が
果
実
や
使
用
利
益
を
得
て
い
た
こ
と
を
要
件
と
す
る
の
が
自
然
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
買
主
の
支
払
遅
滞
ゆ
え
の
売
主
解
除
の
事
案
す
ら
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が
使

用
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
ケ
ー
ス
で
は
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
。
一
方
で
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
の
場

合
は
、
使
用
利
益
で
は
な
く
減
価
分
の
償
還
を
求
め
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
見
解
も
あ
ろ
う
が
、
使
用
利
益
の
方
が
大
き
い
場
合
に
、
差

額
分
を
債
務
不
履
行
を
し
た
買
主
の
許
に
残
す
こ
と
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
使
用
に
よ
り
減
価
し
な
い
物
の
場
合
、
契
約
が
な
か
っ
た

場
合
に
売
主
が
使
用
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
債
務
不
履
行
を
し
た
買
主
の
許
に
使
用
利
益
が
そ
の
ま
ま
帰
属
す
る
こ
と
を
許
し
て
し
ま

う
。
こ
の
結
論
は
一
見
し
て
不
合
理
に
映
る
。

こ
れ
に
対
し
、
使
用
利
益
返
還
義
務
は
債
務0

者
の
状
態
回
復
の
た
め
の
義
務
と
解
す
る
な
ら
ば
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が
そ

れ
だ
け
の
使
用
利
益
を
享
受
し
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
債
務
者
（
買
主
）
の
許
に
契
約
に
基
づ
く
給
付
か
ら
生
じ
た
利
益
が
残
る
こ
と

に
消
極
的
評
価
が
下
さ
れ
、
買
主
が
実
際
に
得
た
果
実
と
使
用
利
益
（
の
み
）
を
吐
き
出
す
義
務
を
負
う
。
売
主
側
に
債
務
不
履
行
が

あ
っ
た
場
合

─
こ
こ
で
は
買
主
が
使
用
し
た
場
面
を
前
提
と
す
る
の
で
、
た
と
え
ば
契
約
不
適
合
物
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
場
合

─
を

想
定
す
る
と
、
時
と
し
て
、
買
主
が
得
た
利
益
す
べ
て
を
返
還
さ
せ
る
こ
と
が
酷
に
思
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

点
は
、
既
に
二
〇
二
三
年
の
前
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
（
148
）

、
買
主
の
「
利
益
」
取
得
を
否
定
す
る
構
成
（
最
判
平
成
二
二
年
六
月
一
七
日
民
集

六
四
巻
四
号
一
一
九
七
頁
参
照
）、
あ
る
い
は
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
認
め
つ
つ
、
別
途
買
主
か
ら
売
主
に
対
す
る
填
補
賠
償
請

求
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
）
を
認
め
る
こ
と
で
（
損
益
）
相
殺
に
よ
っ
て
買
主
の
返
還
義
務
を
実
質
的
に
否
定
す
る
構
成
で
十
分

に
対
応
可
能
で
あ
る
。

民
法
五
四
五
条
三
項
は
、
物
の
受
領
者
の
許
で
「
生
じ
た
果
実
」
の
返
還
を
問
題
と
し
て
い
る
と
い
う
文
言
（
149
）

だ
け
で
な
く
、
契
約
が
な

）
一
九
一
（
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か
っ
た
場
合
に
債
権
者
（
売
主
）
が
果
実
を
得
た
か
ど
う
か
を
問
題
に
し
な
い
。
本
体
的
価
値
の
返
還
の
他
に
課
さ
れ
る
「
果
実
」
返
還

義
務
は
、
本
来
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
返
還
債
務0

者
の
状
態
を
回
復
す
る
も
の
（
γ
δ
）
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
の
債
権
者
（
売
主
）
が
当
該
物
を
使
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
買
主
の

返
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
使
用
利
益
返
還
義
務
は
、
本
体
的
価
値
の
返
還
に
関
わ
る
義
務
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
原
状
回

復
義
務
と
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
五
四
五
条
二
項
三
項
は
紛
れ
も
な
く
原
状
回
復
義
務
で
あ
り
、
た
だ
し
こ
れ
は
返
還
債
務
者

の
状
態
回
復
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
使
用
利
益
返
還
義
務
は
、
利
息
返
還
義
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
は
な

く
、
債
務0

者
の
原
状
回
復
を
規
定
し
た
五
四
五
条
三
項
に
よ
り
導
か
れ
る
。

な
お
、
先
に
示
し
た
モ
デ
ル
論
か
ら
す
れ
ば
、
債
務
者
の
原
状
回
復
に
も
γ
と
δ
が
あ
る
。
δ
の
原
状
回
復
観
か
ら
す
れ
ば
、
当
該
契

約
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
買
主
が
他
の
第
三
者
と
の
代
替
取
引
を
し
て
物
を
入
手
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
て
い
た
場
合
、
買
主

は
使
用
利
益
を
返
還
せ
ず
に
済
む
か
に
思
え
る
。
も
っ
と
も
、
β
の
状
態
回
復
を
狭
義
の
原
状
回
復
で
は
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
の
と
同
様
、

こ
の
δ
の
状
態
回
復
も
ま
た
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
双
方
の
帰
責
性
を
問
わ
ず
し
て
課
さ
れ
る
原
状
回
復
義
務
の
枠
内
で
、

こ
う
し
た
状
態
の
回
復
を
図
る
の
は
、
本
来
の
制
度
趣
旨
を
逸
脱
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
右
に
い
う
債
務
者
の
原
状
回
復
と
は
、
γ

な
い
し
δ
の
中
で
も
、
他
の
代
替
取
引
を
想
定
す
る
こ
と
な
く
、
単
に
当
該
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
務
者
の
状
態
回
復
で
あ

る
、
と
解
し
た
い
（
な
お
、
民
法
五
七
五
条
類
推
適
用
説
の
是
非
に
つ
い
て
は
注（
150
）を
参
照
）。

）
一
九
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

四
九

⑵
　
範
　
囲

使
用
利
益
返
還
義
務
が
債
務
者
（
買
主
）
の
原
状
回
復
と
い
う
観
点
か
ら
正
当
化
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
買
主
が
同
義
務
を
負
う
の
は
、

買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
に
と
ど
ま
る
。

こ
れ
に
対
し
、
買
主
が
用
法
に
従
っ
た
使
用
を
し
て
い
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
償
還
は
、
解
除
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
基

礎
づ
け
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
、
売
主
で
あ
れ
ば
得
た
は
ず
の
利
益
分
と
し
て
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

買
主
が
目
的
物
の
使
用
を
「
怠
っ
た
」
と
評
価
し
得
る
場
合
に
は
、
そ
の
観
点
か
ら
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
余
地
が
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
（
151
）

。
買
主
は
、
少
な
く
と
も
解
除
原
因
を
知
る
ま
で
、
そ
の
物
を
自
己
の
物
と
し
て
使
用
す
る
以
上
、
右
の
よ
う
に
評
価
で
き

る
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
よ
う

─
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
「
怠
っ
た
」
か
否
か
の
判
断
に
お
い
て
は
、
契
約
目
的
物
の
種
類
の
ほ
か
、
契
約

に
お
い
て
予
定
さ
れ
た
使
用
方
法
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

─
が
、
こ
う
し
た
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
契
約

が
な
か
っ
た
場
合
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
債
権
者
（
売
主
）
の
現
在
の
状
態
回
復
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
本
稿
で
見
て
き
た
、

契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
実
現
の
た
め
の
消
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
を
認
め
る
な
ら
ば
、
こ
う
し

た
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
も
β
の
状
態
回
復
が
実
現
さ
れ
る
。

３
　
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
関
係

─
使
用
利
益
の
算
定
論
を
含
め
て

さ
て
、
減
価
償
還
義
務
の
範
囲
と
例
外
、
使
用
利
益
返
還
義
務
の
根
拠
と
範
囲
を
以
上
の
よ
う
に
解
し
た
と
き
、
両
者
の
関
係
は
ど
う

な
る
の
か
。
減
価
償
還
義
務
を
負
う
原
則
的
場
面
で
は
売
主
の
二
重
補
償
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
わ
な
い

場
合
、
使
用
利
益
の
算
定
方
法
が
問
題
と
な
ろ
う
。
減
価
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
利
益
と
し
て
減
価
分
を
返
還

）
一
九
七
（
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利
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さ
れ
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。
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ら
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う
利
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の
償
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は
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解
除
の
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状
回
復
義
務
と
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基

礎
づ
け
る
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と
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、
む
し
ろ
、
売
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あ
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は
ず
の
利
益
分
と
し
て
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、

買
主
が
目
的
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の
使
用
を
「
怠
っ
た
」
と
評
価
し
得
る
場
合
に
は
、
そ
の
観
点
か
ら
損
害
賠
償
請
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を
認
め
る
余
地
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
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買
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、
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な
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と
も
解
除
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因
を
知
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ま
で
、
そ
の
物
を
自
己
の
物
と
し
て
使
用
す
る
以
上
、
右
の
よ
う
に
評
価
で
き

る
ケ
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ス
は
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ら
れ
よ
う

─
し
た
が
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て
、
こ
こ
で
「
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っ
た
」
か
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か
の
判
断
に
お
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は
、
契
約
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物
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の
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契
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に
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予
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た
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方
法
が
重
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れ
る
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で
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る
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が
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こ
う
し
た
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、
契
約

が
な
か
っ
た
場
合
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
債
権
者
（
売
主
）
の
現
在
の
状
態
回
復
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
。
他
方
で
、
本
稿
で
見
て
き
た
、

契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
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現
の
た
め
の
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的
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利
益
の
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ば
、
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、
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還
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務
の
範
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と
例
外
、
使
用
利
益
返
還
義
務
の
根
拠
と
範
囲
を
以
上
の
よ
う
に
解
し
た
と
き
、
両
者
の
関
係
は
ど
う

な
る
の
か
。
減
価
償
還
義
務
を
負
う
原
則
的
場
面
で
は
売
主
の
二
重
補
償
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
、
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
わ
な
い

場
合
、
使
用
利
益
の
算
定
方
法
が
問
題
と
な
ろ
う
。
減
価
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
利
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と
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て
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分
を
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五
〇

（
償
還
）
さ
せ
る
の
は
矛
盾
に
映
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
ケ
ー
ス
ご
と
の
検
討
を
進
め
る
。

⑴
　
減
価
償
還
義
務
が
あ
る
ケ
ー
ス

買
主
が
使
用
に
よ
る
減
価
（
❶
❷
❸
の
減
価
）
に
つ
い
て
償
還
義
務
を
負
う
場
合
、
使
用
利
益
返
還
を
ど
う
位
置
づ
け
る
べ
き
か
。
減

価
償
還
は
、
受
領
し
た
目
的
物
本
体
の
返
還
が
完
全
な
形
で
実
現
で
き
な
い
が
ゆ
え
に
な
さ
れ
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
と
き
（≠

減
価
分

を
使
用
利
益
と
し
て
返
還
す
べ
き
）、
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
間
で
の
重
複
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
の
根
拠
を
本
稿
の
よ
う
に
解
し
た
と
き
、
減
価
償
還
義
務
は
売
主
の
状
態
回
復
を
図
る
も
の
で
あ
る
一

方
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
は
買
主
の
状
態
回
復
を
図
る
も
の
、
と
い
え
、
両
者
は
別
の
目
的
に
よ
る
も
の
、
と
の
整
理
が
可
能
で
あ
る
。

両
義
務
の
併
存
を
認
め
る
新
た
な
論
理
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
み
る
。
あ
る
目
的
物
（
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
）
が
一
〇
〇
万
円
で
売
買
さ
れ
た

ケ
ー
ス
で
、
目
的
物
の
減
価
分
と
使
用
利
益
を
比
較
し
た
と
き
、
❶
前
者
が
よ
り
大
き
か
っ
た
場
合
（
た
と
え
ば
減
価
四
〇＞

使
用
利
益

三
〇
）
を
想
定
す
る
と
（
152
）

、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
よ
り
大
き
い
減
価
償
還
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
売
主
の
状
態
が
回
復
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

買
主
の
使
用
利
益
も
吐
き
出
さ
れ
て
お
り
、
買
主
の
状
態
回
復
も
結
果
と
し
て
実
現
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
減
価
分
の
償
還
に
加
え
て
別
途

使
用
利
益
の
返
還
を
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。

他
方
、
❷
使
用
利
益
の
方
が
大
き
か
っ
た
場
合
（
減
価
三
〇＜

使
用
利
益
四
〇
）、
経
年
減
価
を
除
く
減
価
償
還
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、

契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
目
的
物
を
使
用
し
な
か
っ
た
売
主
の
状
態
（
β
）
が
回
復
さ
れ
る
。
し
か
し
、
契
約
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
買
主
の
許
に
契
約
か
ら
得
ら
れ
た
利
益
が
残
る
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
売
主
は
、
よ
り

）
一
九
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
一

大
き
い
使
用
利
益
分
四
〇
万
円
分
の
返
還
請
求
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
153
）

。
当
然
こ
の
場
合
、
売
主
は
、
使
用
に
よ
る
減
価
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
❷
で
は
、
よ
り
大
き
い
使
用
利
益
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
で
、
買
主
の
状
態
回
復
だ
け
で
な
く
、
売
主
の
状

態
回
復
も
実
現
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
主
眼
は
買
主
の
状
態
回
復
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還
で
あ
る
か
ら
、
買
主
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
使
用
利

益
の
償
還
義
務
ま
で
は
生
じ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
使
用
利
益
返
還
は
、
結
果
と
し
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
目
的
物
を
使
用
し
た
売
主
の

状
態
回
復
に
奉
仕
す
る

0

0

0

0

）。

以
上
の
よ
う
に
、
買
主
が
減
価
リ
ス
ク
を
負
う
ケ
ー
ス
（
買
主
の
債
務
不
履
行
を
理
由
に
売
主
が
解
除
し
た
事
案
が
中
心
と
な
る
）
で
は
、
目

的
物
の
減
価
分
と
使
用
利
益
と
を
比
較
し
、
よ
り
大
き
な
方
が
償
還
さ
れ
る
こ
と
で
、
契
約
当
事
者
双
方
の
状
態
回
復
が
実
現
さ
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
両
義
務
は
択
一
関
係
に
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
原
状
回
復
の
目
的
、
回
復
の
方
向
性
と
い
う
見
地

か
ら
も
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
使
用
に
よ
り
必
然
的
に
生
じ
る
減
価
の
償
還
も
さ
せ
つ
つ
、
別
途
使
用
利
益
返
還
を
さ
せ
る
と
な
る
と
、

売
主
は
目
的
物
の
減
価
な
く
使
用
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
減
価
償
還
を
契
約
締
結
前
の
売
主
の
状
態
（
α
）
を
回
復
す
る
た
め
の
も

の
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
売
主
に
使
用
利
益
を
帰
属
さ
せ
る
の
は
矛
盾
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仮
に
、（
経
年
減
価
を
売
主
負
担
と
す
る
こ
と
で
）
減

価
償
還
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
現
在
の
売
主
の
状
態
（
β
）
を
回
復
す
る
た
め
の
も
の
と
解
し
よ
う
と
も
、
こ
の
場
合
厳

密
に
は
、
目
的
物
を
使
用
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
売
主
の
状
態
の
回
復
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
使
用
利
益
を
売
主
に
帰
属
さ
せ
る
の

は
矛
盾
で
あ
る
。
確
か
に
売
主
は
、
代
金
相
当
額
の
返
還
に
加
え
て
利
息
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
使
用
利
益
を
得
る

に
は
目
的
物
の
減
価
が
避
け
ら
れ
な
い
買
主
と
は
異
な
り
、
売
主
は
、
利
息
と
い
う
運
用
利
益
を
得
る
た
め
に
元
本
の
喪
失
が
不
可
避
で

あ
る
と
い
う
立
場
に
な
い
。
売
主
が
代
金
相
当
額
の
返
還
に
加
え
て
利
息
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
買

主
に
減
価
償
還
義
務
と
は
別
に
常
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
す
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
減
価
償
還
を
さ
せ
つ
つ
、
別
途
、
使
用
利

）
一
九
一
（
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状
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復
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け
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減
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還
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野
中
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大
き
い
使
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利
益
分
四
〇
万
円
分
の
返
還
請
求
が
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
153
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。
当
然
こ
の
場
合
、
売
主
は
、
使
用
に
よ
る
減
価
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
❷
で
は
、
よ
り
大
き
い
使
用
利
益
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
で
、
買
主
の
状
態
回
復
だ
け
で
な
く
、
売
主
の
状

態
回
復
も
実
現
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
主
眼
は
買
主
の
状
態
回
復
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還
で
あ
る
か
ら
、
買
主
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
使
用
利

益
の
償
還
義
務
ま
で
は
生
じ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
使
用
利
益
返
還
は
、
結
果
と
し
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
目
的
物
を
使
用
し
た
売
主
の

状
態
回
復
に
奉
仕
す
る

0

0

0

0

）。

以
上
の
よ
う
に
、
買
主
が
減
価
リ
ス
ク
を
負
う
ケ
ー
ス
（
買
主
の
債
務
不
履
行
を
理
由
に
売
主
が
解
除
し
た
事
案
が
中
心
と
な
る
）
で
は
、
目

的
物
の
減
価
分
と
使
用
利
益
と
を
比
較
し
、
よ
り
大
き
な
方
が
償
還
さ
れ
る
こ
と
で
、
契
約
当
事
者
双
方
の
状
態
回
復
が
実
現
さ
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
両
義
務
は
択
一
関
係
に
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
原
状
回
復
の
目
的
、
回
復
の
方
向
性
と
い
う
見
地

か
ら
も
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
使
用
に
よ
り
必
然
的
に
生
じ
る
減
価
の
償
還
も
さ
せ
つ
つ
、
別
途
使
用
利
益
返
還
を
さ
せ
る
と
な
る
と
、

売
主
は
目
的
物
の
減
価
な
く
使
用
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
減
価
償
還
を
契
約
締
結
前
の
売
主
の
状
態
（
α
）
を
回
復
す
る
た
め
の
も

の
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
売
主
に
使
用
利
益
を
帰
属
さ
せ
る
の
は
矛
盾
で
あ
ろ
う
。
ま
た
仮
に
、（
経
年
減
価
を
売
主
負
担
と
す
る
こ
と
で
）
減

価
償
還
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
現
在
の
売
主
の
状
態
（
β
）
を
回
復
す
る
た
め
の
も
の
と
解
し
よ
う
と
も
、
こ
の
場
合
厳

密
に
は
、
目
的
物
を
使
用
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
売
主
の
状
態
の
回
復
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
使
用
利
益
を
売
主
に
帰
属
さ
せ
る
の

は
矛
盾
で
あ
る
。
確
か
に
売
主
は
、
代
金
相
当
額
の
返
還
に
加
え
て
利
息
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
使
用
利
益
を
得
る

に
は
目
的
物
の
減
価
が
避
け
ら
れ
な
い
買
主
と
は
異
な
り
、
売
主
は
、
利
息
と
い
う
運
用
利
益
を
得
る
た
め
に
元
本
の
喪
失
が
不
可
避
で

あ
る
と
い
う
立
場
に
な
い
。
売
主
が
代
金
相
当
額
の
返
還
に
加
え
て
利
息
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
買

主
に
減
価
償
還
義
務
と
は
別
に
常
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
す
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
減
価
償
還
を
さ
せ
つ
つ
、
別
途
、
使
用
利

）
一
九
一
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五
二

益
を
も
返
還
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
必
要
性
と
妥
当
性
を
欠
く
。
そ
し
て
、
択
一
関
係
に
あ
る
両
義
務
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
は
、
売

主
の
選
択
に
委
ね
る
こ
と
で
足
り
る
（
154
）

。

⑵
　
減
価
償
還
義
務
が
な
い
ケ
ー
ス

ア
　
減
価
し
な
い
物
の
と
き

─
使
用
利
益
返
還
義
務
の
肯
定
と
犠
牲
限
度
論

減
価
し
な
い
物
の
場
合
、
使
用
利
益
の
算
定
論
は
残
る
も
の
の
、
当
然
な
が
ら
減
価
償
還
と
の
重
複
問
題
は
生
じ
な
い
。
た
だ
し
、
こ

う
し
て
減
価
し
な
い
物
の
場
合
に
も
使
用
利
益
返
還
義
務
が
生
じ
る
と
す
る
こ
と
に
異
論
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
ド
イ
ツ
の
ク

ヴ
ェ
レ
事
件
の
第
一
審
判
決
に
お
い
て
こ
う
し
た
論
理
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
（
155
）

。
売
主
が
代
金
額
で
も
っ
て
目
的
物
を
手
放
し
た
点

を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
目
的
物
の
減
価
は
補
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
目
的
物
か
ら
生
じ
た
利
益
は
も
は
や
対
象
外
と
の
判
断
も
あ

り
得
な
く
は
な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、「
使
用
利
益
相
当
額
返
還
は
、
目
的
物
に
よ
っ
て
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。
問
題
に
な
る

の
は
、
使
用
に
よ
る
損
耗
す
る
な
ど
し
て
、
買
主
の
保
持
期
間
等
に
応
じ
た
減
価
が
生
じ
る
物
で
あ
る
。
典
型
は
、
走
行
距
離
に
従
っ
て

減
価
分
が
計
算
で
き
る
自
動
車
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
装
飾
用
（
置
物
）
の
花
瓶
の
よ
う
に
買
主
が
保
持
し
て
も
減
価
し
な
い
物
は
、

売
主
は
、
原
物
返
還
で
満
足
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
使
用
利
益
相
当
額
は
全
く
返
還
請
求
で
き
な
い
（
156
）

」
と
説
く
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た

論
理
は
、
契
約
締
結
前
の
債
権
者
の
状
態
を
回
復
す
る
こ
と
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
（
α
）
に
親
和
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
契
約
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
に
よ
っ
て
得
た
利
益
が
買
主
に
残
る
こ
と
は
、
公
正
さ

の
観
点
か
ら
正
当
化
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
、
債
務
者
の
財
産
状
態
の
回
復
は
、
原
状
回
復
の
起
点
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
債
務
者
の

原
状
回
復
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
の
現
在
の
財
産
状
態
の
回
復
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
。
減

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
三

価
し
な
い
物
の
場
合
に
も
、
買
主
が
こ
の
物
を
使
用
す
る
こ
と
で
利
益
を
得
た
場
合
に
は
、
こ
の
利
益
の
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
こ
こ
で
、
減
価
し
な
い
物
の
使
用
利
益
算
定
を
考
え
て
み
る
に
、
当
然
な
が
ら
、
減
価
し
な
い
物
の
賃
料
相
当
額
（
＝
賃
料
決
定

に
あ
た
っ
て
の
考
慮
要
素
）
に
は
、
減
価
分
（
減
価
償
却
費
相
当
分
）
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
買
主
は
、
当
該
目
的
物
を
取
得
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
賃
料
相
当
額
で
賃
借
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
減
価
し
な
い
物
の
場
合
に
も
賃
料
相
当
額
を

も
っ
て
使
用
利
益
と
考
え
る
こ
と
に
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
が
（
157
）

、
減
価
し
な
い
物
の
場
合
に
は
他
に
適
切
な
算
定
方
法
が
見
当
た
ら
な

い
。
賃
料
相
当
額
に
は
貸
主
の
利
潤
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
控
除
し
た
残
額
が
使
用
利
益
に
な
る
（
158
）

と
考
え
る
ほ
か
な
い
だ

ろ
う
（
客
観
的
な
賃
相
場
料
を
把
握
で
き
な
い
と
き
に
は
、
民
事
訴
訟
法
二
四
八
条
を
適
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
159
）

）。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
賃
料
相
当
額
で
も
っ
て
使
用
利
益
を
算
定
す
る
と
、
そ
の
使
用
期
間
に
よ
っ
て
は
使
用
利
益
が
対
価
額
を
超
え

る
こ
と
も
あ
り
得
る
（
160
）

。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
契
約
不
適
合
物
に
気
づ
か
ず
、
契
約
適
合
物
で
あ
る
と
信
じ
、
対
価
を
負
担
す
る
こ
と
で
自

己
に
帰
属
し
た
と
信
頼
し
て
使
用
し
続
け
た
買
主
を
不
当
に
害
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
買
主
と
の
関
係
で
は
、
使
用
利
益
を
賃
料
相

当
額
で
算
定
す
る
と
し
て
も
、
こ
れ
が
対
価
額
を
超
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

0
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。
筆
者
は
、
以
前
、
買
主
が
受
領
物
の
返
還
不
能

リ
ス
ク
を
負
う
場
合
、
対
価
額
が
償
還
額
の
犠
牲
限
度
（O

pfergrenze

）
と
な
る
こ
と
を
論
じ
た
が
（
161
）

、
こ
の
犠
牲
限
度
論
は
、
使
用
利
益

の
返
還
を
め
ぐ
っ
て
も
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
162
）

。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
初
め
て
、〈
買
主
は
目
的
物
を
対
価
額
で
も
っ
て
取
得
し
た
と

思
っ
て
使
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
賃
借
し
た
わ
け
で
は
な
い
〉
と
の
現
実
を
正
当
に
評
価
で
き
る
。

イ
　
目
的
物
は
減
価
し
た
が
減
価
償
還
義
務
が
な
い
と
き

最
後
に
、
買
主
の
許
で
減
価
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
買
主
が
減
価
に
つ
い
て
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
場
合
を
考
え
る
。

）
一
一
九
（
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把
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を
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た
だ
し
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に
賃
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当
額
で
も
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使
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を
算
定
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る
と
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そ
の
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に
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は
使
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が
対
価
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を
超
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（
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し
、
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は
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不
適
合
物
に
気
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ず
、
契
約
適
合
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で
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と
信
じ
、
対
価
を
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担
す
る
こ
と
で
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に
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た
と
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頼
し
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使
用
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け
た
買
主
を
不
当
に
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の
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は
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使
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の
返
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を
め
ぐ
っ
て
も
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当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
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。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
初
め
て
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買
主
は
目
的
物
を
対
価
額
で
も
っ
て
取
得
し
た
と

思
っ
て
使
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し
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の
で
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て
、
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し
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で
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と
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に
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で
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に
、
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で
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に
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五
四

こ
の
場
合
も
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
の
重
複
が
生
じ
な
い
。
こ
の
場
合
、
減
価
償
還
義
務
は
な
く
と
も
、
債
務0

者
の
原
状
の
回

復
と
い
う
観
点
か
ら
、
使
用
利
益
返
還
義
務
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
買
主
が
減
価
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
い
こ
と
と
、
契
約
が
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
買
主
の
許
に
利
益
を
残
す
こ
と
は
、
区
別
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
契
約
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
売

主
が
当
該
目
的
物
を
使
用
し
て
利
益
を
享
受
し
た
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
。
買
主
が
利
益
を
保
持
し
続
け
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
。

使
用
利
益
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
選
択
肢
が
あ
り
得
る
。
我
が
国
で
は
、
一
般
に
、
賃
料
相
当
額
を
基
礎
に
使
用
利
益
を
算

定
す
る
裁
判
例
が
多
い
（
163
）

。
こ
の
点
で
、
減
価
が
著
し
い
物
か
ど
う
か
に
よ
る
区
別
は
な
い
（
164
）

。
た
だ
し
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
の
賃
料

相
当
額
に
は
、
当
該
物
の
使
用
に
よ
る
価
値
減
耗
を
転
嫁
す
る
分
が
含
ま
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
と
こ
ろ
、
少
な
く
と
も
こ
の
「
イ
」
の

場
合
、
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
わ
な
い
と
の
判
断
を
し
た
以
上
、
賃
料
相
当
額
か
ら
こ
の
価
値
減
耗
相
当
額
分
が
控
除
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
買
主
は
、
当
該
目
的
物
を
賃
借
し
た
の
で
は
な
く
、
所
有
権
を
取
得
し
、
自
己
の
物
と
信
頼
し
て
使
用
し
て
い
た
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
利
潤
も
含
ん
だ
賃
料
相
当
額
を
基
礎
に
使
用
利
益
を
算
定
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
（
165
）

。
そ
こ
で
選
択
肢
と
な

る
の
が
、
ド
イ
ツ
の
判
例
法
理
と
さ
れ
る
、
使
用
利
益
の
直
線
減
価
計
算
（
消
費
利
益
計
算
）
で
あ
る
（
Ⅰ
章
１
節
、
Ⅱ
章
２
節
⑴
参
照
）。

給
付
さ
れ
た
物
の
価
値
が
予
想
さ
れ
る
全
使
用
期
間
で
割
ら
れ
、
そ
の
う
え
で
実
際
の
使
用
期
間
を
乗
じ
る
こ
と
で
、
使
用
利
益
が
算
定

さ
れ
る
（
前
述
の
よ
う
に
自
動
車
の
場
合
に
は
、
使
用
期
間
の
代
わ
り
に
走
行
距
離
が
用
い
ら
れ
る
（
166
）

）。

ド
イ
ツ
で
の
こ
の
算
定
方
法
は
、「
目
的
物
の
減
価
分
＝
使
用
利
益
」
と
す
る
も
の
と
整
理
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
167
）

。
も
っ
と
も
、
こ
の

算
定
方
法
は
、
客
観
的
な
減
価
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
使
用
価
値
を
算
出
す
る
上
で
仮
定
的
な
減
価
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
点

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
生
じ
た
減
価
を
も
っ
て
使
用
利
益
と
す
る
の
で
は
な
い
（
168
）

。
し
た
が
っ
て
、
新
車
の
自
動
車
の
よ
う

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
五

に
第
一
の
使
用
行
為
に
よ
り
大
き
く
減
価
す
る
対
象
物
の
場
合
、
こ
う
し
た
算
定
方
法
で
は
、
生
じ
た
減
価
を
適
切
に
カ
バ
ー
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
（
169
）

が
、（
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
の
重
複
問
題
を
後
者
の
優
先
と
い
う
形
で
処
理
す
る
ド
イ
ツ
で
は
と
も
か
く
（
170
）

）
使
用
利
益
返
還
を

債
務
者
の
原
状
回
復
と
し
て
位
置
づ
け
る
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、
問
題
な
い
。
使
用
利
益
返
還
は
売
主
側
の
状
態
を
回
復
す
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
減
価
す
る
物
の
使
用
利
益
の
算
定
方
法
と
し
て
、
直
線
減
価
計
算
は
魅
力
的
な
方
法
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
右
計
算
方
法
は
、
決
し
て
実
際
の
減
価
分
を
買
主
に
負
担
さ
せ
る
構
成
で
は
な
く
、
消
費
利
益
（
あ
る
い
は
同
種
の
他

の
物
を
取
得
し
て
い
た
場
合
に
被
っ
た
消
耗
を
節
約
し
て
い
る
利
益
（
171
）

）
を
も
っ
て
使
用
利
益
を
算
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
買
主
の
減
価
償
還
義
務
が
否
定
さ
れ
た
「
イ
」
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
計
算
方
法
で
の
使
用
利
益
算
定
は
な
お
あ
り
得

る
（
172
）

。買
主
は
、
物
を
賃
借
し
た
の
で
は
な
く
約
定
対
価
額
で
も
っ
て
取
得
し
た
こ
と
を
正
当
に
評
価
す
れ
ば
、
右
の
計
算
に
お
け
る
「
給
付

物
の
価
値
」
は
、
市
場
に
お
け
る
客
観
的
価
値
で
は
な
く
、
契
約
に
お
い
て
約
定
さ
れ
た
反
対
給
付
額
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
返
還
債

務
者
（
買
主
）
か
ら
す
れ
ば
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
返
還
債
権
者
（
売
主
）
か
ら
し
て
も
、
少
な
く
と
も
「
望
ま
れ
た
契
約
」
に
お
い
て
は
、

契
約
で
合
意
し
た
反
対
給
付
だ
け
を
基
礎
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
（
173
）

。
受
領
物
に
品
質
の
契
約
不
適
合
が
あ
り
使
用
に
影
響
が

出
た
場
合
に
は
、
こ
れ
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
（
174
）

。

予
想
さ
れ
る
全
使
用
期
間
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
契
約
上
予
定
と
さ
れ
た
使
用
方
法
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
（
175
）

こ
と
も
、
こ
こ
で
の
使
用

利
益
算
定
は
あ
く
ま
で
契
約
の
清
算
で
あ
り
、
買
主
は
他
人
の
物
を
当
時
何
の
根
拠
も
な
く
使
用
し
た
者
で
は
な
い
こ
と
か
ら
導
か
れ
よ

う
。

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
五

に
第
一
の
使
用
行
為
に
よ
り
大
き
く
減
価
す
る
対
象
物
の
場
合
、
こ
う
し
た
算
定
方
法
で
は
、
生
じ
た
減
価
を
適
切
に
カ
バ
ー
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
（
169
）

が
、（
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
の
重
複
問
題
を
後
者
の
優
先
と
い
う
形
で
処
理
す
る
ド
イ
ツ
で
は
と
も
か
く
（
170
）

）
使
用
利
益
返
還
を

債
務
者
の
原
状
回
復
と
し
て
位
置
づ
け
る
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、
問
題
な
い
。
使
用
利
益
返
還
は
売
主
側
の
状
態
を
回
復
す
る
も
の
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
減
価
す
る
物
の
使
用
利
益
の
算
定
方
法
と
し
て
、
直
線
減
価
計
算
は
魅
力
的
な
方
法
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
右
計
算
方
法
は
、
決
し
て
実
際
の
減
価
分
を
買
主
に
負
担
さ
せ
る
構
成
で
は
な
く
、
消
費
利
益
（
あ
る
い
は
同
種
の
他

の
物
を
取
得
し
て
い
た
場
合
に
被
っ
た
消
耗
を
節
約
し
て
い
る
利
益
（
171
）

）
を
も
っ
て
使
用
利
益
を
算
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
買
主
の
減
価
償
還
義
務
が
否
定
さ
れ
た
「
イ
」
の
場
合
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
計
算
方
法
で
の
使
用
利
益
算
定
は
な
お
あ
り
得

る
（
172
）

。買
主
は
、
物
を
賃
借
し
た
の
で
は
な
く
約
定
対
価
額
で
も
っ
て
取
得
し
た
こ
と
を
正
当
に
評
価
す
れ
ば
、
右
の
計
算
に
お
け
る
「
給
付

物
の
価
値
」
は
、
市
場
に
お
け
る
客
観
的
価
値
で
は
な
く
、
契
約
に
お
い
て
約
定
さ
れ
た
反
対
給
付
額
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
返
還
債

務
者
（
買
主
）
か
ら
す
れ
ば
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
返
還
債
権
者
（
売
主
）
か
ら
し
て
も
、
少
な
く
と
も
「
望
ま
れ
た
契
約
」
に
お
い
て
は
、

契
約
で
合
意
し
た
反
対
給
付
だ
け
を
基
礎
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
（
173
）

。
受
領
物
に
品
質
の
契
約
不
適
合
が
あ
り
使
用
に
影
響
が

出
た
場
合
に
は
、
こ
れ
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
（
174
）

。

予
想
さ
れ
る
全
使
用
期
間
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
契
約
上
予
定
と
さ
れ
た
使
用
方
法
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
（
175
）

こ
と
も
、
こ
こ
で
の
使
用

利
益
算
定
は
あ
く
ま
で
契
約
の
清
算
で
あ
り
、
買
主
は
他
人
の
物
を
当
時
何
の
根
拠
も
な
く
使
用
し
た
者
で
は
な
い
こ
と
か
ら
導
か
れ
よ

う
。

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

五
六

４
　
損
害
賠
償
の
介
入
余
地

以
上
に
見
た
、
狭
義
の
原
状
回
復
に
関
す
る
規
律
は
、
損
害
賠
償
の
介
入
を
許
容
す
る
。
狭
義
の
原
状
回
復
に
お
け
る
リ
ス
ク
配
分
で

は
、（
私
見
に
よ
れ
ば
解
除
原
因
の
有
無
や
買
主
の
自
己
の
物
と
の
信
頼
も
考
慮
さ
れ
る
も
の
の
）
解
除
原
因
に
つ
い
て
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由

ま
で
は
考
慮
さ
れ
な
い
。
無
駄
に
な
っ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
で
は
扱
わ
れ
ず
、
そ
の
費
用
の
回
復
は
損
害
賠
償
に
よ

る
こ
と
は
前
述
し
た
。
こ
こ
で
は
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
減
価
や
使
用
利
益
に
関
し
て
、
損
害
賠
償
が
ど
の
よ
う
に
介
入
す
る
の
か
を
整

理
し
て
お
く
。

本
稿
で
は
、
❹
経
年
減
価
や
❺
価
格
変
動
の
下
落
減
価
に
つ
い
て
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
負
担
し
た
減
価
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
債
権
者
（
売
主
）
負
担
と
解
し
た
。
も
っ
と
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
の
売
主
が
、
当
該
減
価
が
生
じ
る
前
に
こ
れ
を
第

三
者
に
売
却
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
ケ
ー
ス
で
は
、
買
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
免
責
事
由
が
な
い
と
き
、
売
主
は
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
使
用
に
よ
る
減
価
（
❶
❷
❸
）
は
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
で
も
っ
て
買
主
の
負
担
と
な
る
た
め
基
本
的
に
損
害
賠
償
の

登
場
余
地
が
な
い
も
の
の
、
右
ケ
ー
ス
で
は
損
害
賠
償
を
持
ち
出
す
意
味
が
あ
る
。
解
除
の
原
状
回
復
レ
ベ
ル
で
は
売
主
が
負
う
経
年
減

価
や
価
格
変
動
の
下
落
減
価
を
、
損
害
賠
償
の
レ
ベ
ル
で
買
主
に
転
嫁
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
得
よ
う
。

使
用
利
益
返
還
義
務
に
関
し
て
は
、
次
の
消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
賠
償
と
履
行
利
益
賠
償
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
狭
義

の
原
状
回
復
で
は
、
使
用
利
益
は
あ
く
ま
で
返
還
債
務
者
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
の
返
還
に
と
ど
ま
る
。
買
主
が
得
ら
れ
た
は
ず
の
使

用
利
益
の
償
還
義
務
は
認
め
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
、
売
主
が
当
該
目
的
物
を
使
用
し
、
買
主
が
実
際
に
得

た
利
益
を
超
え
て
利
益
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
買
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
免
責
事
由
が
な
い
と
き
、
売
主
は
当
該
利
益
を

消
極
的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
の
賠
償
と
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ⅲ
章
４
節
お
よ
び
Ⅳ
章
２
節
⑵
参
照
）。

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
七

他
方
、
目
的
物
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
の
、
売
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
買
主
が
契
約
解
除
を
し
、
買
主
が
使
用
利
益
返
還
義
務
を

負
う
場
合
、
二
〇
二
三
年
の
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
（
176
）

、
売
主
に
免
責
事
由
が
な
い
と
き
は
、
買
主
は
売
主
に
対
し
て
填
補
賠
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
契
約
適
合
物
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
な
ら
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
）
の

賠
償
、
あ
る
い
は
買
主
が
返
還
す
る
使
用
利
益
分
を
損
害
と
し
た
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
買
主
の
使
用

利
益
返
還
義
務
の
負
担
も
、
実
質
的
に
は
否
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ⅱ
章
２
節
⑶
で
見
た
よ
う
に
、
原
状
回
復
と
し
て
使
用
利
益
返
還
を
義
務
づ
け
つ
つ
、
損
害
賠
償
と
し
て
減
価
賠
償
を
導

く
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
が
い
か
に
完
結
し
た
制
度
で
は
な
く
、
履
行
利
益
賠
償
な
い
し
消
極

的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
賠
償
と
競
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
使
用
に
よ
る
減
価
が
不
可
避
で
あ
る
局
面
で
は
、
両
者
を
認
め

る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
。
売
主
が
、
買
主
の
得
た
使
用
利
益
の
返
還
（
な
い
し
は
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
売
主
が
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
利
益
の

賠
償
）
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
減
価
を
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
買
主
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
自
身
で

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅴ
　
結
　
論

１
　
各
論
的
帰
結

減
価
償
還
義
務
と
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
調
整
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
、
本
稿
が
重
視
し
た
の
は
、
買
主
が
自
身
の
許
で
生
じ
た
減

価
に
つ
き
償
還
義
務
を
負
う
か
ど
う
か
を
ま
ず
確
定
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
契
約
の
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
買
主
の
許
に
契
約
か
ら
生
じ

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
七

他
方
、
目
的
物
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
も
の
の
、
売
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
買
主
が
契
約
解
除
を
し
、
買
主
が
使
用
利
益
返
還
義
務
を

負
う
場
合
、
二
〇
二
三
年
の
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
（
176
）

、
売
主
に
免
責
事
由
が
な
い
と
き
は
、
買
主
は
売
主
に
対
し
て
填
補
賠
償
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
契
約
適
合
物
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
な
ら
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
）
の

賠
償
、
あ
る
い
は
買
主
が
返
還
す
る
使
用
利
益
分
を
損
害
と
し
た
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
場
合
に
は
、
買
主
の
使
用

利
益
返
還
義
務
の
負
担
も
、
実
質
的
に
は
否
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ⅱ
章
２
節
⑶
で
見
た
よ
う
に
、
原
状
回
復
と
し
て
使
用
利
益
返
還
を
義
務
づ
け
つ
つ
、
損
害
賠
償
と
し
て
減
価
賠
償
を
導

く
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
が
い
か
に
完
結
し
た
制
度
で
は
な
く
、
履
行
利
益
賠
償
な
い
し
消
極

的
契
約
利
益
（
信
頼
利
益
）
賠
償
と
競
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
使
用
に
よ
る
減
価
が
不
可
避
で
あ
る
局
面
で
は
、
両
者
を
認
め

る
こ
と
は
矛
盾
で
あ
る
。
売
主
が
、
買
主
の
得
た
使
用
利
益
の
返
還
（
な
い
し
は
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
売
主
が
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
利
益
の

賠
償
）
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
減
価
を
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
買
主
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
自
身
で

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ⅴ
　
結
　
論

１
　
各
論
的
帰
結

減
価
償
還
義
務
と
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
調
整
問
題
の
解
決
に
あ
た
り
、
本
稿
が
重
視
し
た
の
は
、
買
主
が
自
身
の
許
で
生
じ
た
減

価
に
つ
き
償
還
義
務
を
負
う
か
ど
う
か
を
ま
ず
確
定
さ
せ
る
こ
と
、
お
よ
び
契
約
の
解
除
に
も
か
か
わ
ら
ず
買
主
の
許
に
契
約
か
ら
生
じ

）
一
一
一
（
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五
八

た
利
益
が
残
る
こ
と
を
許
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
問
題
は
多
岐
に
渡
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
が
直
接
の
考
察
対
象
と

し
た
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
帰
結
を
類
型
ご
と
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

使
用
に
よ
り
減
価
し
な
い

0

0

0

物
の
場
合
、
買
主
は
、
受
領
物
（
現
物
で
あ
り
原
物
）
の
返
還
に
加
え
、
使
用
に
よ
っ
て
得
た
利
益
の
返
還
義

務
を
負
う
。
こ
の
使
用
利
益
返
還
義
務
は
、
債
務0

者
の
状
態
の
回
復
と
い
う
観
点
か
ら
負
う
も
の
で
あ
る
。
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利

益
の
返
還
に
よ
り
、
債
務
者
の
原
状
回
復
が
実
現
す
る
と
と
も
に
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
の

実
現
に
奉
仕
す
る

0

0

0

0

（
＝
少
な
く
と
も
同
状
態
の
一
部
が
実
現
さ
れ
る
）。

こ
れ
に
対
し
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
0

0

物
の
場
合
、
ま
ず
当
該
減
価
に
つ
き
買
主
が
負
担
す
べ
き
ケ
ー
ス
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
買
主
の
許
で
生
じ
た
滅
失
・
損
傷
は
、
た
と
え
不
可
抗
力
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
買
主
負
担
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
買
主
の
許
で
の
減
価
も
広
く
買
主
負
担
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
正
確
を
期
せ
ば
、
買
主
は
、
契
約
締
結
前
の
売
主
の
状
態
（
α
）
を
回

復
す
る
義
務
が
あ
る
が
ゆ
え
に
減
価
償
還
義
務
を
負
う
わ
け
で
は
な
い
）。
こ
う
し
て
買
主
が
減
価
分
に
つ
き
負
担
す
る
場
合
、
買
主
は
、
こ
れ

と
は
別
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
う
か
が
問
題
と
な
る
。
本
稿
の
検
討
結
果
は
、
や
は
り
、
使
用
に
よ
り
必
然
的
に
生
じ
る
減
価
の
償

還
を
さ
せ
つ
つ
、
別
途
使
用
利
益
返
還
を
さ
せ
る
と
な
る
と
、
売
主
は
目
的
物
の
減
価
な
く
使
用
利
益
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
不
当
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
原
状
回
復
の
目
的
を
α
と
β
の
い
ず
れ
と
解
し
て
も
、
こ
こ
で
両
者
を
認
め
る
こ
と
は
評
価
矛
盾
に
陥
る
。

確
か
に
、
売
主
は
受
領
済
み
の
代
金
相
当
額
と
は
別
に
、
利
息
返
還
義
務
を
負
う
。
こ
れ
と
の
均
衡
を
重
視
す
れ
ば
、
買
主
も
ま
た
、
現

物
返
還
＋
減
価
分
の
償
還
に
加
え
、
使
用
利
益
の
返
還
義
務
を
負
う
べ
き
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
売
主
は
、
使
用
利
益
を
得
る
に
は
目

的
物
の
減
価
が
避
け
ら
れ
な
い
買
主
と
異
な
り
、
利
息
と
い
う
運
用
利
益
を
得
る
た
め
に
元
本
の
喪
失
が
不
可
避
で
あ
る
と
い
う
立
場
に

な
い
以
上
、
こ
の
均
衡
か
ら
買
主
に
減
価
償
還
義
務
と
は
別
に
常
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
す
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
し
た

）
一
一
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
九

が
っ
て
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
に
お
い
て
当
該
減
価
を
買
主
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
両
義
務
の
両
立
は
認
め
ら
れ
ず
択
一
関
係

に
あ
り
（
177
）

、
売
主
の
選
択
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
考
え
る
。

現
物
返
還
に
加
え
て
（
経
年
減
価
と
価
格
変
動
の
下
落
減
価
を
除
く
）
減
価
償
還
を
求
め
る
場
合
に
は
、
結
果
と
し
て
、
契
約
が
な
か
っ
た

場
合
に
目
的
物
の
使
用
を
し
な
か
っ
た
債
権
者
（
売
主
）
の
状
態
回
復
に
近
づ
く
。
他
方
で
、
現
物
返
還
に
加
え
て
買
主
が
実
際
に
得
た

使
用
利
益
返
還
を
求
め
る
場
合
に
は
、
買
主
の
状
態
回
復
が
な
さ
れ
、
結
果
と
し
て
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
目
的
物
を
使
用
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
売
主
の
状
態
実
現
に
奉
仕
す
る
。
後
者
の
場
合
、
売
主
は
経
年
減
価
だ
け
で
な
く
使
用
に
よ
る
減
価
も
ま
た
負
担
す
る
も
の
の
、

売
主
が
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
使
用
利
益
は
あ
く
ま
で
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
で
あ
り
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主

の
使
用
利
益
で
は
な
い
（
178
）

。
そ
の
意
味
で
は
、
解
除
の
効
果
と
し
て
な
さ
れ
る
原
状
回
復
は
、
不
完
全
な
も
の

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

た
だ
し
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
減
価
も
常
に
買
主
が
負
担
す
べ
き
も
の
と
は
い
え
な
い
。
売
主
の
引
き
渡
し
た
物
に
契
約
不
適
合
が

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
解
除
に
至
っ
た
場
合
、
買
主
が
契
約
で
予
定
さ
れ
た
使
用
を
し
た
こ
と
で
生
じ
た
減
価
（
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減

価
、
使
用
に
よ
る
損
耗
減
価
な
ど
）
を
当
然
に
買
主
の
負
担
と
す
る
解
釈
は
、
説
得
的
で
な
い
。
こ
の
場
合
、
買
主
は
減
価
償
還
義
務
を
負

わ
ず
、
現
物
を
返
還
し
、
あ
と
は
使
用
す
る
こ
と
で
得
た
利
益
を
返
還
す
れ
ば
よ
い
。
こ
こ
で
は
、
減
価
償
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
こ
と

で
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
競
合
問
題
が
生
じ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

以
上
の
ま
と
め
方
を
変
え
れ
ば
、
返
還
す
べ
き
受
領
物
に
減
価
が
生
じ
た
以
上
、
こ
の
減
価
の
償
還
が
原
則
と
な
る
。
使
用
利
益
返
還

義
務
は
、（
そ
も
そ
も
減
価
し
な
い
物
の
場
合
の
ほ
か
）
減
価
分
を
超
え
る
使
用
利
益
を
得
て
い
た
場
合
や
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
免
責
さ

れ
る
場
合
に
問
題
と
な
る
。
た
だ
し
、
使
用
利
益
が
減
価
分
を
超
え
た
場
合
に
使
用
利
益
返
還
義
務
が
意
味
を
持
つ
と
は
い
え
、
同
義
務

に
も
限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。
買
主
は
目
的
物
を
対
価
額
で
も
っ
て
取
得
し
た
と
思
っ
て
使
用
し
た
以
上
、
使
用
利
益
が
対
価
額
を
超
え

）
一
一
七
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

五
九

が
っ
て
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
に
お
い
て
当
該
減
価
を
買
主
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
両
義
務
の
両
立
は
認
め
ら
れ
ず
択
一
関
係

に
あ
り
（
177
）

、
売
主
の
選
択
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
と
考
え
る
。

現
物
返
還
に
加
え
て
（
経
年
減
価
と
価
格
変
動
の
下
落
減
価
を
除
く
）
減
価
償
還
を
求
め
る
場
合
に
は
、
結
果
と
し
て
、
契
約
が
な
か
っ
た

場
合
に
目
的
物
の
使
用
を
し
な
か
っ
た
債
権
者
（
売
主
）
の
状
態
回
復
に
近
づ
く
。
他
方
で
、
現
物
返
還
に
加
え
て
買
主
が
実
際
に
得
た

使
用
利
益
返
還
を
求
め
る
場
合
に
は
、
買
主
の
状
態
回
復
が
な
さ
れ
、
結
果
と
し
て
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
目
的
物
を
使
用
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
売
主
の
状
態
実
現
に
奉
仕
す
る
。
後
者
の
場
合
、
売
主
は
経
年
減
価
だ
け
で
な
く
使
用
に
よ
る
減
価
も
ま
た
負
担
す
る
も
の
の
、

売
主
が
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
使
用
利
益
は
あ
く
ま
で
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
で
あ
り
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主

の
使
用
利
益
で
は
な
い
（
178
）

。
そ
の
意
味
で
は
、
解
除
の
効
果
と
し
て
な
さ
れ
る
原
状
回
復
は
、
不
完
全
な
も
の

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。

た
だ
し
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
減
価
も
常
に
買
主
が
負
担
す
べ
き
も
の
と
は
い
え
な
い
。
売
主
の
引
き
渡
し
た
物
に
契
約
不
適
合
が

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
解
除
に
至
っ
た
場
合
、
買
主
が
契
約
で
予
定
さ
れ
た
使
用
を
し
た
こ
と
で
生
じ
た
減
価
（
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減

価
、
使
用
に
よ
る
損
耗
減
価
な
ど
）
を
当
然
に
買
主
の
負
担
と
す
る
解
釈
は
、
説
得
的
で
な
い
。
こ
の
場
合
、
買
主
は
減
価
償
還
義
務
を
負

わ
ず
、
現
物
を
返
還
し
、
あ
と
は
使
用
す
る
こ
と
で
得
た
利
益
を
返
還
す
れ
ば
よ
い
。
こ
こ
で
は
、
減
価
償
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
こ
と

で
使
用
利
益
返
還
義
務
と
の
競
合
問
題
が
生
じ
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

以
上
の
ま
と
め
方
を
変
え
れ
ば
、
返
還
す
べ
き
受
領
物
に
減
価
が
生
じ
た
以
上
、
こ
の
減
価
の
償
還
が
原
則
と
な
る
。
使
用
利
益
返
還

義
務
は
、（
そ
も
そ
も
減
価
し
な
い
物
の
場
合
の
ほ
か
）
減
価
分
を
超
え
る
使
用
利
益
を
得
て
い
た
場
合
や
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
免
責
さ

れ
る
場
合
に
問
題
と
な
る
。
た
だ
し
、
使
用
利
益
が
減
価
分
を
超
え
た
場
合
に
使
用
利
益
返
還
義
務
が
意
味
を
持
つ
と
は
い
え
、
同
義
務

に
も
限
界
が
あ
る
と
考
え
る
。
買
主
は
目
的
物
を
対
価
額
で
も
っ
て
取
得
し
た
と
思
っ
て
使
用
し
た
以
上
、
使
用
利
益
が
対
価
額
を
超
え

）
一
一
七
（
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六
〇

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
対
価
額
が
犠
牲
限
度
と
な
る
。
使
用
利
益
の
算
定
に
あ
た
っ
て
も
こ
の
点
が
意
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
　
ド
イ
ツ
民
法
か
ら
の
乖
離
と
共
通
参
照
枠
草
案
や
フ
ラ
ン
ス
民
法
へ
の
接
近

本
稿
の
こ
う
し
た
理
解
は
、
売
主
へ
の
二
重
補
償
回
避
の
観
点
か
ら
使
用
利
益
返
還
を
こ
そ
優
先
す
る
ド
イ
ツ
と
は
異
な
る
態
度
を
採

る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
は
、
解
除
原
因
を
問
わ
ず
、
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減
価
だ
け
で
な
く
、
用
法
に
従
っ
た

使
用
に
よ
り
生
じ
た
損
耗
減
価
に
つ
い
て
も
免
責
し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
減
価
は
使
用
利
益
の
返
還
に
よ
り
補
わ
れ
る
も
の
と
理
解
し

て
き
た
。
も
っ
と
も
、
使
用
利
益
返
還
で
補
お
う
と
す
る
た
め
か
、
現
実
の
使
用
利
益
返
還
だ
け
で
な
く
、（
使
用
義
務
を
観
念
し
）
収
取

で
き
た
は
ず
利
益
に
つ
い
て
も
原
則
と
し
て
買
主
に
償
還
義
務
を
負
わ
せ
る
（
三
四
七
条
一
項
一
文
）。
こ
う
し
た
枠
組
み
が
リ
ス
ク
配
分

の
基
準
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
買
主
が
実
際
に
は
得
て
い
な
い
が
得
ら
れ
た
は
ず
の
利
益
に
つ
い
て
は
、
狭
義
の
原
状
回

復
の
問
題
で
は
な
く
、
損
害
賠
償
（
消
極
的
契
約
利
益
賠
償
）
の
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。

本
稿
の
理
解
は
、
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
の
理
解
に
近
い
。
共
通
参
照
枠
草
案
で
は
、
前
述
の
と
お
り
Ⅲ
─
３
：
五
一
二
条

の
⑴
⒝
で
、
価
値
減
少
分
に
つ
い
て
受
益
者
に
償
金
義
務
を
負
わ
せ
る
も
の
の
、
同
⑷
で
、「
受
益
者
が
、
契
約
不
適
合
は
存
在
し
な
い

と
い
う
合
理
的
で
あ
る
が
誤
っ
た
認
識
に
基
づ
い
て
行
為
を
し
た
結
果
と
し
て
、
利
益
を
受
け
た
時
と
同
じ
状
態
で
返
還
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
も
、
利
益
の
価
値
を
支
払
う
べ
き
受
益
者
の
責
任
は
、
そ
の
限
度
に
お
い
て
縮
減
さ
れ
る
。」
と
し
、
契
約
不
適
合
認
識
前

の
使
用
行
為
に
よ
る
減
価
に
つ
い
て
は
免
責
す
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
て
価
値
減
少
分
の
償
金
義
務
が
な
い
場
合
に
は
、
使
用
利
益
返
還

義
務
を
課
す
。
五
一
三
条
は
、「
受
益
者
は
、
使
用
に
関
し
て
Ⅲ
─
３
：
五
一
二
条
（
利
益
の
価
値
の
支
払
）
⑴
の
定
め
に
よ
る
責
任
を
負

う
場
合
を
除
き
、
利
益
の
使
用
に
対
し
て
、
合
理
的
な
金
額
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。」
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
共
通
参

）
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一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

六
一

照
枠
草
案
に
よ
れ
ば
、
買
主
が
減
価
償
還
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、
減
価
分

と
使
用
利
益
と
を
比
較
し
て
後
者
が
よ
り
大
き
い
場
合
に
は
、
売
主
は
よ
り
大
き
い
使
用
利
益
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す

る
の
で
、
こ
の
点
の
み
結
論
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
契
約
が
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
以
上
、
差
額
利
益
が
買
主
の
許
に
残
る

こ
と
を
不
当
と
評
価
し
た
。

最
後
に
二
〇
一
六
年
債
務
法
改
正
後
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
の
距
離
を
確
認
す
る
。
本
稿
Ⅱ
章
２
節
⑵
で
は
、
民
法
改
正
前
に
お
け
る
判

例
の
混
迷
を
見
た
。
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
双
方
を
認
め
る
判
例
の
後
、
原
状
理
解
か
ら
減
価
償
還
義
務
を
演
繹
し
、
使
用
利
益

返
還
義
務
を
否
定
す
る
判
決
（
第
一
民
事
部
判
決
）
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
の
合
同
部
判
決
で
は
、
使
用
利
益
返
還
を
否
定
す
る
第
一
民
事

部
判
決
の
結
論
が
承
認
さ
れ
、
使
用
利
益
返
還
は
損
害
賠
償
の
問
題
と
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
解
除
事
案
で
減
価
償
還
義
務
を
認
め

た
も
の
の
、
そ
の
後
二
〇
一
四
年
判
決
で
は
減
価
償
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
形
で
統
一
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
二
〇
〇
四
年
お

よ
び
二
〇
一
四
年
に
代
表
さ
れ
る
民
法
改
正
前
の
判
例
法
理
は
、
二
〇
一
六
年
の
債
務
法
改
正
で
否
定
さ
れ
て
い
る
（
179
）

。

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
三
五
二
条
の
一
　
物
を
返
還
す
る
者
は
、
そ
の
価
値
を
減
少
さ
せ
た
毀
損
お
よ
び
損
傷
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
、

そ
の
者
が
善
意
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
毀
損
ま
た
は
損
傷
が
そ
の
者
の
過
失
に
よ
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
三
五
二
条
の
七
　［
物
ま
た
は
金
銭
を
］
悪
意
で
受
領
し
た
者
は
、
弁
済
時
か
ら
の
利
息
、
収
取
し
た
果
実
、
ま
た
は
使

用
収
益
の
価
額
［
の
返
還
］
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
善
意
で
受
領
し
た
者
は
、
訴
え
の
日
付
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
［
の
返
還
］
を

義
務
づ
け
ら
れ
な
い
。

）
一
一
一
（
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と
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六
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照
枠
草
案
に
よ
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ば
、
買
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が
減
価
償
還
義
務
を
負
う
場
合
に
は
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、
減
価
分

と
使
用
利
益
と
を
比
較
し
て
後
者
が
よ
り
大
き
い
場
合
に
は
、
売
主
は
よ
り
大
き
い
使
用
利
益
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す

る
の
で
、
こ
の
点
の
み
結
論
を
異
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
契
約
が
実
現
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
以
上
、
差
額
利
益
が
買
主
の
許
に
残
る

こ
と
を
不
当
と
評
価
し
た
。

最
後
に
二
〇
一
六
年
債
務
法
改
正
後
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
の
距
離
を
確
認
す
る
。
本
稿
Ⅱ
章
２
節
⑵
で
は
、
民
法
改
正
前
に
お
け
る
判

例
の
混
迷
を
見
た
。
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
の
双
方
を
認
め
る
判
例
の
後
、
原
状
理
解
か
ら
減
価
償
還
義
務
を
演
繹
し
、
使
用
利
益

返
還
義
務
を
否
定
す
る
判
決
（
第
一
民
事
部
判
決
）
を
経
て
、
二
〇
〇
四
年
の
合
同
部
判
決
で
は
、
使
用
利
益
返
還
を
否
定
す
る
第
一
民
事

部
判
決
の
結
論
が
承
認
さ
れ
、
使
用
利
益
返
還
は
損
害
賠
償
の
問
題
と
さ
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
解
除
事
案
で
減
価
償
還
義
務
を
認
め

た
も
の
の
、
そ
の
後
二
〇
一
四
年
判
決
で
は
減
価
償
還
義
務
が
否
定
さ
れ
る
形
で
統
一
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
二
〇
〇
四
年
お

よ
び
二
〇
一
四
年
に
代
表
さ
れ
る
民
法
改
正
前
の
判
例
法
理
は
、
二
〇
一
六
年
の
債
務
法
改
正
で
否
定
さ
れ
て
い
る
（
179
）

。

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
三
五
二
条
の
一
　
物
を
返
還
す
る
者
は
、
そ
の
価
値
を
減
少
さ
せ
た
毀
損
お
よ
び
損
傷
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
、

そ
の
者
が
善
意
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
毀
損
ま
た
は
損
傷
が
そ
の
者
の
過
失
に
よ
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
民
法
一
三
五
二
条
の
七
　［
物
ま
た
は
金
銭
を
］
悪
意
で
受
領
し
た
者
は
、
弁
済
時
か
ら
の
利
息
、
収
取
し
た
果
実
、
ま
た
は
使

用
収
益
の
価
額
［
の
返
還
］
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
善
意
で
受
領
し
た
者
は
、
訴
え
の
日
付
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
［
の
返
還
］
を

義
務
づ
け
ら
れ
な
い
。

）
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一
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八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

六
二

返
還
目
的
物
の
毀
損
・
損
傷
を
理
由
と
し
た
価
額
償
還
義
務
も
使
用
利
益
返
還
義
務
も
、
そ
の
要
否
が
善
意
・
悪
意
に
依
存
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
使
用
に
よ
る
損
耗
（
減
価
）
も
ま
た
、
こ
の
毀
損
・
損
傷
に
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
、
減
価
償
還
義
務
を
原
則
と
し
て
認
め
つ
つ

も
、
契
約
不
適
合
解
除
の
場
合
に
、
契
約
不
適
合
を
知
ら
ず
に
使
用
し
た
こ
と
等
で
の
減
価
に
つ
き
広
く
買
主
の
免
責
を
認
め
た
本
稿
の

結
論
と
近
い
。
た
だ
し
、
一
三
五
二
条
の
七
が
、
悪
意
者
に
使
用
利
益
返
還
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
使
用
に
よ
る

減
価
償
還
義
務
を
否
定
し
な
け
れ
ば
（
＝
一
三
五
二
条
の
一
の
縮
小
解
釈
を
し
な
け
れ
ば
）
悪
意
者
に
は
二
重
の
返
還
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
（
180
）

。

そ
こ
で
、
損
耗
に
つ
い
て
は
一
三
五
二
条
の
一
の
対
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
返
還
義
務
者
は
そ
の
責
任
を
負
わ
な
い
と
の
理
解
も
示
さ
れ

て
い
る
（
181
）

。
他
方
、
使
用
利
益
に
つ
い
て
は
、
悪
意
者
に
は
そ
の
返
還
義
務
を
課
す
る
一
方
で
、
善
意
者
は
訴
え
の
時
点
以
降
で
な
け
れ
ば

返
還
義
務
を
負
わ
な
い
。
本
稿
は
、
善
意
・
悪
意
を
問
わ
ず
、
債
務
者
の
原
状
回
復
と
し
て
使
用
利
益
返
還
を
義
務
づ
け
た
も
の
の
、
売

主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
免
責
事
由
も
な
い
場
合
、
別
途
、
填
補
賠
償
の
問
題
が
競
合
し
う
る
こ
と
は
、
既
に
二
〇
二
三
年
の
前
稿
で
考

察
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
本
稿
と
前
稿
の
内
容
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
な
使
用
利
益
の
帰
属
が
最
終
確
定
さ
れ
る
。
使

用
利
益
に
関
し
て
は
、
改
正
後
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
私
見
と
は
、
そ
の
最
終
的
帰
結
が
接
近
し
て
い
る
（
182
）

。

３
　
民
法
五
四
五
条
各
項
の
意
義

本
稿
は
、
以
上
の
各
論
的
問
題
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
五
四
五
条
一
項
本
文
の
原
状
回
復
の
意
義
を
中
心
に
、
そ
れ
と
同
条
二
項
・
三

項
の
利
息
返
還
義
務
・
果
実
返
還
義
務
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
四
項
の
損
害
賠
償
と
の
関
係
を
考
察
し
て
き
た
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
一

項
か
ら
四
項
ま
で
の
全
て
が
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
債
務
者
の
状
態
を
回
復
し
つ
つ
（
γ
δ
）、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
（
β
）
が
回
復
・
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
、
二
項
か
ら
四
項
ま
で
の
役
割
（
そ
れ
ぞ
れ
の
原
状
回
復
）

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

六
三

を
振
り
返
り
つ
つ
、
一
項
本
文
に
託
さ
れ
た
役
割
か
ら
し
て
、
一
項
本
文
の
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
を
ど
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
を
ま
と
め
よ
う
。

二
項
・
三
項
の
義
務
は
、
債
務
者
側
の
状
態
回
復
に
着
目
し
た
義
務
で
あ
る
。
金
銭
や
目
的
物
の
受
領
者
は
、
そ
れ

ら
か
ら
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
利
益
は
当
該
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
利

益
で
あ
る
（
183
）

。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
公
正
さ
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
も
っ
て
こ
れ
を
吐
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
債
務
者
の
状
態
回
復
（
γ
δ
）
が
原
状
回
復
の
起
点
と
な
る
。

買
主
に
よ
る
目
的
物
の
使
用
の
あ
り
方
が
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
そ
れ
と
完
全
に
同
一
で
あ
っ

た
場
合
、
こ
こ
で
買
主
の
使
用
利
益
が
売
主
に
返
還
さ
れ
れ
ば
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
現
在
の
状

態
（
β
）
も
回
復
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
解
除
前
の
買
主
は
、
本
来
、
そ
の
受
領
物
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
よ
う

と
自
由
で
あ
る
。
受
領
後
、
買
主
の
個
人
的
都
合
に
よ
り
、
ご
く
僅
か
し
か
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
も
あ
り
得
る
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
に
よ
る
利
益
が
返
還
さ
れ
よ
う
と
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
現
在
の
状
態

（
β
）
は
回
復
さ
れ
な
い
。
解
除
の
原
状
回
復
と
し
て
こ
の
事
態
を
如
何
に
評
価
す
る
か
。
本
稿
は
次
の
よ
う
に
考
え

る
。
解
除
の
効
果
と
し
て
の
一
項
か
ら
三
項
の
各
義
務
は
、
両
当
事
者
が
等
し
く
負
う
義
務
で
あ
り
、
債
務
不
履
行
責

任
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
自
己
の
物
と
信
頼
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
局
面
に
あ
る
買
主
に
、
よ
り
使

用
し
て
い
れ
ば
得
ら
れ
た
利
益
分
の
償
還
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
当
該
買
主
に
使
用
義
務
を
認
め
る
に
等
し
い
。
こ
れ

は
不
当
で
あ
る
。
買
主
は
、
一
項
な
い
し
三
項
に
よ
り
、
自
身
が
得
ら
れ
た
は
ず
の
使
用
利
益
や
契
約
が
な
か
っ
た
場

合
に
売
主
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
使
用
利
益
の
償
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
解
除
の
効
果

回復を目指す時点

状態回復される

当事者

契約締結前の売主（α） 契約がなかった現在の売主（β）

契約締結前の買主（γ） 契約がなかった現在の買主（δ）

）
一
一
九
（



原
状
回
復
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お
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減
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利
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六
三

を
振
り
返
り
つ
つ
、
一
項
本
文
に
託
さ
れ
た
役
割
か
ら
し
て
、
一
項
本
文
の
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
を
ど
の
よ
う
な
も

の
と
し
て
理
解
す
べ
き
か
を
ま
と
め
よ
う
。

二
項
・
三
項
の
義
務
は
、
債
務
者
側
の
状
態
回
復
に
着
目
し
た
義
務
で
あ
る
。
金
銭
や
目
的
物
の
受
領
者
は
、
そ
れ

ら
か
ら
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
利
益
は
当
該
契
約
を
締
結
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
利

益
で
あ
る
（
183
）

。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
、
公
正
さ
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
も
っ
て
こ
れ
を
吐
き
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
た
債
務
者
の
状
態
回
復
（
γ
δ
）
が
原
状
回
復
の
起
点
と
な
る
。

買
主
に
よ
る
目
的
物
の
使
用
の
あ
り
方
が
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
そ
れ
と
完
全
に
同
一
で
あ
っ

た
場
合
、
こ
こ
で
買
主
の
使
用
利
益
が
売
主
に
返
還
さ
れ
れ
ば
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
現
在
の
状

態
（
β
）
も
回
復
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
契
約
解
除
前
の
買
主
は
、
本
来
、
そ
の
受
領
物
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
よ
う

と
自
由
で
あ
る
。
受
領
後
、
買
主
の
個
人
的
都
合
に
よ
り
、
ご
く
僅
か
し
か
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
も
あ
り
得
る
。

こ
の
場
合
、
こ
れ
に
よ
る
利
益
が
返
還
さ
れ
よ
う
と
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
現
在
の
状
態

（
β
）
は
回
復
さ
れ
な
い
。
解
除
の
原
状
回
復
と
し
て
こ
の
事
態
を
如
何
に
評
価
す
る
か
。
本
稿
は
次
の
よ
う
に
考
え

る
。
解
除
の
効
果
と
し
て
の
一
項
か
ら
三
項
の
各
義
務
は
、
両
当
事
者
が
等
し
く
負
う
義
務
で
あ
り
、
債
務
不
履
行
責

任
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
自
己
の
物
と
信
頼
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
局
面
に
あ
る
買
主
に
、
よ
り
使

用
し
て
い
れ
ば
得
ら
れ
た
利
益
分
の
償
還
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
当
該
買
主
に
使
用
義
務
を
認
め
る
に
等
し
い
。
こ
れ

は
不
当
で
あ
る
。
買
主
は
、
一
項
な
い
し
三
項
に
よ
り
、
自
身
が
得
ら
れ
た
は
ず
の
使
用
利
益
や
契
約
が
な
か
っ
た
場

合
に
売
主
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
使
用
利
益
の
償
還
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
解
除
の
効
果

回復を目指す時点

状態回復される

当事者

契約締結前の売主（α） 契約がなかった現在の売主（β）

契約締結前の買主（γ） 契約がなかった現在の買主（δ）

）
一
一
九
（
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六
四

と
し
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
（
β
）
の
回
復
ま
で
義
務
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
β
の
状
態
の
完
全
な
回
復
は
、
五
四
五
条
四
項
の
損
害
賠
償
の
う
ち
、
消
極
的
契
約
利
益
賠
償
の
領
分
で
あ
る
。
五
四
五
条

一
項
本
文
の
狭
義
の
原
状
回
復
は
、
β
を
意
味
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
五
四
五
条
一
項
本
文
は
β
の
状
態
回
復
義
務
で
あ
る
と
の
理
解

か
ら
、
当
事
者
の
返
還
義
務
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
て
、
五
四
五
条
一
項
本
文
は
、
契
約
締
結
前
に
お
け
る
債
権
者
の
状
態
回
復
（
α
）
を
図
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
少
し
敷
衍

し
よ
う
。
ま
ず
、
返
還
債
務
者
（
買
主
）
は
目
的
物
の
受
領
当
時
の
状
態
で
返
還
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
れ
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
で
、
返

還
債
権
者
の
給
付
当
時
（≒
契
約
締
結
前
）
の
状
態
が
回
復
さ
れ
る
。
五
四
五
条
一
項
が
相
手
方
（
返
還
債
権
者
）
の
原
状
を
回
復
す
る
義

務
を
負
う
と
表
現
し
て
い
る
の
も
こ
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
返
還
債
務
者
が
受
領
当
時
の
状
態
で
返
還
で
き
な
い
場
合
、
買
主
の
許
で

そ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
以
上
、
原
則
と
し
て
買
主
が
同
リ
ス
ク
を
負
担
し
、
買
主
が
価
額
償
還
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
項
本

文
は
こ
の
際
の
根
拠
規
定
で
も
あ
る
（
184
）

。
こ
の
う
ち
前
者
の
原
物
返
還
の
原
則
に
関
連
し
て
も
、
一
項
本
文
を
β
の
意
味
で
理
解
す
る
こ
と

は
問
題
を
抱
え
る
。
一
項
本
文
が
β
の
状
態
回
復
を
義
務
づ
け
る
も
の
と
解
す
る
場
合
、
債
務
者
の
義
務
を
確
定
す
る
う
え
で
は
本
来
常

に
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
か
が
問
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
極
論
す
れ
ば
、
契
約

が
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
（
売
主
）
の
許
で
は
目
的
物
が
滅
失
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
、
た
と
え
債
務
者
（
買
主
）
の
許
に
受
領
当
時

と
変
わ
ら
な
い
状
態
で
の
目
的
物
が
現
存
し
よ
う
と
も
、
債
務
者
（
買
主
）
は
手
許
に
あ
る
原
物
の
返
還
義
務
を
免
れ
る
と
の
、
奇
妙
で

耐
え
が
た
い
帰
結
に
至
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
と
い
う
一
項
本
文
の
義
務
は
、
二
項
・
三
項
と
い
う
時
の
経
過
を
考
慮
し
た
リ
ス
ク
配

分
と
の
矛
盾
衝
突
を
避
け
る
観
点
か
ら
、
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
項
本
文
は
、
右
の
よ
う
に
原
物
返
還
の
原
則
お

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

六
五

よ
び
そ
れ
が
不
能
な
場
合
の
買
主
の
価
額
償
還
義
務
を
原
則
と
し
て
帰
結
す
る
も
の
の
、
受
領
後
の
時
の
経
過
の
中
で
生
じ
た
事
態
に
鑑

み
て
、
そ
の
例
外
を
受
け
入
れ
る
。
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
の
場
合
、
買
主
の
使
用
利
益
を
売
主
が
享
受
し
つ
つ
、
減
価
分
の
償
還
を

受
け
る
こ
と
は
、
や
は
り
二
重
補
償
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
例
外
は
、
こ
う
し
た
減
価
だ
け
で
な
く
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
滅
失
・

損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
に
も
当
て
は
ま
る
。
受
領
当
時
の
状
態
で
の
回
復
が
で
き
な
い
以
上
、
原
状
回
復
目
的
は
い
わ
ば
頓
挫
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
段
階
に
お
い
て
、
原
状
回
復
の
目
的
か
ら
演
繹
し
て
、
価
額
償
還
義
務
を
肯
定
し
、
そ
の
内
容
も
そ
れ
に
沿
う
も
の
と

す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
こ
う
し
て
、
一
項
本
文
は
、
契
約
締
結
前
に
お
け
る
債
権
者
の
状
態
回
復
を
義
務
づ
け
る
も
の
の
、
二
項
・

三
項
が
目
的
物
受
領
後
の
時
の
経
過
を
考
慮
し
た
原
状
回
復
を
指
向
す
る
関
係
で
、
債
務
者
の
受
領
後
に
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
調
整
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
修
正
を
受
け
る
。

重
要
な
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
五
四
五
条
一
項
は
、
給
付
物
の
返
還
だ
け
で
な
く
、
給
付
受
領
時
の
状
態
で
返
還
す
る
こ
と
が
不
能

な
場
合
に
原
則
と
し
て
そ
の
償
還
を
義
務
づ
け
る
。
ま
た
、
同
条
二
項
・
三
項
は
、
債
務
者
の
状
態
回
復
を
図
る
観
点
か
ら
、
金
銭
受
領

後
の
利
息
相
当
額
や
現
実
に
得
た
果
実
お
よ
び
使
用
利
益
の
返
還
を
義
務
づ
け
る
。
こ
れ
ら
の
返
還
・
償
還
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
、
契

約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
の
回
復
に
近
づ
く
。
も
っ
と
も
、
返
還
不
能
の
場
合
の
価
額
償
還
に
関
し

て
い
え
ば
、
ひ
と
た
び
受
領
当
時
の
状
態
で
の
回
復
と
い
う
い
わ
ば
理
想
的
な
原
状
回
復
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、

─
利
益
の
吐
き
出
し

で
あ
る
、
現
実
に
得
た
果
実
・
使
用
利
益
の
返
還
義
務
と
は
異
な
り

─
返
還
不
能
の
原
因
、
解
除
原
因
の
作
出
者
、
解
除
前
の
当
事
者

が
置
か
れ
て
い
た
状
態
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
当
事
者
が
置
か
れ
て
い
た
状
態
な
ど
に
鑑
み
て
リ
ス
ク
配
分
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
返
還
不
能
な
場
合
に
一
律
に
価
額
償
還
義
務
を
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
償
還
す
べ
き
内
容
も
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り

得
る
。
価
額
償
還
義
務
を
負
う
場
合
に
も
、
経
年
減
価
や
価
格
変
動
に
よ
る
下
落
減
価
は
対
象
外
と
な
る
。
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状

）
一
一
一
（
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六
五

よ
び
そ
れ
が
不
能
な
場
合
の
買
主
の
価
額
償
還
義
務
を
原
則
と
し
て
帰
結
す
る
も
の
の
、
受
領
後
の
時
の
経
過
の
中
で
生
じ
た
事
態
に
鑑

み
て
、
そ
の
例
外
を
受
け
入
れ
る
。
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
の
場
合
、
買
主
の
使
用
利
益
を
売
主
が
享
受
し
つ
つ
、
減
価
分
の
償
還
を

受
け
る
こ
と
は
、
や
は
り
二
重
補
償
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
例
外
は
、
こ
う
し
た
減
価
だ
け
で
な
く
、
買
主
の
許
で
生
じ
た
滅
失
・

損
傷
の
リ
ス
ク
配
分
に
も
当
て
は
ま
る
。
受
領
当
時
の
状
態
で
の
回
復
が
で
き
な
い
以
上
、
原
状
回
復
目
的
は
い
わ
ば
頓
挫
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
段
階
に
お
い
て
、
原
状
回
復
の
目
的
か
ら
演
繹
し
て
、
価
額
償
還
義
務
を
肯
定
し
、
そ
の
内
容
も
そ
れ
に
沿
う
も
の
と

す
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
。
こ
う
し
て
、
一
項
本
文
は
、
契
約
締
結
前
に
お
け
る
債
権
者
の
状
態
回
復
を
義
務
づ
け
る
も
の
の
、
二
項
・

三
項
が
目
的
物
受
領
後
の
時
の
経
過
を
考
慮
し
た
原
状
回
復
を
指
向
す
る
関
係
で
、
債
務
者
の
受
領
後
に
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
調
整
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
修
正
を
受
け
る
。

重
要
な
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
五
四
五
条
一
項
は
、
給
付
物
の
返
還
だ
け
で
な
く
、
給
付
受
領
時
の
状
態
で
返
還
す
る
こ
と
が
不
能

な
場
合
に
原
則
と
し
て
そ
の
償
還
を
義
務
づ
け
る
。
ま
た
、
同
条
二
項
・
三
項
は
、
債
務
者
の
状
態
回
復
を
図
る
観
点
か
ら
、
金
銭
受
領

後
の
利
息
相
当
額
や
現
実
に
得
た
果
実
お
よ
び
使
用
利
益
の
返
還
を
義
務
づ
け
る
。
こ
れ
ら
の
返
還
・
償
還
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
、
契

約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
の
回
復
に
近
づ
く
。
も
っ
と
も
、
返
還
不
能
の
場
合
の
価
額
償
還
に
関
し

て
い
え
ば
、
ひ
と
た
び
受
領
当
時
の
状
態
で
の
回
復
と
い
う
い
わ
ば
理
想
的
な
原
状
回
復
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、

─
利
益
の
吐
き
出
し

で
あ
る
、
現
実
に
得
た
果
実
・
使
用
利
益
の
返
還
義
務
と
は
異
な
り

─
返
還
不
能
の
原
因
、
解
除
原
因
の
作
出
者
、
解
除
前
の
当
事
者

が
置
か
れ
て
い
た
状
態
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
当
事
者
が
置
か
れ
て
い
た
状
態
な
ど
に
鑑
み
て
リ
ス
ク
配
分
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
返
還
不
能
な
場
合
に
一
律
に
価
額
償
還
義
務
を
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
償
還
す
べ
き
内
容
も
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り

得
る
。
価
額
償
還
義
務
を
負
う
場
合
に
も
、
経
年
減
価
や
価
格
変
動
に
よ
る
下
落
減
価
は
対
象
外
と
な
る
。
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状

）
一
一
一
（
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六
六

回
復
は
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
債
権
者
の
状
態
回
復
と
し
て
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
同
状
態
の
完
全
な
回
復
に
は
、
解

除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
よ
っ
て
、
逸
失
利
益
も
含
め
た
消
極
的
契
約
利
益
の
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し

て
五
四
五
条
は
、
一
項
か
ら
四
項
ま
で
が
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
現
在
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
が
実
現

さ
れ
る
。

【
付
記
】
本
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人 

全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
） 

た
と
え
ば
、
末
川
博
『
契
約
法 
上
（
総
論
）』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
八
年
）
一
六
八
頁
、
石
田
穣
『
民
法
Ⅴ
（
契
約
法
）』（
青
林
書
院
・

一
九
八
二
年
）
九
七
頁
、
谷
口
知
平
＝
五
十
嵐
清
編
『
新
版
注
釈
民
法
⒀
債
権
⑷
〔
補
訂
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
六
年
）
八
九
三
頁
〔
山
下
末

人
〕、
平
井
宜
雄
『
債
権
各
論
Ⅰ
上 

契
約
総
論
』（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
八
年
）
二
四
三
頁
、
内
田
貴
『
民
法
Ⅱ
債
権
各
論
〔
第
３
版
〕』（
東
京
大
学

出
版
会
・
二
〇
一
一
年
）
九
四
─
九
五
頁
。

（
2
） 

拙
稿
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
買
主
に
よ
る
解
除
前
の
使
用
行
為

─
解
除
原
因
の
認
識
の
有
無
と
物
使
用
の
目
的
・
方
法
・
結
果
に
着
目
し

て
」
日
法
八
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
〇
一
頁
以
下
（
と
り
わ
け
一
二
五
─
一
二
七
頁
お
よ
び
一
四
八
─
一
五
〇
頁
）。

（
3
） 

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」
一
三
九
─
一
四
〇
頁
。

（
4
） 

法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
七
〇
回
会
議
議
事
録
一
九
頁
。
審
議
過
程
で
は
、
返
還
す
べ
き
使
用
利
益
の
範
囲
が
焦
点
と
さ
れ
る

中
で
、
内
田
委
員
が
「
そ
の
物
の
評
価
時
点
を
い
つ
に
と
る
か
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
」
と
付
け
足
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
物
の
使
用
に
よ
る

減
価
が
当
然
に
す
べ
て
返
還
（
償
還
）
の
対
象
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
る
よ
う
に
窺
わ
れ
る
。
内
田
委
員
の
発
言
の
詳
細
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。「
使
用
利
益
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
分
か
る
よ
う
な
表
現
を
な
ぜ
使
わ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、

物
の
価
値
そ
の
も
の
は
返
還
す
る
わ
け
で
す
ね
。
物
に
は
使
用
に
よ
っ
て
減
価
し
て
い
く
よ
う
な
物
と
、
使
用
し
て
も
価
値
の
変
わ
ら
な
い
物
、
土

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

六
七

地
の
よ
う
な
も
の
と
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
使
用
に
よ
っ
て
減
価
し
て
い
く
物
に
つ
い
て
、
そ
の
物
の
評
価
時
点
を
い
つ
に
と
る
か
い
か
ん
に
よ
っ

て
は
、
使
用
利
益
の
返
還
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
か
、
使
用
利
益
を
返
還
さ
せ
る
と
そ
の
分
が
重
複
し
て
し
ま
う
場
面
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

し
た
が
っ
て
、
常
に
使
用
利
益
が
物
の
価
値
に
プ
ラ
ス
し
て
返
還
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
正
面
か
ら
書
い
て
い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

な
お
、
確
信
が
持
て
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
応
、
解
釈
の
余
地
の
あ
る
果
実
と
い
う
表
現
で
、
ど
こ
ま

で
含
め
る
か
を
解
釈
に
委
ね
る
よ
う
な
表
現
に
今
は
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。」。
な
お
、
内
田
委
員
は
こ
れ
に
続
き
、
学
界
で
確
立
し
た
見

解
が
な
い
問
題
だ
が
、
現
実
に
必
ず
生
じ
る
問
題
で
あ
る
、
と
の
認
識
を
示
す
。

（
5
） 

藤
岡
康
宏
＝
磯
村
保
＝
浦
川
道
太
郎
＝
松
本
恒
雄
『〈
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
〉
民
法
Ⅳ
債
権
各
論
〔
第
５
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
三
年
）
五
九
─

六
〇
頁
〔
磯
村
〕。
使
用
に
よ
る
減
価
は
買
主
負
担
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
磯
村
保
『
事
例
で
お
さ
え
る
民
法 

改
正
債
権
法
』（
有

斐
閣
・
二
〇
二
一
年
）
五
八
頁
で
も
、
給
付
不
当
利
得
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
利
用
に
よ
る
減
価
分
に
つ
い
て
価
額
償
還
義
務
が
生
じ
る

こ
と
が
原
状
回
復
義
務
の
一
般
原
則
で
あ
り
、
例
外
的
に
、
善
意
の
受
贈
者
は
現
存
利
益
の
範
囲
で
返
還
義
務
を
負
い
、
減
価
し
た
現
物
を
そ
の
ま

ま
返
還
す
れ
ば
足
り
る
と
説
く
。

（
6
） 

荻
野
奈
緒
「
財
産
権
移
転
型
契
約
が
解
消
さ
れ
た
場
合
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
関
す
る
覚
書

─
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
検
討
を
手
が
か
り
と

し
て
」
同
法
六
三
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
一
─
一
〇
五
頁
。

（
7
） 

そ
の
他
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
二
重
補
償
の
お
そ
れ
を
指
摘
し
て
い
た
の
は
、
半
田
吉
信
「
売
買
の
解
除
、
無
効
、
取
消
と
危
険
負
担
」
好
美
清

光
先
生
古
稀
記
念
『
現
代
契
約
法
の
展
開
』（
経
済
法
令
研
究
会
・
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
七
頁
以
下
、
平
野
裕
之
『
民
法
総
合
５
契
約
法
』（
信
山

社
・
二
〇
〇
七
年
）
二
一
六
─
二
一
七
頁
な
ど
。

（
8
） 

荻
野
・
前
掲
注（
6
）一
〇
三
頁
は
、「
我
が
国
の
判
例
や
学
説
の
な
か
に
、
譲
受
人
の
使
用
利
益
返
還
義
務
の
肯
否
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
人

が
目
的
物
の
損
耗
を
補
償
す
る
べ
き
義
務
を
負
う
か
否
か
と
い
う
問
題
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
て
論
じ
る
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
。」
と
述
べ
る
。

（
9
） 

齋
藤
哲
志
『
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
返
還
請
求
の
諸
法
理

─
原
状
回
復
と
不
当
利
得
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
六
年
）
四
九
〇
頁
以
下
〔
初
出

二
〇
一
三
年
〕。

（
10
） 

油
納
健
一
「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
一
）
〜
（
八
・
完
）」
広
島
法
学
三
七
巻
二
号
〜
四
一
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

六
七

地
の
よ
う
な
も
の
と
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
使
用
に
よ
っ
て
減
価
し
て
い
く
物
に
つ
い
て
、
そ
の
物
の
評
価
時
点
を
い
つ
に
と
る
か
い
か
ん
に
よ
っ

て
は
、
使
用
利
益
の
返
還
が
不
要
で
あ
る
と
い
う
か
、
使
用
利
益
を
返
還
さ
せ
る
と
そ
の
分
が
重
複
し
て
し
ま
う
場
面
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。

し
た
が
っ
て
、
常
に
使
用
利
益
が
物
の
価
値
に
プ
ラ
ス
し
て
返
還
さ
れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
正
面
か
ら
書
い
て
い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

な
お
、
確
信
が
持
て
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
応
、
解
釈
の
余
地
の
あ
る
果
実
と
い
う
表
現
で
、
ど
こ
ま

で
含
め
る
か
を
解
釈
に
委
ね
る
よ
う
な
表
現
に
今
は
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。」。
な
お
、
内
田
委
員
は
こ
れ
に
続
き
、
学
界
で
確
立
し
た
見

解
が
な
い
問
題
だ
が
、
現
実
に
必
ず
生
じ
る
問
題
で
あ
る
、
と
の
認
識
を
示
す
。

（
5
） 

藤
岡
康
宏
＝
磯
村
保
＝
浦
川
道
太
郎
＝
松
本
恒
雄
『〈
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
〉
民
法
Ⅳ
債
権
各
論
〔
第
５
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
三
年
）
五
九
─

六
〇
頁
〔
磯
村
〕。
使
用
に
よ
る
減
価
は
買
主
負
担
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
磯
村
保
『
事
例
で
お
さ
え
る
民
法 

改
正
債
権
法
』（
有

斐
閣
・
二
〇
二
一
年
）
五
八
頁
で
も
、
給
付
不
当
利
得
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
利
用
に
よ
る
減
価
分
に
つ
い
て
価
額
償
還
義
務
が
生
じ
る

こ
と
が
原
状
回
復
義
務
の
一
般
原
則
で
あ
り
、
例
外
的
に
、
善
意
の
受
贈
者
は
現
存
利
益
の
範
囲
で
返
還
義
務
を
負
い
、
減
価
し
た
現
物
を
そ
の
ま

ま
返
還
す
れ
ば
足
り
る
と
説
く
。

（
6
） 

荻
野
奈
緒
「
財
産
権
移
転
型
契
約
が
解
消
さ
れ
た
場
合
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
関
す
る
覚
書

─
カ
タ
ラ
準
備
草
案
の
検
討
を
手
が
か
り
と

し
て
」
同
法
六
三
巻
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
一
─
一
〇
五
頁
。

（
7
） 

そ
の
他
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
二
重
補
償
の
お
そ
れ
を
指
摘
し
て
い
た
の
は
、
半
田
吉
信
「
売
買
の
解
除
、
無
効
、
取
消
と
危
険
負
担
」
好
美
清

光
先
生
古
稀
記
念
『
現
代
契
約
法
の
展
開
』（
経
済
法
令
研
究
会
・
二
〇
〇
〇
年
）
一
五
七
頁
以
下
、
平
野
裕
之
『
民
法
総
合
５
契
約
法
』（
信
山

社
・
二
〇
〇
七
年
）
二
一
六
─
二
一
七
頁
な
ど
。

（
8
） 

荻
野
・
前
掲
注（
6
）一
〇
三
頁
は
、「
我
が
国
の
判
例
や
学
説
の
な
か
に
、
譲
受
人
の
使
用
利
益
返
還
義
務
の
肯
否
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
人

が
目
的
物
の
損
耗
を
補
償
す
る
べ
き
義
務
を
負
う
か
否
か
と
い
う
問
題
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
て
論
じ
る
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
。」
と
述
べ
る
。

（
9
） 

齋
藤
哲
志
『
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
返
還
請
求
の
諸
法
理

─
原
状
回
復
と
不
当
利
得
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
六
年
）
四
九
〇
頁
以
下
〔
初
出

二
〇
一
三
年
〕。

（
10
） 

油
納
健
一
「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
一
）
〜
（
八
・
完
）」
広
島
法
学
三
七
巻
二
号
〜
四
一
巻
二
号
（
二
〇
一
三
年

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

六
八

〜
二
〇
一
七
年
）。

（
11
） 

油
納
健
一
「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
七
）」
広
島
法
学
四
一
巻
一
号
（
二
〇
一
七
年
）
三
〇
〇
─
二
九
九
頁
、
お
よ

び
「
同
（
八
）」
広
島
法
学
四
一
巻
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
一
頁
以
下
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
使
用
利
益
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
我
が
国

で
既
に
、
岡
孝
「
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
に
お
け
る
買
主
の
追
完
請
求
権
に
つ
い
て
」
広
中
俊
雄
先
生
傘
寿
記
念
『
法
の
生
成
と
民
法
の
体
系
』

（
創
文
社
・
二
〇
〇
六
年
）
七
二
六
─
七
二
七
頁
、
田
中
宏
治
『
ド
イ
ツ
売
買
論
集
』（
信
山
社
・
二
〇
二
一
年
）
二
五
七
頁
注
�
〔
初
出
二
〇
一
〇

年
〕
に
お
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
12
） 

北
村
実
「
判
批
」
法
時
四
八
巻
一
〇
号
（
一
九
七
六
年
）
一
一
七
頁
。

（
13
） 

油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
八
）」
九
一
─
九
〇
頁
。

（
14
） 

油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
八
）」
八
八
頁
。

（
15
） 

松
岡
久
和
「
不
当
利
得
法
の
全
体
像

─
給
付
利
得
法
の
位
置
づ
け
を
中
心
に
」
ジ
ュ
リ
一
四
二
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
一
頁
も
、「
契
約

の
清
算
が
契
約
締
結
前
の
状
況
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
原
状
回
復

0

0

0

0

な
の
か
、
契
約
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
し
て
現
在
あ
る
べ
き
状
態
ま
で
回
復
す
る

現
状
回
復

0

0

0

0

な
の
か
と
い
う
問
題
」（
傍
点
は
原
文
）
が
あ
る
と
す
る
。

（
16
） 

た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
決
で
は
、B

G
H

, U
rteil vom

 28. 11. 2007, N
JW

 2008, S
.911 R

n.10

を
参
照
。
こ
の
判
決

に
つ
い
て
は
、
福
田
清
明
「
双
務
契
約
の
法
定
解
除
の
効
果

─
損
害
賠
償
と
併
存
可
能
な
解
除
」
磯
村
保
ほ
か
編
『
法
律
行
為
法
・
契
約
法
の
課

題
と
展
望
』（
成
文
堂
・
二
〇
二
二
年
）
三
〇
七
頁
以
下
、
拙
稿
「
契
約
不
適
合
解
除
に
お
け
る
使
用
利
益
の
帰
趨

─
買
主
の
原
状
回
復
義
務
と

売
主
の
填
補
賠
償
責
任
の
競
合
」
日
法
八
八
巻
三
号
（
二
〇
二
三
年
）
二
六
六
頁
以
下
（
と
り
わ
け
二
七
三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
も
そ
も
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
瑕
疵
担
保
解
除
訴
権
（actio redhibitoria

）
も
ま
た
、
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
に
向
け
ら
れ
て
い
た
と
理

解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
指
摘
す
る
の
は
、
た
と
え
ば
、R

udolf von JH
E

R
IN

G
, C

ulpa in contrahendo oder S
chadensersatz bei nichtigen 

oder nicht zur P
erfection gelangten V

erträgen. in: Jahrbücher für die D
ogm

atik des heutigen röm
ischen und deutschen 

P
rivatrechts, B

and 4, 1861, S
.17.

（
17
） 

二
〇
世
紀
初
頭
に
直
接
効
果
説
が
支
配
的
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
そ
の
後
、
解
除
効
果
論
（
法
的
構
成
論
）
が
再
び
注
目
さ
れ
た
の
は
、

）
一
一
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

六
九

解
除
と
損
害
賠
償
の
択
一
構
成
（
改
正
前
三
二
五
条
・
三
二
六
条
）
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
こ
の
背
景
に
は
、
契
約
締
結
上
の
過
失
論
や
積
極
的
債

権
侵
害
論
お
よ
び
そ
こ
で
発
展
し
た
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）
賠
償
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
少
な
く
と
も
立
法
過
程
で
は
、
解
除

と
共
に
行
使
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
損
害
賠
償
と
し
て
、
履
行
利
益
賠
償
が
想
定
さ
れ
て
い
た
（H

orst H
einrich JA

K
O

B
S

 und W
erner 

S
C

H
U

B
E

R
T

, D
ie B

eratung des B
ürgerlichen G

esetzbuchs in system
atischer Z

usam
m

enstellung der unveroffentlichten 

Q
uellen, R

echt der S
chuldverhältnisse I, 1978, S

.273

）
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
と
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状

回
復
の
関
係
理
解
は
、
常
に
各
論
的
問
題
の
背
後
に
存
在
し
た
と
い
え
る
。

（
18
） 

ド
イ
ツ
民
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
本
文
で
述
べ
た
の
と
同
様
の
理
解
が
あ
っ
た
も
の
と
分
析
す
る
の
は
、
北
村
実
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
契
約

解
除
効
果
論
の
展
開

─
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
の
前
後
か
ら
」
龍
谷
九
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
六
六
頁
。
す
な
わ
ち
、
北
村
は
、
契
約
当
事
者
が
契
約
の

な
か
っ
た
状
態
の
回
復
を
望
む
と
し
て
も
、
こ
の
効
果
は
、
契
約
自
体
の
消
滅
と
い
う
構
成
を
採
ら
ず
と
も
実
現
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
が
、

第
二
委
員
会
と
し
て
の
結
論
で
あ
る
と
分
析
す
る
。
ま
た
、
同
七
四
頁
は
、
エ
ル
ト
マ
ン
は
直
接
効
果
と
遡
及
効
と
を
不
可
分
の
も
の
と
考
え
、
遡

及
効
の
な
い
直
接
効
果
の
可
能
性
を
全
く
考
え
な
か
っ
た
と
推
論
し
た
う
え
で
、「
結
局
こ
れ
は
、
解
除
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
が
、
様
々
な
法

律
構
成
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
外
見
的
類
似
性
か
ら
、
原
状
回
復
と
契
約
の
遡
及
的
消
滅
と
い
う
構
成
を
直
結
し
た
結
果

で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。」
と
説
く
。

（
19
） 

も
ち
ろ
ん
、
自
然
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
本
文
⑵
で
後
述
す
る
と
お
り
、
解
除
の
遡
及
効
を
認
め
つ
つ
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
現
在
の

状
態
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
は
十
分
成
り
立
つ
。
こ
の
点
で
前
掲
注（
18
）も
参
照
。

（
20
） 

北
村
・
前
掲
注（
12
）一
一
七
頁
。

（
21
） 

谷
口
知
平
「
判
批
」
民
商
七
五
巻
四
号
（
一
九
七
七
年
）
一
七
八
頁
。

（
22
） 

前
掲
注（
18
）お
よ
び（
19
）を
参
照
。

（
23
） 

平
野
裕
之
『
債
権
各
論
Ⅰ
契
約
法
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
八
年
）
一
二
一
頁
。
改
正
前
の
体
系
書
で
は
、
平
野
・
前
掲
注（
7
）二
〇
二
頁

の
脚
注
�
。
た
だ
し
、
確
認
規
定
で
は
あ
る
も
の
の
、「
利
息
に
定
型
化
す
る
点
で
特
別
」
で
あ
る
と
説
く
（
同
二
一
二
頁
も
参
照
）。

（
24
） 

北
川
善
太
郎
『
契
約
責
任
の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
一
年
）
一
〇
九
頁
。
た
だ
し
、
北
川
は
、
こ
う
し
た
通
説
（
解
除
訴
権
で
消
極
的
契

）
一
一
七
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

六
九

解
除
と
損
害
賠
償
の
択
一
構
成
（
改
正
前
三
二
五
条
・
三
二
六
条
）
が
き
っ
か
け
で
あ
り
、
こ
の
背
景
に
は
、
契
約
締
結
上
の
過
失
論
や
積
極
的
債

権
侵
害
論
お
よ
び
そ
こ
で
発
展
し
た
信
頼
利
益
（
消
極
的
契
約
利
益
）
賠
償
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
少
な
く
と
も
立
法
過
程
で
は
、
解
除

と
共
に
行
使
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
損
害
賠
償
と
し
て
、
履
行
利
益
賠
償
が
想
定
さ
れ
て
い
た
（H

orst H
einrich JA

K
O

B
S

 und W
erner 

S
C

H
U

B
E

R
T

, D
ie B

eratung des B
ürgerlichen G

esetzbuchs in system
atischer Z

usam
m

enstellung der unveroffentlichten 

Q
uellen, R

echt der S
chuldverhältnisse I, 1978, S

.273

）
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
消
極
的
契
約
利
益
の
回
復
と
解
除
の
効
果
と
し
て
の
原
状

回
復
の
関
係
理
解
は
、
常
に
各
論
的
問
題
の
背
後
に
存
在
し
た
と
い
え
る
。

（
18
） 

ド
イ
ツ
民
法
の
立
法
過
程
に
お
い
て
本
文
で
述
べ
た
の
と
同
様
の
理
解
が
あ
っ
た
も
の
と
分
析
す
る
の
は
、
北
村
実
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
契
約

解
除
効
果
論
の
展
開

─
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
の
前
後
か
ら
」
龍
谷
九
巻
一
号
（
一
九
七
六
年
）
六
六
頁
。
す
な
わ
ち
、
北
村
は
、
契
約
当
事
者
が
契
約
の

な
か
っ
た
状
態
の
回
復
を
望
む
と
し
て
も
、
こ
の
効
果
は
、
契
約
自
体
の
消
滅
と
い
う
構
成
を
採
ら
ず
と
も
実
現
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
の
理
解
が
、

第
二
委
員
会
と
し
て
の
結
論
で
あ
る
と
分
析
す
る
。
ま
た
、
同
七
四
頁
は
、
エ
ル
ト
マ
ン
は
直
接
効
果
と
遡
及
効
と
を
不
可
分
の
も
の
と
考
え
、
遡

及
効
の
な
い
直
接
効
果
の
可
能
性
を
全
く
考
え
な
か
っ
た
と
推
論
し
た
う
え
で
、「
結
局
こ
れ
は
、
解
除
効
果
と
し
て
の
原
状
回
復
が
、
様
々
な
法

律
構
成
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
外
見
的
類
似
性
か
ら
、
原
状
回
復
と
契
約
の
遡
及
的
消
滅
と
い
う
構
成
を
直
結
し
た
結
果

で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。」
と
説
く
。

（
19
） 

も
ち
ろ
ん
、
自
然
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
本
文
⑵
で
後
述
す
る
と
お
り
、
解
除
の
遡
及
効
を
認
め
つ
つ
も
、
契
約
が
な
か
っ
た
現
在
の

状
態
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
す
る
理
解
は
十
分
成
り
立
つ
。
こ
の
点
で
前
掲
注（
18
）も
参
照
。

（
20
） 

北
村
・
前
掲
注（
12
）一
一
七
頁
。

（
21
） 

谷
口
知
平
「
判
批
」
民
商
七
五
巻
四
号
（
一
九
七
七
年
）
一
七
八
頁
。

（
22
） 

前
掲
注（
18
）お
よ
び（
19
）を
参
照
。

（
23
） 

平
野
裕
之
『
債
権
各
論
Ⅰ
契
約
法
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
八
年
）
一
二
一
頁
。
改
正
前
の
体
系
書
で
は
、
平
野
・
前
掲
注（
7
）二
〇
二
頁

の
脚
注
�
。
た
だ
し
、
確
認
規
定
で
は
あ
る
も
の
の
、「
利
息
に
定
型
化
す
る
点
で
特
別
」
で
あ
る
と
説
く
（
同
二
一
二
頁
も
参
照
）。

（
24
） 

北
川
善
太
郎
『
契
約
責
任
の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
一
年
）
一
〇
九
頁
。
た
だ
し
、
北
川
は
、
こ
う
し
た
通
説
（
解
除
訴
権
で
消
極
的
契

）
一
一
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

七
〇

約
利
益
を
要
求
し
う
る
と
す
る
立
場
）
に
対
し
て
は
、
反
対
説
も
有
力
に
な
っ
て
い
く
と
し
て
ハ
ナ
ウ
ゼ
ッ
ク
の
見
解
を
挙
げ
、
当
時
の
実
務
も
通

説
に
従
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
（
同
一
〇
九
頁
）。
解
除
訴
権
の
場
合
に
売
主
が
（
損
害
賠
償
を
介
さ
ず
し
て
）
広
範
な
責

任
を
負
う
こ
と
は
ま
だ
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
こ
こ
で
原
状
回
復
義
務
は
両
当
事
者
に
問
題
と
な
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
稿
の

問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
買
主
解
除
の
事
案
で
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
な
い
買
主
が
ど
こ
ま
で
の
原
状
回
復
義
務
を
負
い
う
る
か
が
正
面

か
ら
問
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
25
） 

北
川
・
前
掲
注（
24
）一
〇
九
頁
。

（
26
） 

こ
の
点
は
、
本
稿
Ⅲ
章
１
節
で
詳
論
す
る
。

（
27
） R

udolf von JH
E

R
IN

G
, a. a. O

. 

（F
n.16

）, S
.20 f.

イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
こ
の
点
は
、
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
石
田
文
次
郎
も
指
摘
し
て
い

た
他
、
近
年
で
も
た
と
え
ば
、
池
田
清
治
「
日
本
に
お
け
る
契
約
締
結
上
の
過
失
理
論
の
生
成
、
展
開
、
そ
し
て
、
課
題
」
大
村
敦
志
責
任
編
集

『
民
法
研
究
第
２
集
第
４
号 

東
ア
ジ
ア
編
４
』（
信
山
社
・
二
〇
一
八
年
）
二
五
頁
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
28
） B

ernhard W
IN

D
S

C
H

E
ID

, L
ehrbuch des P

andektenrechts, 2.B
and, 5 A

uf., 1882, S
.486.

（
29
） 

第
一
草
案
と
第
二
草
案
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
北
村
・
前
掲
注（
18
）六
二
頁
以
下
、
新
田
孝
二
「
ド
イ
ツ
債
務
法

の
現
代
化
法
に
お
け
る
契
約
解
除
と
日
本
法
と
の
比
較
」
関
東
学
園
大
学
法
学
紀
要
二
五
号
（
二
〇
〇
二
年
）
六
頁
の
注
⑷
を
参
照
し
た
。
な
お
、

新
田
は
、
第
一
草
案
四
二
七
条
第
一
文
の
冒
頭
に
つ
き
、「
契
約
締
結
者
は
相
互
に
、
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
つ
た
ら
、
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
状
態
に

あ
る
べ
き
権
利
と
義
務
を
も
つ
」
と
邦
訳
す
る
。

【
第
一
草
案
四
二
七
条
】

１
　
解
除
に
よ
り
、
契
約
当
事
者
は
、
互
い
に
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
き
の
よ
う
に
権
限
づ
け
ら
れ
、
義
務
づ
け
ら
れ
、
と
り
わ

け
い
ず
れ
の
当
事
者
も
、
契
約
に
よ
り
自
身
に
帰
属
す
べ
き
と
さ
れ
た
給
付
を
利
用
し
え
ず
、
受
領
し
た
給
付
を
他
方
当
事
者
に
返
還
す
る
こ
と

を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

２
　
受
領
し
た
金
銭
は
受
領
の
時
か
ら
の
利
息
を
、
他
の
対
象
は
増
加
（Z

uw
achs

）
と
す
べ
て
の
収
益
を
付
し
て
返
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ず
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
や
損
傷
に
つ
い
て
も
、
正
常
な
る
家
父
の
注
意
を
も
っ
て
す
れ
ば
収
益
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
場
合
や
損
傷
が
回
避

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
一

さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
賠
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
費
用
に
対
し
て
は
、
返
還
義
務
者
は
、
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
占
有
者
に
帰
属
す
る
権
利
を
有
す
る
。

４
　
受
領
者
が
対
象
を
返
還
し
え
な
い
場
合
、
返
還
債
務
者
は
、
そ
れ
が
自
身
の
故
意
に
も
過
失
に
も
よ
ら
な
い
と
き
に
の
み
、
賠
償
給
付
を
義
務

づ
け
ら
れ
な
い
。

【
第
二
草
案
二
九
八
条
】

１
　
契
約
の
際
に
一
方
当
事
者
が
解
除
権
を
留
保
し
た
場
合
に
お
い
て
解
除
が
な
さ
れ
た
と
き
、
当
事
者
た
ち
は
、
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
か

の
よ
う
な
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
を
互
い
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
当
事
者
も
、
契
約
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
給
付
を
拒
絶
す
る
こ
と

を
権
限
づ
け
ら
れ
、
か
つ
、
受
領
し
た
給
付
を
返
還
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
給
付
さ
れ
た
労
務
お
よ
び
物
の
使
用
や
収
益
の
譲
渡
に
つ

い
て
は
、
そ
の
価
値
が
償
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
収
益
の
返
還
あ
る
い
は
償
還
の
請
求
、
滅
失
ま
た
は
損
傷
ゆ
え
の
損
害
賠
償
の
請
求
、
お
よ
び
費
用
の
賠
償
請
求
は
、
所
有
者
と
占
有
者
と
の

間
の
関
係
に
お
い
て
所
有
権
に
基
づ
く
請
求
の
訴
訟
係
属
の
発
生
以
降
に
妥
当
す
る
と
こ
ろ
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
金
銭
は
、
受
領
時
点

か
ら
利
息
が
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
30
） 

ド
イ
ツ
解
除
効
果
規
定
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
解
除
に
よ
る
契
約
の
消
滅
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
か
に
焦
点
を
あ
て
て
こ
れ
を
紹
介
・

分
析
す
る
も
の
と
し
て
、
北
村
・
前
掲
注（
18
）六
二
頁
以
下
。
同
六
八
頁
は
、
立
法
過
程
で
の
議
論
は
、
解
除
に
よ
り
契
約
が
消
滅
す
る
と
す
べ
き

か
否
か
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
遡
及
効
の
有
無
の
問
題
と
は
一
応
区
別
さ
れ
る
、
言
葉
の
純
粋
な
意
味
で
の
直
接
効
果
・
間
接
効
果
の
問
題
を

軸
と
し
た
議
論
」
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
（
す
な
わ
ち
、
第
一
草
案
に
対
す
る
修
正
提
案
で
は
、
解
除
に
よ
り
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
関
係
の
消
滅

が
提
案
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
今
日
的
な
意
味
で
の
い
わ
ゆ
る
直
接
効
果
説
で
は
な
い
）。

（
31
） 

本
文
で
紹
介
し
た
も
の
の
他
、
田
中
整
爾
「
判
批
」
判
評
二
一
二
号
（
一
九
七
六
年
）
二
〇
頁
は
、「
は
じ
め
か
ら
契
約
が
成
立
し
な
か
っ
た

と
同
一
の
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
」
を
原
状
回
復
で
あ
る
と
捉
え
る
。

（
32
） 

山
下
末
人
「
契
約
解
除
に
お
け
る
原
状
回
復
義
務
と
不
当
利
得
」
谷
口
知
平
教
授
還
暦
記
念
『
不
当
利
得
・
事
務
管
理
の
研
究
⑵
』（
有
斐

閣
・
一
九
七
一
年
）
一
三
〇
頁
。

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
一

さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
、
賠
償
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
費
用
に
対
し
て
は
、
返
還
義
務
者
は
、
所
有
者
に
対
す
る
関
係
で
占
有
者
に
帰
属
す
る
権
利
を
有
す
る
。

４
　
受
領
者
が
対
象
を
返
還
し
え
な
い
場
合
、
返
還
債
務
者
は
、
そ
れ
が
自
身
の
故
意
に
も
過
失
に
も
よ
ら
な
い
と
き
に
の
み
、
賠
償
給
付
を
義
務

づ
け
ら
れ
な
い
。

【
第
二
草
案
二
九
八
条
】

１
　
契
約
の
際
に
一
方
当
事
者
が
解
除
権
を
留
保
し
た
場
合
に
お
い
て
解
除
が
な
さ
れ
た
と
き
、
当
事
者
た
ち
は
、
契
約
が
締
結
さ
れ
な
か
っ
た
か

の
よ
う
な
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
を
互
い
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
当
事
者
も
、
契
約
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
給
付
を
拒
絶
す
る
こ
と

を
権
限
づ
け
ら
れ
、
か
つ
、
受
領
し
た
給
付
を
返
還
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
給
付
さ
れ
た
労
務
お
よ
び
物
の
使
用
や
収
益
の
譲
渡
に
つ

い
て
は
、
そ
の
価
値
が
償
還
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
収
益
の
返
還
あ
る
い
は
償
還
の
請
求
、
滅
失
ま
た
は
損
傷
ゆ
え
の
損
害
賠
償
の
請
求
、
お
よ
び
費
用
の
賠
償
請
求
は
、
所
有
者
と
占
有
者
と
の

間
の
関
係
に
お
い
て
所
有
権
に
基
づ
く
請
求
の
訴
訟
係
属
の
発
生
以
降
に
妥
当
す
る
と
こ
ろ
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
。
金
銭
は
、
受
領
時
点

か
ら
利
息
が
付
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
30
） 

ド
イ
ツ
解
除
効
果
規
定
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
解
除
に
よ
る
契
約
の
消
滅
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
か
に
焦
点
を
あ
て
て
こ
れ
を
紹
介
・

分
析
す
る
も
の
と
し
て
、
北
村
・
前
掲
注（
18
）六
二
頁
以
下
。
同
六
八
頁
は
、
立
法
過
程
で
の
議
論
は
、
解
除
に
よ
り
契
約
が
消
滅
す
る
と
す
べ
き

か
否
か
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
遡
及
効
の
有
無
の
問
題
と
は
一
応
区
別
さ
れ
る
、
言
葉
の
純
粋
な
意
味
で
の
直
接
効
果
・
間
接
効
果
の
問
題
を

軸
と
し
た
議
論
」
で
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
（
す
な
わ
ち
、
第
一
草
案
に
対
す
る
修
正
提
案
で
は
、
解
除
に
よ
り
契
約
か
ら
生
じ
た
債
務
関
係
の
消
滅

が
提
案
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
今
日
的
な
意
味
で
の
い
わ
ゆ
る
直
接
効
果
説
で
は
な
い
）。

（
31
） 

本
文
で
紹
介
し
た
も
の
の
他
、
田
中
整
爾
「
判
批
」
判
評
二
一
二
号
（
一
九
七
六
年
）
二
〇
頁
は
、「
は
じ
め
か
ら
契
約
が
成
立
し
な
か
っ
た

と
同
一
の
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
」
を
原
状
回
復
で
あ
る
と
捉
え
る
。

（
32
） 

山
下
末
人
「
契
約
解
除
に
お
け
る
原
状
回
復
義
務
と
不
当
利
得
」
谷
口
知
平
教
授
還
暦
記
念
『
不
当
利
得
・
事
務
管
理
の
研
究
⑵
』（
有
斐

閣
・
一
九
七
一
年
）
一
三
〇
頁
。

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

七
二

（
33
） 

谷
口
＝
五
十
嵐
編
・
前
掲
注（
1
）八
九
四
頁
〔
山
下
〕。

（
34
） 

好
美
清
光
「
契
約
の
解
除
の
効
力

─
と
り
わ
け
双
務
契
約
を
中
心
と
し
て
」
遠
藤
浩
ほ
か
監
修
『
現
代
契
約
法
体
系 

第
２
巻 

現
代
契
約
の

法
理
⑵
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
）
一
八
三
頁
。
こ
こ
で
好
美
は
、
五
四
五
条
二
項
の
起
草
過
程
に
お
い
て
、「
金
ハ
原
状
ニ
復
ス
ル
ト
云
ツ
テ
元

ト
ノ
高
ヲ
返
ヘ
シ
タ
丈
ケ
デ
ハ
本
統
ノ
元
ト
ニ
復
シ
タ
ト
ハ
言
ヘ
ヌ
」
と
穂
積
陳
重
が
述
べ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
た
（
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制

調
査
部
監
修
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
３
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
三
』（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
八
四
年
）
八
二
二
頁
）。

（
35
） 

オ
ッ
コ
ー
・
べ
ー
レ
ン
ツ
／
河
上
正
二
訳
著
『
歴
史
の
中
の
民
法

─
ロ
ー
マ
法
と
の
対
話
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
一
年
）
三
一
二
頁
。

本
文
で
引
用
し
た
箇
所
は
、
翻
訳
部
分
で
は
な
く
、
河
上
に
よ
る
補
足
・
執
筆
箇
所
で
あ
る
。

（
36
） 

平
野
・
前
掲
注（
23
）一
一
七
頁
。
そ
の
他
、
同
一
一
九
頁
で
も
、
価
格
返
還
の
算
定
基
準
時
の
議
論
に
際
し
、「
契
約
が
さ
れ
な
け
れ
ば
『
今

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
財
産
状
態
を
実
現
す
る
』
の
が
原
状
回
復
で
あ
る
」
と
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
（
債
権
法
改
正
前
の
体
系
書
で
あ
る
、
平
野
・

前
掲
注（
7
）二
〇
六
頁
の
最
終
段
落
も
同
旨
）。
ま
た
、
平
野
・
前
掲
注（
7
）二
〇
二
頁
で
は
、
不
当
利
得
は
「
問
題
を
利
得
者
側
か
ら
見
る
」
の

に
対
し
、
原
状
回
復
で
は
「
問
題
を
相
手
方
か
ら
見
て
」
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
債
権
者
側
の
原
状
回
復
で
あ
る
と
の
理
解
が
明
快
に
示

さ
れ
て
い
る
。

（
37
） 

平
野
・
前
掲
注（
7
）二
一
三
頁
。
ま
た
、
中
田
裕
康
『
契
約
法
〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
一
年
）
二
二
九
頁
は
、「
原
状
回
復
が
相
手
方

を
元
に
戻
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
金
銭
を
返
還
す
る
際
に
付
す
べ
き
利
息
は
法
定
利
率
に
よ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
相
手
方
が
受
領
者
に
引
き
渡
し

て
い
な
け
れ
ば
そ
の
物
か
ら
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
通
常
の
使
用
利
益
を
返
還
さ
せ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。」
と
説
く
。

（
38
） 

こ
こ
で
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
一
項
の
規
律
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
ま
ず
、
そ
の
邦
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
孝

編
『
契
約
法
に
お
け
る
現
代
化
の
課
題
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
し
た
）。
な
お
、
同
条
の
見
出
し
は
、“N

utzungen und 

V
erw

endungen nach R
ücktritt ”

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
左
記
と
は
異
な
り
「
解
除
に
よ
る
収
益
と
費
用
」
と
の
邦
訳
も
存
す
る
。
も
っ
と
も
、

ド
イ
ツ
で
の
学
説
上
の
議
論
を
垣
間
見
る
と
、
一
項
一
文
の
「
時
的
な
適
用
領
域
」
を
め
ぐ
っ
て
、「
条
文
の
見
出
し
こ
そ
右
の
と
お
り
で
あ
る
も

の
の
、
同
義
務
は
解
除
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て
初
め
て
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
給
付
物
の
受
領
に
よ
っ
て
既
に
生
じ
る
」
と
の
議
論
が
あ
る
。
本
稿

で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、“nach ”

を
左
記
の
よ
う
に
訳
す
。

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
三

【
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
（
解
除
後
の
収
益
と
費
用
）
一
項
】　
債
務
者
は
、
通
常
の
経
済
法
則
に
従
え
ば
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
反
し
て
収
益
を
得
な
か
っ
た
と
き
は
、
債
権
者
に
対
し
て
価
値
を
償
還
す
る
義
務
を
負
う
。
法
定
解
除
権
の
場
合
、
解
除

権
者
は
、
収
益
に
関
し
て
、
自
己
の
事
務
に
お
い
て
通
常
用
い
る
の
と
同
一
の
注
意
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
の
価
額
償
還
義
務
は
、
原
則
と
し
て
、
約
定
解
除
と
法
定
解
除
と
を
問
わ
ず
、
か
つ
解
除
者
か
解
除
の

相
手
方
か
も
関
係
な
く
課
さ
れ
る
（
三
四
七
条
一
項
一
文
）。
法
定
解
除
権
者
に
限
っ
て
そ
の
例
外
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
同
項
二
文
）。

こ
の
よ
う
に
返
還
債
務
者
に
は
原
則
と
し
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
の
償
還
義
務
が
あ
る
た
め
、
同
人
に
は
収
益
を
あ
げ
る
義
務
（O

bliegenheit

）

や
使
用
義
務
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。D

agm
ar K

A
IS

E
R

, in: S
taudingers K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
uch 2, 2012, 

§347 

R
dN

r.15; F
lorian F

A
U

S
T

, in: JurisP
raxisK
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m

entar zum
 B

G
B

., B
and2.1, 2013, 

§346 R
dN

r.52; M
artin S

C
H

W
A

B
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artin 

S
C

H
W

A
B

 / C
arl-H

einz W
IT

T
, E

xam
ensw

issen zum
 neuen S

chuldrecht, 2. A
uflage, 2003, S

.353; Y
ves D

Ö
L

L
, 

R
ückgew

ährstörungen beim
 R

ücktritt, 2011, S
.192.

も
っ
と
も
、
同
規
定
に
よ
る
価
額
償
還
義
務
は
、
あ
く
ま
で
通
常
の
経
済
法
則
か
ら
す

れ
ば
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
限
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
的
な
使
用
義
務
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
使
用
の
リ
ス

ク
が
現
実
化
す
る
と
き
に
は
、
収
益
の
可
能
性
が
欠
け
て
お
り
、
債
務
者
は
同
義
務
を
負
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
規
定
は
、
給
付
対

象
に
内
在
す
る
収
益
可
能
性
を
同
規
定
の
要
件
の
も
と
で
価
値
的
に
返
還
債
権
者
に
割
り
当
て
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、
返
還
債
務
者
の
有
責
性
は
重

要
で
な
い
し
、
契
約
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
収
益
を
得
ら
れ
た
か
ど
う
か
も
問
わ
な
い
と
さ
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
き
、
た
と
え
ば

D
agm

ar K
A

IS
E

R
, a. a. O

., 

§347 R
dN

r.6

を
参
照
）。

ま
た
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
、
三
四
七
条
一
項
の
価
額
償
還
義
務
は
、
給
付
物
の
受
領
以
降
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
義
務
の
終
了

時
点
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
返
還
債
権
者
の
受
領
遅
滞
が
あ
っ
た
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
受
領
物
の
返
還
に
よ
っ
て
初
め
て
同
義
務

が
終
了
す
る
と
考
え
る
見
解
の
ほ
か
、
解
除
権
が
有
効
に
行
使
さ
れ
た
後
は
も
は
や
収
益
義
務
は
な
く
、
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
を
根
拠
に
、
同
時

点
で
も
っ
て
価
額
償
還
義
務
が
終
了
す
る
と
解
す
る
見
解
も
あ
る
。
以
前
拙
稿
・
前
掲
注（
２
）で
取
り
扱
っ
た
、
解
除
後
の
返
還
債
務
者
に
収
益

「
権
限
」
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
係
し
、
争
点
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
., S

.195 ff.

）
一
一
九
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
三

【
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
（
解
除
後
の
収
益
と
費
用
）
一
項
】　
債
務
者
は
、
通
常
の
経
済
法
則
に
従
え
ば
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
に
反
し
て
収
益
を
得
な
か
っ
た
と
き
は
、
債
権
者
に
対
し
て
価
値
を
償
還
す
る
義
務
を
負
う
。
法
定
解
除
権
の
場
合
、
解
除

権
者
は
、
収
益
に
関
し
て
、
自
己
の
事
務
に
お
い
て
通
常
用
い
る
の
と
同
一
の
注
意
に
つ
い
て
の
み
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
の
価
額
償
還
義
務
は
、
原
則
と
し
て
、
約
定
解
除
と
法
定
解
除
と
を
問
わ
ず
、
か
つ
解
除
者
か
解
除
の

相
手
方
か
も
関
係
な
く
課
さ
れ
る
（
三
四
七
条
一
項
一
文
）。
法
定
解
除
権
者
に
限
っ
て
そ
の
例
外
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
同
項
二
文
）。

こ
の
よ
う
に
返
還
債
務
者
に
は
原
則
と
し
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
収
益
の
償
還
義
務
が
あ
る
た
め
、
同
人
に
は
収
益
を
あ
げ
る
義
務
（O

bliegenheit

）

や
使
用
義
務
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。D

agm
ar K

A
IS

E
R

, in: S
taudingers K

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
uch 2, 2012, 

§347 

R
dN

r.15; F
lorian F

A
U

S
T

, in: JurisP
raxisK

om
m

entar zum
 B

G
B

., B
and2.1, 2013, 

§346 R
dN

r.52; M
artin S

C
H

W
A

B
, in: M

artin 

S
C

H
W

A
B

 / C
arl-H

einz W
IT

T
, E

xam
ensw

issen zum
 neuen S

chuldrecht, 2. A
uflage, 2003, S

.353; Y
ves D

Ö
L

L
, 

R
ückgew

ährstörungen beim
 R

ücktritt, 2011, S
.192.

も
っ
と
も
、
同
規
定
に
よ
る
価
額
償
還
義
務
は
、
あ
く
ま
で
通
常
の
経
済
法
則
か
ら
す

れ
ば
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
に
限
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
的
な
使
用
義
務
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
使
用
の
リ
ス

ク
が
現
実
化
す
る
と
き
に
は
、
収
益
の
可
能
性
が
欠
け
て
お
り
、
債
務
者
は
同
義
務
を
負
わ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
規
定
は
、
給
付
対

象
に
内
在
す
る
収
益
可
能
性
を
同
規
定
の
要
件
の
も
と
で
価
値
的
に
返
還
債
権
者
に
割
り
当
て
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、
返
還
債
務
者
の
有
責
性
は
重

要
で
な
い
し
、
契
約
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
債
権
者
が
収
益
を
得
ら
れ
た
か
ど
う
か
も
問
わ
な
い
と
さ
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
き
、
た
と
え
ば

D
agm

ar K
A

IS
E

R
, a. a. O

., 

§347 R
dN

r.6

を
参
照
）。

ま
た
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
、
三
四
七
条
一
項
の
価
額
償
還
義
務
は
、
給
付
物
の
受
領
以
降
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
義
務
の
終
了

時
点
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
返
還
債
権
者
の
受
領
遅
滞
が
あ
っ
た
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
受
領
物
の
返
還
に
よ
っ
て
初
め
て
同
義
務

が
終
了
す
る
と
考
え
る
見
解
の
ほ
か
、
解
除
権
が
有
効
に
行
使
さ
れ
た
後
は
も
は
や
収
益
義
務
は
な
く
、
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
を
根
拠
に
、
同
時

点
で
も
っ
て
価
額
償
還
義
務
が
終
了
す
る
と
解
す
る
見
解
も
あ
る
。
以
前
拙
稿
・
前
掲
注（
２
）で
取
り
扱
っ
た
、
解
除
後
の
返
還
債
務
者
に
収
益

「
権
限
」
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
係
し
、
争
点
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
., S

.195 ff.

）
一
一
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

七
四

法
定
解
除
権
者
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
自
己
の
事
務
に
お
い
て
通
常
用
い
る
の
と
同
一
の
注
意
を
尽
く
し
て
い
た
場
合
に
（
得
ら
れ
な
か
っ
た
収

益
の
）
価
額
償
還
義
務
の
免
責
を
受
け
る
（
一
項
二
文
）。
例
外
は
、「
法
定
解
除
の
場
合
」
で
は
な
く
、
法
定
解
除
権
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
点
は
、
旧
三
四
七
条
二
文
が
旧
九
八
七
条
お
よ
び
旧
三
二
七
条
二
文
と
結
び
つ
い
て
、
解
除
の
相
手
方
の
価
額
償
還
義
務
を
制
限
す
る

余
地
を
残
し
て
い
た
の
と
異
な
る
。
三
四
六
条
三
項
一
文
三
号
と
パ
ラ
レ
ル
な
規
定
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
取
得
の
最
終
性
へ
の
信
頼
」、
換
言
す

れ
ば
「
自
己
の
物
と
の
信
頼
」
が
注
目
さ
れ
る
（F

lorian F
A

U
S

T
, a. a. O

., 

§347 R
dN

r.23; M
atrhias W

O
L

G
A

S
T

, D
as reform

ierte 

R
ücktrittsfolgenrecht vor dem

 H
intergrund der E

ntw
icklung im

 deuchen und im
 französischen R

echt, 2005, S
.242; Y

ves D
Ö

L
L

, 

a. a. O
., S

.267

）。
こ
れ
に
よ
り
、
三
四
六
条
三
項
一
文
三
号
に
お
け
る
と
同
様
、
法
定
解
除
権
者
が
解
除
可
能
性
を
知
っ
た
場
合
に
同
規
定
の
適

用
を
目
的
論
的
に
制
限
す
べ
き
か
が
議
論
さ
れ
る
。
自
己
の
事
務
に
お
け
る
と
同
一
の
注
意
概
念
の
解
釈
に
つ
い
て
の
議
論
も
、
三
四
六
条
三
項
一

文
三
号
と
同
様
で
あ
る
。

な
お
、
ド
イ
ツ
民
法
で
は
、
金
銭
受
領
者
の
利
息
返
還
義
務
を
規
定
し
た
改
正
前
三
四
七
条
三
項
は
、
債
務
法
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
、
改
正
後

は
、
金
銭
受
領
者
に
つ
い
て
も
右
三
四
七
条
一
項
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
日
本
民
法
五
四
五
条
二
項
や
三
項
に
関
し
、「
解
除
原
因
を
考
慮
す
る

こ
と
な
く
一
律
に
認
め
る
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
政
策
論
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
の
は
、
磯
村
・
前
掲
注（
5
）五
〇
頁
。

（
39
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 
§347 R

dN
r.14; Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, S
.147.

た
だ
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
民
法
三
四
七

条
一
項
で
買
主
に
同
義
務
を
課
し
つ
つ
も
、
そ
の
解
釈
に
お
い
て
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
売
主
が

0

0

0

使
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
問
わ
な
い
と
す

る
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
お
り
（
前
掲
注（
38
）参
照
）、
議
論
に
一
貫
性
が
あ
る
の
か
は
疑
問
も
あ
る
。

（
40
） 

平
野
・
前
掲
注（
23
）一
一
八
頁
。

（
41
） 

谷
口
・
前
掲
注（
21
）一
七
七
頁
は
、「
売
却
せ
ず
に
自
ら
利
用
し
て
い
た
場
合
、
買
主
を
待
っ
て
保
存
し
て
い
た
場
合
、
そ
の
買
主
よ
り
も

ず
っ
と
高
値
で
売
り
得
た
場
合
、
完
全
に
自
ら
の
所
有
物
を
売
却
し
た
場
合
、
他
人
に
所
有
権
留
保
の
あ
る
権
利
、
他
人
の
担
保
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
目
的
物
な
い
し
条
件
付
所
有
権
を
売
却
し
た
場
合
な
ど
色
々
具
体
的
場
合
に
応
じ
て
売
主
を
原
状
に
回
復
す
る
た
め
の
補
償
は
異
な
る
の
で
は

な
い
か
。」
と
指
摘
し
て
い
た
。

（
42
） 

な
お
、
齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
六
〇
頁
は
、
改
正
後
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
が
（
二
〇
〇
四
年
の
合
同
部
判
決
に
反
し
て
）
使
用
利
益
返
還
義
務
を

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
五

肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
遡
及
効
は
、『
当
事
者
が
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
状
態
へ
の
復
帰
』、
と
し
て
理
解

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。」
と
説
く
。

（
43
） 

こ
の
点
は
、
現
物
返
還
不
能
の
場
合
の
侵
害
不
当
利
得
に
お
い
て
、
利
得
者
（
占
有
者
）
の
主
観
と
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
権
利
者
（
損
失

者
）
の
状
態
を
回
復
す
べ
く
、
客
観
的
価
値
の
賠
償
を
利
得
者
に
義
務
づ
け
る
有
力
な
理
解
に
対
し
、
近
時
村
田
大
樹
に
よ
り
向
け
ら
れ
て
い
る
批

判
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
村
田
大
樹
「
侵
害
利
得
の
体
系
的
位
置
づ
け

─
あ
る
い
は
侵
害
利
得
の
解
消
論
」
中
原
太
郎
編
『
現
代
独
仏
民
事

責
任
法
の
諸
相
』（
商
事
法
務
・
二
〇
二
〇
年
）
三
〇
七
頁
以
下
。

（
44
） 

た
だ
し
、
同
事
案
で
は
別
途
買
主
の
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
を
観
念
し
、
買
主
の
使
用
利
益
を
こ
れ
と
の
間
で
損
益
相
殺
す
る
余
地

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
16
）二
四
七
頁
以
下
。

（
45
） 

こ
の
点
の
指
摘
は
、
荻
野
・
前
掲
注（
6
）一
〇
六
頁
の
注
⑼
。

（
46
） 

福
岡
高
判
昭
和
四
九
年
九
月
一
一
日
金
判
四
九
三
号
九
頁
。

（
47
） 

な
お
、
同
判
決
の
調
査
官
解
説
（
島
田
禮
介
「
判
解
」
曹
時
二
九
巻
一
〇
号
（
一
九
七
七
年
）
一
五
〇
頁
）
で
は
、「
売
買
契
約
が
解
除
さ
れ

た
場
合
の
原
状
と
は
、
契
約
当
事
者
間
に
お
け
る
給
付
当
時
の
状
態

0

0

0

0

0

0

0

を
意
味
す
る
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
理
解
を
前
提
と
す

れ
ば
、
同
判
決
は
γ
の
状
態
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
理
解
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
48
） 

渡
辺
は
、
同
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
、「
給
付
が
な
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態
に
給
付
受
領
者
を
お
く
の
が
『
原
状
』
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
給
付
受
領
者
は
、
目
的
物
お
よ
び
使
用
利
益
の
全
て
を
吐
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、『
原
状
』
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
目
的
物
お
よ
び

利
益
が
最
終
的
に
誰
の
保
有
に
帰
す
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
本
判
決
が
、
こ
う
し
た
立
場
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ

る
（
渡
辺
達
徳
「
判
批
」
奥
田
昌
道
＝
安
永
正
昭
＝
池
田
真
朗
編
『
判
例
講
義 

民
法
Ⅱ
債
権
〔
補
訂
版
〕』（
悠
々
社
・
二
〇
〇
五
年
）
一
三
四
頁
）。

（
49
） 

島
田
・
前
掲
注（
47
）一
五
〇
頁
は
、「
給
付
受
領
者
が
既
に
給
付
を
受
け
た
も
の
（
売
買
の
目
的
物
及
び
そ
の
利
用
に
よ
る
収
益
可
能
性
）
の

す
べ
て
を
返
還
し
て
は
じ
め
て
給
付
が
な
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態
が
復
元
さ
れ
た
こ
と
に
な
」
る
と
す
る
。
こ
の
点
で
、
荻
野
・
前
掲
注（
6
）

一
〇
四
頁
は
、
同
調
査
官
解
説
を
と
り
あ
げ
、「
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
原
状
回
復
の
目
的
は
契
約
が
締
結
さ
れ
る
以
前
の
状
況
の
再
現
に
あ
る
と

考
え
つ
つ
、
契
約
に
基
づ
く
給
付
に
、
目
的
物
の
み
な
ら
ず
そ
の
利
用
に
よ
る
収
益
可
能
性
も
含
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
利
益
の
返
還
を
肯
定

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
五

肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、「
遡
及
効
は
、『
当
事
者
が
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
状
態
へ
の
復
帰
』、
と
し
て
理
解

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。」
と
説
く
。

（
43
） 
こ
の
点
は
、
現
物
返
還
不
能
の
場
合
の
侵
害
不
当
利
得
に
お
い
て
、
利
得
者
（
占
有
者
）
の
主
観
と
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
権
利
者
（
損
失

者
）
の
状
態
を
回
復
す
べ
く
、
客
観
的
価
値
の
賠
償
を
利
得
者
に
義
務
づ
け
る
有
力
な
理
解
に
対
し
、
近
時
村
田
大
樹
に
よ
り
向
け
ら
れ
て
い
る
批

判
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
村
田
大
樹
「
侵
害
利
得
の
体
系
的
位
置
づ
け

─
あ
る
い
は
侵
害
利
得
の
解
消
論
」
中
原
太
郎
編
『
現
代
独
仏
民
事

責
任
法
の
諸
相
』（
商
事
法
務
・
二
〇
二
〇
年
）
三
〇
七
頁
以
下
。

（
44
） 

た
だ
し
、
同
事
案
で
は
別
途
買
主
の
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
請
求
を
観
念
し
、
買
主
の
使
用
利
益
を
こ
れ
と
の
間
で
損
益
相
殺
す
る
余
地

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
16
）二
四
七
頁
以
下
。

（
45
） 

こ
の
点
の
指
摘
は
、
荻
野
・
前
掲
注（
6
）一
〇
六
頁
の
注
⑼
。

（
46
） 

福
岡
高
判
昭
和
四
九
年
九
月
一
一
日
金
判
四
九
三
号
九
頁
。

（
47
） 

な
お
、
同
判
決
の
調
査
官
解
説
（
島
田
禮
介
「
判
解
」
曹
時
二
九
巻
一
〇
号
（
一
九
七
七
年
）
一
五
〇
頁
）
で
は
、「
売
買
契
約
が
解
除
さ
れ

た
場
合
の
原
状
と
は
、
契
約
当
事
者
間
に
お
け
る
給
付
当
時
の
状
態

0

0

0

0

0

0

0

を
意
味
す
る
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
理
解
を
前
提
と
す

れ
ば
、
同
判
決
は
γ
の
状
態
回
復
を
も
っ
て
原
状
回
復
と
理
解
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（
48
） 

渡
辺
は
、
同
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
、「
給
付
が
な
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態
に
給
付
受
領
者
を
お
く
の
が
『
原
状
』
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
給
付
受
領
者
は
、
目
的
物
お
よ
び
使
用
利
益
の
全
て
を
吐
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、『
原
状
』
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
目
的
物
お
よ
び

利
益
が
最
終
的
に
誰
の
保
有
に
帰
す
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
本
判
決
が
、
こ
う
し
た
立
場
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ

る
（
渡
辺
達
徳
「
判
批
」
奥
田
昌
道
＝
安
永
正
昭
＝
池
田
真
朗
編
『
判
例
講
義 

民
法
Ⅱ
債
権
〔
補
訂
版
〕』（
悠
々
社
・
二
〇
〇
五
年
）
一
三
四
頁
）。

（
49
） 

島
田
・
前
掲
注（
47
）一
五
〇
頁
は
、「
給
付
受
領
者
が
既
に
給
付
を
受
け
た
も
の
（
売
買
の
目
的
物
及
び
そ
の
利
用
に
よ
る
収
益
可
能
性
）
の

す
べ
て
を
返
還
し
て
は
じ
め
て
給
付
が
な
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態
が
復
元
さ
れ
た
こ
と
に
な
」
る
と
す
る
。
こ
の
点
で
、
荻
野
・
前
掲
注（
6
）

一
〇
四
頁
は
、
同
調
査
官
解
説
を
と
り
あ
げ
、「
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
原
状
回
復
の
目
的
は
契
約
が
締
結
さ
れ
る
以
前
の
状
況
の
再
現
に
あ
る
と

考
え
つ
つ
、
契
約
に
基
づ
く
給
付
に
、
目
的
物
の
み
な
ら
ず
そ
の
利
用
に
よ
る
収
益
可
能
性
も
含
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
利
益
の
返
還
を
肯
定

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

七
六

し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
そ
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
損
耗
の
補
償
の
肯
否
の
問
題
と
の
整
合
性
を
ふ
ま
え
て
、
な
お
検
討
を
要
す
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。」
と
指
摘
す
る
。

（
50
） 
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
主
に
債
務
法
改
正
前
の
判
例
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
学
説
上
の
評
価
を
取
り
上
げ
、
債
務
法
改
正
後
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
の

評
価
・
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
本
稿
Ⅴ
章
２
節
で
扱
う
。

（
51
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
2
）一
二
五
─
一
二
六
頁
。

（
52
） 

厳
密
に
は
、
多
数
説
は
、
三
四
六
条
三
項
一
文
三
号
た
だ
し
書
は
、
用
法
に
従
っ
て
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減
価
に
つ
い
て
の
免
責
を
規

定
し
て
い
る
と
解
し
つ
つ
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
る
損
耗
に
つ
い
て
は
同
号
本
文
の
「
損
傷
」
に
あ
た
ら
な
い
と
解
す
る
。
少
数
説
も
含
め
た

学
説
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
2
）一
二
三
頁
以
下
。

（
53
） 

甲
斐
道
太
郎
ほ
か
編
『
注
釈
国
際
統
一
売
買
法
Ⅱ

─
ウ
ィ
ー
ン
売
買
条
約
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
〇
三
年
）
二
五
八
頁
〔
中
田
邦
博
〕
も

参
照
。

（
54
） 

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
う
し
て
使
用
利
益
返
還
を
優
先
す
る
構
成
を
採
り
つ
つ
も
、
前
述
の
と
お
り
（
Ⅰ
章
１
節
）、
減
価
す
る
物
の
使
用

利
益
の
算
定
で
は
目
的
物
の
直
線
的
減
価
分
を
も
っ
て
使
用
利
益
と
み
な
す
裁
判
例
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
ま
で
併
せ
考
え
る
と
、
ド
イ
ツ

が
債
務
者
の
状
態
回
復
を
重
視
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
に
疑
問
も
生
じ
る
が
、
一
点
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
使
用
利
益
計
算
も
実
際
の
減
価
額
を

算
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
こ
う
し
た
算
定
方
法
を
前
提
と
し
て
も
な
お
、
債
務
者
の
状
態
回
復
を
図
る
も
の

と
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
詳
し
く
は
Ⅳ
章
３
節
⑵
イ
）。

（
55
） 

平
野
・
前
掲
注（
23
）一
一
八
頁
、
磯
村
・
前
掲
注（
5
）五
八
頁
。
な
お
、
我
が
国
に
お
い
て
最
初
に
こ
れ
に
着
目
し
た
指
摘
を
し
た
の
が
、
北

村
実
で
あ
る
。
北
村
・
前
掲
注（
12
）一
一
七
頁
は
、
自
動
車
の
他
人
物
売
買
に
お
け
る
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
の
有
無
が
争
点
と
さ
れ
た
昭
和

五
一
年
判
決
の
評
釈
に
お
い
て
、
当
該
自
動
車
の
使
用
利
益
は
、
実
際
に
は
自
動
車
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
る
減
価
分
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
売
主
に
当
該
自
動
車
の
所
有
権
が
あ
る
か
否
か
と
は
無
関
係
に
、
い
わ
ば
給
付
目
的
物
の
返
還
の
一
内
容
と
し
て
、
使

用
利
益
の
返
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
し
た
。

（
56
） 

荻
野
・
前
掲
注（
6
）九
一
頁
以
下
、
齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
三
六
頁
以
下
。

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
七

（
57
） 

こ
の
点
を
敷
衍
す
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
判
決
は
、
原
状
回
復
に
お
け
る
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
一
方
で
、「
無
効
と
さ
れ
た
売
買
の

善
意
の
当
事
者
の
み
が
、
過
失
を
犯
し
た
当
事
者
に
対
し
て
、
無
効
と
さ
れ
た
契
約
の
締
結
を
理
由
と
し
て
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
よ
う
命
ず
る

有
責
判
決
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
き
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
使
用
利
益
が
取
り
扱
わ
れ
る
可
能
性
を
留
保
し
た
（
齋

藤
・
前
掲
注（
9
）五
四
二
頁
）。
こ
の
「
無
効
な
契
約
を
締
結
し
た
が
故
に
生
じ
た
損
害
」
に
関
し
て
齋
藤
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
す

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
に
は
、「
契
約
が
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
、
被
害
者
＝
売
主
が
物
を
使
用
し
て
そ
こ
か
ら
引
き
出
し
得
た
で
あ
ろ
う
利

益
」
が
問
題
と
な
り
、
こ
こ
で
は
、
無
効
と
さ
れ
た
契
約
に
基
づ
い
て
当
該
物
を
引
き
渡
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
自
己
使
用
ま
た
は
他
人
へ
賃

貸
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
は
ず
の
使
用
利
益
ま
た
は
法
定
果
実
が
問
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
同
五
四
三
─
五
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
う
し
た

消
極
的
契
約
利
益
賠
償
に
つ
い
て
は
本
稿
本
文
に
て
後
述
す
る
。

（
58
） 

齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
四
二
頁
。

（
59
） 

齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
四
六
頁
お
よ
び
五
四
七
頁
の
注
�209
。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
事
案
に
お
い
て
、
し
か
も
同
日
付
け

（
二
〇
〇
六
年
三
月
二
一
日
）
で
、
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く
解
除
に
お
い
て
減
価
償
還
義
務
を
認
め
な
い
判
決
が
下
さ
れ
（
同
五
四
七
─
五
四
八

頁
）、
そ
の
後
、
二
〇
一
四
年
判
決
に
て
、
減
価
償
還
義
務
を
否
定
す
る
形
で
、
二
〇
〇
六
年
の
二
つ
の
判
決
の
不
統
一
が
是
正
さ
れ
た
（
同

五
四
九
─
五
五
〇
頁
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た
判
例
法
理
は
、
そ
の
後
の
民
法
改
正
に
よ
り
根
底
か
ら
覆
さ
れ
た
（
同
五
五
三
頁
以
下
）。
こ
の
点
は

Ⅴ
章
２
節
で
触
れ
る
。

（
60
） C

hristian von B
ar/E

ric C
live 

（eds.

）, P
rinciples, D

efinitions and M
odel R

ules of E
uropean P

rivate L
aw

─D
raft C

om
m

on 

F
ram

e of R
eference 

（D
C

F
R

） Full E
dition

（2009

）, V
ol.III, D

C
F

R
 III-3:514, C

O
M

M
E

N
T

S

（P
.416

）.

（
61
） 

そ
の
他
、
共
通
欧
州
売
買
法
（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
）
の
規
則
提
案
で
は
、
同
一
七
三
条
で
使
用
に
よ
る
損
傷
に
つ
き
返
還
債
務
者
の
償
還
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
場
合
の
使
用
利
益
返
還
義
務
（
同
一
七
四
条
）
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、S

tephan L
O

R
E

N
Z

, D
as K

aufrecht 

und die dam
it verbundenen D

ienstverträge im
 C

om
m

on E
uropean S

ales L
aw

, A
cP

 2012, S
.784

は
、
一
七
四
条
の
一
項
お
よ
び
二
項

の
場
合
以
外
に
は
使
用
利
益
返
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
で
、
使
用
に
よ
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
に
よ
る
二
重
補
償
を
回

避
し
よ
う
と
す
る
。

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
七

（
57
） 

こ
の
点
を
敷
衍
す
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
判
決
は
、
原
状
回
復
に
お
け
る
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
一
方
で
、「
無
効
と
さ
れ
た
売
買
の

善
意
の
当
事
者
の
み
が
、
過
失
を
犯
し
た
当
事
者
に
対
し
て
、
無
効
と
さ
れ
た
契
約
の
締
結
を
理
由
と
し
て
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
よ
う
命
ず
る

有
責
判
決
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
説
き
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
使
用
利
益
が
取
り
扱
わ
れ
る
可
能
性
を
留
保
し
た
（
齋

藤
・
前
掲
注（
9
）五
四
二
頁
）。
こ
の
「
無
効
な
契
約
を
締
結
し
た
が
故
に
生
じ
た
損
害
」
に
関
し
て
齋
藤
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
す

る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
に
は
、「
契
約
が
締
結
さ
れ
な
け
れ
ば
、
被
害
者
＝
売
主
が
物
を
使
用
し
て
そ
こ
か
ら
引
き
出
し
得
た
で
あ
ろ
う
利

益
」
が
問
題
と
な
り
、
こ
こ
で
は
、
無
効
と
さ
れ
た
契
約
に
基
づ
い
て
当
該
物
を
引
き
渡
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
自
己
使
用
ま
た
は
他
人
へ
賃

貸
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
は
ず
の
使
用
利
益
ま
た
は
法
定
果
実
が
問
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
同
五
四
三
─
五
四
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
う
し
た

消
極
的
契
約
利
益
賠
償
に
つ
い
て
は
本
稿
本
文
に
て
後
述
す
る
。

（
58
） 

齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
四
二
頁
。

（
59
） 

齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
四
六
頁
お
よ
び
五
四
七
頁
の
注
�209
。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
事
案
に
お
い
て
、
し
か
も
同
日
付
け

（
二
〇
〇
六
年
三
月
二
一
日
）
で
、
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く
解
除
に
お
い
て
減
価
償
還
義
務
を
認
め
な
い
判
決
が
下
さ
れ
（
同
五
四
七
─
五
四
八

頁
）、
そ
の
後
、
二
〇
一
四
年
判
決
に
て
、
減
価
償
還
義
務
を
否
定
す
る
形
で
、
二
〇
〇
六
年
の
二
つ
の
判
決
の
不
統
一
が
是
正
さ
れ
た
（
同

五
四
九
─
五
五
〇
頁
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た
判
例
法
理
は
、
そ
の
後
の
民
法
改
正
に
よ
り
根
底
か
ら
覆
さ
れ
た
（
同
五
五
三
頁
以
下
）。
こ
の
点
は

Ⅴ
章
２
節
で
触
れ
る
。

（
60
） C

hristian von B
ar/E

ric C
live 

（eds.

）, P
rinciples, D

efinitions and M
odel R

ules of E
uropean P

rivate L
aw

─D
raft C

om
m

on 

F
ram

e of R
eference 

（D
C

F
R

） Full E
dition

（2009

）, V
ol.III, D

C
F

R
 III-3:514, C

O
M

M
E

N
T

S

（P
.416

）.

（
61
） 

そ
の
他
、
共
通
欧
州
売
買
法
（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
）
の
規
則
提
案
で
は
、
同
一
七
三
条
で
使
用
に
よ
る
損
傷
に
つ
き
返
還
債
務
者
の
償
還
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
場
合
の
使
用
利
益
返
還
義
務
（
同
一
七
四
条
）
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、S

tephan L
O

R
E

N
Z

, D
as K

aufrecht 

und die dam
it verbundenen D

ienstverträge im
 C

om
m

on E
uropean S

ales L
aw

, A
cP

 2012, S
.784

は
、
一
七
四
条
の
一
項
お
よ
び
二
項

の
場
合
以
外
に
は
使
用
利
益
返
還
が
義
務
づ
け
ら
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
で
、
使
用
に
よ
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
に
よ
る
二
重
補
償
を
回

避
し
よ
う
と
す
る
。

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

七
八

（
62
） 

磯
村
・
前
掲
注（
5
）五
八
頁
は
、「
市
場
価
格
の
変
動
に
よ
る
価
値
の
下
落
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
が
そ
の
下
落
分
を
補
填
す
る
必
要
は
な
く
、

ま
た
反
対
に
、
市
場
価
格
が
引
渡
し
を
受
け
た
時
点
よ
り
上
昇
し
て
い
た
と
し
て
も
、
差
額
利
益
を
保
持
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
価
値
の
上
昇
し
た

現
物
を
返
還
す
る
必
要
が
あ
る
。
価
格
の
変
動
の
結
果
に
よ
る
利
益
・
不
利
益
は
本
来
の
権
利
者
…
…
に
帰
属
す
る
。」
と
す
る
。

（
63
） 
契
約
締
結
時
に
一
〇
〇
万
円
の
価
値
を
有
し
た
物
が
、
そ
の
後
市
場
価
格
の
下
落
に
よ
り
返
還
時
に
は
七
〇
万
円
の
価
値
し
か
有
し
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
買
主
に
こ
の
減
価
分
三
〇
万
円
の
償
還
を
求
め
る
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。
契
約
締
結
時
の
売
主
の
状
態
回
復
を
目
指
す
の

で
あ
れ
ば
、
現
物
の
返
還
と
は
別
に
、
三
〇
万
円
の
償
還
義
務
が
あ
り
得
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
①
回
復
す
べ
き
状
態
理
解
が
誤
っ
て
お
り
、
回
復
す
べ
き
は
α
で
は
な
く
β
で
あ
る
か
ら
、
買
主
が
差
額
分
の
価
額
償
還
義
務
を
負

わ
な
い
と
の
論
理
の
ほ
か
、
②
物
の
市
場
価
格
変
動
の
リ
ス
ク
は
所
有
者
が
負
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
物
自
体
の
返
還
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
右
価

格
変
動
は
所
有
者
に
帰
す
べ
し
と
の
論
理
、
③
価
格
変
動
の
下
落
減
価
を
は
じ
め
と
し
た
減
価
の
リ
ス
ク
配
分
は
狭
義
の
原
状
回
復
の
問
題
で
な
く
、

損
害
賠
償
の
問
題
で
あ
る
と
の
論
理
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
提
か
ら
見
直
し
、
原
状
回
復
と
し
て
差
額
分
（
三
〇
万
円
）
の
減
価
償

還
を
認
め
る
べ
き
と
す
る
論
理
も
排
斥
さ
れ
て
い
な
い
。

（
64
） 

フ
ラ
ン
ス
で
も
、
本
文
⑵
で
見
た
、
第
一
民
事
部
と
第
三
民
事
部
と
の
判
断
対
立
の
前
に
は
、
両
義
務
を
認
め
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
三
六
─
五
三
七
頁
を
参
照
。

（
65
） 

荻
野
・
前
掲
注（
6
）一
〇
〇
─
一
〇
三
頁
。

（
66
） D

ietrich M
A

S
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G
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（
67
） 

石
田
文
次
郎
「
信
頼
利
益
の
賠
償
論
」『
財
産
法
に
於
け
る
動
的
理
論
』（
巖
松
堂
・
一
九
二
八
年
）
三
六
二
頁
以
下
〔
初
出
一
九
二
二
─

一
九
二
三
年
〕、
於
保
不
二
雄
『
債
権
総
論
〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
・
一
九
七
二
年
）
一
三
七
頁
。

（
68
） 

髙
橋
眞
『
損
害
概
念
論
序
説
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
五
年
）
五
九
頁
以
下
。

（
69
） 

髙
橋
・
前
掲
注（
68
）一
三
頁
、
二
五
頁
、
六
八
頁
、
一
〇
三
頁
な
ど
。
髙
橋
説
も
含
め
た
、
我
が
国
に
お
け
る
信
頼
利
益
を
め
ぐ
る
議
論
経
過

）
一
一
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
九

に
つ
い
て
は
、
難
波
譲
治
「
信
頼
利
益
、
履
行
利
益
論
の
現
況
と
課
題
」
立
教
法
学
七
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
七
頁
以
下
が
詳
し
い
。
ま
た
、
後

述
の
「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
」
制
度
を
研
究
す
る
上
田
貴
彦
「
ド
イ
ツ
給
付
障
害
法
に
お
け
る
費
用
賠
償
制
度
の
概
観

─
契
約
利
益
賠
償

論
の
再
構
築
を
見
据
え
て
」
同
志
社
法
学
五
七
巻
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
六
三
頁
も
、
両
概
念
は
債
権
者
の
二
重
補
償
を
避
け
る
た
め
の
一
種
の

法
技
術
的
手
法
で
あ
り
、
賠
償
範
囲
の
確
定
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
と
説
く
。

（
70
） 

信
頼
利
益
賠
償
の
こ
の
現
実
的
意
義
・
機
能
に
特
に
着
目
し
た
指
摘
と
し
て
、
吉
田
邦
彦
『
契
約
法
・
医
事
法
の
関
係
的
展
開
』（
有
斐
閣
・

二
〇
〇
三
年
）
八
五
頁
・
一
〇
九
頁
〔
初
出
一
九
九
二
年
〕。
ア
メ
リ
カ
の
契
約
責
任
（
損
害
賠
償
）
に
お
け
る
契
約
利
益
論
で
は
、
フ
ラ
ー
と

パ
ー
デ
ュ
の
共
著
論
文
以
降
、
契
約
違
反
に
対
す
る
救
済
と
し
て
、
当
事
者
の
如
何
な
る
利
益
を
保
護
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、「
期
待
利
益

（expectation interest

）」「
信
頼
利
益
（reliance interest

）」「
原
状
回
復
利
益
（restitution interest

）」
に
分
類
し
て
分
析
さ
れ
る
。
同
論

文
の
紹
介
や
右
三
分
類
も
含
め
た
信
頼
利
益
賠
償
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
右
吉
田
論
文
の
他
、
た
と
え
ば
、
木
下
毅
『
英
米
契
約
法
の
理
論

〔
第
２
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
五
年
）
四
〇
二
頁
以
下
、
木
下
毅
『
ア
メ
リ
カ
私
法

─
日
米
比
較
私
法
序
説
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
八

年
）
一
八
六
頁
以
下
〔
初
出
一
九
八
六
年
〕、
森
村
進
『
権
利
と
人
格

─
超
個
人
主
義
の
規
範
理
論
』（
創
文
社
・
一
九
八
九
年
）
一
五
五
頁
以
下
、

内
田
貴
『
契
約
の
再
生
』（
弘
文
堂
・
一
九
九
〇
年
）
一
二
〇
頁
以
下
（
と
り
わ
け
一
二
二
─
一
二
四
頁
）、
北
井
辰
弥
「
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け

る
信
頼
利
益
の
賠
償

─
フ
ラ
ー
＆
パ
ー
デ
ュ
ー
論
文
の
意
義
に
つ
い
て
」
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
二
一
号
（
一
九
九
二
年
）
八
七
頁
以
下
、

望
月
礼
二
郎
『
英
米
法
〔
新
版
〕』（
青
林
書
院
・
一
九
九
七
年
）
四
三
四
頁
以
下
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
ヒ
ル
マ
ン
＝
笠
井
修
編
『
現
代
ア
メ
リ
カ
契

約
法
』（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
九
頁
以
下
〔
渡
辺
達
徳
訳
〕、
平
野
晋
『
体
系
ア
メ
リ
カ
契
約
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
・
二
〇
〇
九
年
）

一
六
三
頁
お
よ
び
一
七
七
─
一
八
二
頁
、
笠
井
修
「
損
害
賠
償
額
算
定
の
理
論
と
規
範
（
1
）（
２
・
完
）」
中
央
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
二
巻
一
号

三
頁
以
下
（
う
ち
一
〇
─
一
四
頁
）、
一
二
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
一
九
頁
以
下
（
う
ち
一
三
五
─
一
三
八
頁
）、
樋
口
範
雄
『
ア
メ
リ
カ
契
約

法
〔
第
３
版
〕』（
弘
文
堂
・
二
〇
二
二
年
）
六
四
頁
以
下
（
と
り
わ
け
七
二
─
七
三
頁
）。
ま
た
、
難
波
・
前
掲
注（
69
）四
六
頁
以
下
は
、
第
二
次

契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
信
頼
利
益
賠
償
と
日
本
で
の
議
論
と
を
比
較
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ー
＝
パ
ー
デ
ュ
論
文
以
降
、
信
頼
利
益
論
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
得
べ
か
り
し
利
益
の
証
明
が
困
難
な
い
し

不
可
能
な
場
合
な
ど
で
信
頼
利
益
賠
償
を
認
め
る
判
例
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
右
の
望
月
礼
二
郎
に
よ
る
体
系
書
の
他
、
北
井
辰
弥
「
イ

）
一
一
七
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

七
九

に
つ
い
て
は
、
難
波
譲
治
「
信
頼
利
益
、
履
行
利
益
論
の
現
況
と
課
題
」
立
教
法
学
七
〇
号
（
二
〇
〇
六
年
）
二
七
頁
以
下
が
詳
し
い
。
ま
た
、
後

述
の
「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
」
制
度
を
研
究
す
る
上
田
貴
彦
「
ド
イ
ツ
給
付
障
害
法
に
お
け
る
費
用
賠
償
制
度
の
概
観

─
契
約
利
益
賠
償

論
の
再
構
築
を
見
据
え
て
」
同
志
社
法
学
五
七
巻
五
号
（
二
〇
〇
六
年
）
一
六
三
頁
も
、
両
概
念
は
債
権
者
の
二
重
補
償
を
避
け
る
た
め
の
一
種
の

法
技
術
的
手
法
で
あ
り
、
賠
償
範
囲
の
確
定
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
と
説
く
。

（
70
） 

信
頼
利
益
賠
償
の
こ
の
現
実
的
意
義
・
機
能
に
特
に
着
目
し
た
指
摘
と
し
て
、
吉
田
邦
彦
『
契
約
法
・
医
事
法
の
関
係
的
展
開
』（
有
斐
閣
・

二
〇
〇
三
年
）
八
五
頁
・
一
〇
九
頁
〔
初
出
一
九
九
二
年
〕。
ア
メ
リ
カ
の
契
約
責
任
（
損
害
賠
償
）
に
お
け
る
契
約
利
益
論
で
は
、
フ
ラ
ー
と

パ
ー
デ
ュ
の
共
著
論
文
以
降
、
契
約
違
反
に
対
す
る
救
済
と
し
て
、
当
事
者
の
如
何
な
る
利
益
を
保
護
す
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、「
期
待
利
益

（expectation interest
）」「
信
頼
利
益
（reliance interest

）」「
原
状
回
復
利
益
（restitution interest

）」
に
分
類
し
て
分
析
さ
れ
る
。
同
論

文
の
紹
介
や
右
三
分
類
も
含
め
た
信
頼
利
益
賠
償
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
右
吉
田
論
文
の
他
、
た
と
え
ば
、
木
下
毅
『
英
米
契
約
法
の
理
論

〔
第
２
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
五
年
）
四
〇
二
頁
以
下
、
木
下
毅
『
ア
メ
リ
カ
私
法

─
日
米
比
較
私
法
序
説
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
八

年
）
一
八
六
頁
以
下
〔
初
出
一
九
八
六
年
〕、
森
村
進
『
権
利
と
人
格

─
超
個
人
主
義
の
規
範
理
論
』（
創
文
社
・
一
九
八
九
年
）
一
五
五
頁
以
下
、

内
田
貴
『
契
約
の
再
生
』（
弘
文
堂
・
一
九
九
〇
年
）
一
二
〇
頁
以
下
（
と
り
わ
け
一
二
二
─
一
二
四
頁
）、
北
井
辰
弥
「
ア
メ
リ
カ
契
約
法
に
お
け

る
信
頼
利
益
の
賠
償

─
フ
ラ
ー
＆
パ
ー
デ
ュ
ー
論
文
の
意
義
に
つ
い
て
」
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
二
一
号
（
一
九
九
二
年
）
八
七
頁
以
下
、

望
月
礼
二
郎
『
英
米
法
〔
新
版
〕』（
青
林
書
院
・
一
九
九
七
年
）
四
三
四
頁
以
下
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
ヒ
ル
マ
ン
＝
笠
井
修
編
『
現
代
ア
メ
リ
カ
契

約
法
』（
弘
文
堂
・
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
九
頁
以
下
〔
渡
辺
達
徳
訳
〕、
平
野
晋
『
体
系
ア
メ
リ
カ
契
約
法
』（
中
央
大
学
出
版
部
・
二
〇
〇
九
年
）

一
六
三
頁
お
よ
び
一
七
七
─
一
八
二
頁
、
笠
井
修
「
損
害
賠
償
額
算
定
の
理
論
と
規
範
（
1
）（
２
・
完
）」
中
央
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
二
巻
一
号

三
頁
以
下
（
う
ち
一
〇
─
一
四
頁
）、
一
二
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
一
九
頁
以
下
（
う
ち
一
三
五
─
一
三
八
頁
）、
樋
口
範
雄
『
ア
メ
リ
カ
契
約

法
〔
第
３
版
〕』（
弘
文
堂
・
二
〇
二
二
年
）
六
四
頁
以
下
（
と
り
わ
け
七
二
─
七
三
頁
）。
ま
た
、
難
波
・
前
掲
注（
69
）四
六
頁
以
下
は
、
第
二
次

契
約
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
け
る
信
頼
利
益
賠
償
と
日
本
で
の
議
論
と
を
比
較
す
る
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ー
＝
パ
ー
デ
ュ
論
文
以
降
、
信
頼
利
益
論
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
得
べ
か
り
し
利
益
の
証
明
が
困
難
な
い
し

不
可
能
な
場
合
な
ど
で
信
頼
利
益
賠
償
を
認
め
る
判
例
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
右
の
望
月
礼
二
郎
に
よ
る
体
系
書
の
他
、
北
井
辰
弥
「
イ

）
一
一
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

八
〇

ギ
リ
ス
契
約
法
に
お
け
る
『
信
頼
利
益
』
の
保
護
」
比
較
法
研
究
五
五
号
（
一
九
九
三
年
）
八
〇
頁
以
下
、
北
井
辰
弥
「
イ
ギ
リ
ス
契
約
法
に
お
け

る
信
頼
利
益
の
保
護
・
再
論

─
学
説
の
検
討
を
中
心
と
し
て
」
群
馬
法
専
紀
要
九
号
（
一
九
九
五
年
）
一
頁
以
下
、
北
井
辰
弥
「
契
約
上
の
損
害

賠
償
に
お
け
る
信
頼
利
益
の
保
護

─
イ
ギ
リ
ス
法
を
中
心
と
し
て
」
法
学
新
報
一
〇
二
巻
一
一
・
一
二
号
（
一
九
九
六
年
）
一
四
一
頁
以
下
を
参

照
。

（
71
） 

債
務
法
改
正
前
の
判
例
に
お
い
て
は
、「
収
益
性
（
採
算
性
）
の
推
定
」
法
理
の
も
と
で
債
権
者
の
契
約
対
価
お
よ
び
費
用
が
最
小
限
の
損
害

と
し
て
、
履
行
利
益
賠
償
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
改
正
後
の
二
八
四
条
は
、
こ
れ
が
信
頼
利
益
賠
償
の
一
種
な
の
か
履
行
利

益
賠
償
な
の
か
に
議
論
対
立
が
あ
る
も
の
の
、
非
営
利
目
的
の
契
約
で
あ
っ
て
も
そ
こ
で
支
出
し
た
費
用
を
損
害
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
点
で
、
や
は
り
改
正
前
の
判
例
法
理
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
と
は
言
い
難
い
。
債
務
法
改
正
前
の
判
例
法
理
や
改
正
過
程
で
の
議
論

の
推
移
、
改
正
後
の
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
福
田
清
明
「
ド
イ
ツ
新
民
法
典
二
八
四
条
の
費
用
賠
償
請
求
権
」
明
治
学
院
論
叢
七
四
号

（
二
〇
〇
二
年
）
一
頁
以
下
、
福
田
清
明
「
費
用
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て

─
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
も
う
一
つ
の
可
能
性
」
山
田
卓

生
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
損
害
賠
償
法
の
軌
跡
と
展
望
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
八
年
）
五
二
七
頁
以
下
、
金
丸
義
衡
「
不
法
行
為
法
に
お
け

る
支
出
賠
償
の
構
造
（
一
）（
二
）・
完
」
法
学
論
叢
一
五
六
巻
一
号
（
二
〇
〇
四
年
）
五
九
頁
以
下
、
一
五
七
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
八
五
頁
以

下
、
金
丸
義
衡
「
契
約
法
に
お
け
る
支
出
賠
償
の
構
造
」
姫
路
法
学
四
七
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
三
頁
以
下
、
金
丸
義
衡
「
支
出
賠
償
請
求
権
の
現

状
と
課
題
」
甲
南
法
学
五
四
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
五
三
頁
以
下
、
金
丸
義
衡
「
支
出
賠
償
に
お
け
る
支
出
概
念
と
賠
償
範
囲
」
甲
南
法

学
六
〇
巻
一
─
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
二
五
頁
以
下
、
上
田
・
前
掲
注（
69
）一
二
七
頁
以
下
、
藤
田
寿
夫
「
民
法
四
一
六
条
と
無
駄
に
な
っ
た
出

費
の
賠
償
」
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
リ
ー
ス
教
授
退
官
記
念
論
文
集
『
ド
イ
ツ
法
の
継
受
と
現
代
日
本
法
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
九
年
）
二
七
九
頁
以

下
、
潮
見
佳
男
『〈
法
律
学
の
森
〉
新
債
権
総
論
Ⅰ
』（
信
山
社
・
二
〇
一
七
年
）
四
三
八
─
四
四
〇
頁
な
ど
。

（
72
） 

こ
の
点
は
、
前
掲
注（
71
）に
掲
げ
た
文
献
、
と
り
わ
け
上
田
・
前
掲
注（
69
）一
六
〇
頁
以
下
、
金
丸
・
前
掲
注（
71
）「
契
約
法
に
お
け
る
支
出

賠
償
の
構
造
」
七
〇
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
73
） 

髙
橋
・
前
掲
注（
68
）五
五
頁
。
た
だ
し
、
後
掲
注（
103
）で
紹
介
す
る
上
田
の
議
論
も
踏
ま
え
れ
ば
、
契
約
の
清
算
を
意
味
し
な
い
費
用
賠
償
も

存
在
す
る
。

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
一

（
74
） 

た
と
え
ば
、
内
田
貴
『
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
・
担
保
物
権
〔
第
４
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
二
〇
年
）
一
七
七
─
一
七
八
頁
は
、「
履
行

利
益
（
期
待
利
益
）
の
賠
償
と
は
、
契
約
が
履
行
さ
れ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
地
位
を
回
復
す
る
た
め
の
賠
償
で
あ
り
、
信
頼
利

益
の
賠
償
は
、
契
約
締
結
前
の
状
態
に
債
権
者
を
戻
す
（
従
っ
て
積
極
的
な
マ
イ
ナ
ス
を
補
う
）
賠
償
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
契
約
履
行
後
の
状

態
を
実
現
す
る
か
契
約
締
結
前
に
戻
す
か
の
違
い
と
考
え
れ
ば
、
直
感
的
に
は
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
た
だ
、
ド
イ
ツ
で

は
、
信
頼
利
益
と
し
て
『
契
約
が
履
行
さ
れ
る
と
信
じ
た
た
め
に
失
っ
た
別
の
取
引
に
よ
る
得
べ
か
り
し
利
益
』
ま
で
含
め
る
定
義
を
す
る
の
で
、

履
行
利
益
と
の
限
界
が
明
ら
か
で
な
い
と
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
履
行
利
益
よ
り
も
大
き
く
な
る
と
か
、
批
判
さ
れ
る
（
信
頼
利
益
の
方
が
小
さ
い

こ
と
が
一
般
的
な
前
提
で
あ
る
）。」
と
す
る
。
ま
た
、
宮
本
健
蔵
編
『
新
・
マ
ル
シ
ェ
債
権
総
論
〔
第
２
版
〕』（
嵯
峨
野
書
院
・
二
〇
二
三
年
）

一
三
二
頁
〔
鶴
藤
倫
道
〕
は
、
信
頼
利
益
と
し
て
「
無
駄
に
な
っ
た
調
査
費
用
や
契
約
締
結
の
た
め
の
費
用
な
ど
が
対
象
と
な
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
履
行
利
益
の
賠
償
は
、
履
行
期
に
履
行
が
な
さ
れ
た
状
態
の
実
現
が
目
指
さ
れ
、
信
頼
利
益
の
賠
償
は
、
こ
れ
を
断
念
し
、
契
約
以
前
の
状
態
の

回
復
が
目
指
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
け
ば
足
り
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
上
田
貴
彦
「
遅
滞
責
任
と
し
て
の
費
用
賠
償
の
可
否
と
そ
の
特
異
性

─
契
約
の
巻
戻
し
を
目
的
と
し
な
い
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
」
中
京
法
学
五
四
巻
三
・
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
四
八
─
四
九
頁
は
、
多
義
的
な
理

解
が
な
さ
れ
て
い
る
「
信
頼
利
益
」
概
念
の
使
用
を
避
け
た
う
え
で
、「
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
、
こ
れ
を
「
契
約
締
結

後
か
つ
費
用
支
出
前
の
状
態
に
債
権
者
の
経
済
状
態
を
財
産
的
に
巻
き
戻
す
損
害
賠
償
」
の
意
味
で
用
い
る
。

（
75
） 

ア
メ
リ
カ
で
信
頼
利
益
賠
償
を
説
い
た
フ
ラ
ー
ら
は
、
信
頼
利
益
の
保
護
は
、
契
約
締
結
前
の
状
態
へ
の
回
復
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
す
る

よ
う
で
あ
る
（
内
田
・
前
掲
注（
70
）一
二
一
頁
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
二
頁
・
七
四
頁
、
ヒ
ル
マ
ン
＝
笠
井
編
・
前
掲
注（
70
）一
三
九
─
一
四
〇

頁
〔
渡
辺
訳
〕）。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ー
＝
パ
ー
デ
ュ
論
文
を
は
じ
め
、
学
説
で
は
、
契
約
の
履
行
を
信
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
と
し
て
、
積
極
的

損
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
同
様
な
取
引
機
会
を
失
っ
た
と
い
う
消
極
的
損
害
を
も
含
め
て
理
解
す
る
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
（
内
田
・
前
掲
注

（
70
）一
二
七
頁
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
三
─
七
四
頁
・
八
一
頁
）、
果
た
し
て
こ
れ
が
時
系
列
的
な
意
味
で
の
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
な
の
か

疑
問
で
あ
る
。
フ
ラ
ー
ら
の
論
文
に
お
け
る
「
信
頼
利
益
」
概
念
の
用
法
の
混
乱
を
指
摘
す
る
の
は
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
四
─
七
五
頁
。
こ
こ

で
吉
田
は
、「
思
う
に
、『
約
束
前
の
状
態
の
回
復
』
と
は
言
っ
て
も
、
金
銭
評
価
の
基
準
時
は
救
済
時
で
あ
」
る
と
説
く
。
な
お
、
本
論
と
は
逸
れ

る
が
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）八
五
頁
は
、「
判
例
で
は
、
学
説
の
主
流
的
立
場
が
説
く
よ
う
な
『
機
会
費
用
』
的
意
味
〔
代
替
契
約
の
機
会
の
喪
失
〕

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
一

（
74
） 

た
と
え
ば
、
内
田
貴
『
民
法
Ⅲ
債
権
総
論
・
担
保
物
権
〔
第
４
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
二
〇
年
）
一
七
七
─
一
七
八
頁
は
、「
履
行

利
益
（
期
待
利
益
）
の
賠
償
と
は
、
契
約
が
履
行
さ
れ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
地
位
を
回
復
す
る
た
め
の
賠
償
で
あ
り
、
信
頼
利

益
の
賠
償
は
、
契
約
締
結
前
の
状
態
に
債
権
者
を
戻
す
（
従
っ
て
積
極
的
な
マ
イ
ナ
ス
を
補
う
）
賠
償
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
契
約
履
行
後
の
状

態
を
実
現
す
る
か
契
約
締
結
前
に
戻
す
か
の
違
い
と
考
え
れ
ば
、
直
感
的
に
は
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
た
う
え
で
、「
た
だ
、
ド
イ
ツ
で

は
、
信
頼
利
益
と
し
て
『
契
約
が
履
行
さ
れ
る
と
信
じ
た
た
め
に
失
っ
た
別
の
取
引
に
よ
る
得
べ
か
り
し
利
益
』
ま
で
含
め
る
定
義
を
す
る
の
で
、

履
行
利
益
と
の
限
界
が
明
ら
か
で
な
い
と
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
履
行
利
益
よ
り
も
大
き
く
な
る
と
か
、
批
判
さ
れ
る
（
信
頼
利
益
の
方
が
小
さ
い

こ
と
が
一
般
的
な
前
提
で
あ
る
）。」
と
す
る
。
ま
た
、
宮
本
健
蔵
編
『
新
・
マ
ル
シ
ェ
債
権
総
論
〔
第
２
版
〕』（
嵯
峨
野
書
院
・
二
〇
二
三
年
）

一
三
二
頁
〔
鶴
藤
倫
道
〕
は
、
信
頼
利
益
と
し
て
「
無
駄
に
な
っ
た
調
査
費
用
や
契
約
締
結
の
た
め
の
費
用
な
ど
が
対
象
と
な
る
」
と
し
た
う
え
で
、

「
履
行
利
益
の
賠
償
は
、
履
行
期
に
履
行
が
な
さ
れ
た
状
態
の
実
現
が
目
指
さ
れ
、
信
頼
利
益
の
賠
償
は
、
こ
れ
を
断
念
し
、
契
約
以
前
の
状
態
の

回
復
が
目
指
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
お
け
ば
足
り
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
、
上
田
貴
彦
「
遅
滞
責
任
と
し
て
の
費
用
賠
償
の
可
否
と
そ
の
特
異
性

─
契
約
の
巻
戻
し
を
目
的
と
し
な
い
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
」
中
京
法
学
五
四
巻
三
・
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
四
八
─
四
九
頁
は
、
多
義
的
な
理

解
が
な
さ
れ
て
い
る
「
信
頼
利
益
」
概
念
の
使
用
を
避
け
た
う
え
で
、「
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
」
と
い
う
呼
称
を
使
用
し
、
こ
れ
を
「
契
約
締
結

後
か
つ
費
用
支
出
前
の
状
態
に
債
権
者
の
経
済
状
態
を
財
産
的
に
巻
き
戻
す
損
害
賠
償
」
の
意
味
で
用
い
る
。

（
75
） 

ア
メ
リ
カ
で
信
頼
利
益
賠
償
を
説
い
た
フ
ラ
ー
ら
は
、
信
頼
利
益
の
保
護
は
、
契
約
締
結
前
の
状
態
へ
の
回
復
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
す
る

よ
う
で
あ
る
（
内
田
・
前
掲
注（
70
）一
二
一
頁
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
二
頁
・
七
四
頁
、
ヒ
ル
マ
ン
＝
笠
井
編
・
前
掲
注（
70
）一
三
九
─
一
四
〇

頁
〔
渡
辺
訳
〕）。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ー
＝
パ
ー
デ
ュ
論
文
を
は
じ
め
、
学
説
で
は
、
契
約
の
履
行
を
信
頼
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
と
し
て
、
積
極
的

損
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
同
様
な
取
引
機
会
を
失
っ
た
と
い
う
消
極
的
損
害
を
も
含
め
て
理
解
す
る
こ
と
を
前
提
に
す
れ
ば
（
内
田
・
前
掲
注

（
70
）一
二
七
頁
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
三
─
七
四
頁
・
八
一
頁
）、
果
た
し
て
こ
れ
が
時
系
列
的
な
意
味
で
の
契
約
締
結
前
の
状
態
回
復
な
の
か

疑
問
で
あ
る
。
フ
ラ
ー
ら
の
論
文
に
お
け
る
「
信
頼
利
益
」
概
念
の
用
法
の
混
乱
を
指
摘
す
る
の
は
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
四
─
七
五
頁
。
こ
こ

で
吉
田
は
、「
思
う
に
、『
約
束
前
の
状
態
の
回
復
』
と
は
言
っ
て
も
、
金
銭
評
価
の
基
準
時
は
救
済
時
で
あ
」
る
と
説
く
。
な
お
、
本
論
と
は
逸
れ

る
が
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）八
五
頁
は
、「
判
例
で
は
、
学
説
の
主
流
的
立
場
が
説
く
よ
う
な
『
機
会
費
用
』
的
意
味
〔
代
替
契
約
の
機
会
の
喪
失
〕

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

八
二

で
信
頼
利
益
な
い
し
信
頼
賠
償
を
用
い
る
こ
と
は
ま
ず
な
」
く
、「
約
束
を
信
頼
し
て
支
弁
し
た
費
用
（out-of-pocket expenditures

）
の
意
味

で
通
例
使
わ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
（
そ
の
例
外
と
し
て
同
八
七
頁
の
注
�
で
、
雇
用
契
約
に
お
い
て
逸
失
利
益
の
信
頼
損
害
の
賠
償
を
認
め
た
判

例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
）。

（
76
） 
石
田
文
次
郎
・
前
掲
注（
67
）三
六
二
頁
以
下
。

（
77
） 

石
田
文
次
郎
『
現
行
民
法
総
論
』（
弘
文
堂
・
一
九
三
四
年
）
四
三
八
頁
。
た
だ
し
石
田
は
、
解
除
の
場
面
で
は
、
解
除
に
よ
り
契
約
が
遡
及

的
に
消
滅
す
る
と
解
す
る
が
ゆ
え
に
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
で
は
な
く
、
解
除
に
よ
る
損
害
賠

償
と
理
解
す
る
。

（
78
） 

前
掲
注（
27
）。

（
79
） 

末
弘
厳
太
郎
『
末
弘
著
作
集
Ⅲ 

民
法
雑
記
帳
下
巻
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
五
三
年
）
三
六
─
三
七
頁
。

（
80
） 

我
妻
栄
『
債
権
各
論
上
巻
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
四
年
）
四
〇
頁
、
奥
田
昌
道
＝
佐
々
木
茂
美
『
新
版 

債
権
総
論 

上
巻
』（
判
タ
・

二
〇
二
〇
年
）
二
七
六
頁
以
下
。

（
81
） 

た
と
え
ば
、
片
山
直
也
＝
白
石
大
＝
荻
野
奈
緒
『〈
有
斐
閣
ア
ル
マ
〉
民
法
４
債
権
総
論
〔
第
２
版
〕』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
三
年
）
一
三
四
─

一
三
五
頁
〔
片
山
〕。
ま
た
、
大
村
敦
志
『
も
う
ひ
と
つ
の
基
本
民
法
Ⅱ
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
七
年
）
一
六
八
─
一
六
九
頁
〔
初
出
二
〇
〇
六
年
〕

で
は
、
信
頼
利
益
を
「
契
約
前
の
利
益
状
態
へ
の
復
帰
を
は
か
る
」
も
の
と
表
現
し
つ
つ
も
、「
当
該
契
約
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
当
事
者
は
契

約
前
の
状
態
に
と
ど
ま
っ
た
は
ず
だ
と
言
え
る
の
か
言
え
な
い
の
か
。
類
似
の
内
容
の
契
約
を
締
結
し
た
は
ず
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
契
約
を
締
結
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
損
害
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。」
と
説
く
。

（
82
） 

髙
橋
・
前
掲
注（
68
）六
五
─
六
六
頁
。

（
83
） 

森
田
宏
樹
「
消
費
者
契
約
の
解
除
に
伴
う
『
平
均
的
な
損
害
』
の
意
義
に
つ
い
て
」
潮
見
佳
男
＝
山
本
敬
三
＝
森
田
宏
樹
編
『
特
別
法
と
民
法

法
理
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
六
年
）
九
三
頁
以
下
は
、
消
費
者
契
約
法
九
条
一
号
の
「
平
均
的
な
損
害
」
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
東
京
地
判
平
成
一
四

年
三
月
二
五
日
金
判
一
一
五
二
号
三
六
頁
を
素
材
と
し
、
消
費
者
契
約
の
履
行
前
の
段
階
に
お
け
る
解
除
に
伴
う
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、「
契
約
を

締
結
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
あ
る
べ
か
り
し
状
態
を
回
復
す
る
と
い
う
内
容
の
賠
償
を
『
信
頼
利
益
』
賠
償
と
称
す
る
な
ら
ば
、『
信
頼
利
益
』
の
賠

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
三

償
に
は
、
当
初
契
約
の
締
結
お
よ
び
履
行
の
た
め
に
支
出
し
た
が
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
（
狭
義
の
原
状
回
復
賠
償
）
の
ほ
か
に
、
当
該
契
約

を
締
結
し
て
い
た
が
た
め
に
他
と
契
約
を
締
結
し
て
利
益
を
得
る
機
会
を
失
っ
た
と
い
う
『
逸
失
利
益
』
の
賠
償
と
が
含
ま
れ
る
と
い
え
よ
う
。」

と
説
く
（
同
一
三
三
頁
）。
そ
し
て
森
田
は
、
後
者
の
賠
償
請
求
に
お
い
て
は
、「
あ
る
契
約
を
締
結
す
る
と
、
当
該
契
約
と
内
容
的
に
両
立
す
る
契

約
を
他
の
者
と
は
締
結
し
え
な
い
よ
う
な
関
係
に
立
つ
場
合
」、
す
な
わ
ち
、「
契
約
の
目
的
（objet

）
に
代
替
性
が
な
く
、
当
該
目
的
に
対
す
る

関
係
で
複
数
の
契
約
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
の
み
履
行
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
択
一
的
な
関
係
に
立
つ
場
合
で
あ
る
こ
と
が
要
件
に
な
る
」
と
説
き
、

右
東
京
地
裁
判
決
と
大
阪
地
判
平
成
一
四
年
七
月
一
九
日
金
判
一
一
六
二
号
三
二
頁
と
の
結
論
の
違
い
が
事
案
の
相
違
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
す

る
（
同
一
三
三
─
一
三
四
頁
）。

（
84
） 

も
ろ
ち
ん
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
賠
償
」
制
度
は
、
当
初
、
債
務
法
改
正
委
員
会
に
よ
り
信
頼
利
益
の
賠
償
と
し
て
提
案

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
同
草
案
三
二
七
条
一
項
二
文
）、
そ
の
後
、
当
初
の
立
法
目
的
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
批
判
さ
れ
た
点
、
お

よ
び
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
と
い
う
積
極
的
損
害
で
あ
っ
て
も
そ
の
費
用
支
出
の
正
当
性
や
義
務
違
反
と
費
用
支
出
目
的
の
挫
折
と
の
因
果
関
係
な

ど
の
要
件
の
も
と
で
限
定
的
に
の
み
賠
償
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
信
頼
利
益
の
消
極
的
損
害
の
賠
償
を
認
め
る
こ
と
に
は
、
な

お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
信
頼
利
益
の
消
極
的
損
害
の
賠
償
が
ど
う
い
っ
た
要
件
の
も
と
で
ど
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
か
の
考
察
は
、
本
稿

の
考
察
範
囲
外
で
あ
る
。
な
お
、
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
の
同
部
分
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
北
居
功
「
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
（
草

案
第
三
二
七
条
）」
下
森
定
・
岡
孝
編
『
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
委
員
会
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
九
六
年
）
八
六
頁
以
下
。
ま
た
、
同
草

案
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
批
判
な
ど
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
71
）の
文
献
を
参
照
。

（
85
） 

な
お
、
奥
田
昌
道
は
、「
履
行
利
益
の
賠
償
に
お
い
て
は
、
履
行
期

0

0

0

に
履
行
が
な
さ
れ
た
状
態
の
実
現
」
が
目
指
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
信
頼
利

益
の
賠
償
に
お
い
て
は
、
権
利
者
が
行
為
時

0

0

0

（
契
約
締
結
時
）
に
契
約
の
無
効
な
い
し
不
存
在
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
現
在
あ
る
で
あ
ろ
う
状
態
の

実
現
」
が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
り
、「
基
準
と
さ
れ
る
時
点
も
異
な
る
」
と
説
く
（
傍
点
は
原
文
。
奥
田
＝
佐
々
木
・
前
掲
注（
80
）二
七
六
頁
）。

（
86
） 

こ
の
点
は
、
益
井
公
司
「
契
約
締
結
上
の
過
失
に
お
け
る
効
果
論
に
関
す
る
一
考
察

─
契
約
締
結
上
の
過
失
に
お
け
る
信
頼
利
益
と
履
行
利

益
を
中
心
と
し
て
」
日
法
五
九
巻
四
号
（
一
九
九
四
年
）
二
一
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。
ド
イ
ツ
民
法
典
上
の
信
頼
利
益
概
念
の
ほ
か
、
契
約
締
結
上

の
過
失
論
に
お
け
る
信
頼
利
益
概
念
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

）
一
一
九
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
三

償
に
は
、
当
初
契
約
の
締
結
お
よ
び
履
行
の
た
め
に
支
出
し
た
が
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
（
狭
義
の
原
状
回
復
賠
償
）
の
ほ
か
に
、
当
該
契
約

を
締
結
し
て
い
た
が
た
め
に
他
と
契
約
を
締
結
し
て
利
益
を
得
る
機
会
を
失
っ
た
と
い
う
『
逸
失
利
益
』
の
賠
償
と
が
含
ま
れ
る
と
い
え
よ
う
。」

と
説
く
（
同
一
三
三
頁
）。
そ
し
て
森
田
は
、
後
者
の
賠
償
請
求
に
お
い
て
は
、「
あ
る
契
約
を
締
結
す
る
と
、
当
該
契
約
と
内
容
的
に
両
立
す
る
契

約
を
他
の
者
と
は
締
結
し
え
な
い
よ
う
な
関
係
に
立
つ
場
合
」、
す
な
わ
ち
、「
契
約
の
目
的
（objet

）
に
代
替
性
が
な
く
、
当
該
目
的
に
対
す
る

関
係
で
複
数
の
契
約
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
の
み
履
行
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
択
一
的
な
関
係
に
立
つ
場
合
で
あ
る
こ
と
が
要
件
に
な
る
」
と
説
き
、

右
東
京
地
裁
判
決
と
大
阪
地
判
平
成
一
四
年
七
月
一
九
日
金
判
一
一
六
二
号
三
二
頁
と
の
結
論
の
違
い
が
事
案
の
相
違
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
す

る
（
同
一
三
三
─
一
三
四
頁
）。

（
84
） 

も
ろ
ち
ん
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
「
無
駄
に
な
っ
た
費
用
賠
償
」
制
度
は
、
当
初
、
債
務
法
改
正
委
員
会
に
よ
り
信
頼
利
益
の
賠
償
と
し
て
提
案

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
同
草
案
三
二
七
条
一
項
二
文
）、
そ
の
後
、
当
初
の
立
法
目
的
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
批
判
さ
れ
た
点
、
お

よ
び
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
と
い
う
積
極
的
損
害
で
あ
っ
て
も
そ
の
費
用
支
出
の
正
当
性
や
義
務
違
反
と
費
用
支
出
目
的
の
挫
折
と
の
因
果
関
係
な

ど
の
要
件
の
も
と
で
限
定
的
に
の
み
賠
償
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
信
頼
利
益
の
消
極
的
損
害
の
賠
償
を
認
め
る
こ
と
に
は
、
な

お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
信
頼
利
益
の
消
極
的
損
害
の
賠
償
が
ど
う
い
っ
た
要
件
の
も
と
で
ど
の
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
か
の
考
察
は
、
本
稿

の
考
察
範
囲
外
で
あ
る
。
な
お
、
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
の
同
部
分
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
北
居
功
「
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
（
草

案
第
三
二
七
条
）」
下
森
定
・
岡
孝
編
『
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
委
員
会
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
九
六
年
）
八
六
頁
以
下
。
ま
た
、
同
草

案
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
批
判
な
ど
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
71
）の
文
献
を
参
照
。

（
85
） 

な
お
、
奥
田
昌
道
は
、「
履
行
利
益
の
賠
償
に
お
い
て
は
、
履
行
期

0

0

0

に
履
行
が
な
さ
れ
た
状
態
の
実
現
」
が
目
指
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
信
頼
利

益
の
賠
償
に
お
い
て
は
、
権
利
者
が
行
為
時

0

0

0

（
契
約
締
結
時
）
に
契
約
の
無
効
な
い
し
不
存
在
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
現
在
あ
る
で
あ
ろ
う
状
態
の

実
現
」
が
目
指
さ
れ
る
の
で
あ
り
、「
基
準
と
さ
れ
る
時
点
も
異
な
る
」
と
説
く
（
傍
点
は
原
文
。
奥
田
＝
佐
々
木
・
前
掲
注（
80
）二
七
六
頁
）。

（
86
） 

こ
の
点
は
、
益
井
公
司
「
契
約
締
結
上
の
過
失
に
お
け
る
効
果
論
に
関
す
る
一
考
察

─
契
約
締
結
上
の
過
失
に
お
け
る
信
頼
利
益
と
履
行
利

益
を
中
心
と
し
て
」
日
法
五
九
巻
四
号
（
一
九
九
四
年
）
二
一
五
頁
以
下
に
詳
し
い
。
ド
イ
ツ
民
法
典
上
の
信
頼
利
益
概
念
の
ほ
か
、
契
約
締
結
上

の
過
失
論
に
お
け
る
信
頼
利
益
概
念
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

）
一
一
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

八
四

（
87
） 

髙
橋
・
前
掲
注（
68
）五
六
頁
。

（
88
） 

こ
れ
を
支
持
す
る
の
は
、
難
波
・
前
掲
注（
69
）五
一
頁
。
こ
う
し
た
信
頼
利
益
理
解
は
、
法
哲
学
者
の
森
村
進
に
よ
っ
て
も
前
提
と
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
森
村
・
前
掲
注（
70
）一
五
七
頁
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
三
分
類
に
つ
い
て
、「
契
約
通
り
の
履
行
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
今

あ
る
で
あ
ろ
う
状
態
に
債
権
者
を
置
く
『
期
待
利
益expectation interest

』（
日
本
の
民
法
学
で
い
う
『
履
行
利
益
』
に
相
当
）
か
、
あ
る
い
は

そ
の
契
約
を
結
ば
な
か
っ
た
な
ら
ば
今
あ
る
で
あ
ろ
う
状
態
に
債
権
者
を
回
復
さ
せ
る
『
信
頼
利
益reliance interest

』
か
、
あ
る
い
は
ま
た
債

務
者
か
ら
債
務
不
履
行
に
よ
る
利
益
を
取
り
上
げ
て
債
権
者
に
与
え
さ
せ
る
『
原
状
回
復
利
益restitution interest

』（
債
権
者
で
は
な
く
債
務

者
の
『
原
状
』
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）
か
が
、
フ
ラ
ー
と
パ
ー
デ
ュ
ー
の
古
典
的
論
文
以
来
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
整
理
す
る
。
ま
た
、
池
田
清

治
『
契
約
交
渉
の
破
棄
と
そ
の
責
任

─
現
代
に
お
け
る
信
頼
保
護
の
一
態
様
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
七
年
）
三
七
三
頁
〔
初
出
一
九
九
二
年
〕
も
、

「
信
頼
な
か
り
せ
ば
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
」
の
回
復
を
信
頼
利
益
賠
償
と
見
る
。

（
89
） 

以
上
に
つ
き
、
髙
橋
・
前
掲
注（
68
）五
六
頁
。

（
90
） 

た
だ
し
、
髙
橋
・
前
掲
注（
68
）一
一
三
頁
以
下
で
は
、
図
式
を
前
提
に
、
積
極
的
契
約
利
益
と
消
極
的
契
約
利
益
の
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
、（
損
害
を
被
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
）
Ｂ
時
点
か
ら
（
取
引
以
前
の
状
態
で
あ
る
）
Ａ
時
点
へ
の
回
復
を
も
っ
て
消
極
的
契
約
利
益
と
の
説

明
が
な
さ
れ
て
い
る
（
同
一
一
四
─
一
一
五
頁
）。
ま
た
、
同
一
一
九
頁
も
参
照
。

（
91
） 

星
野
英
一
『
民
法
論
集 

第
三
巻
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
二
年
）
二
二
六
頁
〔
初
出
一
九
六
二
年
〕。
ま
た
、
益
井
・
前
掲
注（
86
）二
三
九
頁
も

参
照
。

（
92
） 

池
田
清
治
・
前
掲
注（
27
）三
一
頁
。

（
93
） 

こ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
は
、
髙
橋
・
前
掲
注（
68
）二
〇
頁
。

（
94
） 

も
っ
と
も
、
我
妻
・
前
掲
注（
80
）四
〇
頁
は
、
原
始
的
に
不
能
な
契
約
の
締
結
（
契
約
締
結
上
の
過
失
）
に
お
け
る
損
害
賠
償
の
範
囲
は
信
頼

利
益
に
限
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
信
頼
利
益
に
つ
い
て
、「
目
的
物
を
検
分
に
行
つ
た
費
用
、
代
金
支
払
の
た
め
に
融
資
を
受
け
た
利
息
、

第
三
者
か
ら
の
有
利
な
申
込
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
な
ど
を
含
む
が
、
履
行
利
益
（E

rfüllungsinteresse

）・
積
極
的
契
約
利
益
（das 

positive V
ertragsinteresse

）

─
目
的
物
の
利
用
や
転
売
に
よ
る
利
益
な
ど

─
を
含
ま
な
い
。」
と
し
、
消
極
的
損
害
を
認
め
つ
つ
も
、「
目

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
五

的
物
の
利
用
」
を
除
外
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
場
合
の
買
主
0

0

の
当
該
目
的
物
の
利
用
に
よ
る
利
益
が
想
定
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
目
的
物
の
利
用
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
95
） 

こ
の
点
で
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
四
─
七
五
頁
を
参
照
。

（
96
） 

周
知
の
と
お
り
、
間
接
効
果
説
の
台
頭
、
あ
る
い
は
直
接
効
果
説
の
も
と
で
も
同
損
害
賠
償
を
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
で
あ
る
と
解
す

よ
う
に
な
り
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
を
本
文
の
よ
う
に
解
す
る
見
解
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

（
97
） 

石
田
文
次
郎
・
前
掲
注（
67
）四
三
六
頁
は
、「
又
信
頼
利
益
の
賠
償
に
は
履
行
利
益
の
賠
償
と
同
じ
、
当
然
失
い
た
る
利
益
即
ち
他
の
有
利
な

機
会
を
失
い
た
る
が
為
め
に
被
っ
た
損
害
を
含
む
。」
と
す
る
。
ま
た
、
谷
口
知
平
「
双
務
契
約
に
於
け
る
解
除
と
損
害
賠
償

─
ス
イ
ス
債
務
法

を
中
心
と
し
て
」『
民
法
論
第
二
巻 

債
権
総
論
・
債
権
各
論
の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
九
年
）
五
一
頁
〔
初
出
一
九
二
九
年
〕
は
、「
契
約
解
除

を
選
ぶ
な
ら
ば
や
は
り
、
消
極
的
利
益
、
即
ち
契
約
の
費
用
と
か
他
よ
り
贈
与
を
受
く
る
機
会
を
逸
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
等
の
賠
償
を
請
求
出
来

る
に
過
ぎ
ぬ
と
解
す
る
方
が
よ
い
様
に
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
私
は
、
解
除
を
為
す
場
合
に
請
求
出
来
る
損
害
賠
償
は
ス
イ
ス
債
務
法
と
同
じ
く
、

い
わ
ゆ
る
信
頼
利
益
消
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
だ
と
解
し
た
い
の
で
あ
る
。」
と
す
る
。
ま
た
、
松
坂
佐
一
「
解
除
と
損
害
賠
償
」『
債
権
者
取
消
権

の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
六
二
年
）
二
七
七
頁
〔
初
出
一
九
五
二
年
〕
は
、
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
給
付
義
務
は
消
滅
し
て
も
保
護
義
務
は
消
滅

し
な
い
と
説
き
、「
こ
の
損
害
賠
償
は
、
保
護
義
務
の
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
除
去
、
即
ち
信
頼
関
係
と
し
て
の
債
務
関
係
な
か
り
せ
ば
受

く
べ
か
り
し
利
益
の
回
復
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
信
頼
利
益
の
賠
償
で
あ
る
」
と
す
る
（
同
『
民
法
提
要 

債
権
各
論
〔
第
五
版
〕』（
有

斐
閣
・
一
九
九
三
年
）
七
一
頁
も
同
旨
）。

（
98
） 

松
坂
・
前
掲
注（
97
）「
解
除
と
損
害
賠
償
」
二
七
八
頁
。

（
99
） 

な
お
、
勝
本
正
晃
『
債
権
法
概
論
（
総
論
）』（
有
斐
閣
・
一
九
四
九
年
）
八
四
─
八
五
頁
で
も
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
、
信

頼
利
益
の
賠
償
で
も
履
行
利
益
の
賠
償
で
も
な
く
、
原
状
回
復
の
た
め
の
損
害
賠
償
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
三
項
を
も
っ
て

第
一
項
に
い
う
所
の
原
状
回
復
義
務
の
方
法
又
は
そ
の
補
充
と
し
て
損
害
賠
償
の
手
段
に
よ
る
も
可
な
る
こ
と
を
定
め
た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
」、

「
原
状
回
復
の
不
可
能
な
る
場
合
、
又
は
可
能
な
場
合
に
お
い
て
も
債
権
者
に
便
宜
な
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
を
得
せ
し
め
た
の
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、
債
務
法
改
正
後
の
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
四
項
（「
債
権
者
は
、
本
条
一
項
の
義
務
の
不
履
行
を
理
由

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
五

的
物
の
利
用
」
を
除
外
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
本
旨
履
行
が
あ
っ
た
場
合
の
買
主
0

0

の
当
該
目
的
物
の
利
用
に
よ
る
利
益
が
想
定
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
目
的
物
の
利
用
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
95
） 
こ
の
点
で
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
四
─
七
五
頁
を
参
照
。

（
96
） 
周
知
の
と
お
り
、
間
接
効
果
説
の
台
頭
、
あ
る
い
は
直
接
効
果
説
の
も
と
で
も
同
損
害
賠
償
を
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
で
あ
る
と
解
す

よ
う
に
な
り
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
を
本
文
の
よ
う
に
解
す
る
見
解
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

（
97
） 

石
田
文
次
郎
・
前
掲
注（
67
）四
三
六
頁
は
、「
又
信
頼
利
益
の
賠
償
に
は
履
行
利
益
の
賠
償
と
同
じ
、
当
然
失
い
た
る
利
益
即
ち
他
の
有
利
な

機
会
を
失
い
た
る
が
為
め
に
被
っ
た
損
害
を
含
む
。」
と
す
る
。
ま
た
、
谷
口
知
平
「
双
務
契
約
に
於
け
る
解
除
と
損
害
賠
償

─
ス
イ
ス
債
務
法

を
中
心
と
し
て
」『
民
法
論
第
二
巻 

債
権
総
論
・
債
権
各
論
の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
九
年
）
五
一
頁
〔
初
出
一
九
二
九
年
〕
は
、「
契
約
解
除

を
選
ぶ
な
ら
ば
や
は
り
、
消
極
的
利
益
、
即
ち
契
約
の
費
用
と
か
他
よ
り
贈
与
を
受
く
る
機
会
を
逸
し
た
こ
と
に
よ
る
損
害
等
の
賠
償
を
請
求
出
来

る
に
過
ぎ
ぬ
と
解
す
る
方
が
よ
い
様
に
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
私
は
、
解
除
を
為
す
場
合
に
請
求
出
来
る
損
害
賠
償
は
ス
イ
ス
債
務
法
と
同
じ
く
、

い
わ
ゆ
る
信
頼
利
益
消
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
だ
と
解
し
た
い
の
で
あ
る
。」
と
す
る
。
ま
た
、
松
坂
佐
一
「
解
除
と
損
害
賠
償
」『
債
権
者
取
消
権

の
研
究
』（
有
斐
閣
・
一
九
六
二
年
）
二
七
七
頁
〔
初
出
一
九
五
二
年
〕
は
、
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
給
付
義
務
は
消
滅
し
て
も
保
護
義
務
は
消
滅

し
な
い
と
説
き
、「
こ
の
損
害
賠
償
は
、
保
護
義
務
の
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
除
去
、
即
ち
信
頼
関
係
と
し
て
の
債
務
関
係
な
か
り
せ
ば
受

く
べ
か
り
し
利
益
の
回
復
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
信
頼
利
益
の
賠
償
で
あ
る
」
と
す
る
（
同
『
民
法
提
要 

債
権
各
論
〔
第
五
版
〕』（
有

斐
閣
・
一
九
九
三
年
）
七
一
頁
も
同
旨
）。

（
98
） 

松
坂
・
前
掲
注（
97
）「
解
除
と
損
害
賠
償
」
二
七
八
頁
。

（
99
） 

な
お
、
勝
本
正
晃
『
債
権
法
概
論
（
総
論
）』（
有
斐
閣
・
一
九
四
九
年
）
八
四
─
八
五
頁
で
も
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
、
信

頼
利
益
の
賠
償
で
も
履
行
利
益
の
賠
償
で
も
な
く
、
原
状
回
復
の
た
め
の
損
害
賠
償
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
三
項
を
も
っ
て

第
一
項
に
い
う
所
の
原
状
回
復
義
務
の
方
法
又
は
そ
の
補
充
と
し
て
損
害
賠
償
の
手
段
に
よ
る
も
可
な
る
こ
と
を
定
め
た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
」、

「
原
状
回
復
の
不
可
能
な
る
場
合
、
又
は
可
能
な
場
合
に
お
い
て
も
債
権
者
に
便
宜
な
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
を
得
せ
し
め
た
の
で
あ
る
」。
こ
れ
は
、
債
務
法
改
正
後
の
ド
イ
ツ
民
法
三
四
六
条
四
項
（「
債
権
者
は
、
本
条
一
項
の
義
務
の
不
履
行
を
理
由

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

八
六

と
し
て
、
二
八
〇
条
か
ら
二
八
三
条
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」）
の
損
害
賠
償
の
役
割
に
近
い
。

（
100
） 

西
村
信
雄
「
判
批
」
民
商
三
〇
巻
二
号
（
一
九
五
四
年
）
五
三
─
五
四
頁
。
西
村
は
同
頁
で
、「
第
五
四
五
条
第
三
項
の
損
害
賠
償
義
務
は
、

債
務
不
履
行
に
因
る
損
害
賠
償
義
務
が
解
除
後
に
残
存
す
る
も
の
と
見
る
の
は
正
当
で
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
義
務
は
解
除
に
因
つ
て

新
た
に
発
生
し
た
義
務
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
独
立
の
賠
償
義
務
で
は
な
く
、
第
一
項
所
定
の
原
状
回
復
義
務
の
特
殊
的
態
様
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
」
と
説
く
。

（
101
） 

川
添
清
吉
「
契
約
解
除
と
損
害
賠
償
」
青
山
学
院
大
学
法
学
会
『
青
山
学
院
大
学
創
立
九
十
周
年
記
念
法
学
論
文
集
』（
青
山
学
院
大
学
法
学

会
・
一
九
六
四
年
）
五
─
六
頁
お
よ
び
一
一
─
一
二
頁
。

（
102
） 

川
添
・
前
掲
注（
101
）五
頁
。
そ
の
他
、「
売
主
が
当
初
目
的
物
を
引
渡
す
に
つ
い
て
支
出
し
た
運
送
賃
、
運
送
保
険
料
そ
の
他
の
費
用
」
や
不

動
産
売
買
に
お
い
て
特
約
に
よ
り
売
主
が
支
出
し
た
登
記
料
が
、
狭
義
の
原
状
回
復
で
は
回
復
で
き
な
い
た
め
に
損
害
賠
償
が
介
入
す
る
意
味
の
あ

る
ケ
ー
ス
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
同
五
頁
）。

（
103
） 

本
稿
が
直
接
的
に
扱
う
の
は
、「
解
除
と
共
に
す
る
損
害
賠
償
」
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
上
田
・
前
掲
注（
74
）四
七
頁
以
下
は
、
履
行
遅
滞
や

不
完
全
履
行
の
局
面
に
お
い
て
そ
の
後
の
履
行
・
追
完
に
よ
っ
て
も
な
お
治
癒
さ
れ
な
い
、
無
駄
に
な
っ
た
費
用
に
つ
き
、
履
行
・
追
完
の
請
求
と

併
存
す
る
、
す
な
わ
ち
契
約
の
清
算
を
意
味
し
な
い
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
と
し
て
の
費
用
賠
償
を
認
め
る
必
要
性
を
指
摘
す
る
。
こ
の
議
論
も
意

識
す
る
な
ら
ば
、
本
文
で
述
べ
る
議
論
は
、
五
四
五
条
四
項
の
損
害
賠
償
に
限
ら
ず
、
契
約
の
有
効
性
を
維
持
し
た
ま
ま
で
行
わ
れ
る
損
害
賠
償
に

お
い
て
も
妥
当
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
か
（
同
八
一
頁
も
参
照
）。

な
お
、
潮
見
は
、
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
は
、
履
行
利
益
賠
償
に
限
ら
れ
ず
、
契
約
を
清
算
す
る
方
向
で
の
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
も
認

め
ら
れ
る
と
理
解
し
た
う
え
で
、
契
約
を
維
持
し
た
ま
ま
で
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
契
約
が
な
か
っ
た
状
態
の
実
現
を
認
め
る
こ
と
が
解
除
制
度
と
の

評
価
矛
盾
と
な
ら
な
い
か
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
説
く
（
潮
見
佳
男
『
契
約
法
理
の
現
代
化
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
四
年
）
九
頁
以
下
〔
初
出

一
九
九
五
年
〕、
潮
見
・
前
掲
注（
71
）四
四
四
─
四
四
五
頁
）。
こ
の
点
の
議
論
を
進
め
る
の
が
、
上
田
・
前
掲
注（
74
）五
一
頁
以
下
で
あ
る
。

（
104
） 

費
用
賠
償
を
取
り
扱
う
先
行
研
究
の
中
で
、
こ
の
点
に
関
心
を
寄
せ
考
察
を
す
る
の
は
、
上
田
・
前
掲
注（
69
）一
二
七
頁
以
下
、
福
田
・
前
掲

注（
71
）「
費
用
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
」
五
二
七
頁
以
下
（
と
り
わ
け
五
四
一
─
五
四
二
頁
）。

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
七

（
105
） 

こ
の
点
は
、
上
田
・
前
掲
注（
69
）一
六
〇
頁
以
下
（
と
り
わ
け
一
七
一
頁
お
よ
び
一
七
五
頁
）
を
参
照
。
上
田
貴
彦
「
費
用
賠
償
の
二
元
的
構

造
と
遅
滞
責
任
」
私
法
八
三
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
三
八
頁
で
は
、
こ
う
し
た
解
釈
へ
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
106
） 

取
引
的
不
法
行
為
に
お
け
る
損
害
賠
償
は
、
通
常
、
こ
こ
で
い
う
信
頼
利
益
賠
償
に
相
当
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
髙
橋
・

前
掲
注（
68
）二
〇
頁
、
池
田
清
治
・
前
掲
注（
88
）二
八
六
─
二
八
七
頁
の
注
�
。
池
田
清
治
・
前
掲
注（
27
）二
五
─
二
六
頁
は
、
錯
誤
者
が
不
法
行

為
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
の
損
害
は
、
相
手
方
が
契
約
の
成
立
を
信
じ
て
費
用
を
投
下
し
た
り
、
他
の
取
引
機
会
を
失
っ
た
こ
と
に
あ

る
と
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
結
局
、
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
賠
償
さ
れ
る
損
害
の
範
囲
は
、
事
実
上
、
信
頼
利
益
と
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。情

報
提
供
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
の
損
害
賠
償
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
横
山
美
夏
「
契
約
締
結
過
程
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
」

安
永
正
昭
＝
鎌
田
薫
＝
能
見
善
久
監
修
『
債
権
法
改
正
と
民
法
学
Ⅱ
債
権
総
論
・
契
約
⑴
』（
商
事
法
務
・
二
〇
一
八
年
）
三
七
七
頁
以
下
（
と
り

わ
け
四
〇
二
頁
以
下
）、
長
野
史
寛
「
保
険
契
約
締
結
の
際
の
説
明
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任

─
自
己
決
定
権
侵
害
に
つ
い
て
の
責
任
内

容
の
各
論
的
考
察
」
法
学
論
叢
一
九
二
巻
一
〜
六
号
（
二
〇
二
三
年
）
四
一
七
頁
以
下
。
小
笠
原
奈
菜
は
、
情
報
提
供
義
務
違
反
に
よ
っ
て
「
高
値

取
得
」
が
生
じ
た
場
合
に
こ
れ
を
損
害
と
し
て
減
額
を
認
め
る
方
向
を
検
討
す
る
。
た
と
え
ば
、
同
「
情
報
提
供
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
の
範

囲

─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
損
害
と
し
て
の
『
高
値
取
得
』
と
減
額
規
定
の
類
推
適
用
」
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
四
五
巻
一
号
（
二
〇
一
四

年
）
二
一
頁
以
下
、
同
「
情
報
提
供
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
の
減
額

─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『culpa in contrahendo

に
よ
る
減
額
』
の
導
入

可
能
性
」
山
形
大
学
法
政
論
叢
七
五
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
頁
以
下
な
ど
。

な
お
、
前
掲
注（
57
）で
前
述
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
民
法
改
正
前
の
二
〇
〇
四
年
判
決
に
お
い
て
、
使
用
利
益
に
つ
い
て
原
状
回
復
と
し

て
の
返
還
義
務
を
否
定
し
つ
つ
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
本
稿
本
文
で
の
議
論
や
、
買
主
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
使
用
利
益
の
償
還
を
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
課
す
こ
と
は
で
き
ず
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
現
在
の
状
態

回
復
は
消
極
的
契
約
利
益
の
損
害
賠
償
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
本
稿
の
立
場
は
、
こ
の
点
で
二
〇
〇
四
年
判
決
の
議
論
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る

（
た
だ
し
、
本
稿
は
、
債
務
者
の
原
状
回
復
と
い
う
視
点
か
ら
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
の
返
還
を
認
め
る
た
め
、
こ
の
点
で
は
同
判
決
と
は

大
き
く
異
な
る
）。

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
七

（
105
） 

こ
の
点
は
、
上
田
・
前
掲
注（
69
）一
六
〇
頁
以
下
（
と
り
わ
け
一
七
一
頁
お
よ
び
一
七
五
頁
）
を
参
照
。
上
田
貴
彦
「
費
用
賠
償
の
二
元
的
構

造
と
遅
滞
責
任
」
私
法
八
三
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
三
八
頁
で
は
、
こ
う
し
た
解
釈
へ
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
106
） 
取
引
的
不
法
行
為
に
お
け
る
損
害
賠
償
は
、
通
常
、
こ
こ
で
い
う
信
頼
利
益
賠
償
に
相
当
す
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
髙
橋
・

前
掲
注（
68
）二
〇
頁
、
池
田
清
治
・
前
掲
注（
88
）二
八
六
─
二
八
七
頁
の
注
�
。
池
田
清
治
・
前
掲
注（
27
）二
五
─
二
六
頁
は
、
錯
誤
者
が
不
法
行

為
に
よ
る
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
の
損
害
は
、
相
手
方
が
契
約
の
成
立
を
信
じ
て
費
用
を
投
下
し
た
り
、
他
の
取
引
機
会
を
失
っ
た
こ
と
に
あ

る
と
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
結
局
、
不
法
行
為
に
基
づ
い
て
賠
償
さ
れ
る
損
害
の
範
囲
は
、
事
実
上
、
信
頼
利
益
と
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。情

報
提
供
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
の
損
害
賠
償
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
横
山
美
夏
「
契
約
締
結
過
程
に
お
け
る
情
報
提
供
義
務
」

安
永
正
昭
＝
鎌
田
薫
＝
能
見
善
久
監
修
『
債
権
法
改
正
と
民
法
学
Ⅱ
債
権
総
論
・
契
約
⑴
』（
商
事
法
務
・
二
〇
一
八
年
）
三
七
七
頁
以
下
（
と
り

わ
け
四
〇
二
頁
以
下
）、
長
野
史
寛
「
保
険
契
約
締
結
の
際
の
説
明
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任

─
自
己
決
定
権
侵
害
に
つ
い
て
の
責
任
内

容
の
各
論
的
考
察
」
法
学
論
叢
一
九
二
巻
一
〜
六
号
（
二
〇
二
三
年
）
四
一
七
頁
以
下
。
小
笠
原
奈
菜
は
、
情
報
提
供
義
務
違
反
に
よ
っ
て
「
高
値

取
得
」
が
生
じ
た
場
合
に
こ
れ
を
損
害
と
し
て
減
額
を
認
め
る
方
向
を
検
討
す
る
。
た
と
え
ば
、
同
「
情
報
提
供
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
の
範

囲

─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
損
害
と
し
て
の
『
高
値
取
得
』
と
減
額
規
定
の
類
推
適
用
」
山
形
大
学
紀
要
（
社
会
科
学
）
四
五
巻
一
号
（
二
〇
一
四

年
）
二
一
頁
以
下
、
同
「
情
報
提
供
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
の
減
額

─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『culpa in contrahendo

に
よ
る
減
額
』
の
導
入

可
能
性
」
山
形
大
学
法
政
論
叢
七
五
号
（
二
〇
二
二
年
）
一
頁
以
下
な
ど
。

な
お
、
前
掲
注（
57
）で
前
述
の
と
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
民
法
改
正
前
の
二
〇
〇
四
年
判
決
に
お
い
て
、
使
用
利
益
に
つ
い
て
原
状
回
復
と
し

て
の
返
還
義
務
を
否
定
し
つ
つ
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
本
稿
本
文
で
の
議
論
や
、
買
主
が
得

ら
れ
な
か
っ
た
使
用
利
益
の
償
還
を
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
し
て
課
す
こ
と
は
で
き
ず
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
売
主
の
現
在
の
状
態

回
復
は
消
極
的
契
約
利
益
の
損
害
賠
償
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
本
稿
の
立
場
は
、
こ
の
点
で
二
〇
〇
四
年
判
決
の
議
論
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る

（
た
だ
し
、
本
稿
は
、
債
務
者
の
原
状
回
復
と
い
う
視
点
か
ら
買
主
が
実
際
に
得
た
使
用
利
益
の
返
還
を
認
め
る
た
め
、
こ
の
点
で
は
同
判
決
と
は

大
き
く
異
な
る
）。

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

八
八

（
107
） 

本
文
で
述
べ
る
理
解
（
構
成
）
と
は
異
な
り
、
た
と
え
ば
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
債
権
者
の
費
用
の
支
出
自
体
を
損
害
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

「
支
出
目
的
の
挫
折
」
を
も
っ
て
損
害
と
捉
え
る
こ
と
で
、
債
務
不
履
行
と
損
害
と
の
因
果
関
係
を
説
明
す
る
（
上
田
・
前
掲
注（
69
）一
七
一
頁
）。

カ
ナ
ー
リ
ス
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
損
害
は
非
財
産
的
損
害
と
な
り
、「
そ
の
金
銭
評
価
規
範
と
し
て
支
出
さ
れ
た
金
額
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
」

（
金
丸
義
衡
「
契
約
清
算
局
面
に
お
け
る
支
出
賠
償
の
意
義
と
機
能
」
私
法
七
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
八
一
頁
）。
磯
村
保
編
『
新
注
釈
民
法
⑻
債

権
⑴
』（
有
斐
閣
・
二
〇
二
二
年
）
六
五
〇
─
六
五
一
頁
〔
荻
野
奈
緒
〕
も
参
照
。

（
108
） 

こ
こ
で
は
、
契
約
の
有
効
性
へ
の
信
頼
で
は
な
く
、
履
行
へ
の
信
頼
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
点
で
、
北
居
功
・
前
掲
注（
84
）八
七
頁
、
上
田
・

前
掲
注（
69
）一
四
四
頁
。

（
109
） 

契
約
違
反
に
対
す
る
救
済
（
特
に
履
行
利
益
と
信
頼
利
益
）
を
、
契
約
の
拘
束
力
の
根
拠
と
の
関
係
で
考
察
す
る
の
は
、
森
村
・
前
掲
注（
70
）

一
四
七
頁
以
下
。
そ
こ
で
は
、「『
意
志
説
＝
履
行
利
益
／
信
頼
説
＝
信
頼
利
益
』
と
い
う
結
び
つ
き
は
、
必
然
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
せ
よ
十
分

な
理
由
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
（
同
一
六
五
頁
）。
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
木
下
・
前
掲
注（
70
）四
一
七
─
四
一
八
頁
お
よ
び
四
三
六
頁
で
も
、
同

様
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
同
四
一
八
頁
は
、「
こ
れ
ら
の
法
理
に
基
礎
を
置
く
約
束
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
損
害
賠
償
、
す

な
わ
ち
、
約
因
の
法
理
は
『
期
待
利
益
』
と
、
約
束
的
禁
反
言
の
法
理
は
『
信
頼
利
益
』
と
、
過
去
の
約
因
な
い
し
道
徳
的
約
因
の
法
理
は
『
原
状

回
復
利
益
』
と
そ
れ
ぞ
れ
連
接
し
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
注
目
に
値
し
よ
う
。」
と
す
る
。

（
110
） 

福
田
・
前
掲
注（
71
）「
費
用
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
」
五
四
一
─
五
四
二
頁
は
、「
債
務
を
履
行
す
る
義
務
は
、
債
務
者
が
債
権
者
の
も
と
に
醸

成
し
た
信
頼
を
保
護
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
把
握
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
も
と
で
、
履
行
義
務
の
違
反
で
あ
る
債
務
不
履
行
は
、
信

頼
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
無
駄
に
な
っ
た
費
用
の
賠
償
を
導
く
の
で
あ
る
。」
と
説
く
。
こ
れ
を
有
用
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
課
題
を

指
摘
す
る
の
が
、
上
田
・
前
掲
注（
74
）六
一
頁
の
注
�
。
ま
た
、
上
田
・
前
掲
注（
105
）二
三
八
頁
は
、「
給
付
義
務
に
保
護
義
務
と
同
様
の
目
的
を

持
た
せ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
か
の
検
証
は
必
要
で
あ
る
。」
と
説
く
。

（
111
） 

松
坂
・
前
掲
注（
97
）「
解
除
と
損
害
賠
償
」
二
七
七
頁
。
な
お
、
平
野
裕
之
「
契
約
解
除
と
損
害
賠
償
義
務
（
三
・
完
）

─
売
買
契
約
を
め

ぐ
る
各
論
的
考
察
を
か
ね
て
」
法
律
論
叢
七
〇
巻
一
号
（
一
九
九
七
年
）
一
五
四
頁
は
、「
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
責
任
は
四
一
五
条
の
本
来

の
契
約
上
の
債
務
の
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
自
体
と
は
異
な
り
、
契
約
の
解
除
を
導
い
た
こ
と
に
つ
き
、
換
言
す
れ
ば
契
約
の
履
行
を
遅
滞

）
一
一
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
九

し
、
契
約
の
破
壊
を
導
い
た
行
為
全
体
に
つ
い
て
の
責
任
と
見
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
い
て
い
た
。

（
112
） 

髙
橋
・
前
掲
注（
68
）九
八
─
九
九
頁
、
一
〇
一
─
一
〇
三
頁
、
福
田
・
前
掲
注（
71
）「
費
用
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
」
五
四
〇
─
五
四
一
頁
、

潮
見
・
前
掲
注（
71
）四
四
五
頁
。

（
113
） 

末
弘
・
前
掲
注（
79
）二
四
以
下
。
た
だ
し
、
末
弘
は
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
解
し
つ
つ
も
、

契
約
を
解
除
し
た
場
合
の
「
損
害
賠
償
が
積
極
的
契
約
利
益
な
り
や
ま
た
は
消
極
的
契
約
利
益
な
り
や
は
一
つ
の
問
題
で
あ
る
」
と
し
、
結
局
、
履

行
利
益
賠
償
を
求
め
る
な
ら
ば
契
約
を
解
除
せ
ず
に
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
れ
ば
良
い
と
述
べ
、
解
除
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
に
「
特
別

の
意
味
を
も
た
し
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
場
合
請
求
し
う
べ
き
損
害
賠
償
を
消
極
的
契
約
利
益
な
り
と
解
す
れ
ば
い
い
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
（
以
上
は
同
二
八
頁
）、
最
終
的
に
は
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
と
し
て
は
消
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
を
考
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
債
権
者
が
履
行
利
益
賠
償
か
信
頼
利
益
賠
償
か
を
選
択
で
き
る
と
解
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
114
） H

orst H
einrich JA

K
O

B
S

 und W
erner S

C
H

U
B

E
R

T
, a. a. O
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（F
n.17

）, S
.273.

こ
の
点
の
指
摘
は
既
に
、
北
村
実
「
解
除
と
損
害
賠

償
と
の
関
係
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
のE

ntw
eder-O

der

主
義

─
解
除
効
果
論
研
究
ノ
ー
ト
の
一
齣
」
天
理
大
学
学
報
二
八
巻
二
号
（
一
九
七
六
年
）

七
八
頁
、
北
村
・
前
掲
注（
18
）八
〇
頁
、
髙
橋
・
前
掲
注（
68
）三
八
頁
の
注
�
、
鶴
藤
倫
道
「
契
約
の
解
除
と
損
害
賠
償
（
一
）

─
売
買
契
約
解

除
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
を
中
心
に
」
民
商
一
一
〇
巻
三
号
（
一
九
九
四
年
）
四
五
一
頁
お
よ
び
四
六
〇
頁
。
民
法
制
定
後
の
議
論
に
関
し
て
は
、
北

村
の
右
「
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
のE

ntw
eder-O

der

主
義
」
八
三
頁
以
下
、
鶴
藤
の
右
論
文
お
よ
び
同
「
契
約
の
解
除

と
損
害
賠
償
（
二
・
完
）」
民
商
一
一
〇
巻
四
＝
五
号
（
一
九
九
四
年
）
八
五
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
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） B

enno M
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A
N
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esam
ten M

aterialien zum
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eutsche R
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and 2, 1979, S
.669.

（
116
） 

原
状
回
復
義
務
が
債
務
不
履
行
責
任
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
損
害
賠
償
義
務
と
の
差
を
指
摘

す
る
も
の
と
し
て
、
松
岡
久
和
「
原
状
回
復
法
と
損
害
賠
償
法
」
ジ
ュ
リ
一
〇
八
五
号
（
一
九
九
六
年
）
九
二
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
、
給
付

不
当
利
得
に
お
い
て
、
買
主
の
許
で
目
的
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
、
こ
れ
が
買
主
の
帰
責
事
由
に
よ
る
と
き
に
も
、
こ
れ
を
不
当
利
得
と
し
て
で
は

な
く
、
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
る
の
は
、
澤
井
裕
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
〔
第
３
版
〕』（
有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス
・

二
〇
〇
一
年
）
三
六
頁
。

）
一
一
七
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

八
九

し
、
契
約
の
破
壊
を
導
い
た
行
為
全
体
に
つ
い
て
の
責
任
と
見
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
い
て
い
た
。

（
112
） 

髙
橋
・
前
掲
注（
68
）九
八
─
九
九
頁
、
一
〇
一
─
一
〇
三
頁
、
福
田
・
前
掲
注（
71
）「
費
用
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
」
五
四
〇
─
五
四
一
頁
、

潮
見
・
前
掲
注（
71
）四
四
五
頁
。

（
113
） 
末
弘
・
前
掲
注（
79
）二
四
以
下
。
た
だ
し
、
末
弘
は
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
は
債
務
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
と
解
し
つ
つ
も
、

契
約
を
解
除
し
た
場
合
の
「
損
害
賠
償
が
積
極
的
契
約
利
益
な
り
や
ま
た
は
消
極
的
契
約
利
益
な
り
や
は
一
つ
の
問
題
で
あ
る
」
と
し
、
結
局
、
履

行
利
益
賠
償
を
求
め
る
な
ら
ば
契
約
を
解
除
せ
ず
に
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
を
求
め
れ
ば
良
い
と
述
べ
、
解
除
し
た
場
合
の
損
害
賠
償
に
「
特
別

の
意
味
を
も
た
し
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
場
合
請
求
し
う
べ
き
損
害
賠
償
を
消
極
的
契
約
利
益
な
り
と
解
す
れ
ば
い
い
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
（
以
上
は
同
二
八
頁
）、
最
終
的
に
は
、
改
正
前
五
四
五
条
三
項
の
損
害
賠
償
と
し
て
は
消
極
的
契
約
利
益
の
賠
償
を
考
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
債
権
者
が
履
行
利
益
賠
償
か
信
頼
利
益
賠
償
か
を
選
択
で
き
る
と
解
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
114
） H

orst H
einrich JA

K
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こ
の
点
の
指
摘
は
既
に
、
北
村
実
「
解
除
と
損
害
賠

償
と
の
関
係
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
のE

ntw
eder-O

der

主
義

─
解
除
効
果
論
研
究
ノ
ー
ト
の
一
齣
」
天
理
大
学
学
報
二
八
巻
二
号
（
一
九
七
六
年
）

七
八
頁
、
北
村
・
前
掲
注（
18
）八
〇
頁
、
髙
橋
・
前
掲
注（
68
）三
八
頁
の
注
�
、
鶴
藤
倫
道
「
契
約
の
解
除
と
損
害
賠
償
（
一
）

─
売
買
契
約
解

除
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
を
中
心
に
」
民
商
一
一
〇
巻
三
号
（
一
九
九
四
年
）
四
五
一
頁
お
よ
び
四
六
〇
頁
。
民
法
制
定
後
の
議
論
に
関
し
て
は
、
北

村
の
右
「
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
関
係
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
のE

ntw
eder-O

der

主
義
」
八
三
頁
以
下
、
鶴
藤
の
右
論
文
お
よ
び
同
「
契
約
の
解
除

と
損
害
賠
償
（
二
・
完
）」
民
商
一
一
〇
巻
四
＝
五
号
（
一
九
九
四
年
）
八
五
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
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） B
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（
116
） 

原
状
回
復
義
務
が
債
務
不
履
行
責
任
と
は
切
り
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
狭
義
の
原
状
回
復
義
務
と
損
害
賠
償
義
務
と
の
差
を
指
摘

す
る
も
の
と
し
て
、
松
岡
久
和
「
原
状
回
復
法
と
損
害
賠
償
法
」
ジ
ュ
リ
一
〇
八
五
号
（
一
九
九
六
年
）
九
二
頁
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
、
給
付

不
当
利
得
に
お
い
て
、
買
主
の
許
で
目
的
物
が
滅
失
し
た
場
合
に
、
こ
れ
が
買
主
の
帰
責
事
由
に
よ
る
と
き
に
も
、
こ
れ
を
不
当
利
得
と
し
て
で
は

な
く
、
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
る
の
は
、
澤
井
裕
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
〔
第
３
版
〕』（
有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス
・

二
〇
〇
一
年
）
三
六
頁
。

）
一
一
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

九
〇

（
117
） 

前
掲
注（
106
）参
照
。

（
118
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
田
純
一
「
民
法
五
四
八
条
の
系
譜
的
考
察
（
下
）

─
解
除
に
基
づ
く
清
算
義
務
の
重
畳
的
性
格
」
判
タ
五
五
七
号

（
一
九
八
五
年
）
四
〇
─
四
一
頁
、
拙
稿
「
契
約
不
適
合
認
識
前
の
加
工
・
改
造
と
解
除

─
買
主
の
故
意
行
為
に
よ
る
原
物
返
還
不
能
が
売
主
負

担
と
な
る
余
地
」
日
法
八
七
巻
一
号
（
二
〇
二
一
年
）
二
二
頁
お
よ
び
四
二
─
四
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
119
） 

川
添
・
前
掲
注（
101
）六
頁
。

（
120
） 

物
自
体
の
返
還
が
で
き
る
限
り
、
価
格
変
動
の
下
落
に
よ
る
減
価
は
回
復
さ
れ
な
い
（
＝
買
主
は
現
物
返
還
の
他
に
当
該
減
価
分
の
償
還
義
務

を
負
わ
な
い
）
こ
と
も
、
α
の
原
状
回
復
が
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
一
例
と
評
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
物
そ
れ
自
体
に
着
目
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
が
損
傷
な
く
返
還
さ
れ
る
限
り
で
α
の
状
態
回
復
は
な
さ
れ
て
い
る
と
の
評
価
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
121
） 

こ
の
点
は
、
金
丸
・
前
掲
注（
71
）「
支
出
賠
償
請
求
権
の
現
状
と
課
題
」
一
九
三
頁
。

（
122
） 

な
お
、
ア
メ
リ
カ
の
契
約
利
益
論
に
お
け
る
三
分
類
の
う
ち
「
原
状
回
復
利
益
（restitution interest

）」
と
は
、「
不
当
利
得
」
と
の
邦
訳

も
存
す
る
よ
う
に
（
内
田
・
前
掲
注（
70
）一
二
一
頁
、
樋
口
・
前
掲
注（
70
）六
五
頁
）、
債
務
者
の
原
状
回
復
を
意
味
す
る
。
約
束
違
反
者
が
不
公

正
な
利
得
を
保
有
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う
価
値
判
断
が
根
底
に
あ
る
。
損
害
賠
償
と
し
て
債
務
者
の
利
得
の
吐
き
出
し
を
狙
う
こ
の
点
に
着

目
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
山
田
八
千
子
「
売
主
の
契
約
違
反
と
買
主
の
損
害

─
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
利
得
吐
出
し
法
理
の
適
用
を
め
ぐ
っ

て
」
東
洋
法
学
三
四
巻
二
号
（
一
九
九
一
年
）
八
七
頁
以
下
、
北
井
辰
弥
「
契
約
違
反
に
対
す
る
原
状
回
復
的
損
害
賠
償

─
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

判
例
の
展
開
」
群
馬
法
専
紀
要
一
〇
号
（
一
九
九
六
年
）
一
頁
以
下
、
北
井
辰
弥
「
契
約
違
反
に
対
す
る
原
状
回
復
的
損
害
賠
償
・
再
論

─
イ
ギ

リ
ス
法
を
中
心
と
し
て
」
桐
蔭
法
学
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
七
頁
以
下
。
な
お
、
フ
ラ
ー
ら
が
、
原
状
回
復
利
益
に
つ
い
て
、
信
頼
利
益

の
特
殊
な
場
面
に
す
ぎ
ず
、
信
頼
利
益
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
吉
田
・
前
掲
注（
70
）七
二
頁
、
ヒ
ル
マ
ン
＝
笠

井
編
・
前
掲
注（
70
）一
四
〇
─
一
四
一
頁
〔
渡
辺
訳
〕。

（
123
） 

こ
の
点
で
四
宮
和
夫
『
請
求
権
競
合
論
』（
一
粒
社
・
一
九
七
八
年
）
二
〇
五
頁
、
好
美
・
前
掲
注（
34
）一
九
〇
頁
も
参
照
。

（
124
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
16
）二
八
二
─
二
八
三
頁
。

（
125
） 

な
お
、
同
判
決
は
、
四
一
九
条
の
適
用
が
な
い
理
由
と
し
て
、
当
該
事
件
で
の
本
訴
請
求
が
代
金
支
払
の
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

）
一
一
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
一

の
賠
償
請
求
で
は
な
く
、
そ
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
契
約
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
請
求
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
（
同
一
九
九
七
頁
）。

（
126
） 

こ
の
点
は
、
平
野
・
前
掲
注（
111
）一
五
二
頁
以
下
に
詳
し
い
。
そ
の
他
、
奥
田
＝
佐
々
木
・
前
掲
注（
80
）三
〇
九
頁
の
注
⒃
、
平
野
・
前
掲
注

（
23
）一
二
四
頁
も
参
照
。

（
127
） 

た
と
え
ば
、
鈴
木
禄
弥
『
債
権
法
講
義
〔
四
訂
版
〕』（
創
文
社
・
二
〇
〇
一
年
）
一
六
五
頁
。
こ
の
点
は
、
平
野
・
前
掲
注（
111
）一
五
六
頁
以

下
で
、
差
額
が
生
じ
た
原
因
に
応
じ
た
類
型
ご
と
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
128
） 

川
角
由
和
『
不
当
利
得
と
は
な
に
か
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
四
年
）
四
〇
三
頁
。

（
129
） 

梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
）
四
五
九
頁
。
当
然
、
こ
う
し
た
改
正
前
五
四
八
条
二
項
の
梅
の
理
解
は
、

我
が
国
で
は
珍
し
い
。
も
っ
と
も
、
偶
然
滅
失
を
売
主
負
担
と
し
た
ド
イ
ツ
民
法
旧
三
五
〇
条
を
め
ぐ
っ
て
は
時
折
登
場
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
売
主
の
許
で
も
同
様
に
滅
失
し
た
場
合
は
、
真
に
偶
然
の
事
情
に
よ
る
滅
失
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
本
文
で
後
述
す
る
。

（
130
） 

こ
の
点
で
、
債
務
法
改
正
後
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
で
は
あ
る
が
、（
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
）
滅
失
・
損
傷
が
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
生

じ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
買
主
の
価
額
償
還
義
務
を
免
責
す
る
三
四
六
条
三
項
一
文
二
号
後
段
は
、
偶
然
損
害
す
べ
て
を
免
責
す
る
の
で
は
な
く
、
偶

然
に
よ
る
そ
れ
は
む
し
ろ
同
文
三
号
の
適
用
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 

R
dN

r.198

を
参
照
。

（
131
） H

erm
ann S

C
H

W
E

N
N

, D
ie G

efahrtragung beim
 R

ücktritt, A
cP

., 152, 1952 / 1953, S
.138 ff.

（
132
） 

た
だ
し
、
改
正
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
売
主
の
許
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
滅
失
・
損
傷
が
買
主
の
許
で
実
際
に
生
じ
た
滅
失
・
損
傷
と
同
原
因
で
あ

る
場
合
に
限
ら
れ
る
か
、
偶
然
の
事
情
に
よ
る
滅
失
・
損
傷
に
限
ら
れ
る
か
、
と
い
っ
た
点
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
限
定
を
否
定
す
れ
ば
そ
の
適
用

範
囲
は
そ
れ
な
り
に
広
い
も
の
と
な
る
。
な
お
、
と
も
に
条
文
の
文
言
で
は
限
定
が
な
い
。

（
133
） 

第
７
・
３
・
６
条
（
一
回
的
給
付
の
契
約
に
お
け
る
原
状
回
復
）
は
、
二
項
で
「
原
状
回
復
が
可
能
で
な
い
と
き
ま
た
は
適
切
で
な
い
と
き
は
、

そ
れ
が
合
理
的
で
あ
る
限
り
、
金
銭
で
の
償
還
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
、
三
項
で
「
原
状
回
復
が
不
能
と
な
っ
た
原
因
が
相
手
方

に
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
給
付
の
受
領
者
は
金
銭
に
よ
る
償
還
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。」
と
す
る
。
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
の
公
式
注
釈
に
よ
れ
ば
、
二

項
の
定
め
る
ル
ー
ル
に
は
危
険
配
分
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
給
付
を
支
配
下
に
置
く
者
が
危
険
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
こ
れ
が
正
当

）
一
一
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
一

の
賠
償
請
求
で
は
な
く
、
そ
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
契
約
解
除
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
賠
償
請
求
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
（
同
一
九
九
七
頁
）。

（
126
） 

こ
の
点
は
、
平
野
・
前
掲
注（
111
）一
五
二
頁
以
下
に
詳
し
い
。
そ
の
他
、
奥
田
＝
佐
々
木
・
前
掲
注（
80
）三
〇
九
頁
の
注
⒃
、
平
野
・
前
掲
注

（
23
）一
二
四
頁
も
参
照
。

（
127
） 
た
と
え
ば
、
鈴
木
禄
弥
『
債
権
法
講
義
〔
四
訂
版
〕』（
創
文
社
・
二
〇
〇
一
年
）
一
六
五
頁
。
こ
の
点
は
、
平
野
・
前
掲
注（
111
）一
五
六
頁
以

下
で
、
差
額
が
生
じ
た
原
因
に
応
じ
た
類
型
ご
と
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
128
） 

川
角
由
和
『
不
当
利
得
と
は
な
に
か
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
四
年
）
四
〇
三
頁
。

（
129
） 

梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
三
債
権
編
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
）
四
五
九
頁
。
当
然
、
こ
う
し
た
改
正
前
五
四
八
条
二
項
の
梅
の
理
解
は
、

我
が
国
で
は
珍
し
い
。
も
っ
と
も
、
偶
然
滅
失
を
売
主
負
担
と
し
た
ド
イ
ツ
民
法
旧
三
五
〇
条
を
め
ぐ
っ
て
は
時
折
登
場
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
売
主
の
許
で
も
同
様
に
滅
失
し
た
場
合
は
、
真
に
偶
然
の
事
情
に
よ
る
滅
失
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
本
文
で
後
述
す
る
。

（
130
） 

こ
の
点
で
、
債
務
法
改
正
後
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
で
は
あ
る
が
、（
本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
）
滅
失
・
損
傷
が
債
権
者
の
許
で
も
同
様
に
生

じ
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
買
主
の
価
額
償
還
義
務
を
免
責
す
る
三
四
六
条
三
項
一
文
二
号
後
段
は
、
偶
然
損
害
す
べ
て
を
免
責
す
る
の
で
は
な
く
、
偶

然
に
よ
る
そ
れ
は
む
し
ろ
同
文
三
号
の
適
用
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 

R
dN

r.198

を
参
照
。

（
131
） H

erm
ann S

C
H

W
E

N
N

, D
ie G

efahrtragung beim
 R

ücktritt, A
cP

., 152, 1952 / 1953, S
.138 ff.

（
132
） 

た
だ
し
、
改
正
後
の
ド
イ
ツ
で
は
、
売
主
の
許
で
生
じ
た
で
あ
ろ
う
滅
失
・
損
傷
が
買
主
の
許
で
実
際
に
生
じ
た
滅
失
・
損
傷
と
同
原
因
で
あ

る
場
合
に
限
ら
れ
る
か
、
偶
然
の
事
情
に
よ
る
滅
失
・
損
傷
に
限
ら
れ
る
か
、
と
い
っ
た
点
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
限
定
を
否
定
す
れ
ば
そ
の
適
用

範
囲
は
そ
れ
な
り
に
広
い
も
の
と
な
る
。
な
お
、
と
も
に
条
文
の
文
言
で
は
限
定
が
な
い
。

（
133
） 

第
７
・
３
・
６
条
（
一
回
的
給
付
の
契
約
に
お
け
る
原
状
回
復
）
は
、
二
項
で
「
原
状
回
復
が
可
能
で
な
い
と
き
ま
た
は
適
切
で
な
い
と
き
は
、

そ
れ
が
合
理
的
で
あ
る
限
り
、
金
銭
で
の
償
還
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
し
、
三
項
で
「
原
状
回
復
が
不
能
と
な
っ
た
原
因
が
相
手
方

に
あ
る
と
き
に
は
、
そ
の
給
付
の
受
領
者
は
金
銭
に
よ
る
償
還
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。」
と
す
る
。
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
の
公
式
注
釈
に
よ
れ
ば
、
二

項
の
定
め
る
ル
ー
ル
に
は
危
険
配
分
が
含
意
さ
れ
て
お
り
、
給
付
を
支
配
下
に
置
く
者
が
危
険
を
負
う
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
か
ら
こ
れ
が
正
当

）
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

九
二

化
さ
れ
る
。
こ
の
例
外
に
あ
た
る
の
が
三
項
で
あ
り
、
劣
化
ま
た
は
滅
失
が
相
手
方
の
過
失
に
よ
っ
た
り
、
給
付
に
内
因
す
る
欠
陥
に
よ
っ
た
り
す

る
な
ど
、
劣
化
・
滅
失
の
原
因
が
相
手
方
に
あ
る
場
合
に
限
っ
て
給
付
受
領
者
に
価
額
償
還
義
務
が
な
い
。
条
文
の
邦
語
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
私
法

統
一
国
際
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
）（
内
田
貴
＝
曽
野
裕
夫
＝
森
下
哲
朗
＝
大
久
保
紀
彦
訳
）『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
国
際
商
事
契
約
原
則
２
０

１
６
』（
商
事
法
務
・
二
〇
二
〇
年
）
二
一
九
頁
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
本
文
で
紹
介
す
る
公
式
注
釈
の
邦
訳
に
あ
た
っ
て
も
、
同
二
二
一
─

二
二
二
頁
を
参
照
し
た
。

（
134
） P

rotokolle der K
om

m
ission für die Z

w
eite L

esung des E
ntw

urfs des B
ürgerlichen G

esetzbuchs, B
and I, 1897, S

.790 ff.

以

下
で
は
「P

rotokolle I
」
と
し
て
引
用
す
る
。
同
七
九
〇
頁
の
提
案
３
が
本
文
で
示
し
た
提
案
に
当
た
る
。
旧
三
五
〇
条
・
第
一
草
案
四
二
九
条

と
比
べ
れ
ば
、
真
に
偶
然
の
事
情
に
よ
る
場
合
に
限
定
し
、
売
主
負
担
と
な
る
範
囲
（
解
除
に
よ
り
危
険
が
売
主
に
跳
ね
戻
る
範
囲
）
を
よ
り
狭
く

捉
え
る
も
の
と
い
え
る
。

（
135
） P

rotokolle I, S
.793; B

enno M
U

G
D

A
N

, a. a. O
. 

（F
n.115

）, S
.729.

改
正
三
四
六
条
三
項
一
文
二
号
後
段
に
あ
た
り
、
第
二
委
員
会
で

の
こ
の
点
を
指
摘
す
る
の
は
、T

im
o F

E
S

T
, D

er E
influss der R

ücktrittsrechtliche W
ertungen auf die bereicherungsrechtliche 

R
uckabw

icklung nichtiger V
ertrage, 2006, S

.67.

（
136
） K

athrin H
E

R
O

L
D

, D
as R

ückabw
icklungsschuldverhältnis aufgrund vertraglichen oder gesetzlichen R

ücktritts, 2001, S
.119. 

ヘ
ロ
ル
ド
は
、
こ
こ
で
適
切
に
も
ド
イ
ツ
民
法
二
八
七
条
二
文
た
だ
し
書
お
よ
び
同
八
四
八
条
た
だ
し
書
で
も
同
様
の
考
慮
を
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。

（
137
） 

遅
滞
中
の
不
能
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
契
約
適
合
性
へ
の
買
主
の
信
頼

─
契
約
不
適
合
物
の
買
主
の
許
で
の
滅
失
損
傷
」
日
法
八
三
巻
一

号
（
二
〇
一
七
年
）
五
七
─
六
〇
頁
お
よ
び
そ
こ
に
付
さ
れ
た
脚
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
138
） 

以
上
の
よ
う
に
買
主
免
責
の
根
拠
と
し
て
仮
定
的
因
果
関
係
に
ま
で
言
及
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
の
一
般
的
理
解
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
本
文

で
断
っ
た
よ
う
に
私
見
で
あ
る
。
一
号
に
つ
い
て
詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
118
）一
頁
以
下
を
、
三
号
に
つ
い
て
詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
137
）

五
五
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
三
号
に
関
す
る
学
説
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
契
約
不
適
合
物
の
危
険
移
転
法
理

─
危
険
の
移
転
と
解
除
に

よ
る
そ
の
回
帰
」
日
法
八
二
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
六
七
頁
以
下
。

）
一
六
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
三

（
139
） 

価
格
変
動
の
下
落
減
価
に
つ
い
て
い
え
ば
、
物
自
体
の
価
格
変
動
に
よ
る
利
益
・
不
利
益
は
、
本
来
的
に
所
有
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
、
現
時
点
で
は
下
落
し
て
い
る
当
該
物
の
価
額
も
将
来
ま
た
売
主
の
許
で
当
初
の
価
額
に
回
復
し
て
高
騰
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
売
主

負
担
と
す
る
根
拠
と
な
ろ
う
か
。

（
140
） 

買
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
免
責
事
由
が
な
い
場
合
、
こ
れ
ら
の
減
価
が
別
途
損
害
賠
償
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
あ
る
。
詳
し
く
は
Ⅳ
章
４
節

で
後
述
す
る
。

（
141
） 

本
稿
は
こ
の
点
で
、
減
価
償
還
義
務
を
前
提
に
使
用
利
益
返
還
を
論
じ
る
油
納
の
議
論
（
本
文
Ⅰ
章
１
節
参
照
）
と
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
142
） 

こ
れ
に
対
し
、
買
主
の
支
払
遅
滞
に
よ
り
売
主
が
解
除
し
た
事
案
で
は
、
本
文
⑵
で
述
べ
た
よ
う
に
、
買
主
の
減
価
償
還
義
務
を
肯
定
し
て
良

い
と
考
え
る
。
使
用
に
よ
る
減
価
が
生
じ
た
時
点
で
は
ま
だ
買
主
に
支
払
遅
滞
が
な
い
場
合
、
確
か
に
こ
の
時
点
で
は
、
買
主
が
有
す
る
自
己
の
物

と
の
信
頼
は
保
護
に
値
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
買
主
が
自
ら
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
、
あ
る
い
は
買
主
の
領
域
下
で
生
じ
た
リ

ス
ク
を
売
主
負
担
と
す
る
に
は
、
こ
れ
を
売
主
に
転
嫁
す
る
だ
け
の
売
主
側
の
義
務
違
反
が
必
要
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
拙
稿
・
前
掲

注（
137
）五
五
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
解
除
後
の
売
主
は
、
支
払
遅
滞
に
つ
い
て
買
主
に
免
責
事
由
な
き
限
り
、
減
価
賠
償
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
減
価
が
生
じ
た
時
点
で
既
に
買
主
の
不
履
行
（
支
払
遅
滞
）
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
、

と
い
え
る
。
売
主
解
除
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
ら
の
減
価
は
全
て
、
損
害
賠
償
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
解
除
の
原
状
回
復
レ
ベ
ル
で
買
主
の
負
担
と

な
り
、
買
主
は
現
物
の
返
還
に
加
え
て
、
差
額
分
を
金
銭
で
償
還
す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
143
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
2
）一
四
五
頁
。

（
144
） 

そ
の
よ
う
な
解
釈
に
お
け
る
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
潮
見
・
前
掲
注（
71
）五
九
二
頁
。
潮
見
は
、「『
過
失
』
と
は
、
解
除
権
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
が
、
解
除
権
を
放
棄
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
態
様
で
、
目

的
物
を
滅
失
・
損
傷
し
、
ま
た
は
返
還
不
能
に
す
る
な
ど
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
解
除
権
の
存
在
を
認
識
し
た
債
権
者
は
、
解
除
を
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
信
義
則
に
照
ら
し
、
目
的
物
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
処
分
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
が
、
決
定
的
で
あ
る
）。」
と
説
く
。
な
お
、

同
五
九
三
頁
の
注
�
で
は
、
五
四
八
条
の
改
正
論
議
が
紹
介
さ
れ
た
う
え
で
、「
し
か
し
、
五
四
八
条
を
存
置
し
た
の
で
は
、
た
と
え
ば
、
自
動
車

の
売
買
で
引
き
渡
さ
れ
た
自
動
車
に
不
適
合
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
買
主
が
そ
の
自
動
車
を
運
転
中
に
み
ず
か
ら
の
運
転
ミ
ス
（「
債
権
者
の
過
失
」）

）
一
六
九
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
三

（
139
） 

価
格
変
動
の
下
落
減
価
に
つ
い
て
い
え
ば
、
物
自
体
の
価
格
変
動
に
よ
る
利
益
・
不
利
益
は
、
本
来
的
に
所
有
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る

こ
と
、
現
時
点
で
は
下
落
し
て
い
る
当
該
物
の
価
額
も
将
来
ま
た
売
主
の
許
で
当
初
の
価
額
に
回
復
し
て
高
騰
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
売
主

負
担
と
す
る
根
拠
と
な
ろ
う
か
。

（
140
） 
買
主
に
債
務
不
履
行
が
あ
り
免
責
事
由
が
な
い
場
合
、
こ
れ
ら
の
減
価
が
別
途
損
害
賠
償
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
あ
る
。
詳
し
く
は
Ⅳ
章
４
節

で
後
述
す
る
。

（
141
） 

本
稿
は
こ
の
点
で
、
減
価
償
還
義
務
を
前
提
に
使
用
利
益
返
還
を
論
じ
る
油
納
の
議
論
（
本
文
Ⅰ
章
１
節
参
照
）
と
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
142
） 

こ
れ
に
対
し
、
買
主
の
支
払
遅
滞
に
よ
り
売
主
が
解
除
し
た
事
案
で
は
、
本
文
⑵
で
述
べ
た
よ
う
に
、
買
主
の
減
価
償
還
義
務
を
肯
定
し
て
良

い
と
考
え
る
。
使
用
に
よ
る
減
価
が
生
じ
た
時
点
で
は
ま
だ
買
主
に
支
払
遅
滞
が
な
い
場
合
、
確
か
に
こ
の
時
点
で
は
、
買
主
が
有
す
る
自
己
の
物

と
の
信
頼
は
保
護
に
値
す
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
買
主
が
自
ら
決
定
し
た
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
、
あ
る
い
は
買
主
の
領
域
下
で
生
じ
た
リ

ス
ク
を
売
主
負
担
と
す
る
に
は
、
こ
れ
を
売
主
に
転
嫁
す
る
だ
け
の
売
主
側
の
義
務
違
反
が
必
要
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
拙
稿
・
前
掲

注（
137
）五
五
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
解
除
後
の
売
主
は
、
支
払
遅
滞
に
つ
い
て
買
主
に
免
責
事
由
な
き
限
り
、
減
価
賠
償
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
減
価
が
生
じ
た
時
点
で
既
に
買
主
の
不
履
行
（
支
払
遅
滞
）
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
ま
で
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
、

と
い
え
る
。
売
主
解
除
の
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
れ
ら
の
減
価
は
全
て
、
損
害
賠
償
を
持
ち
出
さ
ず
と
も
、
解
除
の
原
状
回
復
レ
ベ
ル
で
買
主
の
負
担
と

な
り
、
買
主
は
現
物
の
返
還
に
加
え
て
、
差
額
分
を
金
銭
で
償
還
す
る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
143
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
2
）一
四
五
頁
。

（
144
） 

そ
の
よ
う
な
解
釈
に
お
け
る
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
潮
見
・
前
掲
注（
71
）五
九
二
頁
。
潮
見
は
、「『
過
失
』
と
は
、
解
除
権
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
が
、
解
除
権
を
放
棄
し
た
と
捉
え
ら
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
態
様
で
、
目

的
物
を
滅
失
・
損
傷
し
、
ま
た
は
返
還
不
能
に
す
る
な
ど
の
行
為
を
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
（
解
除
権
の
存
在
を
認
識
し
た
債
権
者
は
、
解
除
を
考

え
る
の
で
あ
れ
ば
、
信
義
則
に
照
ら
し
、
目
的
物
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
処
分
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
が
、
決
定
的
で
あ
る
）。」
と
説
く
。
な
お
、

同
五
九
三
頁
の
注
�
で
は
、
五
四
八
条
の
改
正
論
議
が
紹
介
さ
れ
た
う
え
で
、「
し
か
し
、
五
四
八
条
を
存
置
し
た
の
で
は
、
た
と
え
ば
、
自
動
車

の
売
買
で
引
き
渡
さ
れ
た
自
動
車
に
不
適
合
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
買
主
が
そ
の
自
動
車
を
運
転
中
に
み
ず
か
ら
の
運
転
ミ
ス
（「
債
権
者
の
過
失
」）

）
一
六
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

九
四

で
自
損
事
故
を
起
こ
し
、
自
動
車
が
大
破
し
た
よ
う
な
場
合
に
、
買
主
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
の
解
釈
が
罷
り
通

る
お
そ
れ
が
あ
る
。
立
法
論
と
し
て
は
、
解
除
権
の
放
棄
行
為
は
そ
れ
自
体
と
し
て
別
に
評
価
す
る
も
の
と
し
て
、
中
間
試
案
の
よ
う
に
五
四
八
条

削
除
論
を
採
用
す
る
の
が
適
切
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
。
五
四
八
条
本
文
の
「
過
失
」
お
よ
び
同
条
た
だ
し
書
の
「
解
除
権
を
有
す
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
と
き
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

（
145
） 

こ
れ
は
、
使
用
利
益
の
算
定
に
お
い
て
、
減
価
分
を
も
っ
て
使
用
利
益
と
す
る
見
解
に
も
妥
当
す
る
。
た
と
え
ば
、
内
田
・
前
掲
注（
1
）九
六

頁
は
、
買
主
が
現
実
に
は
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
の
使
用
利
益
返
還
義
務
に
関
し
、
車
の
よ
う
に
減
価
が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
こ
の
減

価
分
を
も
っ
て
使
用
利
益
相
当
と
し
て
こ
れ
を
返
還
さ
せ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
ま
た
、
松
久
三
四
彦
＝
藤
原
正
則
＝
池
田
清
治
＝
曽
野
裕
夫

『
事
例
で
学
ぶ
民
法
演
習
』（
成
文
堂
・
二
〇
一
四
年
）
二
四
七
頁
〔
曽
野
〕
も
、
自
己
所
有
物
の
使
用
利
益
の
算
定
に
お
い
て
、
使
用
す
る
目
的
物

の
減
価
額
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
理
解
を
示
す
。

（
146
） 

た
と
え
ば
、
昭
和
五
一
年
判
決
の
事
案
で
は
、
買
主
は
当
該
自
動
車
の
減
価
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
ず
、
使
用
に
よ
っ
て
得
た
利
益
の
返
還

義
務
を
負
う
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
し
、
本
文
２
節
⑴
の
ア
お
よ
び
イ
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
契
約
解
除
の
原
因
が
売
主
に
あ
り
、
売
主
に
免
責
事
由

が
な
い
場
合
に
は
、
買
主
は
売
主
に
対
し
て
填
補
賠
償
（
使
用
利
益
喪
失
損
害
の
賠
償
）
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
と
し
て
買
主
の
使
用
利
益

返
還
義
務
は
実
質
的
に
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
至
る
。
詳
細
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
16
）二
四
七
頁
以
下
。

（
147
） 

た
と
え
ば
、
加
藤
雅
信
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
六
四
二
号
（
昭
和
五
一
年
度
重
判
解
）
六
六
頁
。

（
148
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
16
）二
四
七
頁
以
下
。

（
149
） 

こ
の
点
で
磯
村
・
前
掲
注（
5
）五
九
頁
の
注
⒁
参
照
。

（
150
） 

五
七
五
条
類
推
適
用
説
の
是
非

使
用
利
益
返
還
義
務
を
め
ぐ
っ
て
は
、
五
七
五
条
を
類
推
適
用
（
準
用
）
す
る
見
解
が
我
が
国
で
有
力
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。
原
状
回
復
に
お
け

る
買
主
の
代
金
返
還
請
求
と
売
主
の
目
的
物
返
還
請
求
の
対
立
は
、
売
買
契
約
に
お
け
る
二
つ
の
請
求
権
対
立
の
裏
返
し
で
あ
り
、
利
益
状
況
自
体

も
そ
の
裏
返
し
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
五
七
五
条
を
準
用
し
、
売
主
は
果
実
な
い
し
使
用
利
益
の
返
還
を
請
求
で
き
ず
、
買
主
は
利
息
を
請
求
で

き
な
い
と
い
う
形
で
、
両
者
の
簡
易
決
済
を
図
ろ
う
と
す
る
。
以
上
は
、
加
藤
雅
信
『
現
代
民
法
学
の
展
開
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
三
年
）
三
八
八

）
一
六
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
五

頁
〔
昭
和
五
一
年
判
決
の
判
批
で
あ
り
、
初
出
は
一
九
七
七
年
〕
の
表
現
で
あ
る
。
加
藤
に
よ
る
同
議
論
の
詳
細
は
、
加
藤
雅
信
『
財
産
法
の
体
系

と
不
当
利
得
法
の
構
造
』（
有
斐
較
・
一
九
八
六
年
）
四
五
三
頁
以
下
。
な
お
、
錯
誤
事
案
に
お
い
て
、
五
七
五
条
の
類
推
適
用
を
ひ
と
つ
の
根
拠

と
し
て
、
使
用
利
益
の
返
還
請
求
権
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
相
殺
主
張
を
否
定
し
た
の
は
、
名
古
屋
地
判
平
成
一
八
年
六
月
一
三
日
（L

E
X

/

D
B

文
献
番
号
２
５
４
６
２
５
２
８
）。

こ
の
見
解
は
、
実
は
、
原
状
回
復
に
お
い
て
も
、〈
反
対
給
付
の
負
担
に
よ
り
受
領
物
が
自
己
の
物
と
な
っ
た
と
の
信
頼
〉
を
保
護
す
る
も
の
と

い
え
、
そ
の
点
で
非
常
に
魅
力
的
な
視
点
を
含
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
見
解
を
支
持
・
主
張
す
る
加
藤
雅
信
は
、「
代
金
の
一
部
が
未
払
い
で

あ
る
等
、
解
除
の
場
合
の
双
方
請
求
権
の
対
価
的
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
い
る
場
合
」
に
は
、
同
適
用
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
（
加
藤
『
現
代

民
法
学
の
展
開
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
三
年
）
三
八
八
頁
）。
こ
れ
自
体
は
妥
当
な
利
益
調
整
で
あ
る
。
し
か
し
、
対
価
的
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る

場
合
と
し
て
は
、
右
場
合
の
ほ
か
、
契
約
不
適
合
物
が
給
付
さ
れ
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
契
約
が
解
除
に
至
る
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
、
何
ら
か
の

形
で
対
価
的
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
右
見
解
は
そ
の
多
く
の
適
用
場
面
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
買
主
の

右
信
頼
は
、
契
約
不
適
合
物
を
掴
ま
さ
れ
た
、
対
価
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
場
面
で
も
ま
た
重
要
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
そ
れ
が
保
護
さ
れ
る
べ

き
局
面
と
い
え
る
。

以
上
要
す
る
に
、
五
七
五
条
類
推
適
用
説
は
、
対
価
負
担
に
よ
り
自
己
の
物
に
な
っ
た
と
の
信
頼
を
保
護
す
る
側
面
を
持
つ
も
の
の
、
こ
の
保
護

の
要
否
は
、
債
務
不
履
行
の
有
無
、
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
の
有
無
、
解
除
原
因
（
契
約
不
適
合
）
の
認
識
の
時
期
等
に
着
目
さ
れ
る
べ
き
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
五
七
五
条
は
そ
う
し
た
枠
組
み
で
は
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
る
。
確
か
に
原
状
回
復
の
リ
ス
ク
配
分
に
お
い
て
、
自
己
の
物
と
の
信

頼
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
返
還
不
能
リ
ス
ク
の
配
分
と
異
な
り
、
使
用
利
益
の
返
還
義
務
の
有
無
で
は
、
買
主
が
当
該
契
約
か
ら
現
に
利
益
を

得
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
ま
ず
は
原
則
と
し
て
こ
の
利
益
の
返
還
が
必
要
で
あ
っ
て
良
い
。
そ
れ
が
利
益
の
押
し
付
け
と
な
る
と
き
、
あ
る

い
は
契
約
適
合
物
を
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
場
合
と
の
比
較
か
ら
し
て
不
当
と
評
価
さ
れ
る
と
き
に
限
っ
て
、
損
害
賠
償
の
枠
組
を
用
い
る
こ
と
で
、

修
正
が
図
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
（
利
息
と
果
実
・
使
用
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
買
主
が
果
実
・
使
用
利
益
を
得
て
い
な

か
っ
た
場
合
や
売
主
が
一
定
時
点
以
降
の
利
息
の
み
を
求
め
た
場
合
の
取
り
扱
い
で
新
た
な
問
題
を
生
む
こ
と
は
、
本
文
ア
で
前
述
し
た
）。

（
151
） 

磯
村
・
前
掲
注（
5
）五
九
頁
の
注
⒁
。

）
一
六
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
五

頁
〔
昭
和
五
一
年
判
決
の
判
批
で
あ
り
、
初
出
は
一
九
七
七
年
〕
の
表
現
で
あ
る
。
加
藤
に
よ
る
同
議
論
の
詳
細
は
、
加
藤
雅
信
『
財
産
法
の
体
系

と
不
当
利
得
法
の
構
造
』（
有
斐
較
・
一
九
八
六
年
）
四
五
三
頁
以
下
。
な
お
、
錯
誤
事
案
に
お
い
て
、
五
七
五
条
の
類
推
適
用
を
ひ
と
つ
の
根
拠

と
し
て
、
使
用
利
益
の
返
還
請
求
権
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
相
殺
主
張
を
否
定
し
た
の
は
、
名
古
屋
地
判
平
成
一
八
年
六
月
一
三
日
（L

E
X

/

D
B

文
献
番
号
２
５
４
６
２
５
２
８
）。

こ
の
見
解
は
、
実
は
、
原
状
回
復
に
お
い
て
も
、〈
反
対
給
付
の
負
担
に
よ
り
受
領
物
が
自
己
の
物
と
な
っ
た
と
の
信
頼
〉
を
保
護
す
る
も
の
と

い
え
、
そ
の
点
で
非
常
に
魅
力
的
な
視
点
を
含
ん
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
見
解
を
支
持
・
主
張
す
る
加
藤
雅
信
は
、「
代
金
の
一
部
が
未
払
い
で

あ
る
等
、
解
除
の
場
合
の
双
方
請
求
権
の
対
価
的
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
い
る
場
合
」
に
は
、
同
適
用
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
（
加
藤
『
現
代

民
法
学
の
展
開
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
三
年
）
三
八
八
頁
）。
こ
れ
自
体
は
妥
当
な
利
益
調
整
で
あ
る
。
し
か
し
、
対
価
的
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る

場
合
と
し
て
は
、
右
場
合
の
ほ
か
、
契
約
不
適
合
物
が
給
付
さ
れ
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
契
約
が
解
除
に
至
る
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
、
何
ら
か
の

形
で
対
価
的
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
右
見
解
は
そ
の
多
く
の
適
用
場
面
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
買
主
の

右
信
頼
は
、
契
約
不
適
合
物
を
掴
ま
さ
れ
た
、
対
価
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
場
面
で
も
ま
た
重
要
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
そ
れ
が
保
護
さ
れ
る
べ

き
局
面
と
い
え
る
。

以
上
要
す
る
に
、
五
七
五
条
類
推
適
用
説
は
、
対
価
負
担
に
よ
り
自
己
の
物
に
な
っ
た
と
の
信
頼
を
保
護
す
る
側
面
を
持
つ
も
の
の
、
こ
の
保
護

の
要
否
は
、
債
務
不
履
行
の
有
無
、
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
の
有
無
、
解
除
原
因
（
契
約
不
適
合
）
の
認
識
の
時
期
等
に
着
目
さ
れ
る
べ
き
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
五
七
五
条
は
そ
う
し
た
枠
組
み
で
は
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
る
。
確
か
に
原
状
回
復
の
リ
ス
ク
配
分
に
お
い
て
、
自
己
の
物
と
の
信

頼
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
返
還
不
能
リ
ス
ク
の
配
分
と
異
な
り
、
使
用
利
益
の
返
還
義
務
の
有
無
で
は
、
買
主
が
当
該
契
約
か
ら
現
に
利
益
を

得
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
ま
ず
は
原
則
と
し
て
こ
の
利
益
の
返
還
が
必
要
で
あ
っ
て
良
い
。
そ
れ
が
利
益
の
押
し
付
け
と
な
る
と
き
、
あ
る

い
は
契
約
適
合
物
を
引
き
渡
さ
れ
て
い
た
場
合
と
の
比
較
か
ら
し
て
不
当
と
評
価
さ
れ
る
と
き
に
限
っ
て
、
損
害
賠
償
の
枠
組
を
用
い
る
こ
と
で
、

修
正
が
図
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
（
利
息
と
果
実
・
使
用
利
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
着
目
す
る
こ
と
は
、
買
主
が
果
実
・
使
用
利
益
を
得
て
い
な

か
っ
た
場
合
や
売
主
が
一
定
時
点
以
降
の
利
息
の
み
を
求
め
た
場
合
の
取
り
扱
い
で
新
た
な
問
題
を
生
む
こ
と
は
、
本
文
ア
で
前
述
し
た
）。

（
151
） 

磯
村
・
前
掲
注（
5
）五
九
頁
の
注
⒁
。

）
一
六
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

九
六

（
152
） 

自
動
車
の
使
用
を
想
定
す
れ
ば
、
新
車
が
中
古
車
に
な
る
こ
と
で
の
減
価
も
併
せ
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
も
存
在
す
る
。

（
153
） 

こ
こ
で
、
四
〇
万
円
の
請
求
に
つ
き
、
仮
に
そ
の
内
訳
を
、
減
価
分
三
〇
万
の
償
還
と
買
主
の
許
に
残
る
差
額
利
益
一
〇
万
円
の
返
還
と
見
る

と
、
売
主
は
、（
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
さ
も
目
的
物
の
減
価
な
し
に
一
〇
万
円
の
使
用
利
益
を
得
る
よ
う
に
映
る
が
、
こ

れ
は
、
債
務
者
の
原
状
回
復
を
図
る
と
共
に
、
契
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
債
権
者
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
状
態
回
復
の
一
環
を
成
す
も
の
と
し
て
許
容

さ
れ
よ
う
。

（
154
） 

こ
こ
で
、
使
用
利
益
返
還
義
務
を
債
権0

者
の
状
態
回
復
と
い
う
見
地
か
ら
根
拠
づ
け
る
な
ら
ば
、
売
主
に
は
純
粋
な
選
択
権
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
売
主
が
実
際
に
使
用
し
て
利
益
を
得
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
使
用
を
せ
ず
に
い
た
か
（
＝
使
用
に
よ
る
減
価
を
生
じ

さ
せ
ず
に
保
持
し
て
い
た
か
）
に
よ
っ
て
決
す
べ
き
と
考
え
る
の
が
論
理
的
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
平
野
・
前
掲
注（
23
）一
一
八
頁
は
、
使
用
利
益

返
還
か
減
価
償
還
か
の
選
択
に
よ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
減
価
の
原
因
と
な
っ
た
使
用
に
つ
い
て
、
使
用
利
益
の
返
還
義
務
を
認
め
る

と
、
二
重
の
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
賃
貸
借
で
い
え
ば
、
賃
料
を
支
払
う
た
め
通
常
の
減
価
に
つ
い
て
は
、
原
状
回
復
義
務
を
負
わ
な
い
の

で
あ
り
、
解
除
に
お
い
て
も
使
用
利
益
の
返
還
か
減
価
分
の
価
格
返
還
か
の
選
択
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
す
る
。
平
野
・
前
掲
注（
7
）二
一
七

頁
で
も
、
減
価
分
の
金
銭
に
よ
る
原
状
回
復
に
加
え
て
、
さ
ら
に
使
用
利
益
の
返
還
請
求
を
す
る
の
は
、
二
重
取
り
に
な
る
の
で
許
さ
れ
な
い
と
し
、

売
主
が
選
択
で
き
る
と
の
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

（
155
） L

G
 N

ürnberg-F
ürth, U

rteil vom
 22. 4. 2005, N

JW
 2005, S

.2558 ff.

こ
の
点
の
邦
訳
と
し
て
、
田
中
宏
治
・
前
掲
注（
11
）二
〇
四
─

二
〇
五
頁
。
ク
ヴ
ェ
レ
事
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
注（
16
）二
五
六
頁
以
下
と
そ
こ
で
引
用
し
た
先
行
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
156
） 

田
中
宏
治
・
前
掲
注（
11
）四
二
四
頁
。

（
157
） 

後
に
見
る
よ
う
に
、
使
用
に
よ
り
減
価
す
る
物
の
場
合
の
使
用
利
益
算
定
で
は
、
こ
の
点
か
ら
、
賃
料
相
当
額
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
否
定
さ

れ
る
（
本
文
２
節
⑴
イ
参
照
）。

（
158
） 

使
用
に
よ
り
減
価
し
な
い
物
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
で
も
同
様
に
解
さ
れ
て
い
る
。D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 

R
dN

r.236; F
lorian F

A
U

S
T

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.97; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.143 f.

（
159
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.239.

）
一
六
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
七

（
160
） 

実
際
、
我
が
国
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
契
約
解
消
を
し
た
買
主
が
支
払
済
み
の
代
金
相
当
額
等
の
返
還
を
求
め
た
の
に
対
し
、
売
主
か
ら
、

買
主
の
使
用
利
益
は
代
金
額
と
利
息
の
合
計
額
よ
り
も
大
き
い
と
し
て
売
主
の
同
返
還
義
務
を
否
定
す
る
反
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
名
古
屋
地
判
平
成
一
八
年
六
月
一
三
日
（L

E
X

/D
B

文
献
番
号
２
５
４
６
２
５
２
８
）、
広
島
高
判
平
成
七
年
二
月
二
二
日
判
タ
九
〇
三
号

一
五
〇
頁
。
こ
れ
を
問
題
視
す
る
の
は
、
北
村
・
前
掲
注（
12
）一
一
七
─
一
一
八
頁
、
谷
口
・
前
掲
注（
21
）一
七
八
頁
。

（
161
） 

拙
稿
「
原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義

─
原
物
返
還
不
能
に
よ
り
償
還
す
べ
き
価
額
の
算
定
を
め
ぐ
っ
て
」
日
法
八
五
巻
二
号

（
二
〇
一
九
年
）
三
七
一
頁
以
下
。

（
162
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.236; R
einhard G

A
IE

R
, in: M

ünchener K
om

m
entar zum

 B
G

B
., B

and 3, 2019, 

§346 R
dN

r.28; F
lorian F

A
U

S
T

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.97; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.144.

給
付
不
当
利
得
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
が
、C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, D
ie G

egenleistungskondiktion, F
estschrift für W

erner L
orenz zum

 siebzigsten 

G
eburtstag, 1991, S

.25, 44 ff.

も
参
照
。

（
163
） 

た
と
え
ば
、
本
文
Ⅱ
章
２
節
⑶
で
見
た
東
京
地
判
昭
和
三
三
年
八
月
一
四
日
下
民
集
九
巻
八
号
九
四
頁
の
ほ
か
、
取
消
し
の
場
合
に
つ
き
東
京

地
判
昭
和
六
一
年
一
〇
月
三
〇
日
判
時
一
二
四
四
号
九
二
頁
（
リ
ー
ス
料
の
返
還
請
求
を
認
容
）
な
ど
。
ま
た
、
昭
和
五
一
年
判
決
で
も
、
原
告
は

自
動
車
の
減
価
分
を
も
っ
て
使
用
利
益
と
し
て
そ
の
返
還
を
求
め
た
の
に
対
し
、
使
用
利
益
を
算
定
さ
せ
る
た
め
に
原
審
に
差
し
戻
し
て
い
る
。
以

上
は
、
不
動
産
な
ど
減
価
が
著
し
く
な
い
物
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
大
判
昭
和
一
一
年
五
月
一
一
日
民
集
一
五
巻
一
〇
号
八
〇
八
頁
、
最
判
昭

和
三
四
年
九
月
二
二
日
民
集
一
三
巻
一
一
号
一
四
五
一
頁
。

以
上
に
対
し
、
広
島
高
判
平
成
七
年
二
月
二
二
日
判
タ
九
〇
三
号
一
五
〇
頁
は
、
前
掲
注（
160
）で
述
べ
た
よ
う
に
、
売
主
か
ら
は
使
用
利
益
が
代

金
と
利
息
の
合
計
額
を
既
に
超
え
て
い
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
船
舶
の
売
買
契
約
が
改
正
前
五
六
一
条
に
よ
っ
て
解

除
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、「
使
用
利
益
の
具
体
的
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
売
買
契
約
の
解
除
に
基
づ
き
売
主
が
原
状
回
復
義
務
と
し
て
負
担
す

る
売
買
代
金
と
支
払
時
以
降
の
利
息
と
の
均
衡
か
ら
決
せ
ら
れ
る
べ
き
」
と
説
き
、「
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
売
買
目
的
物
の
利
用
に
よ
り
上
げ

る
こ
と
の
で
き
た
総
利
益
の
中
か
ら
人
件
費
、
維
持
費
等
の
必
要
経
費
を
控
除
し
た
純
利
益
を
も
っ
て
右
使
用
利
益
と
し
て
算
定
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
」
と
す
る
。
買
主
が
当
該
船
舶
の
運
航
に
よ
り
実
際
に
得
た
使
用
利
益
（
運
航
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
も
の
）
か
ら
赤
字
分
を
控
除

）
一
六
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
七

（
160
） 

実
際
、
我
が
国
の
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
契
約
解
消
を
し
た
買
主
が
支
払
済
み
の
代
金
相
当
額
等
の
返
還
を
求
め
た
の
に
対
し
、
売
主
か
ら
、

買
主
の
使
用
利
益
は
代
金
額
と
利
息
の
合
計
額
よ
り
も
大
き
い
と
し
て
売
主
の
同
返
還
義
務
を
否
定
す
る
反
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
名
古
屋
地
判
平
成
一
八
年
六
月
一
三
日
（L

E
X

/D
B

文
献
番
号
２
５
４
６
２
５
２
８
）、
広
島
高
判
平
成
七
年
二
月
二
二
日
判
タ
九
〇
三
号

一
五
〇
頁
。
こ
れ
を
問
題
視
す
る
の
は
、
北
村
・
前
掲
注（
12
）一
一
七
─
一
一
八
頁
、
谷
口
・
前
掲
注（
21
）一
七
八
頁
。

（
161
） 

拙
稿
「
原
状
回
復
に
お
け
る
対
価
合
意
の
意
義

─
原
物
返
還
不
能
に
よ
り
償
還
す
べ
き
価
額
の
算
定
を
め
ぐ
っ
て
」
日
法
八
五
巻
二
号

（
二
〇
一
九
年
）
三
七
一
頁
以
下
。
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A
IE

R
, in: M

ünchener K
om

m
entar zum

 B
G

B
., B

and 3, 2019, 

§346 R
dN

r.28; F
lorian F

A
U

S
T

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.97; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.144.

給
付
不
当
利
得
に
関
す
る

も
の
で
あ
る
が
、C

laus-W
ilhelm

 C
A

N
A

R
IS

, D
ie G

egenleistungskondiktion, F
estschrift für W

erner L
orenz zum

 siebzigsten 

G
eburtstag, 1991, S

.25, 44 ff.
も
参
照
。

（
163
） 

た
と
え
ば
、
本
文
Ⅱ
章
２
節
⑶
で
見
た
東
京
地
判
昭
和
三
三
年
八
月
一
四
日
下
民
集
九
巻
八
号
九
四
頁
の
ほ
か
、
取
消
し
の
場
合
に
つ
き
東
京

地
判
昭
和
六
一
年
一
〇
月
三
〇
日
判
時
一
二
四
四
号
九
二
頁
（
リ
ー
ス
料
の
返
還
請
求
を
認
容
）
な
ど
。
ま
た
、
昭
和
五
一
年
判
決
で
も
、
原
告
は

自
動
車
の
減
価
分
を
も
っ
て
使
用
利
益
と
し
て
そ
の
返
還
を
求
め
た
の
に
対
し
、
使
用
利
益
を
算
定
さ
せ
る
た
め
に
原
審
に
差
し
戻
し
て
い
る
。
以

上
は
、
不
動
産
な
ど
減
価
が
著
し
く
な
い
物
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。
大
判
昭
和
一
一
年
五
月
一
一
日
民
集
一
五
巻
一
〇
号
八
〇
八
頁
、
最
判
昭

和
三
四
年
九
月
二
二
日
民
集
一
三
巻
一
一
号
一
四
五
一
頁
。

以
上
に
対
し
、
広
島
高
判
平
成
七
年
二
月
二
二
日
判
タ
九
〇
三
号
一
五
〇
頁
は
、
前
掲
注（
160
）で
述
べ
た
よ
う
に
、
売
主
か
ら
は
使
用
利
益
が
代

金
と
利
息
の
合
計
額
を
既
に
超
え
て
い
る
と
の
主
張
が
な
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
船
舶
の
売
買
契
約
が
改
正
前
五
六
一
条
に
よ
っ
て
解

除
さ
れ
た
事
案
に
お
い
て
、「
使
用
利
益
の
具
体
的
算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
売
買
契
約
の
解
除
に
基
づ
き
売
主
が
原
状
回
復
義
務
と
し
て
負
担
す

る
売
買
代
金
と
支
払
時
以
降
の
利
息
と
の
均
衡
か
ら
決
せ
ら
れ
る
べ
き
」
と
説
き
、「
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
売
買
目
的
物
の
利
用
に
よ
り
上
げ

る
こ
と
の
で
き
た
総
利
益
の
中
か
ら
人
件
費
、
維
持
費
等
の
必
要
経
費
を
控
除
し
た
純
利
益
を
も
っ
て
右
使
用
利
益
と
し
て
算
定
す
る
の
が
相
当
で

あ
る
」
と
す
る
。
買
主
が
当
該
船
舶
の
運
航
に
よ
り
実
際
に
得
た
使
用
利
益
（
運
航
収
入
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
も
の
）
か
ら
赤
字
分
を
控
除

）
一
六
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

九
八

す
る
こ
と
で
使
用
利
益
を
算
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
判
決
で
は
、
利
息
返
還
と
の
均
衡
か
ら
「
上
げ
る
こ
と
の
で
き
た
」
総
利
益
が
対
象
と
さ
れ

た
た
め
、
実
際
に
は
買
主
が
当
該
船
舶
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
以
降
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
以
前
の
期
間
に
お
け
る
使
用
利
益
を
基

に
算
定
さ
れ
、
償
還
（
厳
密
に
は
売
主
の
返
還
債
務
と
の
相
殺
）
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

（
164
） 
油
納
健
一
「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
二
）」
広
島
法
学
三
八
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
頁
以
下
で
は
、〈
価
値
減
耗

分
が
「
使
用
利
益
」
に
含
ま
れ
る
か
〉
と
い
う
観
点
か
ら
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
減
価
が
著
し
い
物
と
そ
う
で
な
い
物
と
に
分
け
て
裁
判
例
が
分
析

さ
れ
る
。
油
納
の
こ
の
問
題
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
減
価
が
著
し
い
物
に
関
す
る
各
判
決
の
判
断
は
一
貫
し
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、「
価
値
減
耗
分
を
二
重
払
さ
せ
る
も
の
、
価
値
減
耗
分
を
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
に
含
め
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
、
価
値
減
耗
分
の
返
還

を
認
め
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
な
ど
、
各
判
決
の
判
断
が
一
貫
し
て
い
な
い
。」
と
い
う
評
価
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
稿
が
本
文
で
着
目

し
た
よ
う
に
、
賃
料
相
当
額
を
基
礎
に
使
用
利
益
を
算
定
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

（
165
） 

こ
の
点
は
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
債
務
法
改
正
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。O

L
G

 H
am

m
, U

rteil vom
 20. 3. 1980, M

D
R

 1980, 

S
.846; B

G
H

, U
rteil vom

 26. 6. 1991, N
JW

 1991, S
.2484 ff.

な
ど
。
こ
の
点
は
、
油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利

益
』
の
範
囲
（
七
）」
三
一
二
頁
以
下
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.230; Johannes 

H
A

G
E

R
, in: A

nw
altK

om
m

entar zum
 B

G
B

., 2005, B
and 2, 

§346 R
dN

r.24; K
urt R

E
IN

K
IN

G
 / C

hristoph E
G

G
E

R
T

, D
er 

A
utokauf : R

echtsfragen beim
 K

auf neuer und gebrauchter K
raftfahrzeuge sow

ie beim
 L

easing, 14 A
ufl., 2019, R

dN
r.616; Y

ves 

D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, S
.140 f.

（
166
） 

こ
の
判
断
は
、
債
務
法
改
正
前
の
一
九
九
一
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
（B

G
H

, U
rteil vom

 26. 6. 1991, N
JW

 1991, S
.2484 ff.

）
で

採
用
さ
れ
、
そ
の
後
定
着
し
、
債
務
法
改
正
後
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
直
近
で
はB

G
H

, U
rteil vom

 30. 6. 2017, N
JW

 2017, 

S
.3438 ff.

）。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
こ
う
し
た
判
例
法
理
が
定
着
し
た
経
過
に
つ
い
て
は
、
油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用
利

益
』
の
範
囲
（
七
）」
三
一
五
頁
以
下
を
参
照
。
二
〇
一
七
年
判
決
に
つ
い
て
は
、
内
山
敏
和
「
ド
イ
ツ
民
法
最
新
判
例
紹
介
⑷
」
北
海
学
園
大
学

法
学
研
究
五
五
巻
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
七
二
一
頁
以
下
に
紹
介
が
あ
る
。
学
説
も
（
本
文
で
紹
介
す
る
批
判
は
あ
る
も
の
の
）
圧
倒
的
多
数
が
こ

れ
に
賛
同
す
る
。
た
と
え
ば
、D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.228; R
einhard G

A
IE

R
, a. a. O

. 

（F
n.162

）, 

§346 

）
一
六
六
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
九

R
dN

r.26; F
lorian F

A
U

S
T

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.95; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.139 f.

（
167
） 

我
が
国
で
も
、
岡
・
前
掲
注（
11
）七
二
六
─
七
二
七
頁
、
田
中
宏
治
・
前
掲
注（
11
）二
五
七
頁
注
�
を
参
照
。

（
168
） K

urt R
E

IN
K

IN
G

 / C
hristoph E

G
G

E
R

T
, a. a. O

. 

（F
n.165

）, R
dN

r.1163; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.142.

（
169
） 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
通
説
の
算
定
方
法
に
関
す
る
こ
う
し
た
批
判
に
つ
い
て
は
、
油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用

利
益
』
の
範
囲
（
八
）」
九
九
頁
の
注
�130
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
170
） 

さ
ら
に
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号
後
段
で
、
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
損
耗
減
価
に
つ
き
買
主
を
免
責
し
て
い
る
こ

と
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減
価
も
ま
た
使
用
利
益
と
し
て
償
還
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
同
規
定
の
評
価
と
矛
盾
す
る
と
の

評
価
も
主
張
さ
れ
て
い
る
（Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, S
.143

）。
た
だ
し
、
本
文
で
述
べ
た
と
お
り
、
同
規
定
が
損
耗
減
価
の
免
責
を
す

る
の
は
、
使
用
利
益
返
還
と
の
重
複
調
整
が
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
矛
盾
と
ま
で
い
え
る
か
は
疑
問
も
あ
る
。
用
法
に
従
っ
て
使
用
に

置
い
た
こ
と
に
よ
る
損
耗
減
価
の
免
責
理
由
を
い
か
に
捉
え
る
か
が
関
係
す
る
。

（
171
） Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, S
.142.

（
172
） 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
既
に
本
文
で
油
納
論
文
の
内
容
と
し
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
使
用
利
益
概
念
（
使
用
利
益
に
は
消
費
利

益
を
含
ま
な
い
）
の
理
解
と
は
乖
離
す
る
。
ま
た
、
油
納
は
、「
そ
も
そ
も
、〝
時
間
の
経
過
に
よ
る
価
値
減
耗
が
著
し
い
物
〟
は
全
く
使
用
せ
ず
と

も
価
値
は
減
耗
す
る
か
ら
、
価
値
減
耗
分
が
使
用
に
よ
る
利
益
と
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。」
と
説
く
（
油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法

に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
八
）」
八
九
頁
）。
こ
れ
に
対
し
本
稿
は
、（
使
用
に
よ
ら
な
い
経
年
減
価
は
償
還
の
対
象
か
ら
外
す
も
の
の
）

ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る
計
算
方
法
は
使
用
価
値
の
算
定
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
使
用
利
益
と
み
な
す
こ
と
は
、
必
ず
し
も
「
使
用
利
益
」
と
い
う
用
語

の
範
疇
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
す
る
。

（
173
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.230; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.141.

（
174
） 

ド
イ
ツ
で
は
、
こ
こ
に
お
い
て
、
右
計
算
の
前
提
と
な
る
「
給
付
物
の
価
値
」
を
比
例
減
額
し
て
か
ら
計
算
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
ひ
と
ま

ず
約
定
対
価
で
も
っ
て
算
定
し
た
う
え
で
契
約
不
適
合
に
よ
っ
て
使
用
に
影
響
を
受
け
た
分
を
減
ず
べ
き
か
に
争
い
が
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、

Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.141 f.

）
一
六
七
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

九
九

R
dN

r.26; F
lorian F

A
U

S
T

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.95; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.139 f.

（
167
） 

我
が
国
で
も
、
岡
・
前
掲
注（
11
）七
二
六
─
七
二
七
頁
、
田
中
宏
治
・
前
掲
注（
11
）二
五
七
頁
注
�
を
参
照
。

（
168
） K

urt R
E

IN
K

IN
G

 / C
hristoph E

G
G

E
R

T
, a. a. O

. 

（F
n.165

）, R
dN

r.1163; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.142.

（
169
） 
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
通
説
の
算
定
方
法
に
関
す
る
こ
う
し
た
批
判
に
つ
い
て
は
、
油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法
に
お
け
る
『
使
用

利
益
』
の
範
囲
（
八
）」
九
九
頁
の
注
�130
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
170
） 

さ
ら
に
い
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
三
四
六
条
二
項
一
文
三
号
後
段
で
、
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
損
耗
減
価
に
つ
き
買
主
を
免
責
し
て
い
る
こ

と
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減
価
も
ま
た
使
用
利
益
と
し
て
償
還
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
同
規
定
の
評
価
と
矛
盾
す
る
と
の

評
価
も
主
張
さ
れ
て
い
る
（Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, S
.143

）。
た
だ
し
、
本
文
で
述
べ
た
と
お
り
、
同
規
定
が
損
耗
減
価
の
免
責
を
す

る
の
は
、
使
用
利
益
返
還
と
の
重
複
調
整
が
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
矛
盾
と
ま
で
い
え
る
か
は
疑
問
も
あ
る
。
用
法
に
従
っ
て
使
用
に

置
い
た
こ
と
に
よ
る
損
耗
減
価
の
免
責
理
由
を
い
か
に
捉
え
る
か
が
関
係
す
る
。

（
171
） Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, S
.142.

（
172
） 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
既
に
本
文
で
油
納
論
文
の
内
容
と
し
て
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
使
用
利
益
概
念
（
使
用
利
益
に
は
消
費
利

益
を
含
ま
な
い
）
の
理
解
と
は
乖
離
す
る
。
ま
た
、
油
納
は
、「
そ
も
そ
も
、〝
時
間
の
経
過
に
よ
る
価
値
減
耗
が
著
し
い
物
〟
は
全
く
使
用
せ
ず
と

も
価
値
は
減
耗
す
る
か
ら
、
価
値
減
耗
分
が
使
用
に
よ
る
利
益
と
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。」
と
説
く
（
油
納
・
前
掲
注（
11
）「
不
当
利
得
法

に
お
け
る
『
使
用
利
益
』
の
範
囲
（
八
）」
八
九
頁
）。
こ
れ
に
対
し
本
稿
は
、（
使
用
に
よ
ら
な
い
経
年
減
価
は
償
還
の
対
象
か
ら
外
す
も
の
の
）

ド
イ
ツ
判
例
に
お
け
る
計
算
方
法
は
使
用
価
値
の
算
定
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
使
用
利
益
と
み
な
す
こ
と
は
、
必
ず
し
も
「
使
用
利
益
」
と
い
う
用
語

の
範
疇
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
と
理
解
す
る
。

（
173
） D

agm
ar K

A
IS

E
R

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, 

§346 R
dN

r.230; Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.141.

（
174
） 

ド
イ
ツ
で
は
、
こ
こ
に
お
い
て
、
右
計
算
の
前
提
と
な
る
「
給
付
物
の
価
値
」
を
比
例
減
額
し
て
か
ら
計
算
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、
ひ
と
ま

ず
約
定
対
価
で
も
っ
て
算
定
し
た
う
え
で
契
約
不
適
合
に
よ
っ
て
使
用
に
影
響
を
受
け
た
分
を
減
ず
べ
き
か
に
争
い
が
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、

Y
ves D

Ö
L

L
, a. a. O

. 

（F
n.38

）, S
.141 f.

）
一
六
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
〇
〇

（
175
） Y

ves D
Ö

L
L

, a. a. O
. 

（F
n.38

）, S
.142.

（
176
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
16
）二
四
七
頁
以
下
。

（
177
） 
た
だ
し
、
使
用
に
よ
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
と
は
両
立
し
な
い
と
は
い
え
、
こ
こ
で
い
う
減
価
と
は
、
使
用
に
置
い
た
こ
と
に
よ
る
減

価
や
用
法
に
従
っ
た
使
用
に
よ
り
い
わ
ば
通
常
生
じ
る
損
耗
減
価
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
用
法
に
従
っ
た
使
用
か
ら
は
通
常
生
じ
な
い
損
傷
に
よ

0

0

0

0

る
減
価

0

0

0

は
、
使
用
利
益
返
還
と
矛
盾
し
な
い
。
こ
の
点
で
、
平
野
・
前
掲
注（
23
）一
一
八
頁
は
、「
使
用
に
よ
る
減
価
で
は
な
く
、
買
主
の
過
失
に

よ
る
損
傷
に
よ
る
減
価
に
つ
い
て
は
、
両
請
求
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
説
く
。

（
178
） 

こ
こ
で
、
買
主
が
享
受
し
得
た
使
用
利
益
の
償
還
（
賠
償
）
義
務
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
契
約
が
な
か
っ
た
場
合
に
（
物
を
使
用
し
た
）
売

主
の
状
態
実
現
と
同
視
し
う
る
結
果
と
な
ろ
う
。
確
か
に
、
ド
イ
ツ
民
法
三
四
七
条
一
項
一
文
は
買
主
に
そ
こ
ま
で
の
義
務
を
課
す
る
。
も
っ
と
も
、

法
定
解
除
権
者
に
重
要
な
例
外
が
あ
る
（
同
項
二
文
）
ほ
か
、
そ
も
そ
も
原
状
回
復
義
務
の
原
則
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
使
用
義
務
を
前
提
と
し
た

償
還
義
務
を
課
す
こ
と
が
正
当
化
で
き
な
い
と
考
え
る
。
原
状
回
復
と
し
て
の
使
用
利
益
返
還
は
、
あ
く
ま
で
実
際
に
得
た
利
益
の
返
還
に
と
ど
め
、

そ
の
余
は
損
害
賠
償
の
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
179
） 

条
文
訳
は
、
齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
五
三
─
五
五
四
頁
、
荻
野
奈
緒
「〈
日
仏
債
権
法
の
現
在
〉
原
状
回
復
」
論
究
ジ
ュ
リ
二
二
号

（
二
〇
一
七
年
）
一
九
四
頁
に
拠
っ
た
。

（
180
） 

こ
れ
を
指
摘
す
る
の
は
、
齋
藤
・
前
掲
注（
9
）五
六
〇
─
五
六
一
頁
。

（
181
） 

荻
野
・
前
掲
注（
179
）一
九
四
頁
。
本
稿
で
見
て
み
た
二
重
補
償
の
回
避
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
十
分
あ
り
得
る
解
釈
で
あ
る
。

（
182
） 

た
だ
し
、
契
約
関
係
が
あ
っ
た
場
合
の
善
意
・
悪
意
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
、
被
強
迫
者
は
悪
意
者
か
否
か
と
い
う
我
が
国
で
不
当
利
得
類
型

論
が
定
着
す
る
に
至
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
論
点
を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
の
点
で
、
荻
野
・
前
掲
注（
178
）一
九
三
頁
は
、「
非
債
弁
済
の
場
合

と
異
な
り
、
契
約
が
無
効
と
さ
れ
た
場
合
や
解
除
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
受
領
者
の
善
意
・
悪
意
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
く
、
む
し

ろ
契
約
解
消
が
当
事
者
の
ど
ち
ら
に
帰
責
さ
れ
る
か
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。」
と
す
る
。

（
183
） 

δ
の
よ
う
に
、
第
三
者
と
の
取
引
に
よ
り
利
益
を
受
け
た
場
合
（
＝
買
主
が
第
三
者
か
ら
同
種
の
も
の
を
取
得
し
て
使
用
利
益
を
受
け
た
場

合
）
を
想
定
し
、
実
際
に
は
存
在
せ
ず
対
価
も
負
担
し
て
い
な
い
取
引
を
前
提
に
、
買
主
の
使
用
利
益
返
還
義
務
を
否
定
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不

）
一
六
一
（

原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
〇
一

当
で
あ
る
。

（
184
） 

価
額
償
還
請
求
の
条
文
上
の
根
拠
が
一
項
本
文
で
あ
る
た
め
に
は
、
一
項
本
文
は
や
は
り
、「
い
つ
の
時
点
で
の
ど
う
い
っ
た
状
態
で
の
給
付

物
の
返
還
か
」
を
含
ん
だ
規
範
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
一
項
本
文
は
、〈
返
還
債
務
者
は
、
受
領
し
た
も
の
（
労
務
を
含
む
）
を
相
手
方
に
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
〉
お
よ
び
〈
受
領
し
た
も
の
を
そ
の
状
態
で
返
還
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
価
値
（
差
額
分
）
を
金
銭
で

償
還
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
〉
を
根
拠
づ
け
る
規
範
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
目
は
、
給
付
物
本
体
に
関
す
る
こ
と
と
は
い
え
、

「
給
付
を
受
領
し
て
か
ら
時
の
経
過
に
伴
っ
て
生
じ
る
」
問
題
と
い
え
、
こ
の
点
で
は
む
し
ろ
果
実
や
使
用
利
益
の
問
題
に
近
い
。
そ
こ
で
、
荻

野
・
前
掲
注（
179
）一
九
二
頁
以
下
（
具
体
的
に
は
一
九
三
頁
の
注
⑺
お
よ
び
一
九
四
頁
）
で
は
、
こ
の
二
つ
目
を
「
付
随
的
な
返
還
に
関
す
る
問

題
」
と
し
て
位
置
付
け
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
民
法
に
お
い
て
返
還
不
能
に
代
わ
る
価
額
償
還
義
務
や
現
物
返
還
に
加
え
て
生
じ
る
価
額
償
還
義
務

に
明
文
上
の
根
拠
を
与
え
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
五
四
五
条
一
項
本
文
の
問
題
に
位
置
付
け
る
。

な
お
、
既
に
二
〇
二
三
年
の
前
稿
で
見
た
よ
う
に
、
北
村
実
は
、
解
除
の
原
状
回
復
と
履
行
利
益
賠
償
と
の
評
価
矛
盾
を
避
け
る
べ
く
、「
原
状

回
復
を
契
約
締
結
前
の
状
態
、
契
約
締
結
な
く
ば
現
に
あ
る
べ
き
状
態
、
あ
る
い
は
履
行
前
の
状
態
な
ど
と
、
一
般
的
状
態
と
し
て
捉
え
る
」
こ
と

を
避
け
、「
原
状
回
復
を
給
付
物
の
返
還
に
つ
き
る
も
の
」
と
捉
え
た
（
北
村
実
「
解
除
の
効
果

─
五
四
五
条
を
め
ぐ
っ
て
」
星
野
英
一
編
代

『
民
法
講
座
５
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
）
一
四
六
頁
）。
た
だ
し
、
北
村
は
、
本
稿
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
買
主
の
許
に
あ
る
自
動
車
が
使
用
に

よ
り
減
価
し
て
い
た
昭
和
五
一
年
判
決
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
を
使
用
利
益
の
問
題
で
は
な
く
、
目
的
物
の
本
体
的
価
値
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
減

価
し
た
現
物
の
返
還
に
加
え
て
償
還
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
（
北
村
・
前
掲
注（
12
）一
一
七
頁
）。
つ
ま
り
、
狭
義
の
原
状
回
復
は
給
付
物
の
返
還
に

つ
き
る
と
言
い
つ
つ
も
、
給
付
当
時
の
財
産
状
態
で
の
返
還
を
前
提
と
し
て
い
た
。

）
一
六
一
（



原
状
回
復
に
お
け
る
減
価
償
還
と
使
用
利
益
返
還
（
野
中
）

一
〇
一

当
で
あ
る
。

（
184
） 

価
額
償
還
請
求
の
条
文
上
の
根
拠
が
一
項
本
文
で
あ
る
た
め
に
は
、
一
項
本
文
は
や
は
り
、「
い
つ
の
時
点
で
の
ど
う
い
っ
た
状
態
で
の
給
付

物
の
返
還
か
」
を
含
ん
だ
規
範
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
一
項
本
文
は
、〈
返
還
債
務
者
は
、
受
領
し
た
も
の
（
労
務
を
含
む
）
を
相
手
方
に
返
還
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
〉
お
よ
び
〈
受
領
し
た
も
の
を
そ
の
状
態
で
返
還
で
き
な
い
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
価
値
（
差
額
分
）
を
金
銭
で

償
還
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
〉
を
根
拠
づ
け
る
規
範
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
目
は
、
給
付
物
本
体
に
関
す
る
こ
と
と
は
い
え
、

「
給
付
を
受
領
し
て
か
ら
時
の
経
過
に
伴
っ
て
生
じ
る
」
問
題
と
い
え
、
こ
の
点
で
は
む
し
ろ
果
実
や
使
用
利
益
の
問
題
に
近
い
。
そ
こ
で
、
荻

野
・
前
掲
注（
179
）一
九
二
頁
以
下
（
具
体
的
に
は
一
九
三
頁
の
注
⑺
お
よ
び
一
九
四
頁
）
で
は
、
こ
の
二
つ
目
を
「
付
随
的
な
返
還
に
関
す
る
問

題
」
と
し
て
位
置
付
け
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
民
法
に
お
い
て
返
還
不
能
に
代
わ
る
価
額
償
還
義
務
や
現
物
返
還
に
加
え
て
生
じ
る
価
額
償
還
義
務

に
明
文
上
の
根
拠
を
与
え
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
五
四
五
条
一
項
本
文
の
問
題
に
位
置
付
け
る
。

な
お
、
既
に
二
〇
二
三
年
の
前
稿
で
見
た
よ
う
に
、
北
村
実
は
、
解
除
の
原
状
回
復
と
履
行
利
益
賠
償
と
の
評
価
矛
盾
を
避
け
る
べ
く
、「
原
状

回
復
を
契
約
締
結
前
の
状
態
、
契
約
締
結
な
く
ば
現
に
あ
る
べ
き
状
態
、
あ
る
い
は
履
行
前
の
状
態
な
ど
と
、
一
般
的
状
態
と
し
て
捉
え
る
」
こ
と

を
避
け
、「
原
状
回
復
を
給
付
物
の
返
還
に
つ
き
る
も
の
」
と
捉
え
た
（
北
村
実
「
解
除
の
効
果

─
五
四
五
条
を
め
ぐ
っ
て
」
星
野
英
一
編
代

『
民
法
講
座
５
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
）
一
四
六
頁
）。
た
だ
し
、
北
村
は
、
本
稿
で
前
述
し
た
よ
う
に
、
買
主
の
許
に
あ
る
自
動
車
が
使
用
に

よ
り
減
価
し
て
い
た
昭
和
五
一
年
判
決
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
を
使
用
利
益
の
問
題
で
は
な
く
、
目
的
物
の
本
体
的
価
値
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
減

価
し
た
現
物
の
返
還
に
加
え
て
償
還
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
（
北
村
・
前
掲
注（
12
）一
一
七
頁
）。
つ
ま
り
、
狭
義
の
原
状
回
復
は
給
付
物
の
返
還
に

つ
き
る
と
言
い
つ
つ
も
、
給
付
当
時
の
財
産
状
態
で
の
返
還
を
前
提
と
し
て
い
た
。

）
一
六
一
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
三

〔
業
務
上
過
失
致
死
傷
事
件
、
長
野
地
裁
令
三
わ
三
号
、
令
和

五
年
六
月
八
日
判
決
、
有
罪
、
被
告
人
両
名
が
控
訴
、L

E
X
/

D
B

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｋ
Ｃ
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
文
献
番

号
２
５
５
７
３
１
４
１
〕

〔
事
実
〕

被
告
人
二
名
が
関
わ
る
本
件
事
故
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
一
月
一
五
日
深
夜
、
長
野

県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
内
の
国
道
一
八
号
碓
氷
バ
イ
パ
ス
に
お
い

て
、
北
志
賀
方
面
へ
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を
運
行
中
の
本
件
バ
ス
が
、

下
り
坂
で
加
速
し
続
け
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ
ず
に
路
外
崖
下

に
転
落
し
、
一
五
名
（
運
転
手
と
交
代
運
転
手
を
含
む
）
が
死
亡

し
、
乗
客
二
六
名
が
脳
挫
傷
等
の
傷
害
を
負
っ
た
。

被
告
人
は
、
バ
ス
を
運
転
し
て
い
た
Ｅ
社
の
代
表
取
締
役
Ｔ
お

よ
び
運
行
管
理
者
で
あ
っ
た
Ａ
で
あ
り
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪

で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

令
和
五
年
六
月
八
日
、
長
野
地
裁
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
を

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯

─
軽
井
沢
バ
ス
転
落
事
件

─

船

　
　山

　
　泰

　
　範

判
例
研
究

）
一
七
二
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
三

〔
業
務
上
過
失
致
死
傷
事
件
、
長
野
地
裁
令
三
わ
三
号
、
令
和

五
年
六
月
八
日
判
決
、
有
罪
、
被
告
人
両
名
が
控
訴
、L

E
X
/

D
B

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｋ
Ｃ
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
文
献
番

号
２
５
５
７
３
１
４
１
〕

〔
事
実
〕

被
告
人
二
名
が
関
わ
る
本
件
事
故
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
。
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
一
月
一
五
日
深
夜
、
長
野

県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
内
の
国
道
一
八
号
碓
氷
バ
イ
パ
ス
に
お
い

て
、
北
志
賀
方
面
へ
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
を
運
行
中
の
本
件
バ
ス
が
、

下
り
坂
で
加
速
し
続
け
、
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ
ず
に
路
外
崖
下

に
転
落
し
、
一
五
名
（
運
転
手
と
交
代
運
転
手
を
含
む
）
が
死
亡

し
、
乗
客
二
六
名
が
脳
挫
傷
等
の
傷
害
を
負
っ
た
。

被
告
人
は
、
バ
ス
を
運
転
し
て
い
た
Ｅ
社
の
代
表
取
締
役
Ｔ
お

よ
び
運
行
管
理
者
で
あ
っ
た
Ａ
で
あ
り
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪

で
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

令
和
五
年
六
月
八
日
、
長
野
地
裁
は
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
を

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯

─
軽
井
沢
バ
ス
転
落
事
件

─

船

　
　山

　
　泰

　
　範

判
例
研
究

）
一
七
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
〇
四

は
足
り
な
い
が
」、「
Ｕ
が
犯
す
具
体
的
な
過
失
行
為
や
発
生
さ
せ

る
具
体
的
な
事
故
内
容
等
現
実
の
結
果
発
生
に
至
る
因
果
の
経
過

を
逐
一
具
体
的
に
予
見
す
る
こ
と
ま
で
必
要
な
い
」
と
す
る
立
場

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
見
解
の
内
容
は
、「
直
接
行
為
者
で
あ
る
Ｕ
の
大
型
バ
ス

の
運
転
技
量
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
運
転
技
量
不
足
に
基

づ
く
過
失
行
為
に
よ
り
死
傷
事
故
の
結
果
を
発
生
さ
せ
る
危
険
の

あ
る
状
況
を
認
識
し
て
い
た
と
い
え
れ
ば
、
Ｕ
が
発
生
さ
せ
る
か

も
し
れ
な
い
結
果
に
つ
い
て
も
予
見
が
で
き
、
当
然
こ
れ
を
予
防

す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ａ
は
、
自
ら
の
運
行
管
理
の
不
十
分
さ
を
認
識
し

た
上
で
、
Ｕ
の
運
転
技
量
が
十
分
で
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
運
転
の
経
路
の
難
し
さ
か
ら
、
運
転
ミ
ス
を
犯
し
て

重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
予
見
で
き
た
と
す

る
。そ

こ
で
、
運
行
管
理
者
と
し
て
の
刑
法
上
の
注
意
義
務
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
重
大
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、

「
必
要
な
運
転
訓
練
を
行
う
な
ど
の
指
導
教
育
を
行
っ
て
大
型
バ

ス
の
運
転
に
必
要
な
運
転
技
量
を
習
得
さ
せ
、
Ｕ
に
大
型
バ
ス
に

よ
る
夜
行
日
帰
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
必
要
な
運
転
技
量
が

示
し
て
、
被
告
人
Ｔ
に
禁
錮
三
年
、
被
告
人
Ａ
に
禁
錮
四
年
（
い

ず
れ
も
実
刑
）
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
そ
の
後
、
Ｔ
・
Ａ

の
両
名
が
控
訴
し
た
。

〔
判
旨
〕

本
判
決
は
、
分
量
が
多
く
、
判
旨
の
要
約
も
多
く
な
る
。
お
お

む
ね
、
次
の
よ
う
な
内
容
に
整
理
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
１
）　
運
行
管
理
者
の
注
意
義
務
違
反

（
２
）　
社
長
の
注
意
義
務
違
反

（
３
）　
被
告
人
の
過
失
と
事
故
と
の
因
果
関
係

（
４
）　
弁
護
人
の
主
張
の
検
討
、
結
論

（
５
）　
量
刑

（
１
）　
運
行
管
理
者
Ａ
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
、
判
決
は
、

Ｅ
社
が
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
運
転
手
Ｕ
に
つ
い
て
、
採
用
面

接
に
あ
た
っ
た
Ａ
は
、
Ｕ
が
直
近
の
勤
務
先
で
は
約
五
年
間
、
大

型
バ
ス
の
乗
務
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
、
と

い
う
事
実
を
前
提
と
し
て
い
る
。

第
一
に
、
Ａ
に
と
っ
て
、
予
見
の
対
象
は
、「
内
容
の
特
定
し

な
い
一
般
的
・
抽
象
的
な
危
惧
感
な
い
し
不
安
感
を
抱
く
程
度
で

）
一
七
一
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
五

る
提
案
を
し
て
も
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
Ｔ
は
、

「
Ａ
の
杜
撰
な
運
行
管
理
や
社
内
の
安
全
意
識
の
欠
如
を
黙
認
し

て
い
た
」
こ
と
に
な
る
。

⑵
Ｔ
の
予
見
の
対
象
は
、「
直
接
行
為
者
で
あ
る
Ｕ
の
大
型
バ

ス
の
運
転
技
量
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
運
転
技
量
不
足
に

基
づ
く
過
失
行
為
に
よ
り
死
傷
事
故
の
結
果
を
発
生
さ
せ
る
危
険

の
あ
る
状
況
を
認
識
し
て
い
た
と
い
え
れ
ば
、
Ｕ
が
発
生
さ
せ
る

か
も
し
れ
な
い
結
果
に
つ
い
て
も
予
見
で
き
、
当
然
こ
れ
を
予
防

す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
予
見

可
能
性
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
」
と
す
る
。

⑶
Ｔ
の
回
避
措
置
で
あ
る
。「
万
が
一
に
も
、
Ｕ
が
運
転
技
量

の
不
足
か
ら
前
記
峠
道
等
で
運
転
ミ
ス
を
犯
し
、
重
大
な
事
故
を

引
き
起
こ
し
て
乗
客
等
が
死
傷
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、

…
（
中
略
）
…
同
人
の
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
の
程
度
を
把
握
し
、

そ
の
結
果
に
応
じ
て
必
要
な
運
転
訓
練
を
行
う
な
ど
の
指
導
教
育

を
行
っ
て
大
型
バ
ス
の
運
転
に
必
要
な
運
転
技
量
を
習
得
さ
せ
、

Ｕ
に
大
型
バ
ス
に
よ
る
夜
行
日
帰
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
必

要
な
運
転
技
量
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、

客
を
乗
せ
た
同
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
刑
法

上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
客
を
乗
せ
た
同

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。

以
上
か
ら
、
Ａ
が
Ｕ
を
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ

せ
る
に
当
た
り
、「
道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
に
従
い
、
運
行

管
理
者
と
し
て
、
前
記
刑
法
上
の
注
意
義
務
を
果
た
す
た
め
の
前

記
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
本
件
事
故
は
、
十
分
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
と
認
め
ら
れ
る
。」
と
し
て
、
回
避
措
置
が
尽
く
さ
れ
て

い
れ
ば
結
果
を
防
げ
た
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）　
社
長
Ｔ
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
⑴
事

故
前
の
安
全
管
理
体
制
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
⑵
予
見
の
対
象
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示

し
、
⑶
結
果
回
避
措
置
を
確
認
す
る
、
と
い
う
段
取
り
で
検
討
を

し
て
い
る
。

⑴
安
全
管
理
体
制
に
関
し
て
は
、
事
故
前
年
の
平
成
二
七
年
二

月
、
Ｅ
社
は
、
関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局
に
よ
る
一
般
監
査
を

受
け
、
点
呼
の
実
施
、
運
転
者
に
対
す
る
指
導
及
び
適
正
診
断
の

実
施
が
不
適
切
で
あ
る
と
い
っ
た
法
令
違
反
を
指
摘
さ
れ
、
Ｔ
は
、

Ａ
と
と
も
に
、
具
体
的
に
改
善
指
導
等
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
般
監
査
に
よ
る
指
摘
後
も
、
Ａ
は
運
行
管
理
業
務

や
安
全
管
理
体
制
の
不
備
を
一
向
に
改
め
ず
、
Ｔ
が
点
呼
に
関
す

）
一
七
二
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
五

る
提
案
を
し
て
も
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
Ｔ
は
、

「
Ａ
の
杜
撰
な
運
行
管
理
や
社
内
の
安
全
意
識
の
欠
如
を
黙
認
し

て
い
た
」
こ
と
に
な
る
。

⑵
Ｔ
の
予
見
の
対
象
は
、「
直
接
行
為
者
で
あ
る
Ｕ
の
大
型
バ

ス
の
運
転
技
量
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
運
転
技
量
不
足
に

基
づ
く
過
失
行
為
に
よ
り
死
傷
事
故
の
結
果
を
発
生
さ
せ
る
危
険

の
あ
る
状
況
を
認
識
し
て
い
た
と
い
え
れ
ば
、
Ｕ
が
発
生
さ
せ
る

か
も
し
れ
な
い
結
果
に
つ
い
て
も
予
見
で
き
、
当
然
こ
れ
を
予
防

す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
予
見

可
能
性
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
」
と
す
る
。

⑶
Ｔ
の
回
避
措
置
で
あ
る
。「
万
が
一
に
も
、
Ｕ
が
運
転
技
量

の
不
足
か
ら
前
記
峠
道
等
で
運
転
ミ
ス
を
犯
し
、
重
大
な
事
故
を

引
き
起
こ
し
て
乗
客
等
が
死
傷
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、

…
（
中
略
）
…
同
人
の
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
の
程
度
を
把
握
し
、

そ
の
結
果
に
応
じ
て
必
要
な
運
転
訓
練
を
行
う
な
ど
の
指
導
教
育

を
行
っ
て
大
型
バ
ス
の
運
転
に
必
要
な
運
転
技
量
を
習
得
さ
せ
、

Ｕ
に
大
型
バ
ス
に
よ
る
夜
行
日
帰
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
必

要
な
運
転
技
量
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、

客
を
乗
せ
た
同
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
刑
法

上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
、
客
を
乗
せ
た
同

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ
せ
る
べ
き
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。

以
上
か
ら
、
Ａ
が
Ｕ
を
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ

せ
る
に
当
た
り
、「
道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
に
従
い
、
運
行

管
理
者
と
し
て
、
前
記
刑
法
上
の
注
意
義
務
を
果
た
す
た
め
の
前

記
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
本
件
事
故
は
、
十
分
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
と
認
め
ら
れ
る
。」
と
し
て
、
回
避
措
置
が
尽
く
さ
れ
て

い
れ
ば
結
果
を
防
げ
た
、
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）　
社
長
Ｔ
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
⑴
事

故
前
の
安
全
管
理
体
制
を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
⑵
予
見
の
対
象
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
示

し
、
⑶
結
果
回
避
措
置
を
確
認
す
る
、
と
い
う
段
取
り
で
検
討
を

し
て
い
る
。

⑴
安
全
管
理
体
制
に
関
し
て
は
、
事
故
前
年
の
平
成
二
七
年
二

月
、
Ｅ
社
は
、
関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局
に
よ
る
一
般
監
査
を

受
け
、
点
呼
の
実
施
、
運
転
者
に
対
す
る
指
導
及
び
適
正
診
断
の

実
施
が
不
適
切
で
あ
る
と
い
っ
た
法
令
違
反
を
指
摘
さ
れ
、
Ｔ
は
、

Ａ
と
と
も
に
、
具
体
的
に
改
善
指
導
等
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
般
監
査
に
よ
る
指
摘
後
も
、
Ａ
は
運
行
管
理
業
務

や
安
全
管
理
体
制
の
不
備
を
一
向
に
改
め
ず
、
Ｔ
が
点
呼
に
関
す

）
一
七
二
（
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二
〇
二
四
年
二
月
）

一
〇
六

確
認
す
る
た
め
の
前
記
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、
Ｕ
に
は
必
要
な

運
転
技
量
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
運
転
技
量
を
習
得

さ
せ
る
ま
で
は
、「
Ｕ
を
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
乗
務
さ
せ
て
は

な
ら
ず
、
そ
う
し
て
お
け
ば
本
件
事
故
は
確
実
に
防
げ
た
。」
と

判
断
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
Ｔ
及
び
Ａ
の
注
意
義
務
違
反

に
よ
る
過
失
が
競
合
し
、
そ
れ
ら
の
過
失
の
危
険
性
が
本
件
事
故

の
発
生
に
結
び
つ
い
た
と
評
価
で
き
、
本
件
に
お
い
て
は
因
果
関

係
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。」
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
４
）　
判
決
は
、
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
が
あ
る
と
し
た
上
で
、

両
被
告
人
の
弁
護
人
の
主
張
を
検
討
し
、
結
論
に
向
か
う
。

こ
の
部
分
で
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
被
告
人
側
が
、
予
見

可
能
性
に
つ
い
て
「
現
実
的
な
危
険
性
の
認
識
」
を
必
要
と
主
張

す
る
の
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
平
成
二
九
年
六
月
一
二
日
最
高
裁

決
定
（
刑
集
七
一
巻
五
号
三
一
五
頁
（
１
）
）
の
補
足
意
見
を
引
用
し

て
、
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

予
見
可
能
性
は
、「
個
々
の
具
体
的
な
事
実
関
係
に
応
じ
、
問
わ

れ
て
い
る
注
意
義
務
な
い
し
結
果
回
避
義
務
と
の
関
係
で
相
対
的

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
」（
小
貫
芳
信
裁
判
官
の
補
足
意
見
（
２
）
）

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
監
督
責
任
を
問
う
場
合
に
、
①

Ｔ
と
Ａ
の
権
限
、
道
路
運
送
法
等
の
義
務
、
運
行
管
理
状
況
、
②

要
す
る
に
、
Ｔ
の
回
避
措
置
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、
運
転
技

量
不
足
の
運
転
手
に
は
運
転
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

（
３
）　
被
告
人
両
名
の
注
意
義
務
違
反
と
本
件
事
故
と
の
因
果

関
係
に
つ
い
て
、
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

第
一
に
、
運
転
手
Ｕ
は
、
大
型
バ
ス
で
夜
行
日
帰
り
の
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
に
従
事
し
た
経
験
が
極
め
て
乏
し
く
、
大
型
バ
ス
の
特
性

の
理
解
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
う
運
転
技
量
の
不
十
分
さ
と
、

危
険
感
受
性
が
低
い
た
め
、
突
発
的
出
来
事
へ
の
対
応
を
間
違
い
、

反
応
が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
と
い
う
運
転
特
性
（
判
決
で
は
、
直
接

過
失
と
の
関
係
で
、
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
）
が
相
俟
っ

て
、
本
件
事
故
と
直
結
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
と
す
る
。

第
二
に
、「
事
業
者
で
あ
る
Ｔ
と
運
行
管
理
者
等
で
あ
っ
た
Ａ

は
、
Ｕ
を
大
型
バ
ス
に
よ
る
夜
行
日
帰
り
の
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運

行
に
従
事
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令

に
従
い
、
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
Ｕ
に
同
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
の
運
行
に
必
要
な
運
転
技
量
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
か
ら
、
同
人
を
同
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
刑
法
上
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
。」

そ
こ
で
、
Ｔ
と
Ａ
が
、
Ｕ
の
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
を
把
握
、

）
一
七
二
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
七

と
が
本
件
事
故
発
生
の
起
点

・
・

と
な
っ
て
」（
傍
点
は
筆
者
）
い
る
。

さ
ら
に
、
判
決
文
は
言
葉
を
次
い
で
、
裁
判
所
と
し
て
、
遺
族

や
被
害
者
の
心
情
を
、
量
刑
に
当
た
り
真
摯
に
受
け
止
め
て
判
断

し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
被
害
者
参
加
人
の
意
見
の
中
に
、
懲
役

五
年
の
も
の
と
禁
錮
五
年
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
。

〔
評
釈
〕

一
　
本
件
の
争
点

本
件
の
争
点
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
と
す

る
。第

一
に
、
被
告
人
両
名
が
、
運
転
手
の
運
転
技
量
の
程
度
を
把

握
し
、
必
要
な
運
転
訓
練
等
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
大
型
バ
ス

の
運
転
に
必
要
な
運
転
技
量
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
転
業
務
に
従
事
さ
せ
る
べ

き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
に
違
反
し
た
か
、
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
運
転
技
量
と
は
、
車
両
の
特
性
の
理
解
及
び
操
縦
運

転
の
技
量
を
示
す
。

第
二
に
、
同
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
二
人
の
そ

Ｕ
の
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
に
関
す
る
両
名
の
認
識
等
の
「
具
体

的
な
事
実
関
係
に
基
づ
き
、
刑
法
上
の
注
意
義
務
の
有
無
を
検
討

し
た
」
と
反
駁
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
本
判
決
は
、
被
告
人
両
名
に
つ
き
、
業
務
上
過
失

致
死
傷
罪
が
成
立
す
る
、
と
結
論
を
示
し
て
い
る
。

（
５
）　
判
決
は
、
被
告
人
両
名
を
実
刑
と
し
て
い
る
。
社
長
Ｔ

を
禁
錮
三
年
、
運
行
管
理
者
Ａ
を
禁
錮
四
年
と
、
量
刑
上
、
区
別

し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
判
決
文
に
、
次
の
よ
う
な
差
と
し
て

現
れ
て
い
る
。

Ｔ
の
過
失
は
、「
相
当
に
重
く
、
Ｕ
と
直
接
の
関
わ
り
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
Ａ
の
杜
撰
な
運
行
管
理
を
改
め
る
べ
き
唯
一
の

責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
結
果
に
対
す
る
寄
与
度

も
大
き
い
」
と
す
る
。
一
方
、
Ａ
の
過
失
は
、「
悪
質
か
つ
非
常

に
重
大
で
あ
り
、
Ｕ
に
対
す
る
監
督
過
失
と
は
い
え
、
本
件
の
結

果
に
対
す
る
寄
与
度
が
相
当
大
き
か
っ
た
」
と
す
る
。

な
お
、
判
決
文
の
次
の
表
現
は
、
被
告
人
両
名
に
実
刑
を
選
ん

だ
理
由
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
用
す
る
。

本
件
事
故
の
直
接
的
な
原
因
は
Ｕ
の
運
転
ミ
ス
に
あ
る
が
、

「
Ｕ
の
運
転
技
量
不
足
だ
け
で
本
件
事
故
は
発
生
せ
ず
、
Ｕ
を
大

型
バ
ス
の
運
転
者
と
し
て
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
従
事
さ
せ
た
こ

）
一
七
二
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
七

と
が
本
件
事
故
発
生
の
起
点

・
・

と
な
っ
て
」（
傍
点
は
筆
者
）
い
る
。

さ
ら
に
、
判
決
文
は
言
葉
を
次
い
で
、
裁
判
所
と
し
て
、
遺
族

や
被
害
者
の
心
情
を
、
量
刑
に
当
た
り
真
摯
に
受
け
止
め
て
判
断

し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
被
害
者
参
加
人
の
意
見
の
中
に
、
懲
役

五
年
の
も
の
と
禁
錮
五
年
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
触
れ
ら
れ
て

い
る
。

〔
評
釈
〕

一
　
本
件
の
争
点

本
件
の
争
点
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
と
す

る
。第

一
に
、
被
告
人
両
名
が
、
運
転
手
の
運
転
技
量
の
程
度
を
把

握
し
、
必
要
な
運
転
訓
練
等
を
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
大
型
バ
ス

の
運
転
に
必
要
な
運
転
技
量
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
転
業
務
に
従
事
さ
せ
る
べ

き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
に
違
反
し
た
か
、
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
運
転
技
量
と
は
、
車
両
の
特
性
の
理
解
及
び
操
縦
運

転
の
技
量
を
示
す
。

第
二
に
、
同
注
意
義
務
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
二
人
の
そ

Ｕ
の
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
に
関
す
る
両
名
の
認
識
等
の
「
具
体

的
な
事
実
関
係
に
基
づ
き
、
刑
法
上
の
注
意
義
務
の
有
無
を
検
討

し
た
」
と
反
駁
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
本
判
決
は
、
被
告
人
両
名
に
つ
き
、
業
務
上
過
失

致
死
傷
罪
が
成
立
す
る
、
と
結
論
を
示
し
て
い
る
。

（
５
）　
判
決
は
、
被
告
人
両
名
を
実
刑
と
し
て
い
る
。
社
長
Ｔ

を
禁
錮
三
年
、
運
行
管
理
者
Ａ
を
禁
錮
四
年
と
、
量
刑
上
、
区
別

し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
判
決
文
に
、
次
の
よ
う
な
差
と
し
て

現
れ
て
い
る
。

Ｔ
の
過
失
は
、「
相
当
に
重
く
、
Ｕ
と
直
接
の
関
わ
り
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
Ａ
の
杜
撰
な
運
行
管
理
を
改
め
る
べ
き
唯
一
の

責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
結
果
に
対
す
る
寄
与
度

も
大
き
い
」
と
す
る
。
一
方
、
Ａ
の
過
失
は
、「
悪
質
か
つ
非
常

に
重
大
で
あ
り
、
Ｕ
に
対
す
る
監
督
過
失
と
は
い
え
、
本
件
の
結

果
に
対
す
る
寄
与
度
が
相
当
大
き
か
っ
た
」
と
す
る
。

な
お
、
判
決
文
の
次
の
表
現
は
、
被
告
人
両
名
に
実
刑
を
選
ん

だ
理
由
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
用
す
る
。

本
件
事
故
の
直
接
的
な
原
因
は
Ｕ
の
運
転
ミ
ス
に
あ
る
が
、

「
Ｕ
の
運
転
技
量
不
足
だ
け
で
本
件
事
故
は
発
生
せ
ず
、
Ｕ
を
大

型
バ
ス
の
運
転
者
と
し
て
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
従
事
さ
せ
た
こ

）
一
七
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
〇
八

二
　
予
見
可
能
性
と
結
果
回
避
措
置

（
一
）

　運
行
管
理
者
に
つ
い
て

本
件
被
告
人
で
あ
る
社
長
Ｔ
と
運
行
管
理
者
Ａ
の
注
意
義
務
に

関
し
て
、
本
判
決
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
論
理
立
て
で
捉
え
て
い
る
が
、

判
決
で
は
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
先
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

運
行
管
理
者
の
予
見
可
能
性
と
結
果
回
避
措
置
の
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
る
。

運
行
管
理
者
Ａ
に
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
な
組
み
立
て
を
し
て
い
る
。
ア
本
件
で
は
、
Ｕ
の

直
接
過
失
に
対
す
る
監
督
過
失
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
イ

Ａ
が
、
自
社
の
運
行
管
理
業
務
の
不
備
を
認
識
し
て
い
る
以
上
、

ウ
Ｕ
の
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
運

転
技
量
不
足
に
基
づ
く
過
失
行
為
に
よ
り
、
死
傷
事
故
の
結
果
を

発
生
さ
せ
る
危
険
の
あ
る
状
況
を
認
識
し
て
い
た
と
い
え
れ
ば
、

エ
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
オ
Ｕ
が
犯
す
具
体
的
な
過
失
行
為
や
発
生
さ
せ
る
具
体

的
な
事
故
内
容
等
、
現
実
の
結
果
発
生
に
至
る
因
果
の
経
過
を
逐

一
具
体
的
に
予
見
す
る
こ
と
（
３
）
ま
で
は
必
要
な
い
と
す
る
。

右
の
判
決
の
論
理
構
成
を
考
え
て
み
よ
う
。
過
失
犯
罪
の
結
果

と
の
関
係
で
、
行
為
者
に
お
い
て
何
を
予
見
す
る
べ
き
と
捉
え
る

の
注
意
義
務
違
反
と
本
件
事
故
の
発
生
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ

る
か
、
で
あ
る
。

さ
て
、
検
察
官
の
問
題
提
起
＝
起
訴
に
対
す
る
返
答
と
し
て
は
、

こ
れ
で
足
り
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
事
案
に
お
け
る
社
長
と

運
行
管
理
者
が
、
運
転
手
と
い
か
な
る
関
係
に
お
い
て
責
任
が
問

わ
れ
る
べ
き
か
を
考
察
す
る
と
、
本
判
決
の
い
う
争
点
把
握
で
は

足
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
、
考
え
を
進
め
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
注
意
義
務
の
範
囲
の
差
異
に
つ
い
て
も
詳
ら
か
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
右
の
二
つ
の
争
点
の
検

討
の
後
に
吟
味
す
る
。

な
お
、
道
路
運
送
法
上
、
運
行
管
理
者
と
社
長
（
事
業
者
）
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
社
長
は
、「
事
業
用
自
動
車
の
運
行
の
安

全
の
確
保
に
関
す
る
業
務
を
行
わ
せ
る
た
め
」、
営
業
所
ご
と
に

運
行
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
（
同

法
二
三
条
一
項
）、
一
方
、
選
ん
だ
以
上
、
運
行
管
理
者
が
そ
の

業
務
と
し
て
行
う
「
助
言
」
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同

法
二
三
条
の
五
第
三
項
）、
と
さ
れ
て
い
る
。

）
一
七
二
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
九

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
添
加
物
の
納
入
業
者
が
、

ア
ル
ミ
製
造
工
程
で
産
出
さ
れ
る
も
の
が
外
見
上
、
第
二
燐
酸

ソ
ー
ダ
に
類
似
し
て
い
る
の
に
目
を
つ
け
、
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
と

偽
っ
て
森
永
乳
業
徳
島
工
場
に
納
入
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ

た
。で

は
、
こ
の
場
合
の
予
見
可
能
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
を
飲
む
消
費
者
は
乳
児
で
あ

る
か
ら
、
万
が
一
に
も
毒
物
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
べ

き
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
予
見
可
能
性
は
、
ド
ラ

イ
ミ
ル
ク
に
添
加
さ
れ
る
薬
品
に
毒
物
が
混
入
さ
れ
た
ら
、
乳
児

の
生
命
・
身
体
に
重
大
な
被
害
が
生
ず
る
と
い
う
危
惧
感
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
回
避
措
置
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な

る
。
毒
物
混
入
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
添
加
さ
れ
る

薬
物
の
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
局
方

品
や
規
格
品
に
ま
ち
が
い
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
製
品
を
出
荷
す
る
前
に
、
化
学
的
検
査
を
行
い
、
毒
物

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
回
避
措
置
は
、

危
険
が
あ
る
状
況
で
、
ど
う
し
た
ら
結
果
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
無
理
な
く
実
施
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
結
果
（
実
際
に
発
生
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
と
の
関
係
で
は
、

か
に
よ
っ
て
、
過
失
犯
の
成
否
に
大
き
な
影
響
が
生
ず
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
仮
に
、
現
実
に
な
さ
れ
た
落
度
あ
る
行
為
を
監
督
者

が
予
見
す
る
べ
き
だ
と
構
成
す
る
と
、
予
見
可
能
性
が
認
め
ら
れ

る
可
能
性
は
狭
小
に
な
る
。
弁
護
側
の
見
解
と
し
て
は
都
合
の
よ

い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
責
任
主
義
に
こ
だ
わ
る
と
、
こ
の
よ
う

な
論
説
も
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
過
失
犯
罪
が
い
か
な
る
も
の

か
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
点
で
誤
謬
に
基
づ
く
も
の
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
過
失
犯
罪
は
、
常
に
結
果
回
避
措
置

と
の
関
係
で
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
、
判
例
を
手
が
か
り
と
し
て
、
考
察
す
る
。

予
見
可
能
性
と
回
避
措
置
と
の
関
係
を
、
単
純
な
前
後
関
係
と

し
て
で
は
な
く
、
危
険
性
が
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
関
連
付
け
て

一
緒
に
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
、
明
確
に
示
し
た
も
の
と
し
て
、
森

永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
の
判
決
（
徳
島
地
判
昭

四
八
・
一
一
・
二
八
判
時
七
二
一
・
六
）
が
あ
る
。
こ
の
事
案
で

は
、
事
故
の
直
接
的
要
因
は
、
製
造
課
長
に
お
い
て
、
工
業
用
第

二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
ミ
ル
ク
に
添
加
さ
せ
た
つ
も
り
で
い
た
が
、
現

実
に
は
、
工
業
用
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
粗
悪
品
で
す
ら
な
い
「
松

野
製
剤
」
と
よ
ば
れ
る
産
業
廃
棄
物
（
砒
素
を
含
有
し
て
い
た
）

）
一
七
七
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
〇
九

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
添
加
物
の
納
入
業
者
が
、

ア
ル
ミ
製
造
工
程
で
産
出
さ
れ
る
も
の
が
外
見
上
、
第
二
燐
酸

ソ
ー
ダ
に
類
似
し
て
い
る
の
に
目
を
つ
け
、
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
と

偽
っ
て
森
永
乳
業
徳
島
工
場
に
納
入
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
っ

た
。で

は
、
こ
の
場
合
の
予
見
可
能
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
、
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
を
飲
む
消
費
者
は
乳
児
で
あ

る
か
ら
、
万
が
一
に
も
毒
物
が
混
入
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
べ

き
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
予
見
可
能
性
は
、
ド
ラ

イ
ミ
ル
ク
に
添
加
さ
れ
る
薬
品
に
毒
物
が
混
入
さ
れ
た
ら
、
乳
児

の
生
命
・
身
体
に
重
大
な
被
害
が
生
ず
る
と
い
う
危
惧
感
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
回
避
措
置
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な

る
。
毒
物
混
入
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
、
添
加
さ
れ
る

薬
物
の
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
局
方

品
や
規
格
品
に
ま
ち
が
い
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
製
品
を
出
荷
す
る
前
に
、
化
学
的
検
査
を
行
い
、
毒
物

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
回
避
措
置
は
、

危
険
が
あ
る
状
況
で
、
ど
う
し
た
ら
結
果
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
無
理
な
く
実
施
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
結
果
（
実
際
に
発
生
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
と
の
関
係
で
は
、

か
に
よ
っ
て
、
過
失
犯
の
成
否
に
大
き
な
影
響
が
生
ず
る
の
は
当

然
で
あ
る
。
仮
に
、
現
実
に
な
さ
れ
た
落
度
あ
る
行
為
を
監
督
者

が
予
見
す
る
べ
き
だ
と
構
成
す
る
と
、
予
見
可
能
性
が
認
め
ら
れ

る
可
能
性
は
狭
小
に
な
る
。
弁
護
側
の
見
解
と
し
て
は
都
合
の
よ

い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
責
任
主
義
に
こ
だ
わ
る
と
、
こ
の
よ
う

な
論
説
も
あ
り
得
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
過
失
犯
罪
が
い
か
な
る
も
の

か
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
点
で
誤
謬
に
基
づ
く
も
の
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
過
失
犯
罪
は
、
常
に
結
果
回
避
措
置

と
の
関
係
で
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
問
題
を
、
判
例
を
手
が
か
り
と
し
て
、
考
察
す
る
。

予
見
可
能
性
と
回
避
措
置
と
の
関
係
を
、
単
純
な
前
後
関
係
と

し
て
で
は
な
く
、
危
険
性
が
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
関
連
付
け
て

一
緒
に
捉
え
る
べ
き
こ
と
を
、
明
確
に
示
し
た
も
の
と
し
て
、
森

永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
の
判
決
（
徳
島
地
判
昭

四
八
・
一
一
・
二
八
判
時
七
二
一
・
六
）
が
あ
る
。
こ
の
事
案
で

は
、
事
故
の
直
接
的
要
因
は
、
製
造
課
長
に
お
い
て
、
工
業
用
第

二
燐
酸
ソ
ー
ダ
を
ミ
ル
ク
に
添
加
さ
せ
た
つ
も
り
で
い
た
が
、
現

実
に
は
、
工
業
用
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
の
粗
悪
品
で
す
ら
な
い
「
松

野
製
剤
」
と
よ
ば
れ
る
産
業
廃
棄
物
（
砒
素
を
含
有
し
て
い
た
）

）
一
七
七
（
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　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
一
〇

い
と
は
い
え
な
い
例
と
し
て
は
、
自
動
車
事
故
を
考
え
て
み
る
と

わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
と

き
に
、
急
に
雨
が
降
っ
て
き
た
と
す
る
。
そ
の
場
合
は
、
平
常
時

よ
り
事
故
発
生
の
危
険
度
が
高
ま
る
の
で
、
運
転
者
は
減
速
し
た

り
、
昼
間
で
も
ラ
イ
ト
を
つ
け
た
り
、
あ
る
い
は
、
降
り
方
が
甚

だ
し
い
と
き
は
自
動
車
を
路
肩
に
止
め
る
な
ど
の
回
避
措
置
を
と

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
丁
目
の
交
差
点

で
、
左
側
か
ら
バ
イ
ク
が
向
か
っ
て
く
る
か
ら
と
い
う
、
具
体
的

な
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
置
か
れ
た
状
況
や
要
因

の
変
化
に
応
じ
て
回
避
措
置
が
生
じ
る
の
は
、
合
理
的
な
危
惧
感

に
応
じ
て
回
避
措
置
が
発
生
す
る
考
え
方
（
４
）
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
考
え
方
を
、
私
は
古
川
元
晴
先
生
と
相
談
し
て
、

「
合
理
的
危
惧
感
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

さ
て
、
森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
へ
の
裁
判
所
の
判

断
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
製
造
課
長
は
、
松
野
製
剤
の
こ
と
を

予
見
で
き
な
か
っ
た
か
ら
無
罪
だ
と
主
張
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ

は
斥
け
ら
れ
た
。
判
決
で
は
、
製
造
課
長
に
つ
い
て
、
直
属
の
部

下
従
業
員
を
指
揮
監
督
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を

怠
っ
た
監
督
上
の
過
失
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
禁
錮
三
年
の
実
刑

が
言
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

抽
象
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。

森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
の
判
決
は
、
予
見
可
能
性

と
回
避
措
置
の
相
互
関
係
を
意
識
し
て
、
次
の
通
り
に
述
べ
る
。

「
予
見
可
能
性
は
結
果
防
止
に
向
け
ら
れ
た
な
ん
ら
か
の
負
担

を
課
す
る
の
が
合
理
的

・
・
・

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
程
度
の

も
の
で
あ
れ
ば
よ
く
、
こ
の
場
合
の
予
見
可
能
性
は
具
体
的
な
因

果
関
係
を
見
と
お
す
こ
と
の
可
能
性
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
何
事

か
は
特
定
で
き
な
い
が
あ
る
種
の
危
険
が
絶
無
で
あ
る
と
し
て
無

視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
程
度
の
危
惧
感

・
・
・

で
あ
れ
ば
足

り
る
」（
傍
点
は
筆
者
）。
そ
の
上
で
、
結
果
回
避
措
置
と
の
関
係

を
、
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。「
当
裁
判
所
と
し
て
は
、
結
果

発
生
を
回
避
な
ら
し
め
る
措
置
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
、
そ
の
う

え
で
ど
の
程
度
の
措
置
な
ら
ば
当
該
行
為
者
に
命
じ
て
も
妥
当
で

あ
る
か
を
特
に
絶
対
責
任
を
課
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
し
て
、
論
ず
る
前
提
と
し
て
の
予
見
可
能
性
を
考
え
る
の
で
あ

る
」。こ

の
判
決
は
、
食
品
を
売
る
立
場
と
し
て
、
ミ
ル
ク
製
造
工
場

が
出
庫
前
に
有
毒
物
の
検
査
を
す
る
の
は
、
食
品
製
造
業
者
と
し

て
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

現
実
の
事
故
内
容
を
予
見
し
て
い
な
く
て
も
予
見
可
能
性
が
な

）
一
七
二
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
一
一

直
接
過
失
の
失
火
者
と
は
別
に
、
防
火
防
災
対
策
の
義
務
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
令
を
確
認
す
る
と
こ

ろ
か
ら
は
じ
め
、
管
理
者
的
地
位
に
あ
る
者
こ
そ
、
そ
の
義
務
を

負
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
「
手
法
」
に
な
ら
っ
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。
当
の
判
決
は
、「
被
告
人
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
消
防

計
画
を
作
成
し
て
こ
れ
に
基
づ
き
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
右
の
防
火
戸
・
防
火
区
画
を
設
置
し
て
い
れ
ば
、
双
方

の
措
置
が
相
ま
っ
て
、
本
件
火
災
に
よ
る
宿
泊
客
等
の
死
傷
の
結

果
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」
と
判
断

し
て
い
る
（
５
）（
最
決
平
二
・
一
一
・
一
六
刑
集
四
四
・
八
・
七
四
四
（
６
）
）。

回
避
措
置
が
い
か
な
る
も
の
か
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
件
に
お
け
る
社
長
Ｔ
は
、
自
社
の
運
行
管
理
業
務
や

安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
と
い
う

と
、
遅
く
と
も
事
故
の
三
か
月
前
の
時
点
で
、「
Ａ
が
運
行
管
理

者
等
と
し
て
の
役
割
を
全
く
果
た
そ
う
と
し
て
お
ら
ず
、
お
よ
そ

不
適
格
で
あ
り
、
自
社
の
運
転
者
ら
に
運
転
技
量
不
足
、
過
労
や

体
調
不
良
等
の
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、
い
つ
死
傷
の
結
果
を
伴
う

バ
ス
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
」
で
あ
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
記
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事
件
に
お
い

て
、「
被
告
人
は
、
同
ホ
テ
ル
の
防
火
防
災
対
策
が
人
的
に
も
物

（
二
）

　社
長
に
つ
い
て

社
長
Ｔ
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
は
、
ま
ず
、

関
係
法
令
の
検
討
か
ら
は
じ
ま
り
、
行
政
庁
（
運
輸
局
）
か
ら
ど

の
よ
う
な
指
導
を
受
け
て
い
た
か
を
確
認
し
た
上
で
、
運
行
管
理

業
務
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
刑
法
上
の

注
意
義
務
を
示
し
て
い
る
。

道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
と
の
関
係
で
は
、
⒜
輸
送
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
種
々
の
義
務
主
体
を
、
事
業
者
と
規
定
し
た

上
で
、
⒝
事
業
者
に
専
門
的
知
見
を
有
す
る
運
行
管
理
者
を
選
任

さ
せ
、
強
い
権
限
を
与
え
て
そ
の
義
務
履
行
の
た
め
の
実
際
の
業

務
に
当
た
ら
せ
、
⒞
事
業
者
に
そ
の
助
言
を
尊
重
さ
せ
る
と
と
も

に
、
運
行
管
理
者
に
任
せ
き
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
事
業
者
と
し

て
運
行
管
理
者
を
適
切
に
指
導
監
督
す
る
義
務
を
負
わ
せ
、
⒟
事

業
者
と
運
行
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
て
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
運
行
管
理
業
務
を
遂
行
す
る
義
務
を
負
わ
せ
た
も
の
と
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
が
、
道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
か
ら

説
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
、
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事

件
（
火
災
等
に
よ
り
四
五
名
死
亡
）
に
関
し
て
、
最
高
裁
が
、
経

営
管
理
業
務
を
統
括
掌
理
す
る
最
高
の
権
限
を
有
す
る
者
に
対
し
、

）
一
七
二
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
一
一

直
接
過
失
の
失
火
者
と
は
別
に
、
防
火
防
災
対
策
の
義
務
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
建
築
基
準
法
令
を
確
認
す
る
と
こ

ろ
か
ら
は
じ
め
、
管
理
者
的
地
位
に
あ
る
者
こ
そ
、
そ
の
義
務
を

負
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
「
手
法
」
に
な
ら
っ
た
も
の
と
解
さ

れ
る
。
当
の
判
決
は
、「
被
告
人
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
消
防

計
画
を
作
成
し
て
こ
れ
に
基
づ
き
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
右
の
防
火
戸
・
防
火
区
画
を
設
置
し
て
い
れ
ば
、
双
方

の
措
置
が
相
ま
っ
て
、
本
件
火
災
に
よ
る
宿
泊
客
等
の
死
傷
の
結

果
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。」
と
判
断

し
て
い
る
（
５
）（
最
決
平
二
・
一
一
・
一
六
刑
集
四
四
・
八
・
七
四
四
（
６
）
）。

回
避
措
置
が
い
か
な
る
も
の
か
を
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
件
に
お
け
る
社
長
Ｔ
は
、
自
社
の
運
行
管
理
業
務
や

安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
か
と
い
う

と
、
遅
く
と
も
事
故
の
三
か
月
前
の
時
点
で
、「
Ａ
が
運
行
管
理

者
等
と
し
て
の
役
割
を
全
く
果
た
そ
う
と
し
て
お
ら
ず
、
お
よ
そ

不
適
格
で
あ
り
、
自
社
の
運
転
者
ら
に
運
転
技
量
不
足
、
過
労
や

体
調
不
良
等
の
問
題
が
あ
っ
た
場
合
、
い
つ
死
傷
の
結
果
を
伴
う

バ
ス
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
」
で
あ
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
記
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事
件
に
お
い

て
、「
被
告
人
は
、
同
ホ
テ
ル
の
防
火
防
災
対
策
が
人
的
に
も
物

（
二
）

　社
長
に
つ
い
て

社
長
Ｔ
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
本
判
決
は
、
ま
ず
、

関
係
法
令
の
検
討
か
ら
は
じ
ま
り
、
行
政
庁
（
運
輸
局
）
か
ら
ど

の
よ
う
な
指
導
を
受
け
て
い
た
か
を
確
認
し
た
上
で
、
運
行
管
理

業
務
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
、
刑
法
上
の

注
意
義
務
を
示
し
て
い
る
。

道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
と
の
関
係
で
は
、
⒜
輸
送
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
種
々
の
義
務
主
体
を
、
事
業
者
と
規
定
し
た

上
で
、
⒝
事
業
者
に
専
門
的
知
見
を
有
す
る
運
行
管
理
者
を
選
任

さ
せ
、
強
い
権
限
を
与
え
て
そ
の
義
務
履
行
の
た
め
の
実
際
の
業

務
に
当
た
ら
せ
、
⒞
事
業
者
に
そ
の
助
言
を
尊
重
さ
せ
る
と
と
も

に
、
運
行
管
理
者
に
任
せ
き
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
事
業
者
と
し

て
運
行
管
理
者
を
適
切
に
指
導
監
督
す
る
義
務
を
負
わ
せ
、
⒟
事

業
者
と
運
行
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
て
輸
送
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
運
行
管
理
業
務
を
遂
行
す
る
義
務
を
負
わ
せ
た
も
の
と
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
が
、
道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
か
ら

説
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
、
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事

件
（
火
災
等
に
よ
り
四
五
名
死
亡
）
に
関
し
て
、
最
高
裁
が
、
経

営
管
理
業
務
を
統
括
掌
理
す
る
最
高
の
権
限
を
有
す
る
者
に
対
し
、

）
一
七
二
（
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九
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（
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年
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）

一
一
二

三
　
因
果
関
係

す
べ
て
刑
事
責
任
を
問
う
た
め
に
は
、
行
為
と
結
果
と
の
間
に

因
果
関
係
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
事
例
で
は
、
社
長
の
管
理

行
為
（
判
決
は
監
督
行
為
と
す
る
）
な
ら
び
に
運
行
管
理
者
の
監

督
行
為
と
、
運
転
者
の
直
接
過
失
に
よ
る
結
果
と
の
間
に
、
原
因

と
結
果
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
点
で
は
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
Ｔ
と
Ａ
は
、
Ｕ
の

運
転
技
量
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
せ
ず
（
７
）
に
運
行
に

従
事
さ
せ
る
と
い
う
注
意
義
務
違
反
を
犯
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
、

Ｕ
の
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
不
足
に
よ
っ
て
、
本
件
事
故
が
生
じ

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
人
の
「
過
失
の
危
険
性
」
が
本

件
事
故
の
発
生
に
結
び
つ
い
た
と
評
価
で
き
る
か
ら
、
因
果
関
係

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

因
果
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
故
意
犯
と
過
失
犯
で
は
異
な

る
面
が
あ
る
。
故
意
犯
で
は
、
行
為
者
は
、
結
果
の
発
生
を
意
欲

し
て
、
結
果
惹
起
に
ふ
さ
わ
し
い
行
為
を
行
う
。
た
と
え
ば
、
相

手
を
殺
害
す
る
た
め
、
ピ
ス
ト
ル
を
撃
ち
、
弾
丸
が
心
臓
に
命
中

し
て
心
臓
を
停
止
さ
せ
れ
ば
、
行
為
者
の
行
為
と
被
害
者
の
死
亡

と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
本
件
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
、
運
行
管
理
者
Ａ
が
、
運

的
に
も
不
備
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
」
と
事
実
認
定
さ
れ

て
い
た
の
と
同
質
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｔ
は
、「
前
記

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
ち
つ
つ
も
、
結
果
と
し
て
目
先
の
仕
事

を
こ
な
し
て
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
ベ
テ
ラ
ン
運
転

手
ら
の
運
転
経
験
に
寄
り
か
か
っ
た
Ａ
の
杜
撰
な
運
行
管
理
や
社

内
の
安
全
意
識
の
欠
如
を
黙
認
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。」
と

い
う
状
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
Ｔ
の
予
見
の
対
象
は
、
Ａ
の
場
合
と
同
様
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
回
避
措
置
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
が
Ａ
を
介
し
て

行
う
部
分
も
加
わ
る
た
め
、
表
現
に
差
が
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
Ｔ
が
Ｕ
を
本
件
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
従
事
さ
せ
る
に
当
り
、

事
業
者
と
し
て
自
ら
又
は
運
行
管
理
者
等
で
あ
る
Ａ
を
指
導
監
督

し
て
、
道
路
運
送
法
等
の
関
係
法
令
に
従
い
、
事
業
者
と
し
て
前

記
刑
法
上
の
注
意
義
務
を
果
た
す
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
れ
ば
、

本
件
事
故
は
、
十
分
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
認
め
ら
れ
る
。」

と
結
論
づ
け
て
い
る
。

そ
の
後
、
判
決
は
、
同
業
他
社
で
は
、
実
技
試
験
、
運
転
訓
練

な
ど
を
し
て
、
必
要
な
運
転
技
量
を
習
得
し
た
と
認
め
て
は
じ
め

て
客
を
乗
せ
た
運
行
に
運
転
者
を
従
事
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
確
認

し
、
Ｔ
が
そ
れ
ら
を
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。

）
一
二
二
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
一
三

従
業
者
が
不
適
切
な
行
為
を
し
て
結
果
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に

監
督
す
る
、
と
い
う
注
意
義
務
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
森
永
ド

ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
で
い
え
ば
、
製
造
課
長
の
監
督
責
任

は
、
部
下
に
命
じ
て
、
納
入
さ
れ
た
薬
品
が
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
か

ど
う
か
を
確
か
め
さ
せ
、
さ
ら
に
出
荷
す
る
予
定
の
製
品
に
毒
物

な
ど
が
混
入
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
の
化
学
的
検
査
を
す
る
よ
う

命
じ
、
実
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
怠
れ
ば
、
監
督
過

失
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
管
理
過
失
は
、「
管
理
者
等
に
よ
る
物
的
設

備
・
機
構
、
人
的
体
制
等
の
不
備
そ
れ
自
体
が
結
果
発
生
と
の
関

係
で
刑
事
過
失
を
構
成
し
う
る
場
合
（
８
）
」
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い

る
。
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事
件
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
直
接

過
失
は
、
建
設
会
社
作
業
員
の
不
注
意
か
ら
、
切
断
機
の
炎
に

よ
っ
て
火
災
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
火
災
に
よ
っ
て
宿
泊

客
や
従
業
員
の
死
傷
の
結
果
（
四
五
名
死
亡
、
二
二
名
負
傷
）
が

発
生
し
た
要
因
は
、
事
前
の
消
防
計
画
の
作
成
や
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
防
火
戸
・
防
火
区
画
の

設
置
の
不
備
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
防
火
防
災
対
策

は
、
企
業
の
経
営
者
や
管
理
者
的
地
位
に
あ
る
者
だ
け
が
な
し
う

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
怠
っ
た
点
は
、
管
理
過
失
と
し
て
捉
え

転
当
日
の
対
面
点
呼
に
お
い
て
、
同
乗
の
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
で
あ

る
Ｋ
に
対
し
、「
山
道
の
運
転
は
、
Ｕ
に
さ
せ
ず
、
Ｋ
が
せ
よ
。」

と
指
示
を
し
て
い
た
の
に
、
Ｕ
が
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
山
道
の
運

転
を
し
た
た
め
、
事
故
を
惹
起
し
た
と
き
は
、
運
行
管
理
者
の
過

失
行
為
（
一
言
で
な
く
な
る
と
は
い
え
な
い
）
と
事
故
の
結
果
の

因
果
関
係
は
微
妙
で
あ
る
。
そ
の
点
に
気
が
つ
い
た
か
ど
う
か
不

明
で
あ
る
が
、
Ａ
は
公
判
に
お
い
て
、「
Ｋ
に
対
し
、
山
道
の
運

転
は
Ｋ
が
す
る
よ
う
に
言
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。」
旨
の
供
述
を

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
判
決
は
、
他
の
運
転
手
の
供
述
な
ど
を
参

照
の
上
、
そ
の
よ
う
な
指
示
は
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
事
実
認
定

し
て
い
る
。

四
　
管
理
過
失
と
監
督
過
失
の
区
別

本
判
決
は
、
Ｔ
の
刑
事
責
任
に
関
し
て
、
こ
と
も
な
げ
に
「
監

督
過
失
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
監
督
過
失
と

管
理
過
失
の
区
別
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
は
奇
異
に
思
わ
れ
る
。

監
督
過
失
と
い
う
の
は
、
本
件
の
運
行
管
理
者
Ａ
に
お
い
て
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
運
転
手
に
対
し
て
必
要
な
運
転
技
量
を
習
得
さ

せ
た
り
、
運
転
当
日
は
対
面
点
呼
を
し
て
、
運
転
者
の
健
康
状
態

を
直
接
観
察
し
、
さ
ら
に
、
適
切
な
運
転
経
路
を
指
示
す
る
な
ど
、
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輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
一
三

従
業
者
が
不
適
切
な
行
為
を
し
て
結
果
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に

監
督
す
る
、
と
い
う
注
意
義
務
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
。
森
永
ド

ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
で
い
え
ば
、
製
造
課
長
の
監
督
責
任

は
、
部
下
に
命
じ
て
、
納
入
さ
れ
た
薬
品
が
第
二
燐
酸
ソ
ー
ダ
か

ど
う
か
を
確
か
め
さ
せ
、
さ
ら
に
出
荷
す
る
予
定
の
製
品
に
毒
物

な
ど
が
混
入
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
の
化
学
的
検
査
を
す
る
よ
う

命
じ
、
実
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
怠
れ
ば
、
監
督
過

失
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
、
管
理
過
失
は
、「
管
理
者
等
に
よ
る
物
的
設

備
・
機
構
、
人
的
体
制
等
の
不
備
そ
れ
自
体
が
結
果
発
生
と
の
関

係
で
刑
事
過
失
を
構
成
し
う
る
場
合
（
８
）
」
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い

る
。
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事
件
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
の
直
接

過
失
は
、
建
設
会
社
作
業
員
の
不
注
意
か
ら
、
切
断
機
の
炎
に

よ
っ
て
火
災
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
火
災
に
よ
っ
て
宿
泊

客
や
従
業
員
の
死
傷
の
結
果
（
四
五
名
死
亡
、
二
二
名
負
傷
）
が

発
生
し
た
要
因
は
、
事
前
の
消
防
計
画
の
作
成
や
避
難
訓
練
を
実

施
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
防
火
戸
・
防
火
区
画
の

設
置
の
不
備
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
防
火
防
災
対
策

は
、
企
業
の
経
営
者
や
管
理
者
的
地
位
に
あ
る
者
だ
け
が
な
し
う

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
怠
っ
た
点
は
、
管
理
過
失
と
し
て
捉
え

転
当
日
の
対
面
点
呼
に
お
い
て
、
同
乗
の
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
で
あ

る
Ｋ
に
対
し
、「
山
道
の
運
転
は
、
Ｕ
に
さ
せ
ず
、
Ｋ
が
せ
よ
。」

と
指
示
を
し
て
い
た
の
に
、
Ｕ
が
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
山
道
の
運

転
を
し
た
た
め
、
事
故
を
惹
起
し
た
と
き
は
、
運
行
管
理
者
の
過

失
行
為
（
一
言
で
な
く
な
る
と
は
い
え
な
い
）
と
事
故
の
結
果
の

因
果
関
係
は
微
妙
で
あ
る
。
そ
の
点
に
気
が
つ
い
た
か
ど
う
か
不

明
で
あ
る
が
、
Ａ
は
公
判
に
お
い
て
、「
Ｋ
に
対
し
、
山
道
の
運

転
は
Ｋ
が
す
る
よ
う
に
言
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。」
旨
の
供
述
を

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
判
決
は
、
他
の
運
転
手
の
供
述
な
ど
を
参

照
の
上
、
そ
の
よ
う
な
指
示
は
し
て
い
な
か
っ
た
、
と
事
実
認
定

し
て
い
る
。

四
　
管
理
過
失
と
監
督
過
失
の
区
別

本
判
決
は
、
Ｔ
の
刑
事
責
任
に
関
し
て
、
こ
と
も
な
げ
に
「
監

督
過
失
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
監
督
過
失
と

管
理
過
失
の
区
別
を
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
は
奇
異
に
思
わ
れ
る
。

監
督
過
失
と
い
う
の
は
、
本
件
の
運
行
管
理
者
Ａ
に
お
い
て
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
運
転
手
に
対
し
て
必
要
な
運
転
技
量
を
習
得
さ

せ
た
り
、
運
転
当
日
は
対
面
点
呼
を
し
て
、
運
転
者
の
健
康
状
態

を
直
接
観
察
し
、
さ
ら
に
、
適
切
な
運
転
経
路
を
指
示
す
る
な
ど
、

）
一
二
二
（
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九
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四
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二
四
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一
一
四

み
に
、
本
件
バ
ス
の
ギ
ア
は
フ
ィ
ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ト

ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｍ
）
と
呼
ば
れ
る
電
子
制
御

式
の
六
速
マ
ニ
ュ
ア
ル
変
速
ギ
ア
で
あ
っ
た
。

な
お
、
オ
に
関
す
る
事
実
認
定
に
関
し
て
、
Ｕ
は
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｍ
の

大
型
バ
ス
の
車
両
特
性
の
理
解
及
び
操
縦
運
転
の
技
術
が
不
十
分

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
含
め
て
、
企
業
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
輸
送
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
種
々
の
義
務
を
負
う
場
合
に
、
そ
の
業
務
執
行

権
限
を
有
し
て
い
る
の
は
、
代
表
取
締
役
を
し
て
い
る
Ｔ
に
ほ
か

な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
注
意
義
務
を
欠
く
場
合
が

管
理
過
失
な
の
で
あ
る
。

森
永
ド
ラ
イ
ミ
ル
ク
砒
素
中
毒
事
件
に
お
い
て
は
、
製
造
課
長

の
ほ
か
に
、
工
場
長
が
起
訴
さ
れ
、
無
罪
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
管
理
過
失
に
対
す
る
無
理
解
に
よ
る
と
、
批
判
し
た
い
。
判

決
は
、
工
場
長
が
事
務
系
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
専
門
技
術
上

の
問
題
に
関
し
て
職
責
外
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
事
務

系
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
大
所
高
所
か
ら
食
品
の
安
全
を
第
一
と
し
た

注
意
喚
起
を
、
製
造
課
長
等
を
通
し
て
工
場
全
体
に
行
き
渡
ら
せ

る
べ
き
で
あ
り
、
工
場
責
任
者
と
し
て
管
理
過
失
責
任
が
問
わ
れ

る
べ
き
で
あ
っ
た
。

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ず
み
の
里
事
件
（
９
）
と
呼
ば
れ
る
、
特
養

に
お
け
る
介
護
者
の
業
務
上
過
失
致
死
事
件
で
は
、
む
し
ろ
、
施

設
管
理
者
が
事
故
防
止
に
向
け
た
人
的
・
物
的
な
配
慮
を
し
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
管
理
過
失
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
（
10
）
と
思
わ

れ
る
。

本
件
に
お
い
て
は
、
社
長
Ｔ
は
、
運
転
手
Ｕ
の
運
転
技
量
不
足

を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｕ
に
大
型
バ
ス
に
よ
る
夜
行

日
帰
り
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
運
行
に
必
要
な
運
行
技
量
が
十
分
に
備

わ
る
ま
で
は
運
行
に
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
回
避
措
置

を
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
（
こ
の
部
分
は
、
運
行
管
理
者
と
重
な

る
監
督
過
失
に
当
た
る
）、
社
長
に
は
、
他
に
も
、
事
故
防
止
に

向
け
た
回
避
義
務
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ア
企
業
組
織
内
に
、
安
全
管
理
体
制
を
構
築
す
る
。

イ
雇
い
入
れ
の
際
の
運
転
者
の
運
転
技
量
の
確
認
、
雇
い
入
れ

後
の
乗
務
前
後
の
対
面
点
呼
、
乗
務
前
の
運
転
指
示
等
の
運

行
管
理
業
務
の
実
施
の
徹
底
。

ウ
恒
常
的
な
運
転
者
不
足
の
解
消
。

エ
運
転
手
の
健
康
状
態
の
把
握
。

オ
バ
ス
の
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
運
転
者
に
操
作
方
法

や
特
性
を
理
解
さ
せ
、
運
転
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
。
ち
な

）
一
二
一
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
一
五

運
行
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

相
互
利
用
補
充
関
係
を
認
め
る
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
過
失
の
共
同
正
犯
が
認
め
ら
れ
た
判
例
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。
電
話
ケ
ー
ブ
ル
失
火
事
件
は
、
Ｍ
と
Ｎ
の
二
人
が
、
作

業
を
し
て
い
た
地
下
洞
道
か
ら
出
る
に
あ
た
っ
て
、
ト
ー
チ
ラ
ン

プ
の
火
を
消
し
た
か
に
つ
い
て
、
自
ら
の
も
の
も
確
か
め
ず
、
相

手
の
も
の
も
確
か
め
ず
に
出
た
た
め
、
結
局
は
ど
ち
ら
か
の
ト
ー

チ
ラ
ン
プ
か
ら
防
護
シ
ー
ト
に
着
火
し
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
と
洞
道

壁
面
を
大
規
模
に
焼
損
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
Ｍ
と
Ｎ
は
業

務
上
失
火
罪
（
刑
一
一
七
条
の
二
）
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

判
決
は
、
①
共
同
作
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
②
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
相
互
利
用
補
充
関
係
が
認
め

ら
れ
る
か
を
示
し
て
い
る
（
東
京
地
判
平
四
・
一
・
二
三
判
時

一
四
一
九
・
一
三
三
）。
本
件
考
察
の
参
考
に
な
る
の
で
、
引
用

す
る
。
①
「
数
名
の
作
業
員
が
数
個
の
ト
ー
チ
ラ
ン
プ
を
使
用
し

て
共
同
作
業
を
行
い
、
一
時
、
作
業
を
中
断
し
て
現
場
か
ら
立
ち

去
る
と
き
に
は
、
作
業
慣
行
と
し
て
も
、
各
作
業
員
が
自
己
の
使

用
し
た
ト
ー
チ
ラ
ン
プ
の
み
な
ら
ず
共
同
作
業
に
従
事
し
た
者
が

使
用
し
た
全
て
の
ラ
ン
プ
に
つ
き
、
相
互
に
指
差
し
呼
称
し
て
確

実
に
消
火
し
た
点
を
確
認
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
上
の

こ
こ
で
、
管
理
過
失
と
監
督
過
失
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

く
と
、
一
般
に
、
前
者
が
後
者
を
含
む
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
は
監
督
過
失
で
あ
る
が
、

社
長
に
つ
い
て
は
、
監
督
過
失
を
包
含
す
る
管
理
過
失
と
し
て
責

任
が
問
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

五
　
過
失
の
共
同
正
犯

本
判
決
は
、
社
長
と
運
行
管
理
者
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
、

「
過
失
が
競
合
」
し
て
い
る
と
構
成
し
て
い
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。

「
競
合
」
と
い
う
概
念
は
、
Ｔ
と
Ａ
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
犯
で

あ
っ
て
、
た
ま
た
ま
あ
る
部
分
で
重
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
事
例
に
お
け
る
社
長
と
運
行
管

理
者
の
関
係
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
が
事
実
と
し
て
確
認
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
両
者
は
、
運
転
手
の
運
転
技
量

不
足
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
乗
客
の
安
全
の
た
め
に
、

相
互
に
指
摘
し
合
う
責
任
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
、
結

果
回
避
の
た
め
に
相
互
利
用
補
充
関
係
に
あ
り
、
過
失
の
共
同
正

犯
が
成
立
す
る
と
解
さ
れ
る
。

な
お
、
社
長
と
運
行
管
理
者
で
は
、
前
者
が
後
者
を
選
任
す
る

と
い
う
関
係
に
あ
る
が
、
関
係
法
令
は
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て

）
一
二
二
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
一
五

運
行
管
理
業
務
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

相
互
利
用
補
充
関
係
を
認
め
る
妨
げ
に
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
過
失
の
共
同
正
犯
が
認
め
ら
れ
た
判
例
を
紹
介
し
て

お
こ
う
。
電
話
ケ
ー
ブ
ル
失
火
事
件
は
、
Ｍ
と
Ｎ
の
二
人
が
、
作

業
を
し
て
い
た
地
下
洞
道
か
ら
出
る
に
あ
た
っ
て
、
ト
ー
チ
ラ
ン

プ
の
火
を
消
し
た
か
に
つ
い
て
、
自
ら
の
も
の
も
確
か
め
ず
、
相

手
の
も
の
も
確
か
め
ず
に
出
た
た
め
、
結
局
は
ど
ち
ら
か
の
ト
ー

チ
ラ
ン
プ
か
ら
防
護
シ
ー
ト
に
着
火
し
、
電
話
ケ
ー
ブ
ル
と
洞
道

壁
面
を
大
規
模
に
焼
損
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
Ｍ
と
Ｎ
は
業

務
上
失
火
罪
（
刑
一
一
七
条
の
二
）
に
問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

判
決
は
、
①
共
同
作
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
②
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
相
互
利
用
補
充
関
係
が
認
め

ら
れ
る
か
を
示
し
て
い
る
（
東
京
地
判
平
四
・
一
・
二
三
判
時

一
四
一
九
・
一
三
三
）。
本
件
考
察
の
参
考
に
な
る
の
で
、
引
用

す
る
。
①
「
数
名
の
作
業
員
が
数
個
の
ト
ー
チ
ラ
ン
プ
を
使
用
し

て
共
同
作
業
を
行
い
、
一
時
、
作
業
を
中
断
し
て
現
場
か
ら
立
ち

去
る
と
き
に
は
、
作
業
慣
行
と
し
て
も
、
各
作
業
員
が
自
己
の
使

用
し
た
ト
ー
チ
ラ
ン
プ
の
み
な
ら
ず
共
同
作
業
に
従
事
し
た
者
が

使
用
し
た
全
て
の
ラ
ン
プ
に
つ
き
、
相
互
に
指
差
し
呼
称
し
て
確

実
に
消
火
し
た
点
を
確
認
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
上
の

こ
こ
で
、
管
理
過
失
と
監
督
過
失
の
関
係
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

く
と
、
一
般
に
、
前
者
が
後
者
を
含
む
関
係
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
は
監
督
過
失
で
あ
る
が
、

社
長
に
つ
い
て
は
、
監
督
過
失
を
包
含
す
る
管
理
過
失
と
し
て
責

任
が
問
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

五
　
過
失
の
共
同
正
犯

本
判
決
は
、
社
長
と
運
行
管
理
者
の
注
意
義
務
違
反
に
つ
い
て
、

「
過
失
が
競
合
」
し
て
い
る
と
構
成
し
て
い
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。

「
競
合
」
と
い
う
概
念
は
、
Ｔ
と
Ａ
は
そ
れ
ぞ
れ
単
独
犯
で

あ
っ
て
、
た
ま
た
ま
あ
る
部
分
で
重
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と

い
う
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
事
例
に
お
け
る
社
長
と
運
行
管

理
者
の
関
係
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
が
事
実
と
し
て
確
認
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
は
、
両
者
は
、
運
転
手
の
運
転
技
量

不
足
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
乗
客
の
安
全
の
た
め
に
、

相
互
に
指
摘
し
合
う
責
任
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
、
結

果
回
避
の
た
め
に
相
互
利
用
補
充
関
係
に
あ
り
、
過
失
の
共
同
正

犯
が
成
立
す
る
と
解
さ
れ
る
。

な
お
、
社
長
と
運
行
管
理
者
で
は
、
前
者
が
後
者
を
選
任
す
る

と
い
う
関
係
に
あ
る
が
、
関
係
法
令
は
、
両
者
が
一
体
と
な
っ
て

）
一
二
二
（
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一
一
六

六
　
量
刑
に
関
し
て

本
判
決
の
量
刑
と
の
関
係
で
、
い
く
つ
か
意
見
を
述
べ
た
い
。

第
一
に
、
刑
種
に
関
し
て
、
禁
錮
で
よ
い
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
わ
が
刑
法
も
、
近
い
う
ち
に
（
令
和
七
年
六
月

一
六
日
ま
で
に
）、
懲
役
と
禁
錮
は
拘
禁
刑
に
単
一
化
さ
れ
る
が
、

現
在
は
ま
だ
、
懲
役
が
重
い
刑
で
あ
り
（
刑
一
〇
条
一
項
本
文
）、

本
事
案
の
重
大
さ
に
鑑
み
て
、
禁
錮
で
よ
い
と
は
思
え
な
い
。

第
二
に
、
社
長
が
禁
錮
三
年
、
運
行
管
理
者
が
禁
錮
四
年
と
さ

れ
て
お
り
、
企
業
の
ト
ッ
プ
が
中
間
管
理
職
よ
り
刑
罰
が
軽
い
と

い
う
点
で
あ
る
。
運
転
手
が
大
型
バ
ス
の
運
転
技
量
を
磨
く
こ
と

な
く
、
実
地
に
つ
い
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
会
社
が
全
体
と
し
て

安
全
第
一
の
シ
ス
テ
ム
作
り
を
怠
っ
て
い
る
と
い
う
Ｅ
社
の
企
業

風
土
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
判
決
文
中
に
、
社
長
は
、

「
安
全
確
保
の
最
終
的
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
っ
た
の
に
、
目
先

の
利
益
を
優
先
し
て
」
い
る
と
の
文
言
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
そ

の
証
左
で
あ
る
。

企
業
が
関
わ
る
過
失
犯
罪
に
お
い
て
、
個
人
に
、
企
業
に
お
け

る
立
場
や
権
限
を
考
慮
し
て
刑
事
責
任
を
科
す
の
は
当
然
で
あ
る
。

た
だ
し
、
管
理
過
失
（
私
見
で
は
、
社
長
の
責
任
の
根
拠
）
に
つ

い
て
は
、
実
務
上
、
十
分
な
理
解
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
か
ら
、

注
意
義
務
が
共
同
作
業
者
全
員
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
」。
②
「
社
会
生
活
上
危
険
か
つ
重
大
な
結
果
の
発
生
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
相
互
利
用
、
補
充
に

よ
る
共
同
の
注
意
義
務
を
負
う
共
同
作
業
者
が
現
に
存
在
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
共
同
作
業
者
間
に
お
い
て
、
そ
の
注

意
義
務
を
怠
っ
た
共
同
の
行
為
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

そ
の
共
同
作
業
者
に
対
し
過
失
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
認
め
た
上
、
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果
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体
に
つ
き
共
同
正
犯
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と
し
て
の
刑
事
責
任
を

負
わ
し
め
る
こ
と
は
、
な
ん
ら
刑
法
上
の
責
任
主
義
に
反
す
る
も

の
で
は
な
い
。」

さ
て
、
本
件
に
お
い
て
、
社
長
と
運
行
管
理
者
は
、
安
全
確
保

の
注
意
義
務
、
と
く
に
回
避
措
置
の
面
で
、
相
互
利
用
補
充
関
係

に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
（
判
決
自
体
、
両
者
は
「
一
体
と
な
っ

て
」
と
表
現
し
て
い
る
。）、
そ
の
点
に
お
い
て
、
ど
こ
か
に
落
度

が
あ
る
た
め
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
過
失
の
共
同
正
犯
が
成

立
し
、
犯
罪
的
結
果
全
体
に
つ
い
て
二
人
は
責
任
を
負
う
、
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
手
続
の
面
で
は
、
公
判
中
に
、
検
察
官
か
ら
、
過
失
の

共
同
正
犯
を
問
う
、
と
す
る
訴
因
変
更
（
刑
訴
三
一
二
条
）
が
申

し
立
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

）
一
二
二
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
一
七

係
に
関
す
る
権
限
の
強
さ
や
企
業
の
安
全
意
識
を
形
成
す
る
立
場

に
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
考
慮
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、

規
範
的
に
責
め
ら
れ
る
べ
き
第
一
の
人
は
、
社
長
で
あ
る
。
社
長

の
刑
事
責
任
は
、
運
行
管
理
者
の
そ
れ
よ
り
重
く
な
る
の
が
当
然

で
あ
る
。

七
　
本
判
決
の
射
程

こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
の
中
に
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
の
過
失
責
任

に
対
し
て
消
極
的
姿
勢
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
び
、

個
人
に
対
し
て
責
任
が
問
え
な
い
な
ら
ば
、
企
業
処
罰
が
必
要
と

の
所
説
（
た
と
え
ば
、
組
織
罰
説
）
が
展
開
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
私
は
、
こ
の
よ
う
な
法
人
処
罰
説
に
は
賛
成
し
か
ね

る
。
そ
の
理
由
は
、
犯
罪
的
な
結
果
を
惹
起
さ
せ
な
い
た
め
に
肝

要
な
こ
と
は
、
畢
竟
一
人
ひ
と
り
の
人
間
の
心
に
規
範
力
を
呼
び

起
こ
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、

企
業
制
裁
の
方
策
は
、
企
業
経
営
者
に
と
っ
て
は
痛
く
も
痒
く
も

な
い
の
で
あ
り
、
せ
い
ぜ
い
金
を
払
え
ば
い
い
の
だ
ろ
う
、
と
い

う
反
応
を
招
く
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
企
業

処
罰
を
し
て
み
て
も
、
責
任
は
稀
釈
化
さ
れ
、
個
人
の
規
範
力
を

呼
び
起
こ
す
の
に
は
繫
が
り
に
く
い
（
13
）
。

量
刑
以
前
の
問
題
が
あ
る
。

あ
ず
み
の
里
事
件
で
は
、
当
該
判
決
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
配
膳
す
べ
き
間
食
の
形
態
を
容
易
に
確
認
で
き
る
職
場
の
体
制
」

を
用
意
し
て
い
な
い
施
設
管
理
者
は
、
起
訴
さ
え
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
や
や
視
野
を
広
げ
て
み
る
と
、
現
場
の
行
為
者
が
処
罰
さ

れ
る
一
方
、
そ
れ
を
管
理
し
監
督
す
る
立
場
の
者
が
罪
を
免
れ
る

の
は
、
わ
が
国
で
は
少
な
く
な
い
。
明
石
花
火
大
会
の
歩
道
橋
事

故
に
お
け
る
刑
事
司
法
上
の
処
理
に
も
そ
れ
が
見
え
る
。
こ
の
事

故
は
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
七
月
二
十
六
日
、
兵
庫
県
明

石
市
の
朝
霧
歩
道
橋
で
、
花
火
大
会
の
参
観
者
が
雑
踏
の
中
で
転

倒
す
る
な
ど
し
て
、
一
一
人
が
死
亡
し
、
一
八
三
人
が
傷
害
を
負

う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
神
戸
地
検
は
、
警
察
署
の
現
地
指
揮

官
と
開
催
し
た
市
の
幹
部
を
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
し
な

が
ら
、
所
轄
警
察
本
部
で
指
揮
・
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
所
轄

警
察
署
の
署
長
と
副
署
長
に
つ
い
て
は
不
起
訴
と
し
て
い
る
（
11
）
。

こ
の
問
題
の
根
底
に
は
、
権
力
的
立
場
の
者
が
起
訴
さ
れ
に
く

い
、
わ
が
国
特
有
の
「
刑
事
司
法
（
12
）
」
と
い
う
大
き
な
課
題
が
存
在

す
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
件
に
戻
っ
て
考
え
る
と
、
規
範
的
責
任
の
重
さ
は
、
直
接
過

失
を
犯
し
た
実
行
者
と
の
人
的
関
係
の
近
さ
で
は
な
く
、
人
的
関

）
一
二
二
（
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、
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一
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
一
八

要
と
な
る
（
15
）
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
、
従
来
の
判
例
を
二
つ
の
系
列
に

整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
二

つ
の
系
列
な
る
も
の
は
、
結
果
と
し
て
図
１
に
示
し
た
よ
う
に
、

合
理
的
危
惧
感
説
に
よ
る
も
の
と
具
体
的
予
見
可
能
性
説
に
よ
る

も
の
と
に
整
理
で
き
る
。

で
は
、
よ
り
根
本
的
な
区
分
の
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

私
は
、
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
て
み
た
い
。
Ｉ
系
列
に
属
す
る

判
例
は
、
基
本
的
に
、
行
為
者
自
身
が
結
果
発
生
を
回
避
し
よ
う

と
す
れ
ば
で
き
る
の
に
、
回
避
を
し
な
か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
Ⅱ

系
列
に
属
す
る
判
例
は
、
行
為
者
だ
け
で
は
結
果
を
回
避
で
き
ず
、

立
場
の
異
な
る
他
者
の
協
力
あ
る
い
は
共
同
作
業
が
必
要
な
場
合

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
全
体
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、

い
く
つ
か
の
判
例
を
見
て
み
よ
う
。

Ｉ
系
列
に
属
す
る
事
例
と
し
て
、
弥
彦
神
社
事
件
（
16
）
を
と
り
あ
げ

る
。
第
一
審
（
巻ま
き

簡
裁
）
は
、
前
年
に
起
き
た
混
乱
は
「
餅
ま
き

時
」
に
お
け
る
も
の
だ
っ
た
の
に
対
し
、
事
故
は
「
餅
ま
き
終
了

後
」
に
起
き
た
も
の
で
あ
り
、
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て
、
無
罪
と
し
た
。
具
体
的
予
見
可
能
性
説
の
思
考
に
従
え
ば
、

こ
う
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
は
、
日
常
生

さ
て
、
改
め
て
、
本
判
決
の
最
大
の
収
穫
を
確
認
す
る
と
、
バ

ス
運
行
会
社
の
社
長
と
運
行
管
理
者
と
い
う
、
輸
送
安
全
を
担
う

企
業
の
ト
ッ
プ
層
に
対
し
、
現
場
の
運
転
手
の
過
失
と
は
独
立
し

て
、
刑
事
責
任
（
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
管
理
過
失
と
監
督
過
失
）

を
認
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
基
盤
に
は
、
予
見
可

能
性
と
回
避
措
置
を
同
時
に
捉
え
、
死
傷
結
果
の
危
険
の
あ
る
状

況
を
認
識
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
予
防
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る

こ
と
が
で
き
た
は
ず
と
す
る
、
過
失
犯
論
の
支
え
が
あ
る
。
そ
の

意
味
に
お
い
て
、
バ
ス
に
限
ら
ず
、
船
（
14
）
、
鉄
道
、
飛
行
機
な
ど
、

多
数
の
乗
客
の
命
を
預
か
る
公
共
交
通
機
関
に
お
け
る
事
故
な
ど

に
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
根
拠
と
な
る
「
法
理
」
を
、

本
判
決
は
示
し
た
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
判
決
を
契
機
と
し
て
、
合
理
的
な
危
惧
感
を
基
に
回
避
措
置

を
捉
え
る
思
考
が
企
業
活
動
に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

八
　
過
失
犯
判
例
の
二
系
列

こ
こ
ま
で
、
本
判
決
の
評
釈
を
試
み
、
そ
の
射
程
に
も
触
れ
て

き
た
が
、
今
後
、
判
例
が
ど
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
く
か
、
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
過
去
の
判
例
の
整
理
が
必

）
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（
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図１　過失犯に関する判例の２系列

船山『刑法を学ぶための道案内』法学書院、平成28年、144頁を改訂。
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日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
二
〇

的
な
知
見
で
は
、
頭
部
を
直
接
打
た
な
け
れ
ば
急
性
硬
膜
下
出
血

な
ど
を
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
、
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
技
量
が
未
熟
で
受
け
身
が
十
分
に
習

得
さ
れ
て
い
な
い
年
少
者
に
対
し
、
指
導
者
が
力
の
加
減
を
せ
ず

に
投
げ
れ
ば
、
頭
を
直
接
畳
に
打
ち
つ
け
な
く
て
も
、
そ
の
衝
撃

に
よ
っ
て
、
脳
損
傷
な
ど
の
傷
害
を
負
う
危
険
が
あ
っ
た
と
捉
え

て
、
有
罪
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
。
判
決
が
、「
適
切
な
力
加

減
」
の
必
要
性
を
明
確
に
し
た
こ
と
は
、
過
失
犯
に
お
い
て
回
避

措
置
を
重
心
に
考
え
る
べ
き
こ
と
（
私
は
、「
回
避
措
置
重
心

説
（
19
）
」
と
名
付
け
て
い
る
）
を
確
認
し
た
も
の
と
し
て
評
価
し
た

い
。Ⅱ

系
列
に
属
す
る
事
例
と
し
て
、
エ
ン
ス
ト
・
発
進
・
衝
突
事

件
（
20
）
が
あ
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
事
故
回
避
は
Ｐ
の
行
為
の
み
で
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
Ｑ
に
よ
る
行
為
と
の
相
関
関
係
で
決
ま
る

と
い
え
る
。
協
力
あ
る
い
は
分
担
す
る
関
係
に
お
い
て
は
、
過
失

犯
の
注
意
義
務
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
判
決
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
、
Ｐ
に
無
罪
を
言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
（
最
判
昭

四
一
・
一
二
・
二
〇
刑
集
二
〇
・
一
〇
・
一
二
一
二
）。「
自
動
車

運
転
者
と
し
て
は
、
特
別
な
事
情
の
な
い
限
り
、
右
側
方
か
ら
く

る
他
の
車
両
が
交
通
法
規
を
守
り
自
車
と
の
衝
突
を
回
避
す
る
た

活
の
感
覚
を
重
視
し
て
、
予
見
可
能
性
を
次
の
よ
う
に
捉
え
た
の

で
あ
る
（
最
決
昭
四
二
・
五
・
二
五
刑
集
二
一
・
四
・
五
八
四
）。

「
餅
ま
き
の
催
し
を
計
画
実
施
す
る
者
と
し
て
、
参
拝
の
た
め
の

多
数
の
群
衆
の
参
集
と
、
こ
れ
を
放
置
し
た
場
合
の
災
害
の
発
生

と
を
予
測
す
る
こ
と
は
、
一
般
の
常
識
と
し
て
可
能
な
こ
と
で
あ

り
、
ま
た
当
然
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
予
測
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
そ
の
上
で
、
企
画
担
当
者
が
、
ど
の

よ
う
な
回
避
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
を
判
示
し
て
い
る
。

被
告
人
ら
と
し
て
は
、「
あ
ら
か
じ
め
、
相
当
数
の
警
備
員
を
配

置
し
、
参
拝
者
の
一
方
交
通
を
行
う
等
雑
踏
整
理
の
手
続
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
右
餅
ま
き
の
催
し
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
時
刻
、
場
所
、
方
法
等
に
つ
い
て
配
慮
し
、
そ
の
終
了
後
参

拝
者
を
安
全
に
分
散
退
出
さ
せ
る
べ
く
誘
導
す
る
等
事
故
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
注
意
義
務
」
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

Ｉ
系
列
に
属
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
つ
い
て
、
高

い
程
度
の
注
意
義
務
が
必
要
で
あ
る
旨
を
明
言
し
た
の
が
、
柔
道

指
導
事
故
事
件
（
17
）
の
判
例
で
あ
る
（
長
野
地
判
平
二
六
・
四
・
三
〇
（
18
）

L
E
X
/D
B

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｋ
Ｃ
法
律
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

文
献
番
号
２
５
５
０
３
８
５
１
）。
弁
護
人
は
、
柔
道
界
の
一
般

）
一
二
二
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
二
一

ケ
ー
ブ
ル
接
続
の
点
検
を
す
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
と

ら
え
、
執
刀
医
と
し
て
通
常
用
い
る
べ
き
注
意
義
務
の
違
反
が

あ
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
Ｒ
は
無
罪
で

あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
Ｓ
に
対
し
て
は
、
予
見
可
能
性

が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
し
て
、
有
罪
と
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
医
療
の

場
合
は
、
道
路
交
通
の
場
合
と
異
な
り
、
そ
も
そ
も
加
害
者
（
医

療
従
事
者
）
と
被
害
者
（
患
者
）
は
危
険
防
止
を
分
担
す
べ
き
当

事
者
で
は
な
い
か
ら
、
信
頼
の
原
則
を
適
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
、

と
考
え
る
。
本
事
例
を
Ⅱ
系
列
と
し
て
扱
っ
た
（
具
体
的
予
見
可

能
性
説
で
処
理
し
よ
う
と
し
た
）
裁
判
所
の
選
択
に
問
題
が
あ
る
。

手
術
を
受
け
て
い
る
患
者
自
身
は
何
も
で
き
ず
、
い
わ
ば
命
を
医

者
に
預
け
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
し
か
も
執
刀
医
は
手
術
の
主
宰

者
と
し
て
看
護
婦
に
指
示
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
執
刀
医
は
、

電
気
メ
ス
の
感
触
が
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
な
ら
、
ど
こ
か
に

間
違
い
や
不
具
合
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
、
合
理
的
危
惧
感
を

抱
き
、
原
因
を
解
明
し
て
か
ら
手
術
を
再
開
す
べ
き
で
あ
る
。
執

刀
医
の
回
避
措
置
一
つ
で
重
大
な
結
果
発
生
を
未
然
に
防
止
で
き

た
は
ず
の
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
軽
井
沢
バ
ス
転
落
事
件
に
戻
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
私

は
、
判
決
文
が
明
ら
か
に
合
理
的
危
惧
感
説
に
沿
っ
た
判
断
の
し

め
適
切
な
行
動
に
出
る
こ
と
を
信
頼
し
て
運
転
す
れ
ば
足
り
る
の

で
あ
っ
て
、
本
件
Ｑ
の
車
両
の
よ
う
に
、
あ
え
て
交
通
法
規
に
違

反
し
、
自
車
の
全
面
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
車
両
の
あ
り
う
る
こ

と
ま
で
も
予
想
し
て
右
側
方
に
対
す
る
安
全
を
確
認
し
、
も
っ
て

事
故
の
発
生
を
未
然
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
は
な
い
。」

こ
れ
は
、
交
通
事
故
に
信
頼
の
原
則
を
用
い
た
も
の
と
評
価
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

次
に
検
討
す
る
北
大
電
気
メ
ス
事
件
（
21
）
は
、
チ
ー
ム
医
療
に
お
い

て
、
執
刀
医
の
予
見
可
能
性
に
関
し
て
具
体
的
予
見
可
能
性
を
用

い
た
（
そ
し
て
無
罪
と
し
た
）
点
で
、
Ⅱ
系
列
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
札
幌
高
裁
は
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
、
執
刀
医
Ｒ
に
対
し

て
行
っ
た
の
で
あ
る
（
札
幌
高
判
昭
五
一
・
三
・
一
八
判
時

八
二
〇
・
三
六
）。
被
告
人
Ｒ
に
と
っ
て
、「
ケ
ー
ブ
ル
の
誤
接
続

の
あ
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
認
識
を
欠
い
た
こ
と
な
ど
の

た
め
、
右
誤
接
続
に
起
因
す
る
傷
害
事
故
発
生
の
予
見
可
能
性
が

必
ず
し
も
高
度
の
も
の
で
は
な
く
、
手
術
開
始
直
前
に
、
ベ
テ
ラ

ン
の
看
護
婦
で
あ
る
被
告
人
Ｓ
を
信
頼
し
接
続
の
正
否
を
点
検
し

な
か
っ
た
こ
と
が
当
時
の
具
体
的
状
況
の
も
と
で
無
理
か
ら
ぬ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
被
告
人
Ｒ
が
ケ
ー
ブ
ル
の

誤
接
続
に
よ
る
傷
害
事
故
発
生
を
予
見
し
て
こ
れ
を
回
避
す
べ
く

）
一
二
二
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
二
一

ケ
ー
ブ
ル
接
続
の
点
検
を
す
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
と

ら
え
、
執
刀
医
と
し
て
通
常
用
い
る
べ
き
注
意
義
務
の
違
反
が

あ
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
Ｒ
は
無
罪
で

あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
Ｓ
に
対
し
て
は
、
予
見
可
能
性

が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
し
て
、
有
罪
と
し
て
い
る
。
チ
ー
ム
医
療
の

場
合
は
、
道
路
交
通
の
場
合
と
異
な
り
、
そ
も
そ
も
加
害
者
（
医

療
従
事
者
）
と
被
害
者
（
患
者
）
は
危
険
防
止
を
分
担
す
べ
き
当

事
者
で
は
な
い
か
ら
、
信
頼
の
原
則
を
適
用
す
る
べ
き
で
は
な
い
、

と
考
え
る
。
本
事
例
を
Ⅱ
系
列
と
し
て
扱
っ
た
（
具
体
的
予
見
可

能
性
説
で
処
理
し
よ
う
と
し
た
）
裁
判
所
の
選
択
に
問
題
が
あ
る
。

手
術
を
受
け
て
い
る
患
者
自
身
は
何
も
で
き
ず
、
い
わ
ば
命
を
医

者
に
預
け
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
し
か
も
執
刀
医
は
手
術
の
主
宰

者
と
し
て
看
護
婦
に
指
示
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
執
刀
医
は
、

電
気
メ
ス
の
感
触
が
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
な
ら
、
ど
こ
か
に

間
違
い
や
不
具
合
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
、
合
理
的
危
惧
感
を

抱
き
、
原
因
を
解
明
し
て
か
ら
手
術
を
再
開
す
べ
き
で
あ
る
。
執

刀
医
の
回
避
措
置
一
つ
で
重
大
な
結
果
発
生
を
未
然
に
防
止
で
き

た
は
ず
の
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
軽
井
沢
バ
ス
転
落
事
件
に
戻
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。
私

は
、
判
決
文
が
明
ら
か
に
合
理
的
危
惧
感
説
に
沿
っ
た
判
断
の
し

め
適
切
な
行
動
に
出
る
こ
と
を
信
頼
し
て
運
転
す
れ
ば
足
り
る
の

で
あ
っ
て
、
本
件
Ｑ
の
車
両
の
よ
う
に
、
あ
え
て
交
通
法
規
に
違

反
し
、
自
車
の
全
面
を
突
破
し
よ
う
と
す
る
車
両
の
あ
り
う
る
こ

と
ま
で
も
予
想
し
て
右
側
方
に
対
す
る
安
全
を
確
認
し
、
も
っ
て

事
故
の
発
生
を
未
然
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
は
な
い
。」

こ
れ
は
、
交
通
事
故
に
信
頼
の
原
則
を
用
い
た
も
の
と
評
価
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

次
に
検
討
す
る
北
大
電
気
メ
ス
事
件
（
21
）
は
、
チ
ー
ム
医
療
に
お
い

て
、
執
刀
医
の
予
見
可
能
性
に
関
し
て
具
体
的
予
見
可
能
性
を
用

い
た
（
そ
し
て
無
罪
と
し
た
）
点
で
、
Ⅱ
系
列
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
札
幌
高
裁
は
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
、
執
刀
医
Ｒ
に
対
し

て
行
っ
た
の
で
あ
る
（
札
幌
高
判
昭
五
一
・
三
・
一
八
判
時

八
二
〇
・
三
六
）。
被
告
人
Ｒ
に
と
っ
て
、「
ケ
ー
ブ
ル
の
誤
接
続

の
あ
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
認
識
を
欠
い
た
こ
と
な
ど
の

た
め
、
右
誤
接
続
に
起
因
す
る
傷
害
事
故
発
生
の
予
見
可
能
性
が

必
ず
し
も
高
度
の
も
の
で
は
な
く
、
手
術
開
始
直
前
に
、
ベ
テ
ラ

ン
の
看
護
婦
で
あ
る
被
告
人
Ｓ
を
信
頼
し
接
続
の
正
否
を
点
検
し

な
か
っ
た
こ
と
が
当
時
の
具
体
的
状
況
の
も
と
で
無
理
か
ら
ぬ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
被
告
人
Ｒ
が
ケ
ー
ブ
ル
の

誤
接
続
に
よ
る
傷
害
事
故
発
生
を
予
見
し
て
こ
れ
を
回
避
す
べ
く

）
一
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
二
二

注
意
義
務
を
尽
く
せ
ば
、
事
故
は
予
防
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
職
を
失
い
た
く
な
い
運
転
手
が
致
し
方
な
く
、
運
転
命
令

に
従
っ
た
場
合
、
碓
氷
バ
イ
バ
ス
の
部
分
だ
け
で
も
、
交
替
運
転

手
と
し
て
同
乗
し
て
い
た
ベ
テ
ラ
ン
の
Ｋ
運
転
手
に
交
替
し
て
も

ら
え
ば
、
結
果
回
避
は
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

人
は
と
か
く
、
こ
れ
し
か
方
法
が
な
い
と
思
う
心
境
に
陥
る
こ

と
が
あ
る
が
、
一
歩
離
れ
て
み
る
と
、
生
き
る
術
は
見
え
て
く
る

も
の
で
あ
る
。

企
業
活
動
に
伴
う
過
失
犯
罪
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

（
一
九
八
六
年
）
か
ら
東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
（
23
）（
二
〇
一
一
年
）

に
至
る
過
程
、
そ
れ
で
も
や
め
よ
う
と
し
な
い
人
間
行
為
の
様
相

の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
代
社
会
の
抱
え
る
宿
痾
の
よ
う
に

も
思
え
る
。
し
か
し
、
洞
察
力
と
責
任
感
の
あ
る
人
間
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
私
は
、
こ
こ
で
提
案
し
た
二
系
列

に
対
す
る
仮
説
の
検
証
を
し
つ
つ
、
刑
法
の
役
割
に
沿
っ
て
考
察

を
深
め
る
と
述
べ
て
、
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

（
1
）	

こ
の
裁
判
は
、
尼
崎
Ｊ
Ｒ
脱
線
事
件
に
お
い
て
、
事
件
当
時
、

鉄
道
本
部
長
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
裁
判
（
神
戸
地
判
平

二
四
・
一
・
一
一
・
二
一L

E
X
/D
B

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｋ
Ｃ

か
た
を
示
し
て
い
る
と
思
う
の
で
Ｉ
系
列
に
属
せ
し
め
た
が
、
前

述
の
区
分
の
根
拠
と
合
致
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
行

為
者
自
身
が
結
果
発
生
を
回
避
し
よ
う
と
す
れ
ば
で
き
る
の
に
、

回
避
を
し
な
か
っ
た
場
合
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

疑
問
が
生
ず
る
の
は
、
本
件
被
告
人
は
二
人
で
あ
り
、
か
つ
、
私

見
に
よ
れ
ば
、
社
長
と
運
行
管
理
者
は
共
同
正
犯
で
あ
る
。
し
か

も
、
直
接
過
失
を
犯
し
た
運
転
手
も
い
る
。

答
は
「
し
か
り
」
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
本
件
は
、
三
人
の

う
ち
、
一
人
で
も
合
理
的
危
惧
感
に
基
づ
い
て
回
避
措
置
を
と
れ

ば
事
故
を
防
げ
た
場
合
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
運
行
管
理
者
が
、

運
転
手
の
運
転
技
量
の
習
熟
を
待
っ
て
実
地
に
つ
か
せ
れ
ば
事
故

は
防
止
で
き
た
の
で
あ
る
。
社
長
が
運
行
管
理
者
に
任
せ
き
り
に

す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
の
最
高
責
任
者
と
し
て
運
行
管
理
者
に

適
切
な
指
導
を
し
て
い
れ
ば
、
運
行
管
理
者
に
本
来
の
注
意
義
務

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
管
理
責
任
）。

さ
ら
に
、
運
転
手
に
つ
い
て
も
、
自
分
が
大
型
バ
ス
の
運
転
技

量
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社

か
ら
山
岳
夜
行
バ
ス
の
運
転
を
命
じ
ら
れ
た
と
し
て
も
、「
習
熟

す
る
ま
で
は
、
で
き
ま
せ
ん
。」
と
拒
否
す
れ
ば
よ
か
っ
た
（
22
）
の
で

あ
る
。
こ
の
三
人
の
中
の
一
人
で
も
、
自
分
に
課
せ
ら
れ
て
い
る

）
一
二
二
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
二
三

こ
れ
ば
、
発
見
の
遅
れ
、
初
期
消
火
の
失
敗
等
に
よ
り
本
格
的
な

火
災
に
発
展
し
、
建
物
の
構
造
、
避
難
経
路
等
に
不
案
内
の
宿
泊

客
等
に
死
傷
の
危
険
の
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
容
易
に

予
見
で
き
た
」
と
し
て
い
る
。

（
6
）	

こ
の
判
決
に
対
す
る
私
の
評
釈
と
し
て
、「
ホ
テ
ル
火
災
と
経

営
者
の
業
務
上
過
失
責
任
─
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事
件
」
船
山

『
刑
法
の
役
割
と
過
失
犯
論
』
北
樹
出
版
、
平
成
一
九
年
、
二
一
九

頁
。

（
7
）	

こ
こ
に
、
不
作
為
犯
の
問
題
も
あ
る
。
不
作
為
犯
に
お
け
る

因
果
関
係
は
、「
そ
の
予
期
さ
れ
た
行
為
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
結

果
を
防
ぎ
得
た
か
否
か
」
と
い
う
問
題
の
立
て
方
を
す
る
必
要
が

あ
る
（
日
沖
憲
郎
「
因
果
関
係
」『
刑
事
法
講
座
第
一
巻
刑
法

（
１
）』
有
斐
閣
、
昭
和
二
七
年
、
一
八
七
頁
）。

（
8
）	

三
井
誠
「
管
理
・
監
督
過
失
を
め
ぐ
る
問
題
の
所
在
」
刑
法

雑
誌
二
八
巻
一
号
一
八
頁
。

（
9
）	

事
案
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
准
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
被
告
人
が
、
間
食
を
提
供
す
る
際
、
八
五
歳
の
女
性
利

用
者
に
は
、
ゼ
リ
ー
な
の
に
ド
ー
ナ
ツ
を
配
膳
し
た
た
め
、
利
用

者
は
喉
頭
な
い
し
気
管
内
異
物
に
よ
る
窒
息
に
起
因
す
る
心
肺
停

止
状
態
に
陥
り
、
約
一
か
月
後
、
低
酸
素
脳
症
に
よ
り
死
亡
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
10
）	

こ
の
件
で
は
、
平
成
三
一
年
三
月
二
五
日
、
長
野
地
裁
松
本

支
部
は
、
被
告
人
に
罰
金
二
〇
万
円
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

私
の
評
釈
と
し
て
、「
組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性

法
律
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
文
献
番
号
２
５
４
８
０
４
３
９
）
と

は
別
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
相
談
役
、
会
長
、
社
長
だ
っ
た
歴
代
の

三
社
長
が
強
制
起
訴
（
検
審
四
一
条
の
六
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）	

小
貫
補
足
意
見
は
、
予
見
可
能
性
だ
け
一
方
的
に
考
え
て
回

避
措
置
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
回
避
措
置
が
可

能
か
を
考
え
て
、
予
見
可
能
性
の
幅
を
考
慮
す
る
。
こ
の
論
理
に

よ
る
と
、
尼
崎
Ｊ
Ｒ
脱
線
事
件
で
は
、
過
大
な
義
務
を
刑
罰
を

も
っ
て
強
制
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
不
都
合
で
あ
る
が
、
本
件
で

は
、
大
型
バ
ス
の
運
転
に
必
要
な
運
転
技
量
の
習
得
を
さ
せ
て
か

ら
実
地
に
つ
か
せ
れ
ば
よ
い
の
で
、
小
貫
補
足
は
有
罪
の
理
由
づ

け
に
使
え
る
の
で
あ
る
。

（
3
）	

こ
こ
ま
で
は
、
具
体
的
予
見
可
能
性
説
の
表
現
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
刑
事
責
任
を
問
う
前
提
と
し
て
の
予
見
可
能
性
は
、

「
当
該
罰
条
に
よ
っ
て
刑
事
責
任
を
問
う
に
値
す
る
程
に
具
体
的
で

高
い
可
能
性
の
予
見
可
能
性
」
を
必
要
と
す
る
（
松
宮
孝
明	

『
刑

法
講
義
総
論
〔
第
五
版
補
訂
版
〕』
成
文
堂
、
平
成
三
〇
年
、

二
二
〇
頁
）。

（
4
）	

藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』（
弘
文
堂
、
昭
和
五
〇
年
）
が
、

「
予
見
可
能
と
い
う
た
め
に
は
、
結
果
発
生
に
い
た
る
具
体
的
因
果

過
程
の
予
見
ま
で
は
必
要
で
な
く
、
一
般
人
な
ら
ば
す
く
な
く
て

も
そ
の
種
の
結
果
の
発
生
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
具
体
的
な
危
惧

感
を
い
だ
く
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
」（
二
四
〇
頁
）
と
す

る
の
と
、
同
趣
旨
で
あ
る
。

（
5
）	

被
告
人
の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
は
、「
い
っ
た
ん
火
災
が
起

）
一
二
二
（



輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
二
三

こ
れ
ば
、
発
見
の
遅
れ
、
初
期
消
火
の
失
敗
等
に
よ
り
本
格
的
な

火
災
に
発
展
し
、
建
物
の
構
造
、
避
難
経
路
等
に
不
案
内
の
宿
泊

客
等
に
死
傷
の
危
険
の
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
容
易
に

予
見
で
き
た
」
と
し
て
い
る
。

（
6
）	

こ
の
判
決
に
対
す
る
私
の
評
釈
と
し
て
、「
ホ
テ
ル
火
災
と
経

営
者
の
業
務
上
過
失
責
任
─
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
事
件
」
船
山

『
刑
法
の
役
割
と
過
失
犯
論
』
北
樹
出
版
、
平
成
一
九
年
、
二
一
九

頁
。

（
7
）	

こ
こ
に
、
不
作
為
犯
の
問
題
も
あ
る
。
不
作
為
犯
に
お
け
る

因
果
関
係
は
、「
そ
の
予
期
さ
れ
た
行
為
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
結

果
を
防
ぎ
得
た
か
否
か
」
と
い
う
問
題
の
立
て
方
を
す
る
必
要
が

あ
る
（
日
沖
憲
郎
「
因
果
関
係
」『
刑
事
法
講
座
第
一
巻
刑
法

（
１
）』
有
斐
閣
、
昭
和
二
七
年
、
一
八
七
頁
）。

（
8
）	

三
井
誠
「
管
理
・
監
督
過
失
を
め
ぐ
る
問
題
の
所
在
」
刑
法

雑
誌
二
八
巻
一
号
一
八
頁
。

（
9
）	

事
案
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
准
看
護
師
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
被
告
人
が
、
間
食
を
提
供
す
る
際
、
八
五
歳
の
女
性
利

用
者
に
は
、
ゼ
リ
ー
な
の
に
ド
ー
ナ
ツ
を
配
膳
し
た
た
め
、
利
用

者
は
喉
頭
な
い
し
気
管
内
異
物
に
よ
る
窒
息
に
起
因
す
る
心
肺
停

止
状
態
に
陥
り
、
約
一
か
月
後
、
低
酸
素
脳
症
に
よ
り
死
亡
し
た

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
10
）	

こ
の
件
で
は
、
平
成
三
一
年
三
月
二
五
日
、
長
野
地
裁
松
本

支
部
は
、
被
告
人
に
罰
金
二
〇
万
円
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

私
の
評
釈
と
し
て
、「
組
織
内
の
個
人
過
失
に
お
け
る
期
待
可
能
性

法
律
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
文
献
番
号
２
５
４
８
０
４
３
９
）
と

は
別
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
相
談
役
、
会
長
、
社
長
だ
っ
た
歴
代
の

三
社
長
が
強
制
起
訴
（
検
審
四
一
条
の
六
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）	
小
貫
補
足
意
見
は
、
予
見
可
能
性
だ
け
一
方
的
に
考
え
て
回

避
措
置
を
設
定
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
回
避
措
置
が
可

能
か
を
考
え
て
、
予
見
可
能
性
の
幅
を
考
慮
す
る
。
こ
の
論
理
に

よ
る
と
、
尼
崎
Ｊ
Ｒ
脱
線
事
件
で
は
、
過
大
な
義
務
を
刑
罰
を

も
っ
て
強
制
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
不
都
合
で
あ
る
が
、
本
件
で

は
、
大
型
バ
ス
の
運
転
に
必
要
な
運
転
技
量
の
習
得
を
さ
せ
て
か

ら
実
地
に
つ
か
せ
れ
ば
よ
い
の
で
、
小
貫
補
足
は
有
罪
の
理
由
づ

け
に
使
え
る
の
で
あ
る
。

（
3
）	

こ
こ
ま
で
は
、
具
体
的
予
見
可
能
性
説
の
表
現
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
刑
事
責
任
を
問
う
前
提
と
し
て
の
予
見
可
能
性
は
、

「
当
該
罰
条
に
よ
っ
て
刑
事
責
任
を
問
う
に
値
す
る
程
に
具
体
的
で

高
い
可
能
性
の
予
見
可
能
性
」
を
必
要
と
す
る
（
松
宮
孝
明	

『
刑

法
講
義
総
論
〔
第
五
版
補
訂
版
〕』
成
文
堂
、
平
成
三
〇
年
、

二
二
〇
頁
）。

（
4
）	

藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』（
弘
文
堂
、
昭
和
五
〇
年
）
が
、

「
予
見
可
能
と
い
う
た
め
に
は
、
結
果
発
生
に
い
た
る
具
体
的
因
果

過
程
の
予
見
ま
で
は
必
要
で
な
く
、
一
般
人
な
ら
ば
す
く
な
く
て

も
そ
の
種
の
結
果
の
発
生
が
あ
り
う
る
と
し
て
、
具
体
的
な
危
惧

感
を
い
だ
く
程
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
る
」（
二
四
〇
頁
）
と
す

る
の
と
、
同
趣
旨
で
あ
る
。

（
5
）	

被
告
人
の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
は
、「
い
っ
た
ん
火
災
が
起

）
一
二
二
（



日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
二
四

波
書
店
、
令
和
四
年
、
八
六
頁
）。

（
16
）	

昭
和
三
一
年
一
月
、
新
潟
県
弥
彦
村
の
弥
彦
神
社
で
、
参
拝

に
訪
れ
た
群
衆
が
将
棋
倒
し
に
な
り
、
一
二
四
名
の
死
者
が
出
た
。

事
故
は
、
深
夜
零
時
過
ぎ
、
参
拝
を
終
え
て
帰
る
人
々
の
流
れ
と
、

こ
れ
か
ら
お
参
り
に
向
か
う
人
々
の
流
れ
と
が
神
社
の
石
段
付
近

で
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
の
が
発
端
で
あ
る
。
権ご
ん

宮
司
（
宮
司
の
下
）

ら
が
起
訴
さ
れ
た
。

（
17
）	

平
成
二
〇
年
五
月
二
七
日
、
松
本
市
の
柔
道
場
に
お
い
て
、

Ｇ
（
講
道
館
柔
道
四
段
）
は
、
Ｈ
（
小
学
六
年
）
の
乱
取
り
稽
古

を
し
た
際
、
Ｇ
は
「
片
襟
体
落
と
し
」
の
技
を
か
け
、
Ｈ
は
、
背

中
や
腕
の
辺
り
か
ら
畳
に
打
ち
付
け
ら
れ
た
。
Ｈ
は
、
救
急
車
で

病
院
に
搬
送
さ
れ
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
の
緊
急
手
術
を
受
け
た
が
、

意
識
障
害
を
伴
う
後
遺
症
を
負
っ
た
。

（
18
）	

こ
の
判
決
に
対
す
る
私
の
評
釈
と
し
て
、「
柔
道
指
導
に
お
け

る
過
失
責
任
」
日
本
法
学
八
〇
巻
四
号
三
七
五
頁
。

（
19
）	

船
山
泰
範
「
過
失
犯
に
お
け
る
回
避
措
置
重
心
説
」『
川
端
博

先
生
古
稀
記
念
論
文
集
（
上
巻
）』
成
文
堂
、
平
成
二
六
年
、

四
一
一
頁
。

（
20
）	

Ｐ
は
、
自
動
車
運
転
を
し
て
、
交
通
整
理
の
な
い
交
差
点
を

右
折
す
る
途
中
、
中
央
付
近
で
エ
ン
ス
ト
を
起
こ
し
、
低
速
で
発

進
す
る
際
、
左
側
の
み
を
注
意
し
て
右
側
方
に
対
す
る
安
全
の
確

認
を
欠
い
た
ま
ま
発
車
し
た
。
右
側
方
か
ら
バ
イ
ク
で
や
っ
て
き

た
Ｑ
に
気
づ
い
た
の
は
間
が
約
五
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
か
ら
で
、

Ｐ
は
急
停
車
し
た
が
間
に
合
わ
ず
、
自
動
車
を
バ
イ
ク
に
衝
突
さ

─
あ
ず
み
の
里
事
件
を
手
が
か
り
に
─
」
日
本
法
学
八
五
巻
二
号

二
八
九
頁
。
控
訴
審
の
東
京
高
裁
は
、
今
和
二
年
七
月
二
八
日
、

被
告
人
に
無
罪
を
言
い
渡
し
て
い
る
（
判
時
二
四
七
一
号
一
二
九

頁
）。

（
11
）	

そ
の
後
、
副
署
長
（
署
長
は
す
で
に
死
亡
）
は
、
神
戸
検
察

審
査
会
に
よ
る
二
度
の
審
査
（
二
度
目
は
「
起
訴
議
決
」
と
呼
ば

れ
る
）
に
よ
り
、
指
定
弁
護
士
に
よ
り
起
訴
さ
れ
た
が
、
第
一
審

で
過
失
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
（
神
戸
地
判
平
二
五
・
二
・
二
〇

判
例
集
未
登
載
）。

（
12
）	

日
本
の
検
察
官
は
、「
上
向
き
の
訴
追
は
弱
」
く
、
下
向
き
に

は
強
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
指
摘
し
て
、

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
著
、
平
山
真
理
子
訳
「
日
本
の

『
蜘
蛛
の
巣
』
の
司
法
と
検
察
の
活
動
」
後
藤
昭
責
任
編
集
『
刑
事

司
法
を
担
う
人
々
』
岩
波
書
店
、
平
成
二
九
年
、
二
九
頁
。

（
13
）	

も
う
一
つ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
、
仮
に
法

人
（
組
織
体
）
処
罰
を
取
り
入
れ
た
新
立
法
が
な
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
今
後
発
生
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
み
、
適
用
可
能
で

あ
る
。
遡
及
処
罰
の
禁
止
の
原
則
が
働
く
か
ら
で
あ
る
。

（
14
）	

令
和
四
年
四
月
二
三
日
に
発
生
し
た
知
床
観
光
船
沈
没
事
故

（
二
六
名
死
亡
）
を
思
う
。

（
15
）	

過
去
の
判
例
か
ら
現
在
が
理
解
で
き
る
こ
と
は
、
Ｅ
・
Ｈ
・

カ
ー
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
と
符
合
す
る
。「
現
在
は
過

去
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
初
め
て
十
分
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

（
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
著
、
近
藤
和
彦
訳
『
歴
史
と
は
何
か
・
新
版
』
岩

）
一
二
一
（

輸
送
安
全
を
担
う
企
業
ト
ッ
プ
の
過
失
犯
（
船
山
）

一
二
五

せ
、
Ｑ
に
約
一
〇
〇
日
の
治
療
を
要
す
る
傷
害
を
与
え
た
。

（
21
）	

昭
和
四
五
年
、
北
大
医
学
部
付
属
病
院
で
行
わ
れ
た
二
歳
半

の
患
者
に
対
す
る
動
脈
管
を
大
動
脈
と
の
分
岐
点
で
切
断
す
る
手

術
に
際
し
、
手
術
自
体
は
成
功
し
た
が
、
手
術
に
用
い
ら
れ
た
電

気
メ
ス
器
の
対
極
板
付
ケ
ー
ブ
ル
の
プ
ラ
グ
と
メ
ス
側
ケ
ー
ブ
ル

の
プ
ラ
グ
を
交
互
に
誤
接
続
し
た
た
め
、
対
極
板
を
装
着
し
た
患

者
の
右
下
腿
部
に
高
周
波
電
流
が
流
れ
、
三
度
の
熱
傷
を
生
じ
、

そ
の
た
め
下
腿
切
断
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

（
22
）	

運
転
手
が
死
亡
し
た
た
め
刑
事
責
任
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い

が
、
ク
ビ
を
恐
れ
て
拒
否
で
き
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
期
待

可
能
性
の
問
題
が
あ
る
。

（
23
）	

こ
の
事
故
を
中
心
に
、
国
民
の
安
全
を
守
る
刑
法
の
あ
り
方

を
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
古
川
元
晴
・
船
山
泰
範
『
福
島
原
発
、

裁
か
れ
な
い
で
い
い
の
か
』（
朝
日
新
書
・
平
成
二
七
年
）
が
あ
る
。

）
一
二
二
（
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運
転
手
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死
亡
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め
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恐
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こ
の
事
故
を
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心
に
、
国
民
の
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守
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刑
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あ
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方

を
検
討
し
た
も
の
と
し
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古
川
元
晴
・
船
山
泰
範
『
福
島
原
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。
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九
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二
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四
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民事執行における第三者からの債務者
財産に関する情報取得制度について

吉　田　純　平

一　はじめに

五　民事執行における債務者の義務

三　民事執行手続における情報提供義務

三　第三者からの情報取得手続

二　まとめに代えて

一　はじめに

令和元年の民事執行法（以下「民執」という。）改正により、執行債務

者（以下、本稿では「債務者」という。）の財産状況を調査するための手続

として、第三者から債務者の情報を取得する手続（以下、「情報取得手

続」という。）が新たに設けられた。これは、金銭債権の強制執行（金銭

執行）について債務名義を有する執行債権者（以下、本稿では「債権者」

という。）や一般の先取特権を有する債権者の申立てにより、執行裁判

所が、債務者以外の第三者に対して、債務者の財産に関する情報の提

供を命ずる旨の決定をし、この命令を受けた第三者が、執行裁判所に

対し、当該情報を提供する手続である。本稿は、創設後数年が経過し

て、実務の実績がある程度蓄積され、また学説上の議論もいくらか現

れてきた現状において、改めてこの制度の理論的問題点について若干

研究ノート

）
三
一
〇
（

1
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所が、債務者以外の第三者に対して、債務者の財産に関する情報の提

供を命ずる旨の決定をし、この命令を受けた第三者が、執行裁判所に
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四
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の検討を行うものである。とくに、第三者が債務者に関する情報を提

供することが義務付けられる際には、その基礎として、債務者の情報

が明かされることの許容性の問題、とくにプライバシー権との関係や、

第三者が情報提供を義務付けられることの正当性の問題を明らかにし

なければならないところ、本稿では、これについて検討したうえで、

個々の制度との関係を明らかにしたい。

五　民事執行における債務者の義務

１ 　金銭執行の申立てにおける債権者の責任

金銭執行の申立てに際して、債権者において個別に対象となる財産

を個別に指定し、対応する執行機関に対して執行を申し立てなければ

ならず、したがって、単に金銭執行の申立てに基づいて、執行機関が

職権で探知し選択して執行手続を行うわけではない（1）。したがって、

金銭執行においては、債権者が債務者の財産を特定しなければならず、

債権者が債務者の有する財産を認識しない場合には、事実上金銭執行

の申立てをすることができない。また、民事執行法は、各種財産権に

対する執行の申立てにおいて、財産の特定が要求される（民執規21条 3

項、同23条、同133条 2 項）（ 2）。特に、債権執行においては、対象となる

金銭債権の特定のために債権に関する詳細な情報を知る必要があり、

たとえば預金債権に対する差押命令の申立てに際して、預金口座があ

る金融機関の支店を特定しなければならず、債権者にとって困難であ

ることが議論の対象であることは周知のとおりである（後述）。債権者

は、自らの権利を実現するために、債務者の財産を探索するために一

定の努力をしなければならないことは当然であるとして、それが過度

に要求されたり、一定の努力によっても申立てをすることが出来ない

状況が生じるのであれば、それは民事執行の制度として欠陥といえる。

他方、債務者にとっては、債務名義の存在により、その義務（金銭債

権であれば支払義務）は、高度の蓋然性をもって確定しており、執行手

）
三
〇
九
（

2

日
本
法
学

　第
八
十
九
巻
第
四
号
（
二
〇
二
四
年
二
月
）

一
四
〇

続に対して誠実に服する手続上の義務を負うといえる。

２ 　債務者のプライバシー権と民事執行

債務者の財産状況に関する情報を強制的に得る必要があることは是

認しうるとして、そこでは債務者のプライバシー権の侵害が問題とな

る。プライバシー権は、憲法13条の幸福追求権から導き出される人権

の一つであり、最高裁の判例によっても認められている（3）。プライバ

シー権は、「私生活をみだりに公開されない法的保障ないし権利」であ

ると定義され、個人の尊厳を保ち幸福を追求するうえにおいて必要不

可欠な権利であるとされる（4）。このプライバシー権は、しばしば表現

の自由、知る権利、情報公開請求といった憲法上の他の価値と衝突す

るが、本稿における問題においては、債権者の財産権との衝突といえ

る。プライバシー権の侵害がどの程度許容されるか、すなわちどのよ

うな場合に違憲となるかについては、いかなる事柄について情報が公

開されるかによって異なるが、財産状況に関する情報は、一般的にプ

ライバシーと考えられるものに当たるだろう（5）。このようなプライバ

シーの侵害が正当化されるのは、立法目的が重要なものであり、規制

手段が目的と実質的な関連性を有するか否かが基準となると解する（6）。

三　民事執行手続における情報提供義務

１ 　第三債務者の陳述義務

前に見たように、債権者がその債務名義のある権利を実現するため

に、債務者の財産状況に関する情報は、プライバシー権に関わらず、

必要な限りで提供されなければならないが、これが誰により、どのよ

うな手続を経て提供されるべきかについて、より実効性のある執行と

いう目的から考慮されるべきことであろうが、これまでの民事執行手

続に存してきた情報提供制度から、情報提供者に課せられる義務の適

切な範囲を考察したい。

）
三
〇
二
（
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続に対して誠実に服する手続上の義務を負うといえる。

２ 　債務者のプライバシー権と民事執行

債務者の財産状況に関する情報を強制的に得る必要があることは是

認しうるとして、そこでは債務者のプライバシー権の侵害が問題とな

る。プライバシー権は、憲法13条の幸福追求権から導き出される人権

の一つであり、最高裁の判例によっても認められている（3）。プライバ

シー権は、「私生活をみだりに公開されない法的保障ないし権利」であ

ると定義され、個人の尊厳を保ち幸福を追求するうえにおいて必要不

可欠な権利であるとされる（4）。このプライバシー権は、しばしば表現

の自由、知る権利、情報公開請求といった憲法上の他の価値と衝突す

るが、本稿における問題においては、債権者の財産権との衝突といえ

る。プライバシー権の侵害がどの程度許容されるか、すなわちどのよ

うな場合に違憲となるかについては、いかなる事柄について情報が公

開されるかによって異なるが、財産状況に関する情報は、一般的にプ

ライバシーと考えられるものに当たるだろう（5）。このようなプライバ

シーの侵害が正当化されるのは、立法目的が重要なものであり、規制

手段が目的と実質的な関連性を有するか否かが基準となると解する（6）。

三　民事執行手続における情報提供義務

１ 　第三債務者の陳述義務

前に見たように、債権者がその債務名義のある権利を実現するため

に、債務者の財産状況に関する情報は、プライバシー権に関わらず、

必要な限りで提供されなければならないが、これが誰により、どのよ

うな手続を経て提供されるべきかについて、より実効性のある執行と

いう目的から考慮されるべきことであろうが、これまでの民事執行手

続に存してきた情報提供制度から、情報提供者に課せられる義務の適

切な範囲を考察したい。

）
三
〇
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まず、債権執行における第三債務者の陳述義務がある。金銭債権を

対象とする執行においては、申立てに際して対象となる債権を他の債

権に対して識別できる程度に特定しなければならない（民執規21条 3 号、

133条 1 項・ 2項）。すなわち、債権者は、第三債務者を表示し、差し押

さえられるべき債権（以下、「被差押債権」という。）の種類および額その

他の債権を特定するに足りる事項を明らかにしなければならない。特

に、被差押債権が預金債権である場合には、実務上、預金の取引きや

管理を店舗ごとに行っていることから、預金口座を取り扱う支店を挙

げることが、被差押債権の特定のために必要であるところ、債権者が

預金口座に関する情報を取得することが困難であることから、債権者

側の様々な工夫がなされた（7）。この預金債権に関する情報を金融機関

から取得する制度については、令和元年改正の内容に含まれる（後述）。

このように、債権執行においては、執行対象が無形の存在であること

もあり、被差押債権に関する情報を得ることが必要であると考えられ

たところ、第三債務者に対する陳述催告の制度が設けられている（民執

147条 1 項）。すなわち、差押債権者の申立てにより、裁判所書記官は、

差押命令を送達するに際し、第三債務者に対し、差押命令の送達の日

から五週間以内に差押えに係る債権の存否その他の最高裁判所規則で

定める事項について陳述すべき旨を催告しなければならない（8）。そし

て、民事執行法147条 2 項によれば、第三債務者は、前項の規定による

催告に対して、故意又は過失により、陳述しなかったとき、又は不実

の陳述をしたときは、これによって生じた損害を賠償する責任を負う。

これは、第三債務者に対しては訴訟や強制執行で陳述を強いることは

できないから、法がこの損害賠償責任により、事実上陳述を強制した

ものである（9）。

この第三債務者の陳述義務の法的性質を考えてみると、第三債務者

の陳述義務が差押債権者との実体法上の債権債務関係に由来するもの

ではなく、陳述義務の性質が実体的な性質を有するものでない。とい

うのも、債権執行において第三債務者は執行手続における当事者であ
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るといえるので、陳述義務は手続上の義務であるとすることは否定で

きないだろう。しかし、いずれにせよ、陳述は執行裁判所に対してな

されるものであり、その目的は、執行手続の実効性を高めることにあ

るといえるから、陳述義務は公法上の義務である、とするのが妥当で

ある。

２ 　債務者の陳述義務（財産開示義務）

財産開示手続の存在は、債務者が自身の財産について陳述する義務

を負うことを前提とする。この義務は、いかなる性質を有するか。こ

のことは、我が国の財産開示制度が創設される以前から債権執行にお

ける債務者の報知義務を定めたドイツ民事訴訟法（以下、「ZPO」とい

う。）836条 3 項に関する議論が参考になると思われる（10）。ZPO836条 3

項によれば、債務者は、債権者に対して債権の行使に必要な報知を与

えなければならない。これにより、債務者は、債権について存在する

証書を引き渡す義務を負うとともに、債権の行使に必要な報知を与え

る義務を負う。何についての報知を行うかであるが、債権の行使に必

要な一切の情報であるとされ、一般的には、被差押債権の原因、額、

および証拠方法、給付の時期および場所、第三債務者の抗弁およびそ

れに対する防御方法などが挙げられる（11）。

この報知義務がどのように実現されるかについて、かつては、債権

者は、債務者に対して報知を求める訴えを提起して、その判決を債務

名義として不代替的作為の強制執行の方法（ZPO888条）において執行

されていた。それが、いくつかの改正を経て、現在は、ZPO836条 3 項

に基づき、執行官が、債務者に報知させ、そして宣誓に代わる保証を

させるための期日および場所を指定して債務者を呼び出し（ZPO836条

3 項 3 文）、その報知を調書に記載した上で、それを誠意を尽くして正

確かつ完全にしたことを宣誓に代わる保証させることとなる（12）。いわ

ば、民事上の情報提供義務から訴訟法上の義務に代わり、執行手続の

成功のために国家に対して情報を提供する義務として構成されたとい
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三　第三者からの情報取得手続

ここでは、これまで見てきた債務者および第三者の情報提供義務の

基礎的な考え方を基に、情報取得手続の内容を概観し、どのような問

題があるかを指摘し検討する。

１ 　総論

⑴　債務者の財産状況調査のための制度の改正経緯
前に見たように、債権者が金銭執行の申立てに際しては、対象とな

る財産を特定しなければならない。そのため、債権者が、債務者がど

のような財産を有しているかを知らなければ強制執行の申立てをする

ことができないこととなり、債権者の権利実現の妨げとなってきた。

そこで、債務者の財産状況を調査するための制度の創設が試みられ、

まず、平成15年の民事執行法改正において、財産開示制度が新設され

た。

財産開示制度では、仮執行宣言付判決、支払督促、執行証書を除く、

執行力ある債務名義の正本を有する債権者または一般先取特権者が申

し立てることができ、裁判所は、開示手続の実施決定をする。実施決

定を受けた開示義務者は、裁判所で開かれる開示期日に出頭し、宣誓

の上で、自己の財産について陳述し、裁判所または申立人の質問に答

える義務を負い（民執200条）、正当な理由のない不出頭、宣誓拒絶、陳

述拒絶、または虚偽陳述には、30万円に下の過料が科されることとさ

れた（民執旧206条）。

ただ、制度創設後の数年間、この財産開示制度がうまく機能してい

ないことが指摘され、また、運用状況の数字にも表れていた（13）。そこ

で、令和元年の民事執行法改正に際して、債務者の財産開示制度の実

効性の向上を目的とした見直しがなされるとともに、第三者から債務

者財産に関する情報を取得する制度（以下、「第三者からの情報取得制度」
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という。）が創設された。

⑵　財産開示手続の見直し
財産開示手続は、第三者からの情報取得制度と最終的には同じ目的、

すなわち債務者の財産状況を把握して金銭執行を成功させるという目

的を同じくするものであり、第三者からの情報取得手続の手続ルール

とも密接な関連を有するものであるから、ここでは、財産開示手続の

改正内容についても概観する（14）。

①債務名義の範囲の拡大

改正前の財産開示手続では、債権者が財産開示手続を申し立てるた

めに必要な債務名義について制限があった。すなわち、仮執行宣言付

判決（民執22条 2 号）、仮執行宣言付損害賠償命令（同 3号の 2）、および

仮執行宣言付支払督促（同 4号）は、暫定的な裁判所の判断に基づく債

務名義であることを理由に財産開示手続の申立てに必要な債務名義と

はならなかった。執行証書（同 5号）は、裁判官の判断を介していない

ことから、同様の取り扱いとされていた（15）。

令和元年改正により、上記のような制限は取り除かれ、どのような

債務名義でも申立てをすることができることとされた。すなわち、債

務名義の種類の制限は、財産開示手続により不当に、本来であれば債

務名義上の債権が存在しないにもかかわらず情報開示を強制させられ

た債務者が不利益を被ることとなるおそれがあることを重視した結果

といえるが、この手続により債務者の受ける不利益の程度について今

般改めて検討すると、その不利益は、具体的には差押えの対象となり

得る債務者財産に関する情報が債権者に伝わってしまうというもので

あり、その財産を不当に差し押さえられて換価された場合と比べて、

必ずしも重大とはいえないとの指摘がなされた。また、執行証書につ

いては、一部の悪質な貸金業者による濫用が懸念されていたが、その

後、平成18年の貸金業法改正により、貸金業者が債務者等から執行証
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書の作成に関する委任状を取得することを全面的に禁止するなどの措

置が講じられている上、昨今では、離婚した夫婦間の養育費の支払を

確実にするために執行証書の活用が推奨されるなど、執行証書の活用

をめぐる社会状況の変化が見られること、仮に執行証書の対象となっ

た権利関係等に争いがあるのであれば、その事案に応じて債務者が執

行停止の裁判により財産開示手続が進行することを阻止することがで

き、情報開示によって債務者が不利益を被ることも防ぐことができる

と考えられたからである（16）。

②罰則の強化

改正前は、開示義務者の不出頭や虚偽陳述に対して30万円以下の過

料が課された（改正前民執206条 1 項 1 号・ 2号）が、開示義務者の出頭率

は低く、その理由の一つに罰則が不十分であることが考えられた（17）。

そこで、罰則が強化され、正当な理由なく出頭しなかったり、虚偽の

陳述をしたりした者には 6か月以下の懲役または50万以下の罰金とい

う刑事罰が科せられることとなった（民執213条 5 号・ 6号）（18）。その後、

不出頭者が逮捕された事件が報道されている（19）。

③財産開示手続の要件

財産開示の要件を定める民執197条 1 項および 2項においては、財産

開示手続実施の要件として、強制執行又は担保権の実行における配当

等の手続において、申立人が当該金銭債権の完全な弁済を得ることが

できなかったこと（不奏功要件・民執197条 1 項 1 号、同条 2項 1号）、また

は知れている財産に対する強制執行を実施しても、申立人が当該金銭

債権の完全な弁済を得られないことの疎明があること（民執197条 1 項 2

号、同条 2項 1号）を要求している（20）。この要件は、令和元年民事執行

法改正作業に際して廃止が検討されていたが、結局は維持されること

となった（21）。さらに、後述の第三者からの情報取得制度についても、

同様の要件が採用されている。この要件は、財産開示手続および第三
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者からの情報取得は、債務者のプライバシーに関わることであるから、

その必要性がある場合のみ認められるべきとすることがその根拠とな

る（22）。それゆえ、これら 2つの要件は、強制執行の前置が必要的であ

るということではなく、それぞれ財産開示手続が必要な場合として規

定されているものであると解される（23）。また、 1号の要件と 2号の要

件は、択一的なものである。したがって、 1号の要件のみが認められ

る場合のみならず、 2号の要件のみが疎明され、 1号の要件について

疎明されていない場合にも手続は実施される（24）。

２ 　不動産に関する情報取得手続

⑴　意義
不動産に関する情報取得手続は、登記所に債務者の不動産情報の提

供を命ずるものである（民執205条）。不動産の権利関係に関する情報は、

登記がされているが、何人でも手数料を納付することで登記事項証明

書の交付を受けることができるし（不動産登記法119条）、登記所が保有

する登記情報を、インターネットを利用して、一般利用者が自宅又は

事務所のパソコンで確認することができる（登記情報提供制度）（25）。た

だ、我が国の不動産登記は、土地または建物等の不動産ごとに登記記

録を作成する物的編成主義を採用しており（不動産登記法 2条 5号）、債

権者は、債務者がどのような不動産に関する権利を有しているかにつ

いての情報を、登記によっては取得することができなかった。

⑵　手続
提供される情報は、債務者が所有権の登記名義人である土地・建物

等に対する強制執行または担保権の実行の申立てをするのに必要な事

項である（民執205条 1 項）（26）。執行力ある債務名義の正本を有する金銭

債権者および一般先取特権者は、民執197条 1 項の要件を満たしている

ことを疎明して申立てをする。また、財産開示手続の前置が要求され

る（民執205条 2 項）。申立てついてなされた裁判に対しては、債務者か
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債権者および一般先取特権者は、民執197条 1 項の要件を満たしている

ことを疎明して申立てをする。また、財産開示手続の前置が要求され

る（民執205条 2 項）。申立てついてなされた裁判に対しては、債務者か
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ら執行抗告をすることができる（民執205条 4 項）。

⑶　登記上の提供と個人情報保護
不動産に関する情報取得の制度については、これが公的機関である
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保護に関する法律 8条 1項）との関係が問題となるが、一般に不動産の価
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く、金銭執行の実効性の向上のためには債務者が有する不動産に関す

る情報を取得することの必要性は高いことなどを理由に、登記所によ

る情報提供が許容される。もっとも、不動産の登記情報は、元より公

に示された情報であるから、その情報提供によって害される債務者の

利益は大きくないといえる。

３ 　債務者の給与債権に関する情報取得手続
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給与債権は、多くの金銭債権者にとって重要な執行対象財産である

といえる。債務者の給与債権を差し押さえるためには、債務者の雇用

主（勤務先）を知る必要があるところ、納税や厚生年金保険等を取り扱

う機関はこの情報を有している可能性が高い。そこで、地方税を扱っ

ている市町村、日本年金機構、または各種共済組合をはじめとする厚

生年金事務取扱者から、債務者の給与債権に係る情報の提供を受ける

ことができるとされた（民執206条）。

⑵　手続
この情報取得手続の申立権者は限られる。すなわち、扶養義務等に

係る債権（夫婦間の協力扶助に関する義務に係る債権、婚姻費用分担義務に係

る債権、または養育費などの子の監護に関する義務に係る債権など）、もしく

は、人の生命もしくは身体の侵害による損害賠償請求権のいずれかが
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執行債権となる場合に限られる（27）。

申立ての要件としては、一般の不奏功要件のほか、財産開示前置が

要求される。申立てについての裁判に対しては、執行抗告をすること

ができる（民執206条 2 項）（28）。

⑶　預金情報の提供と守秘義務
債務者の勤務先に関する情報はプライバシーとして保護の必要性が

高い上に、情報提供者となる市町村等の機関は、債務者の勤務先に関

する情報について守秘義務を負っていると考えられるが、これを超え

て情報提供を正当化されるか問題となる。これについては、前述のよ

うに執行債権をとくに給料債権に対する執行が必要な場合に限定して

いること、そして財産開示手続の前置が要求されることによってクリ

アされているといえる。

４ 　預貯金債権および振替社債等に関する情報取得手続

⑴　意義
給料債権と同様に、預貯金債権や株式は、債権者にとって重要な執

行対象財産である。これらに関する情報取得の困難さと対策の必要性

はかねてより認識され、前述のように大きな問題として議論されてき

た。そこで、預貯金情報については銀行等の金融機関、振替社債等の

情報については振替機関等から、預貯金債権および振替社債等に関す

る情報を取得することができる（民執207条）。

⑵　手続
給与債権とは異なり、執行債権の種類に関する制限はない。また、

債務者の財産について一般の先取特権を有することを証する文書を提

出した債権者も申立てをすることができる（民執207条 1 項、 2項）。

要件として特徴的なのは、財産開示手続の前置が要求されていない

点である。したがって、債務名義を有する債権者は、不奏功要件を満
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たしていれば申立てをすることができる。これらの債権については、

不動産などに比べると流動性が高く、情報提供決定の送達などで強制

執行の動きが察知されると隠匿等がなされる危険性が高いことが考慮

されたものである（29）。

不服申立てについては、その申立てを却下する決定についてのみ執

行抗告が可能とされた（民執207条 3 項）。やはり、債務者による執行抗

告を認めることにより、その間に預貯金の隠匿がなされる危険がある

からである（30）。これに対しては、債務者が、情報提供がなされる前に

救済手段が存在せず、債務者の保護が不十分であることが指摘されて

いる（31）。

⑶　預貯金債権情報の取得と守秘義務
預貯金等・振替社債等についての情報については、金融機関・振替

機関等が守秘義務を負うことになる。この守秘義務を超えて情報提供

が認められることについては、財産開示手続前置も要求されていない

ことから、さらに問題となる。このことについては、債権執行につい

ては第三債務者の陳述義務が認められており、金融機関等の第三債務

者は、被差押債権に関する情報を提供しなければならないところ、こ

の情報義務は、その延長線上の制度として理解することができる、と

される（32）。

二　まとめに代えて

民事執行、とくに金銭執行に際して、債務者の財産状況についての

情報を得ることは、債権者にとって極めて重要である。それを自ら得

られない場合には、国家権力が債権者に代わって強制的に債務者の情

報を取得することが必要となってくるが、その際には、債務者のプラ

イバシー権との関係で、情報を開示する義務が問題となり、第三者か

ら情報を取得する場合には、やはりそれがいかに正当化されるかが問
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題となる。本稿では、これらについて基本的な考えを示したうえで、

民事執行法上の第三者からの情報取得制度を概観した。制度自体の問

題点も存在することから、今後の運用状況や裁判例などを観察してい

る必要がある。

本稿は、公益財団法人全国銀行学術研究振興財団の助成を受けたもの

である。

（ 1）	 兼子一『増補強制執行法』（酒井書店、1966年）159頁。
（ 2）	 動産執行については、申立て段階では対象財産の個別的特定は要求さ
れず、執行申立書に特定して記載された差押目的動産の所在場所ごとに、
そこにある動産が複合的に執行対象財産となる（場所単位主義・民執規99
条）。

（ 3）	 ただし、最高裁判決でプライバシー権を正面から定義したものはない。
最大判昭和44年12月24日刑集23巻12号1625頁、最判昭和56年 4 月14日民集
35巻 3 号620頁、最判平成 7年12月15日刑集49巻10号842頁では、プライバ
シーの侵害という表現が用いられ、実質的にその中身を肯定している。

（ 4）	 芦部信喜・高橋和之補訂『憲法〔第 7版〕』（岩波書店、2019年）123頁。
そのほか、プライバシー権の定義に関しては、伊藤正己『プライバシーの
権利』（岩波書店、1963年）、戒能通孝＝伊藤正己編著『プライヴァシー研
究』（日本評論新社、1962年）など参照。

（ 5）	 最判昭和56年 4 月14日民集35巻 3 号620頁では、「前科・犯罪経歴は人
の名誉・信用にかかわり、これをみだりに公開されないのは法律上保護に
値する利益である」として、前科をみだりに公開されない自由をプライバ
シー権の一つとして認めるものと解される。民事執行も公権力によるプラ
イバシーの侵害ではあるが、対立するのはあくまで債権者の財産的利益で
ある。

（ 6）	「厳格な合理性」の基準。芦部＝高橋・前掲注 4、127頁。
（ 7）	 口座のある店舗が不明な場合の申立ての方法として、全店舗を対象と
して順位付けをし、最先順位の店舗から順次予備的に後順位の店舗にある
預金債権を請求債権額に満つるまで差し押さえる方法（全店一括順位付け
方式）や、複数の店舗のうち債務者の預金額の合計が最大となる店舗を不
特定のまま最先順位とし、順次予備的に後順位の店舗にある預金債債権を
請求債権額に満つるまで差し押さえる方式（預金額最大店舗指定方式）な
どがあるが、前者については、最決平成23年 9 月20日民集65巻 6 号2710頁
が、「大規模な金融機関である第三債務者らの全ての店舗を対象として順
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位付けをし、先順位の店舗の預貯金債権の額が差押債権額に満たないとき
は、順次予備的に後順位の店舗の預貯金債権を差押債権とする旨の差押え
を求めるものであり、各第三債務者において、先順位の店舗の預貯金債権
の全てについて、その存否及び先行の差押え又は仮差押えの有無、定期預
金、普通預金等の種別、差押命令送達時点での残高等を調査して、差押え
の効力が生ずる預貯金債権の総額を把握する作業が完了しない限り、後順
位の店舗の預貯金債権に差押えの効力が生ずるか否かが判明しないのであ
るから、本件申立てにおける差押債権の表示は、送達を受けた第三債務者
において上記の程度に速やかに確実に差し押えられた債権を識別すること
ができるものであるということはできない」として、このような債権差押
えの申立てを否定した。後者の方式については、最決平成25年 1 月17日判
時2176号29頁が、やはり不適法としている。

（ 8）	 陳述催告の内容は、民事執行規則135条 1 項によれば、①差押えに係
る債権の存否並びにその債権が存在するときは、その種類及び額（金銭債
権以外の債権にあつては、その内容）、②弁済の意思の有無及び弁済する
範囲又は弁済しない理由、③当該債権について差押債権者に優先する権利
を有する者があるときは、その者の表示並びにその権利の種類及び優先す
る範囲、④当該債権に対する他の債権者の差押え又は仮差押えの執行の有
無並びにこれらの執行がされているときは、当該差押命令又は仮差押命令
の事件の表示、債権者の表示及び送達の年月日並びにこれらの執行がされ
た範囲、および⑤当該債権に対する滞納処分による差押えの有無並びに差
押えがされているときは、当該差押えをした徴収職員、徴税吏員その他の
滞納処分を執行する権限を有する者の属する庁その他の事務所の名称及び
所在、債権差押通知書の送達の年月日並びに差押えがされた範囲、である。

（ 9）	 この第三債務者の陳述義務と損害賠償責任の性質については、拙稿
「第三債務者の陳述義務に関する一考察（一）（五・完）」名古屋大学法政
論集	226号133頁、228号209頁、同「第三債務者の陳述義務と損害賠償責
任」法政理論49巻 3 - 4 号89頁参照。

（10）	 同条文については、内山衛次『財産開示の実効性』（関西学院出版会、
2013年）345頁以下参照。

（11）	 Kurt	Stöber,Forderungspfändung,17.Auflage,621a.
（12）	 内山・前掲注10、350頁。
（13）	 法務省民事局参事官室「民事執行法の改正に関する中間試案の補足説
明」 3頁に平成16年から平成27年までの財産開示手続の申立件数等が紹介
されているが、それによれば、平成17年に1200件程度の申立件数があった
のをピークに、年間800件から1000件程度にとどまっている。また、開示
率は期間を通して概ね 3割強となっている。

（14）	 検討されたが見直しがなされなかった事項として、過去に処分された
財産に関する情報の取得のための制度、再実施の制限期間、情報の目的外
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利用に関する罰則などがある。
（15）	 金員仮払いの仮処分についても、同様に取り扱われていた。内野宗揮
ほか「〈担当者解説〉民事執行法等の改正の要点（ 1）─金融実務に関連
する項目を中心に」金法2118号39頁。

（16）	 法務省民事局参事官室「民事執行法の改正に関する中間試案の補足説
明」 5頁。

（17）	 平成29年の財産開示手続の既済件数681件のうち、実際に債務者の財
産情報が開示された件数は253件であった。内野・前掲注15注 1 。

（18）	 財産開示手続によって得られた債務者の債務者の財産・債務に関する
情報を目的外使用した過料の制裁は、改正後も変更がない（民執214条 1
項）。

（19）	「借金60万円を 5万円しか返済せず、地裁手続きに出頭しなかった男
を逮捕」読売新聞、2022年02月11日など。

（20）	 不奏功要件に関する証拠書類として、 1号に基づく場合には、申立日
前 6か月以内に実施された配当表または弁済金交付計算書の謄本、開始決
定正本または差押命令正本、配当期日呼出状など、 2号に基づく場合には、
申立人が、債権者として通常行うべき調査を行った結果、知れている財産
がどれだけ存在するか、またはそれらの財産に対する強制執行を実施して
も請求債権の完全な弁済を得られないことの証拠書類が必要とされる。今
井和男＝太田秀哉編著『令和元年改正民事執行法実務解説Ｑ＆Ａ』（商事
法務、2020年）73頁。

（21）	 前掲注16、中間試案補足説明 6頁。
（22）	 谷口園恵＝筒井健夫『改正担保・執行法の改正』（商事法務、2004年）
139頁。

（23）	 青木哲「財産開示手続と第三者情報取得手続の現状に対する理論的検
討」法の支配205号77頁。平成15年の財産開示制度の立法段階では、 1号
の要件は、執行手続の不奏功を前提とするという補充性要件を定め、 2号
の要件は、例外的に、執行不能の見込みの疎明で足りるという趣旨で立法
された。道垣内弘人ほか『新しい担保・執行制度（補訂版）』（有斐閣、
2004年）148頁〔山本和彦〕。

（24）	 ただし、 1号の要件を満たす場合には、 1号の要件の下で実施される。
（25）	 電気通信回線による登記情報の提供に関する法律 4条第 1項の業務を
行う者（指定法人）として、2023年現在、一般財団法人民事法務協会が指
定され、同法人が「登記情報提供サービス」を運用している。

（26）	 具体的には、土地の場合には、所在・地番等であり、建物の場合には、
所在・家屋番号等である。谷藤一弥「改正民事執行法の施行に伴う民事執
行規則等の一部改正の概要─金融実務に関連する事項を中心に」金法2129
号11頁参照。

（27）	 債務名義の表示からこれらに該当することが明確に読み取れる場合で
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なければならない。
（28）	 市町村等の第三者からの執行抗告は利益がなく認められないと解され
る。内田義厚「債務者財産開示制度の実効性の向上」中島弘雅＝内田義厚
＝松嶋隆弘編『改正民事執行法の論点と今後の課題』（勁草書房、2020年）
66頁。

（29）	 内野宗揮編著『Q＆ A令和元年改正民事執行法制』（金融財政事情研
究会、2020年）134頁。

（30）	 内野・前掲注29、136頁。
（31）	 西川佳代「債務者の財産状況の調査」早稲田大学法務研究論叢 6巻
124頁。

（32）	 内田・前掲注28、67頁。
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日本大学法学部機関誌執筆要領

令和 ３年 １ １ 月 １ 8 日機関誌編集委員会決定
令和 ３年 １ 2 月 １ ５ 日　　執行部会議承認
令和 ３年 １ 2 月 １ ６ 日　　　　教授会報告
令和 ４年　 ４月　 １日　　　　　　　施行

１．本要領の目的

本要領は、日本大学法学部機関誌編集委員会（以下「編集委員会」とい

う）にかかる機関誌に投稿する際の基本的手順について定めるものである。

2．投稿資格者

⑴　法学部、法学研究科および法務研究科の専任教員、名誉教授および定年

退職した元専任教員

⑵　以下の者については、編集委員会の審議を経て単著の投稿を認めること

がある。なお、投稿に際しては、法学部専任教員の推薦状を必要とする。

①　法学部非常勤講師

②　法学部客員教員

③　法学部以外の日本大学専任教員

④　法学部付置研究所研究員および法学部所属の日本大学研究員

⑤　法学部校友および法学部関係者で研究業績が認められる者

⑶　学外の研究者は、法学部専任教員の投稿の共著者となることができる。

⑷　大学院法学研究科博士後期課程学生は、指導教員の許可を得て『日本法

学』に「判例研究」を投稿することができる。

⑸　前 ４項の規定にかかわらず、退職記念号および追悼論文集については、

別の定めによる。



日本大学法学部機関誌執筆要領

令和 ３年 １ １ 月 １ 8 日機関誌編集委員会決定
令和 ３年 １ 2 月 １ ５ 日　　執行部会議承認
令和 ３年 １ 2 月 １ ６ 日　　　　教授会報告
令和 ４年　 ４月　 １日　　　　　　　施行

１．本要領の目的

本要領は、日本大学法学部機関誌編集委員会（以下「編集委員会」とい

う）にかかる機関誌に投稿する際の基本的手順について定めるものである。

2．投稿資格者

⑴　法学部、法学研究科および法務研究科の専任教員、名誉教授および定年

退職した元専任教員

⑵　以下の者については、編集委員会の審議を経て単著の投稿を認めること

がある。なお、投稿に際しては、法学部専任教員の推薦状を必要とする。

①　法学部非常勤講師

②　法学部客員教員

③　法学部以外の日本大学専任教員

④　法学部付置研究所研究員および法学部所属の日本大学研究員

⑤　法学部校友および法学部関係者で研究業績が認められる者

⑶　学外の研究者は、法学部専任教員の投稿の共著者となることができる。

⑷　大学院法学研究科博士後期課程学生は、指導教員の許可を得て『日本法

学』に「判例研究」を投稿することができる。

⑸　前 ４項の規定にかかわらず、退職記念号および追悼論文集については、

別の定めによる。



３ ．研究倫理の遵守と権利保護

⑴　投稿原稿は未発表のものに限る。他誌との二重投稿は認めない。また注

釈なく自己の既発表著作と重複する記述をすることは認められない。

⑵　剽窃、捏造、改ざん等の研究不正を行ってはならない。また投稿原稿に

ついては、著作者が適正に表示されていなければならない。

⑶　研究・調査対象に関する権利保護（資料の使用許諾や個人情報保護に関

する同意等）、および翻訳に関する権利について、必要な手続きを投稿前

に完了していなければならない。

⑷　利益相反に関する倫理を遵守するとともに、利益相反情報を申告しなけ

ればならない。

⑸　機関誌に掲載された著作物の著作権のうち、複製権および公衆送信権を

日本大学法学部に譲渡する。ただし、著者自身による複製権および公衆送

信権の行使を妨げない。

４．原稿種別

投稿は以下の種別で受け付ける。

⑴　論説

⑵　研究ノート

⑶　判例研究（『日本法学』のみ）

⑷　特別講演

⑸　翻訳

⑹　資料

⑺　書評

⑻　雑報

５ ．原稿の作成

⑴　原稿は、A ４用紙に適当な文字数で打ち出す。

⑵　分量の上限は、文字数で概ね22,000字（刷り上がり約2５頁）とする。そ

れを超えるものについては、原則として分割して掲載する。ただし、編集

委員会は、他の掲載原稿のページ数を勘案し、その上限の変更を認めるこ

とができる。なお半面 １ページ大の図表 １枚に付き900字を原稿文字数に

含めるものとする。

⑶　連載を前提とする長大な原稿についても、完結分までの完全原稿を投稿

するものとする。

⑷　表題と氏名には、和文表記および欧文表記を併記する。

⑸　注、参考文献の表記法は、当該分野の慣例に従うものとする。

６．原稿の提出

⑴　原稿は、投稿票、要旨（800字程度）と合わせ、デジタルデータで研究

事務課に提出する。

デジタルデータは、原則として電子メールの添付ファイルで研究事務課

宛に送付する。

⑵　原則として、投稿締切日を過ぎた原稿は受け付けない。

⑶　原稿提出後の原稿の差し替えはできない。

７．審査

別に定める「日本大学法学部機関誌審査要領」に則って行う。

8．校正
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